大 菩薩 峠 

流転の 巻 


中 里 介 山 


うすいとうげ いただき  みまえ 

宇治山 田の 米 友 は、 碓氷峠の 頂 、 熊 野 権現の 御前 

の 風車に 凭れて、 遥かに 東国の 方 を 眺めて いる。 

今、 米 友が 凭れて いる 風車、 それ を 米 友 は 風車と は 

気がつかないで、 単に 凭れ 頃な 石塔の たぐいだ と 心得 

ている。 来 友で なくても、 誰も この 平たい 石の 塔に 似 

たもの が、 風車 だと 気の つくもの は あるまい。 子供た 

ち は、 紙と 豆と で こしらえた 風車 を 喜ぶ。 ネザ ランド 

の 農家で は ウィンド ミル を 実用に 供し、 同時に その 国 

の 風景に 11 趣 を 添えて いる。 が、 世界の どこへ 行って 


も、 石の 風車と いうの は、 人間の 常識に 反いて いる は 

ず だ。 しかし、 碓氷峠に は それが ある。 

碓氷峠の あの 風車 

誰 を 待つ やら クル クルと 

あの 風車 を 知らない 者に は、 この 俗謡の 情趣が わか 

ら ない。 

誰が、 いつの 頃、 この 石に 風車の 名 を 与えた のか、 

また 最初に この 石 を、 神前に 据えつ けたの は 何の 目的 

に 出で たもの か、 それ は その 道の 研究家に 聞きたい。 

ひとたび めぐ  いちごう  くリん 

一 度 廻らせば 一 劫の 苦 輪 を 救う という 報 輪 塔が、 よ 

くこの 風車 に似てい る。 


明治維新の 時に、 神仏の 混淆が いたく 禁ぜられ てし 

まった。 輪廻と いう 仏説 を 意味して いる 輪 塔が、 何と 

も 名 を かえよう がな くして、 風車と いい 習わされ てし 

まった のなら、 右の 俗謡 は、 おおよそ 維新の 以後に 唄 

われた ものと 見なければ ならない のに、 事実 は、 それ 

より 以前に 唄われて いた ものら しい。 

しかし、 昔 も 今 もこの 風車 は、 風の 力で は 廻らない 

が、 人間が 廻せば クル クルと 廻る。 物 思う ことの 多い 

若き 男女 は、 熊 野の 神前に 祈って、 そうして この 車 を 

クル クルと 廻せば、 待つ 人の 辻占になる という。 

宇治山 田の 米 友 は、 そんな こと は 一切 知らない。 来 


友 は 風習 を 知らない。 伝説 を 知らないの みならず、 歴 

史を 知らない。 

歴史のう ちの 最も 劃時代的な こと を も 知らない。 こ 

の 男 は、 死んだ お 君から いわせれば、 素敵な 学者で は 

あった けれども、 まだ 古事記 を 読んで はいない し、 日 

ひもと 

本書 紀を 繙 いても いないので あります。 

ですから 風車の こと は 暫く 措き、 いま、 自分が こう 

して 現に 立って いると ころの 地点が、 日本の 歴史と 地 

ゆ P 

理の 上に、 由々 しい 時代 を 劃した 地点で あると いうよ 

うな ことに は、 いっこう 頓着がない のです。 

おおたら しひ こおし ろ わけの すめら みこと 

大足 彦忍代 別 天皇の 四十 年、 形 はすな わち 皇子 


にして、 実はすな わち 神人 …… と 呼ばれ 給うた ャ マト 

あが つま 

ォ ダナの 皇子が、 このところに 立って、 「吾 蠕 はや」 と 

やるせなき 英雄的 感傷 を 吐かれて 以来、 この 地点より 

見 ゆる 限りの 東 を 「あがつま 国」 という。 その 碓氷峠 

の 歴史、 地理の 考証に ついては、 後人が いろいろ のこ 

と をい うけれ ど、 この 「あがつまの 国」 に 残る 神人の 

恨み は 永久に 尽きない。 けだし、 石の 無心の 風車が、 

無限に クル クルと 廻る の も、 帰らぬ 人の 魂 を 無限の 底 

きゅうせい リん 

から 汲み上げる 汲 井 輪 の 努力 かも 知れない。 

上代の 神人 は 申す も畏し —— わが 親愛なる、 わが 

びせん 

微賤なる 宇治山 田の 米 友に 於ても また、 この 「あがつ 


まの 国」 に やるせなき 思いが 残る のです。 

それ以来、 来 友に は 死と いう ものが、 どうしても わ 

からない。 死と いう もの を 現に、 まざまざと 実見 はし 

ている けれども、 その実 在が 信ぜられない。 

このたびの 道中に 於ても、 来 友が —— 若い 娘 を 見る 

ごとに、 それと 行き 違う ごとに、 物に 驚かされ たよう 

かお とく 

に 足 を 止めて、 その 娘の 面 を 篤と 見定め、 後ろ姿 をす 

かし、 時として は、 ほとんど 走り 寄って 鎚リ つく ほど 

にして、 そうして、 諦め きれないで、 言おう 様な き悲 

痛の 色 を 浮べて 立つ ことがある。 その 時には さすがの 

ひやか 

道 庵 も、 冷評し きれないで 横 を 向いて しまう こと さえ 


ある。 

されば こうして 高き ところ、 人 無き ところに 立 つ て 

感慨無量に 「あがつまの 国」 を 眺める の も 無理 はあり 

さて、 来 友 を ひとり ここへ 残して おいて、 連れの 道 

庵 先生 は どこへ 行って いる。 

道 庵 は 峠の 町で 少し 買物が あるから といって、 米 友 

を 先に、 この 熊 野の 権現の 石段 を 上らせて おいた ので 

すが  それにしても、 あんまり きょうが 遅い。 

きまぐ 

道 庵の 気紛れ は、 今に はじまった ことで はない。 あ 

る 時 は 長くな リ、 ある 時 は 短くなる の も、 今に はじま つ 


たこと ではない が、 気の 短い 一方の 米 友が、 こうして 

別段に じれ 出そうと もしな いのは、 遥かに 東 を 望んで、 

泣いて いるから です。 

「あ ッ」 

からす 

暫くあって 気がつきました。 鴉が 鳴いて 西へ 急ぐ 

力ら てす 

そこで、 来 友 は 玉垣へ 立て かけて 置いた 杖 槍 を 取る 

が 早い か、 転ぶ が 如くに 権現 前の 石段 を、 一 息に 走せ 

下りました。 

フ J ん にち は」 

うす い 

権現の 前の 石段 を 一息に 走せ 下った ところ は、 碓氷 


の貞 光の 力 餅です。 

「先生 はどうしたい、 先生 は —— 」 

その まるい 眼 を クル クルと して、 力 餅屋へ 乱入し ま 

した けれど、 餅屋で は 相手に しません。 

「先生 …… おいらの 先生 …… 」 

次に 来 友 は、 その 隣り の 茶店へ 乱入し ました けれど、 

茶店で も 取合いませんでした。 

「ちえ ッ」 

来 友 は 舌 打 鳴らして 地 団駄を 踏みました。 どうも 見 

廻した ところ、 この 近辺に わが 尋ねる 先生の 気配が な 
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茶店の 隣り が 荒物屋 —— その 隣り が 酒屋 だ。 この辺 

いびき 

で、 鼾の 声が する だろう …… てっき リ —— との ぞい 

て 見ても、 道中の 雲助 共が、 ハダ かってい る だけで 先 

生の 姿が 見えない。 

「ちえ ッ、 世話の焼けた 先生 だな あ」 

来 友が 再び 地 団駄を 踏みました。 人家す ベて 二十 を 

かみ みや 

数える 碓氷峠の 上の 宫の 前の 町、 一 点に 立てば 全 宿 を 

見通す こと も、 全 宿の 通行人 をい ちいち 検分す る こと 

おろち 

もで きる。 さリ とて、 わが 先生の 大蛇の 鼾が 聞えない。 

しゅくなら 

一 曰 一、 宿 並びの 店と いう 店 を、 いちいち 探し 廻った 

あげく 

揚句、 また 再び 宫の 前へ 戻って、 坂 本 方面 を 見通して 


みたが、 そこに も 先生の 気配が ありません。 

「ちえ ッ、 ほんとうに 世話の焼けた 先生 だな あ」 

米 友 は宫の 前の 石段の 下に 立って、 三た び 地 団駄を 

踏みました。 

いのち 

ほんとうに 世話の焼けた 先生で ある —— 生命に こそ 

別条 は あるまい けれども、 責任 観念の 強い 米 友 は、 も 

のぞ 

しゃと 井戸の 中まで 視 いて 見た 上に、 峠の 宿 を 裏返し、 

表 返しに 視 いて 歩きました。 

ちまなこ  めぐ 

こうして 血眼に なって、 東西南北 を龃け 廻って いる 

米 友の 姿 を、 広く も あらぬ 峠の 町の 人々 が、 認めない 

わけに は ゆきません。 


ま  ご 

「お兄さん、 ェ、 コリャ どうな さりました。 迷い子に 

…… ェ、 迷い子 はお 前のお 連れさんで ござります か、 

年 はお 幾つぐ らい？」 

訊ねて みると、 どちらが 迷い子 だか わかりません。 

迷い子 は 年の 頃 五十 を 越した お医者さん。 それ を 尋ね 

廻って いる 御 当人 は、 子供 だか、 大人 だか、 ちょっと 

は 見当が つかない。 

あき 

峠の 町の 人 は 暫く 呆れて 見え ましたが、 それでも 要 

領を 得て みれば、 この 一 種 異様な 迷い子 さがしに 多少 

の 同情 を 持たない わけに は ゆかない し、 最初、 藪から 

棒に、 先生 はどうし たと 詰問され て 相手に しなかった 


家々 の 者まで、 本気に なって、 その 求む る 迷い子に つ 

いての 知識 を、 寄せ集めて くれました。 

その 言う ところに よると、 たしかに 来 友の いう 通リ 

にんそう こ つがら 

の 人相 骨柄の 人が、 力 餅 を 二百 文 だけ 買って 竹の 皮に 

ろうそく 

包ませ、 蠟燭を 二 丁 買って 懐ろ へ 入れ、 さて その 次の 

酒屋へ 来る と、 急に 気が 大きくな つて、 雲助 を 相手に 

気焰を 吐いて いた ことまで はわかった が、 それから 先 

が 雲 をつ かむ ようです。 

そこへ、 ひょっこりと 現われた 一人の 雲助が、 

「ナンダ、 その 先生 か。 そんなら うん 州が 駕籠に 乗つ 

いびき 

て、 いい 心 持で 鼾 を かいて ござった あ。 今時分 は 軽 


ますがた 

井沢の 桝 形の 茶屋 あたりで、 女郎 衆に いじめられて ご 

ざるべ え」 

この 言葉に、 来 友が 力 を 得ました。 

二 

そこで 宇治山 田の 来 友 は、 峠の 町から、 軽 井沢 をめ 

がけて 一 散に 馳せ 出しました。 

これより 先、 道 庵 は、 ちょっと 買物 をす るつ もりが、 

雲助 を 相手に、 酒屋へ 入る といい 気持に なり、 うつか 

り その 駕籠に 乗せられて、 有耶無耶 のうちに かつぎ 出 


されて しまいました。 

峠の 町から 軽 井沢まで は 僅か 十八 町、 且つ 下 リー 方 

の 帰り 駕籠です から、 かつぐ 方 もい い 心 持、 乗る 方 は 

一層い い 心 持に なって、 大 鼾で 寝込んで いるものです 

から、 またたくまに 軽 井沢の 宿 の 入口、 桝 形の 茶屋 ま 

で 着いても、 まだ 目が 醒めません。 

ここで、 雲助 はこの 拾い物のお 客 をお ろす と、 宿の 

めしもり おんな 

客 引と、 飯 盛 女が、 群がり 来って 袖 を ひっぱる こと、 

金魚の 餌 を 争う が 如し。 道 庵、 眼 を さまして、 はじめ 

て 驚き、 

「しま つた！」 


すいがん もうろう  あたり 

酔眼 朦朧と して 四方 を 見廻した けれども、 もう 遅い。 

ちょうじゃ 

「お 泊リ なさん し、 丁字 屋で ございます」 

「江 戸屋で ございます」 

「手前 は 佐忠で …… 」 

「三度 屋は こちらで， >  /ざいます」 

「温かい御飯の 冷えた の も ございます、 名物の 二八 

養 麦の のびたの も ございます、 休んで おいでなさい ま 

せ」 

道 庵、 いかに、 ジタ バタしても、 もう 動きが 取れ ま 

せん。 

よし、 こうなる 以上 は、 この 茶屋へ も 話して おき、 


ど こぞし かるべき 宿へ みこし を 据えてから、 人 を 走ら 

せて 来 友 を 招く に 如か じ、 と 決心し ました。 その 途端 

「ねえ、 旅のお 先生、 わたしども へお 泊り なさん し、 

玉屋で ございます」 

あだつ ぼい 飯 盛 女が、 早く も 道 庵の 荷物に 手 を かけ 

たもので すから、 道 庵 も 鷹揚に うなずいて、 その 案内 

で桝 形の 木戸から、 軽 井沢の 宿へ 入り込んだ ものです。 

「はは あ」 

道 庵 は 物珍しげに 軽 井沢の 町 を 見廻して、 頭上に け 

ぶる、 信 濃なる 浅間ケ 岳に 立つ 煙 をな がめ、 


「はは あ、 いよいよ 信濃路 かな。 一茶の 句に 曰く、 信 

濃路ゃ 山が 荷になる 暑さ かな …… ところが 今 はもう 暑 

うそぶ 

くねえ」 と 嘯 きました。 

時 は、 無論、 山が 荷になる ほどの 暑い 時候で はな かつ 

たけれ ど、 さりと てま だ、 ゆきた けつ もりて 裾の 寒さ 

よ、 とふる え 出す ほどの 時候で もありません。 

うす いとうげ 

幸いに して 碓氷峠 は 紅葉の 盛りで ありました。 坂 本 

の 宿から 峠の 上まで、 道 庵 は 名に し 負う 碓 氷の 紅葉に 

照らされて、 酔眼 をい よいよ 真 赤に しての ぼって 来 ま 

こうずけ  くにざかい 

したが、 上野と 信 濃の 国境 は 夢で 越え、 信 濃路に 入つ 

てはじめて、 浅 間の 秋に 触れました。 


ここに、 便宜上、 武州熊 谷 以来の 旅程 を 示す と II 

熊 谷から 深 谷まで 二 里 一 一十 七 丁。 深 谷から 本庄 まで 

二 里 二十 五 丁。 本庄 から 新 町へ 二 里。 この間に 武 州と 

上 州との 境が あって、 新 町から 倉ケ 野へ 一 里 半。 倉ケ 

野から 高 崎へ 一 里 十九 丁。 

うきょうのすけ 

高 崎 は 松 平 右京亮、 八 万 二 千 石の 城下。 それより 

あんなか 

坂 鼻へ 一 里 三十 丁。 坂 鼻から 安中へ 三十 丁 下り。 ここ 

は 坂 倉 伊予 守、 三 万 石の 城下。 安中から 松 井田へ 二 里 

十六 丁。 

松 井田から 坂 本へ 二 里 十五 丁。 こうして 今や 上 州の 

坂 本から 二 里 三十 四 丁 二十 七 間の 丁 場 を 越えて、 信 濃 


の 国、 軽 井沢の 宿に 着いた という わけであります。 

軽 井沢へ 来て、 酔眼 をみ はって 見る と、 その 風物の 

い ちじる 

いと ど 著 しいのに、 道 庵 は 眼 をき よろ つかせな いわ 

けに は ゆきません。 

空 を 見れば 浅間ケ 岳が 燃 ゆる 思いの 煙 をな びかせ、 

地 を 見れば 三 宿の 情調が、 いと ど 旅感を そそる に 堪え 

ている。 七十 八 軒の 本 宿に、 二十 四 軒の 旅籠 屋。 

べにおしろい めしもり おんな 

紅白粉の 飯 盛 女に、 みとれる ような あだつ ぼい のが 

いる。 なるほど これで は、 道中 筋のお 侍た ちが ブン流 

してお 差 控え を 食う の も 無理 はない と、 いい 年 をした 

道 庵が、 よけいな ところへ 同晴 をしながら 歩きました。 


道 庵 先生 は 玉屋の 店の 縁先へ 腰 を かけて 足 を 取り、 

すすぎ  はたご や 

洗足のお 湯の 中へ 足 を 浸して いると、 旅籠 屋の軒 場 軒 

あんどん 

場の 行燈に 火が 入りました。 それ を ながめる と 道 庵 は、 

足 を 洗う こと を 打 忘れ、 

「はは あ、 初 雁 もとまる や 恋の 軽 井沢、 と はこれ だ、 

しょくさん 

この 情味に は 蜀山 も 参つ たげ な」 

事実、 江戸 を 出て 以来の 情景に、 道 庵が すっかり 感 

嘆し ました。 

ところが、 そこへ、 おあつらえ 向きに 遠く 追分節が 

聞え 出した もの だから、 道 庵が また 嬉しくな りました。 

「すべて 歌と いう やつ は、 本場で 聞かな くち やい けね 


え」 

両側に 灯 をと もし はじめた 古 駅の 情調と、 行き交う 

人の 絵の ような のと、 綿々 たる 追分節が 詩興 を そそる 

のに、 道 庵 先生が 夢心地に なりました。 

「あの、 お連れさん をお 迎えに 出しましょう か」 

女から こう 言われて、 ハツと 気がついて、 

「そのこと、 そのこと、 急いで 人 を 出して おくん なさ 

い。 大将、 まごまごして いるだろう、 間違って 坂 本の 

方へ でも 落つ こつ てし まわね えけ り やい いが …… 」 

道 庵が はじめて、 来 友の こと を 思い出しました。 

「ね、 いい かい、 人相 はこれ これ だよ、 間違えち やい 


けね え。 な あに、 間違えよ うたって、 間違えられる 柄 

じ やねえん だが、 人間が 少し 活 撥に 出来て るから、 気 

き 

をつ けて 口 を 利いて くんな よ、 腹 を 立た せる と 手に お 

えね え」 

そこで、 米 友の 人品 を 一通 リ 説明して 聞かせました 

から、 宿の 者 は 心得て、 来 友 を 迎えに 出かけました。 

道 庵が、 そこで 足 を 洗いに かかる と、 この 宿の 楼上 

で 三味線の 音が します。 そこで 道 庵が、 またも 足 を 洗 

う 手 を 休めて しま つ て、 

「古風な 三味線の 音が する が、 あり や 何 だい」 

せ つ きょうじょ うるり 

「説教 浄瑠璃が はじまりました」 


「説教 浄瑠璃と 来たね、 今時 は あんまり 江戸で は 聞か 

れ ねえが …… なるほど、 莉萱 か、 信 濃の 国、 親子 地蔵 

の 因縁 だから、 それ も 本場 ものに はちげ えね え …… 」 

見る もの、 聞く ものに、 一 通り へらず 口 をた たかな 

すすぎ 

ければ 納まらぬ 道 庵、 まだ 洗足の 方 はお 留守で、 往来 

を ながめる と、 急ぎ足な 三人 連れの 侍、 東へ 向って 通 

るの を 見て、 

しゅく 

「はてな …… 時分が 時分 だから、 大抵 はこの 宿で 納 

の  りょうけん 

まるのに、 あの 侍た ち は、 まだ 東へ 延す 了簡と 見える、 

ィャに 急ぎ足で、 慌ててい るが、 はは あ、 これ もお 

さしひか れん 

差 控え 連 だな …… 」 


と 嘲笑いました。 

と +P 

お 大名の 道中のお 供の 侍に はかなり の 道楽者が ある _ 

道中、 渋皮の むけた 飯 盛が いると、 ついその 翌朝 寝 過 

ごして、 殿様 はとうに お立ちに なって しまったと 聞い 

て、 大慌てに 慌てて、 あと を 追い かける けれども、 三 

日 も 追いつけ ぬ ことの あるの は 珍しくない。 その 時 は 

くにおもて 

別にお とがめ も 受けない が、 国表 へ つくと 早速 「差控 

え」 を 食う ことにな つてい る。 図々 しいのに なると、 

差 控えの 五 犯 も 六 犯 も 重ねて 平気な 奴が ある。 

今し、 泊るべき 時分に も 泊らず、 行 手 を 急ぐ 三人 連 

れの侍 は、 多分、 そのお 差 控え 連に 相違 あるまい と、 


それ を 見かけて 道 庵が 嘲笑いました。 

人の こと を、 嘲笑う 暇に、 自分の 足で も 洗ったら よ 

あき 

かろうに、 宿で も 呆れて いるの をい いこと に、 道 庵 は、 

「ザ マ あ 見や がれ、 お 差 控えの 御 連中 様 …… あは、 は、 

ま  よ  」 

と 高笑い をし、 ようやく 身をかがめて、 今度 は 本式に 

足 を 洗いに かかる 途端に、 風 を 切って 飛んで 来て、 う 

つむいて 足 を 洗って いる 道 庵の 頭に、 ィャ という ほど 

ぶつかり、 その ハズミ で、 唸リ をな して 横の 方へ けし 

飛んだ ものが あります から、 道 庵が 仰天して、 すすぎ 

の盥の 中へ っッ たつ てし まいました。 


「あ 痛え …… 」 

ちょうちん  おうらい なか 

見れば 一 つの 提灯が、 往来 中から 飛んで 来て、 道 庵 

の 頭へ ぶッ つかって、 この 始末です。 

すすぎ  たらい 

頭の 上へ 降って 来た 提灯に、 道 庵 は 洗足の 盥の中 

へ 立ち上って 驚き、 驚きながら 手 をのば して、 その 提 

灯 を 拾い 取って 見る と、 それ は 梅 鉢の 紋に、 御用の 二 

字 …… はは あ、 加賀様 御用の 提灯と いう やつ だな …… 

道 庵 は、 片手で 頭 をお さえ、 片手で その 提灯 を 拾い 


上げて、 盥の 中に 突立って いると、 

「ど、 ど、 ど、 どうしゃ がるで え、 待ちね え、 待ちね 

え、 待ち や がれ やい、 三 びん」 

やか ま  あくば 

その 喧しい 悪罵の 声 は、 すぐ 眼の 前の 往来の まん 

なかで 起り ました。 

たづな  まう 

見れば、 荷駄 馬の 手綱 を そこへ 抛り 出した 一人の 馬 

もろはだ 

子、 相撲 取と 見 まがう ばかりの 体格の やつが、 諸肌ぬ 

ひげ 

ぎに、 向う 鉢巻で、 髭 だらけの 中から 悪口 を ほとばし 

らせ、 

「待ち や がれ —— この 三 びん」 

追い かけて、 つかまえ たの は、 さいぜん 道 庵 先生が 


嘲笑った 三人 連れのお 差 控え 候補者の 中の、 いちばん 

年 かさな 侍の 刀の 鐺 です。 

「すわ」 

と、 北国 街道が ドョ めきました。 

「何、 何事 だ」 

刀の 鐺を つかまえられた 侍 はもち ろん、 三人と もに 

眼に 角 を 立てて 立ち どまり ますと、 くだんの 悪 体な 馬 

子が、 怒り を 向う 鉢巻の 心頭よ リ 発して 食って かかり、 

「見ね え、 あ、 あれ を、 どうして くれ るんだ い、 やい、 

あの 提灯 をよう」 

そそう 

「はは あ、 あれ は 貴様の か、 急いだ 故につ い 粗忽 を 致 


した、 許せ」 

年 かさな 侍が 陳謝して 過ぎ去ろう としたの は、 たし 

かに 自分が、 右の 馬子と すれちがい ざまに、 あの 提灯 

に 触って 振り落し たという 覚えが あるから、 聞 捨てな 

らぬ 悪口で は あるが、 軽く 詫びて 通った のが 勝ちと 

思った からです。 

「何、 何 をい つて やが るんだ、 あれ は 貴様の か、 急い 

だた めつ いした そそう だと …… よく 目 を あいて 拝み や 

がれ、 あれ は加賀 様の 御用の 提灯 だ わ やい」 

あくたい  くだん 

かさに かかった 悪態の 馬子 は 前へ 廻って、 件の 侍 

の 胸倉 を 取って しまいました。 そこで 軽 井沢の 全 宿が 


ふ る 

顫え 上りました。 

道 庵 先生 は、 これ は 自分の 頭へ 提灯が 降って 来た 以 

上の 出来事 だと 思いました。 自分の 頭 も 多少 痛かった 

が、 いわば それ は 飛ばつ ちりで、 本元 は 今 そこで 火の 

手が 楊って いるの だ …… こういう 場合に、 よせば いい 

のに、 道 庵が のこのこと 現場へ 出かけた の は、 まこと 

によけ いなこと です。 

ちょうちん  たらい 

道 庵 は 問題の 提灯 を さげて、 尻 はしょりで、 盥か 

ら跣 足の ままで 抜からぬ顔で、 火元へ 出かけよ うとす 

めし もリ 

るから、 玉屋の あだつ ぼい 飯 盛が、 飛んで 出て、 

「お客様、 およしなさい まし、 ほって お置きなさい ま 


し、 あれ は 裸の 松さん といって、 加賀 様の 御用 を 肩に 

わる 

着て、 力が 五 人力 あると い つ て、 街道き つての 悪で 通つ 

て いますから  」 

そっと、 ささやいて 道 庵 を 引 留めました けれど  

およそ 道 庵の 気性 を 知つ ている 限りの 人に おいて は、 

左様な 諫言 を 耳に 入れる 人 だか、 入れない 人 だか は、 

先刻 御 承知の はず。 

「ナァ —二、 五 人力 あろうが、 十人力 あろうが、 おれ 

さじ  たま 

の 匙に かか つち や ぁ堪ら ねえ」 

道 庵 は、 その 加賀様 御用の 提灯 をたず さえて、 跣 足 

で、 尻 はしょりで、 とうとう 問題の 渦の 中へ 飛び込ん 


だの は、 酔 興と はいいながら、 本当によ せば いいので 

「御免よ …… これ 馬子 様、 お腹 も 立とう が、 どうか、 

この 道 庵に めでて、 十八 文に 免じて、 今日のと ころ は 

一 つ …… 」 

はだか まつ 

問題の 提灯 を、 いき リ 立った 馬子の 裸 松の 前へ 持 

ち 出し、 

「幸い、 持 合せが ございます ゆえ …… 新しい の を 一本 

差 加えまして …… 」 

ろうそく 

と 言って、 さいぜん 峠で 買った ばかりの 蠟燭を 一 本 だ 

け 差 加えて、 うやうやしく 馬子の 裸 松の 前へ 出す と、 


これ はかえ つ て 裸 松の 怒りに 油 を さした ような もので、 

「ふ、 ふ、 ふざけ やが るない、 この 筍 め」 

提灯 を 引った くって、 道 庵の 横面 を 一 つ、 ぼかり と 

食わせました。 

それで 道 庵が ひとたまりもなく、  二 間ば かり ケシ飛 

んで ひっくり返 つたが、 そんな ことに 腰 を 抜かす 道 庵 

と は、 道 庵が ちがいます。 

「この 野郎 様、 おれ をぶ ちゃが つたな、 さあ 勘弁が で 

きね え、 おれ を 誰 だと 思う、 江戸の 下 谷の 長者 町で… 

〜」 

といった が、 江戸の 下 谷の 長者 町 あたりで こそ、 道 庵 


といえば、 泣く 児 も 泣いたり、 だまった りする が、 中 

にら  き 

仙 道の 軽 井沢 あたりへ 来たんで は、 あまり 睨みが 利か 

ない こと を、 この 際、 気がつかない でもない と 見え、 

さじ 

「おれの 匙に かかって 命 を 落した 奴が 二 千 人から ある、 

人 を 殺す ことに かけて は、 当時 この 道 庵の 右に 出る 奴 

は 無え …… 人 を 見損なう と 承知し ね えぞ」 

といって、 起き 上る と、 ひょろひょろと 龃け 寄って、 

裸 松の 前 袋に 食い 下りました。 

知らない ほど 怖い こと はない。 裸 松 とても、 道 庵が 

ソレ ほどの 勇者で あると 知ったら、 少し は 遠慮 もした 

わる 

ろうに。 道 庵と しても、 こいつが 街道 名代の 悪で、 五 


人力 あるの が 自慢で、 人 を 見れば 暄嘩を 吹つ かける の 

が 商売 だと 知ったら、 少し は 辛抱 もした ろうに。 何 を 

いうに も、 道 庵 は 酔って います。 この、 ひょろひょろ 

したお 医者さん 化の 男が、 いきなり 飛んで 来て 前 袋へ 

食いつ いたから、 さすがの 裸 松が その 勇気に 驚いて し 

まいました。 少なくとも、 自分 を 向う へ 廻して 腕ず く 

うすい 

で 来ようと いう 奴 は、 上 は 善 光寺 平から、 下は碓 氷の 

坂 本までの 間にある まいと 信じて いたと ころ、 その 自 

信 を うらぎ つて、 ちつ とも 恐れず 武者ぶ りつ いて 来た 

い つ とき 

勇気の ほどに は、 裸 松 ほどの もの も、 一 時 力負けが し 

て、 こいつ はほんと うに 柔術で も 取る のか 知らと 惑い 


ました。 

必死と なって 裸 松の 前 袋に 食いつ いた 道 庵 は、 そこ 

で、 やみくもに 身ぶ り をして、 ちょうど 器械体操 みた 

ような こと を はじめた から、 一 旦は 戸惑いした 裸 松が、 

ええ、 うるせ え、 ー振リ 振って 振り 飛ばそう としたが、 

先生 は、 しっかりと 前 袋に くいついて、 離れようと は 

しません。 

その 間に —— 悧巧な 例のお 差 控え 連 は 事 面倒と 見て、 

道 庵に この 場 をな すりつけ、 三人 顔 を 見合わせ ると、 

いちもくさん 

一 目 散に 逃げ出しました。 それ も 街道 を 真直ぐ に 逃げ 

たんで は 危険と 思った のか、 わざと 人家の 裏へ それて 


逃げ出し たから、 裸 松が、 いよいよ おこって わめき 出 

し、 

「御用 提灯 を 粗末に されち や、 おれ は 承知しても、 加 

賀 様が 承知し ねえ、 待ち ゃァ がれ！」 

道 庵 を 前に ブラ 下げた リ、 引きずった りした なりで、 

逃げ 行く 侍た ちの あと を 追い かけました。 そこで 軽 井 

沢の 宿 は 家 毎に 戸 をと ざすの 有様です。 

しかし、 この 道 庵の 食い 下り 方が、 非常に しんねり 

強かった ために、 裸 松 は 思うよう に 駆ける ことができ 

ず、 とうとう 三人の 侍の 姿 を 見失って しまいました か 

ら、 裸 松の 怒り は 一 つに なって、 道 庵の 上に 集まった 


の はぜ ひがありません。 

「この 筍 …… いらざる ところへ 出しゃば リゃ がって 

…：- J 

哀れ や 道 庵 は、 ここで 五 人力の 犠牲に ならなければ 

ならない。 両刀 を 帯した 三人 づれの 侍すら が 避けて 逃 

ぐる ほどの 相手 を、 いかに 道 庵で も、 匙 一本で あしら 

わなければ ならな いのは、 心 がらと はいえ、 ばかば か 

しい 話で。 だから 最初に よせば いいのに といった のに、 

病で は 仕方がない。 

そこで、 ようやく 道 庵 を 振り 飛ばした 裸 松 は、 二度 

ひょろひょろ として、 三 間ば か リケシ 飛んで 尻餅 をつ 


かっこう  もろ 

いた 恰好の 珍妙な のと、 口 ほどに もない 脆 さかげん と 

に 吹き出して しま つ て、 

「ザ マ あ 見や がれ」 

こ  しょう 

ところが、 懲り も 性 もない 道 庵 は、 また 起き 上 つ て、 

ひょろひょろと 裸 松に 組みつ いて 来たの を、 今度 は 前 

袋 へ も 寄せ つ けず 突き倒し、 襟髪 を 取 つ て 無茶苦茶に 

振り 廻し ました。 

かかる 時節に、 宇治山 田の 来 友が 来ない というの が 

間違って いる。 本来、 こういう 場合の 万一に備え るた 

めに 天から 授けられた 来 友で はない か。 それ を さしお 

いて、 道 庵 自身が まかり 出て、 米 友の 株 を 背負い 込 も 


うとしても そうは ゆかない。 天 は 決して 人に 万能 を授 

ける もので はない。 おのおの その 職と すると ころの 分 

外に 出て 業 をしょう とすれば、 必ず 間違いが ある。 

道 庵 先生と もあろう ものが、 ここで 裸 松の ため、 ほ 

とん ど、 なぶり 殺しの 目に 逢い 出した の も、 もとはと 

いえば、 自業自得。 自業自得と はいいながら、 その 業 

は 酒が させる わざです。 ですから これ は、 酒 業 自得と 

いうの が 正しいで しょう。 

裸 松 は、 道 庵 を 突き飛ばしたり、 引きずり 廻したり、 

それ を また 道 庵 は、 すっかり 負けない 気になって、 起 

き 直って は、 ひょろひょろしながら 武者振り つくもの 


ですから、 その 恰好が おかしい といって 裸 松 は、 いい 

おもちゃ 

玩弄に して 面白がつ ている。 それでも 玩弄に されて い 

るた めに、 道 庵 は 致命傷 を 免れて いるら しい。 しかし、 

どちらに しても こうして 置けば、 この 際、 仲裁に 出て、 

わが 道 庵 先生の 危急 を 救おうと する ほどの 勇者が 現わ 

れる はず はない から、 道 庵 はみ すみす 弄り 殺しに なつ 

てし まう。 

江戸で は 飛ぶ 鳥 を 飛ばした 道 庵と も あるべ き 身が、 

みすみす 北国 街道の はずれで、 馬子 風情の 手に かかつ 

て 一 命 を 落す と は、 なんぼう 哀れな ことで はない か。 

おもちゃ 

いいかげん 玩弄に して、 もうへ トへト になった 道 庵 


を、 裸 松 は 手近な 井戸 流しのと ころへ 引きずって 来 ま 

したが、 それでも、 殺す までの 気 はない と 見えて、 そ 

こで 道 庵の 頭から 水 を 一 つ ザ プリと 浴びせる と、 そこ 

へ 引き倒して、 あり 合わせた 切 石 を 取って、 左様、 目 

方が 十四 五 貫 もあろう というの を 軽々 と 持つ て 来て、 

俯伏しに 寝かした 道 庵の 背中の 上へ 重し にかけ ました。 

きそくえんえん 

ここで 気息 奄々 たる 道 庵 は 動きが 取れない。 石の 重 

し を かけられて、 首と 両手と 両足 を もがく ばか リ。 張 

子の 虎の ような、 六 蔵の 亀の ような 形 を、 裸 松 はお か 

し カリ 

「ザ マ あ 見や がれ。 おかげで 暇つ ぶし を させられた、 


さあ、 今の 三ぴん 共、 遠く は 行く めえ …… 」 

そうして おいて 帯 をし め 直し、 鉢巻 を 巻き 直して、 

逃げた 侍の あと を 追い かけよう とする。 

軽 井沢の 町で は、 鳴り を しずめて 事の なりゆき を 

きづ か 

気遣って いるが、 無論、 たれ ひとり 出て 来ようと する 

もの もない。 

時に 重し を かけられた 道 庵が、 有らん限りの 声 を 出 

して 叫びました、 

「べらぼう 様 …… おれ を 亀の子に しゃがつ たな、 よく 

も 道 庵に 重し を かけて 亀の子に しゃがつ たな、 手 も 出 

さず、 頭 も 出さず、 尾 も 出さず、 身 を 縮めた る 亀 は 万 


年 …… と 歌に あるの を、 それで はいけ ねえから 手 も 出 

しつ、 頭 も 出しつ、 尾 も 出しつ、 身 を 伸ばした る 亀 は 

万年 …… とよみ 直した 奴が ある、 おれ を どうしょうと 

いうんだ、 伸ばした らいいの か、 縮んだら いいの か… 

…ァ 痛、 ァ痛 …… 」 

道 庵 は 有らん限りの 声で こういいながら、 有らん 限 

りの 力で はねおきよう としたが、 この 時の 力で は、 十 

四 五 貫の 重し を はね 返す 力が ありません。 

「ァ、 痛ッ」 

まねお 

刎 起きよう とすると、 いよいよ メリ 込む ばかりです- 

「ァ、 痛ッ、 骨が 砕ける …… 重て え、 卸せ、 卸せ」 


と 苦しが つ て 叫びました。 

「ザ マ あ 見や がれ」 

裸 松 は 鉢巻 をし め 直しながら、 道 庵の 上へ 載せた 重 

しの 石へ 片足 を 載せました。 この 足に 力を入れれば 道 

庵が ギ ユウと つぶれる。 

「来 友 …… 友 様 あ …… 」 

ここで 初めて 道 庵が、 助けの 声 を あげました。 

時なる かな、 宇治山 田の 米 友 は、 峠の 町から 軽 井沢 


ますがた 

の桝 形の 茶屋まで、 真一文字に 飛んで 参りました。 

「先生 はどうした、 おいらの 道 庵 先生が こっちへ 見え 

なかった かい ：：： 」 

ここに 桝 形の 茶屋と いうの は、 軽 井沢の 駅の 上下の 

外れの 両端に、 桝 形に 石 を 築いた 木戸が あって、 そこ 

に 数軒の 茶屋が 並んで いる。 追分節の 歌の 文句の 一 つ 

にも、 

送り ましよ かい 

送られ ましよ か 

せめて 桝 形の 茶屋まで も 

と あるの がそれ です。 


「え、 先生、 あのお 医者さん の、 あなたが そのお 連れ 

さんでした か。 これ はどう も、 今お 迎えに 出かけ まし 

たと ころで ：：： それでお 気の毒で すが、 時の 災難と 

おぼしめ 

思 召して 下さい まし、 まことに ハヤ、 なんとも …… 」 

木戸番と、 宿から 迎えに 出た 男衆と が、 来 友 を 見 か 

けて、 まずお 見舞と、 申し わけ をす るよう な 口ぶりが 

がてん 

ど う も 合点が ゆきません。 

「時の 災難 だって …… ？」 

「まことに どうも  」 

「おいらの 先生 は 来た か、 来ね え か、 それ を 聞いて る 

ん だぜ」 


「それが、 どうも 大変な 事に なつち まい ましてね」 

「何、 何が 大変 だい I 」 

米 友が 思わず 意気込み まし た 。 

「だからお 留め 申したん です けれども、 お 聞 入れが な 

いもんだ から、 仕方が ございません」 

宿の 男衆が 申し わけば かり 先にして、 事実 をい わな 

いもの だから、 来 友が いよいよ 急き込みました。 

「おいら は 申し わけ を 聞いて るん じ やねえ ぜ、 先生が 

こっちへ 来た か、 来ね え か、 それ を 聞いて るんだ ぜ、 

りょうけん 

来な けり や 来ね えよう に、 こっちに も 了簡が あるん 

だからな」 


「それが まことに どうも はや  」 

「来たの か、 来ね えの か。 おいらの 先生 は 下 谷の 長者 

町の 道 庵と いって、 酔つ ばらいで 有名な お医者さん だ、 

その 先生が こっちへ 来た か、 来ね え か、 それ を 聞かし 

て もらいて えんだ ぜ」 

「へえ、 おいでになりました、 たしかに おいでになり 

ました」 

「そうか、 それでお いら も 安心した、 そうして 先生 は、 

お前の 家へ 泊って いるの かい？」 

「へえ、 手前 共へ お着きに なりました、 それからが 大 

変なん でございます、 まことに 申し わけが ございませ 


んが …… 」 

「お前のと ころへ 泊つ て、 それから どうし たんだい… 

…何が 大変なん だ」 

米 友 は 事態の 穏か でない こと を 察して、 地 団駄を 踏 

みました。 何 か 変った 事が 出来た に 相違ない。 先生と 

して は、 世話が 焼けた 話 だが、 自分と して は、 職務に 

対して 相 済まない と、 来 友の 胸が 騒ぎ 出しました。 

「早く 言って くんね えな、 おいらの 大切な 先生 だ、 何 

か 間違いが あった 日に や、 おいらが 済まね え」 

米 友 はまる い 目 を 烈しく 廻転させます と、 木戸番 も 

宿の 男 も、 いよいよ 恐縮して、 


「まことに はや、 飛んだ 御 災難で …… 先生が、 お留め 

申す の もお 聞 入れない もんだ から、 つい 悪い 奴に つか 

ま つ てし まいな すつ て …… 」 

「ナ 二、 おいらの 先生が 悪い 奴に つかまつ たって… 

じょうだん 

…？ 冗談 じ やねえ、 その 悪い 奴と いうの は 何者 だい、 

ご ま 

胡麻の 蠅か、 泥棒 か、 それとも 街道 荒しの 浪人 者 か。 

それが どうしたい、 悪い 奴に つかまった？ おいらの 

先生が、 それから どうしたん だい？」 

「ただいま、 ひどい 目にあって おいでな さいます …… 」 

「何 …… ？ ただいま ひどい 目にあって おいでなさい 

ます だって？ ばかにして やがら、 ひどい 目にあって 


おいでなさい ますなら、 ナゼ 助けてお やり 申さね えの 

だ」 

「それが どうも …… 」 

米 友 は、 木戸番と、 男衆 を 突き倒して、 疾風の 如く 

軽 井沢の 町 へ 龃け 込みました。 

「やい、 やい、 軽 井沢 にゃあ、 宿 役 も、 問屋 も 無え の 

かい、 人が ヒドィ 目にあって いるの を、 助ける という 

奴が いねえ のかい。 冗談 じ やねえ、 おいらの 先生 をヒ 

ドィ 目にあわせよう という 奴 は、 どこに いるんだ、 や 

い」 

米 友が こう 叫んで 歯が み をしながら、 軽 井沢の 町の 


真中 を 走せ 通りました。 

またい けない！ とその 声 を 聞いた 町の 者が、 再び 

顫え 上りました。 あのお 医者さん の 連れと いうの が 来 

たな、 いいと ころへ といいた いが、 ほんとうに 悪い と 

ころへ 来た。 一人でた くさん なのに、 また 一人 ヒドィ 

目に 逢いたがって 来た。 裸の 松の 怖るべき こと を 知ら 

さ 

ないで、 相手に なりたがって 来た。 いったい、 気が 利 

ますがた 

かない じ やない か。 桝 形の 茶屋の 番人 は 何 をして いる。 

あそこで 食いと めて、 こちらへ 入れない ようにしたら 

よかり そうな もの じ やない か。 

入って 来た 以上 は、 仕方がない —— 


その 時です。 歯が み をして、 軽 井沢の 町へ 怒鳴り込 

んだ 宇治山 田の 米 友 は、 ふと 足 もとに ころがる 一 つの 

ちょうちん 

提灯 を 見て、 まず 穏か でない と 思いました。 

その 提灯 は 梅 鉢の 紋、 それが いわゆる 菅公 以来の 加 

賀 様の 紋 であって、 その 下に 「御用」 の 二字。 

ああ、 なるほど、 わが 道 庵 先生 は、 この 加賀 様なる 

ものの 手先に とっつかまって、 難題 を 起して いるの だ 

なと、 早く も 感づきました。 相手が 百万 石の 加賀 守で 

ぼうじょう 

は、 駅の 者 も 手出しが できないで、 その 亡状 に 任せて 

いるの だな と 来 友が 気取る と、 またも 歯 を ギリ ギリと 

かみ 鳴らしました。 


こういう 場合の 米 友に は、 義憤と、 反抗と がわいて、 

相手が 強ければ 強い ほど、 ふるい 立つ の を 例と する。 

てっきり、 これ は 百万 石の 加賀 守のお 供 先が、 何 か 

の 行 違いで、 わが 道 庵 先生 をつ かまえて、 暴圧 を 加え 

ている の だな、 とこう 感づきました。 それで 彼 は、 こ 

うし ぢ 

の 提灯の 梅 鉢の 紋に 向って、 反抗の 心が 潮の 如く わ 

き 出した のです。 

しかし、 これ は 少なく ともこの 際、 米 友の 推察 は 立 

入り 過ぎて いました。 邪推と はいわない けれども、 筋 

きい っぽん 

道の 考え方が 生 一 本に 過ぎて いました。 

いわゆる 百万 石、 加賀 様の 御 威勢 は、 この 街道に 於 


て、 そんな 圧制な もので はない。 むしろ、 その 寛大と、 

鷹揚と、 自然、 金銀の 切れ 離れの よい 大 大名ぶ り は、 

うるお 

この 街道 筋の 上下 を 潤して、 中 仙 道、 一名 加賀様 街道 

といわれた ほどに 人気 を 占めて いました。 ついでにお 

気の毒ながら、 その 時分の 下郎 共の 口の端に のぼった 

悪 まれ 唄 を 紹介す ると、 

人の 悪 いのは 鍋島薩 摩、 暮六ッ 泊り の七ッ 立ち 

というの がその 一 つ。 

こおりや ま 

お 国 は 大和の 郡 山、 お 高 は 十と 五 万 石、 茶代が 

たった 二百 文 

と いうの も その 一 つ。 


銭 は 内 藤豊後 守、 袖から ぼろが 下リ藤 

と いうの も その 一 つ。 

さんきん こうた い 

その他、 参覲 交代の 大名と いう 大名で、 この 下郎 共 

の 口の端に かかって 完膚の あるの はない が、 百万 石、 

加 賀様だ け は 別 扱いに なって、 さの み 悪評が 残らない 


だから、 宇治山 田の 米 友が、 一 途 に加賀 守の 横暴 を 

いきどお 

憤 り 出した の は、 筋違いでした。 

けれども、 唇が ヮナヮ ナと慄 えて、 杖 槍 を 握る 手と 

腕が、 ムズ ムズと 鳴り 出した の は、 どのみ ち、 相手が 

相手 だから …… という 武者振いの 類 です。 


まっしぐら  びっこ 

驀進 に —— 但し、 跛 足 を 引いて、 夕 暮の軽 井沢の 町 

を、 怒 髪 竹の 皮の 笠 を 突いて 馳 せて 行く と、 

「友 様 …… 米 友 様 …… 」 

と 助け を 呼ぶ の 声。 意外に も 程遠から ぬ 路傍で 起り ま 

した。 

見れば 雲 つ くば かりの 無頼漢。 遠目で 見て さえ も、 

加賀 様の 御 同勢と は 見えません。 

五 

「お、 おいらの 先生 を、 ど、 どうしょうと いうんだ？」 


米 友 はまず 振 別の 荷物 を 地上 へ 投げ出しました。 

荷物 を 地上へ 置く のと、 その 手に した 杖 槍 を 取り直 

したのと、 どちらが 早かった かわかり ません。 

その 独 流の 杖 槍 —— 穂の すげ てない II は 電光の 如 

く、 裸 松の いずれの 部分 を 突いた かわからない が、 大 

の 男の 裸 松が、 物凄い 声 を 出して 後ろへ ひっくり返り 

ました。 

「先生、 怪我はなかった か？」 

来 友 は 早く も、 道 庵の 背中の 上の 切 石 を はね 飛ばし 

て、 それ を 介抱 をしょう とすると、 道 庵が 桔槔 のよう 

に 飛び 上りました。 


「占めた！ もう 占めた もんだ」 

飛び 上って 二三 度 体操 をし ましたから、 それで 来 友 

も 安心し ました。 

それ は それで 安心した が、 安心の ならな いのは、 ちょ 

うど その 時分、 いったん 後ろへ ひっくり返った 裸 松が、 

怖るべき 勢いで 起き直って 来たからで あります。 

一 里. 05  ！ 」 

ひと つか 

米 友 をー摑 みに して、 引裂いて 食って しまう 権 幕で 

ぎょうそう 

迫って 来た その 形相が、 人 を 驚かす に 充分です。 

それ は 今、 米 友の 一 撃 を、 眉と 眉の 間に 受けて、 そ 

こから 血が 流れ出した からです。 


「何 だ！」 

そこで、 米 友が 一 足さが つて 杖 槍 を 再び取り 直し ま 

した。 

一 ！ 」 

ま 

裸 松 は 野獣の 吠える ような 勢い をして、 来 友に のし 

かかって 来たの を、 米 友が、 

「ちえ ッ」 

と 言って、 その 肩 を 右から 打つ と、 裸 松が 再び ひつく 

り 返ろうと して、 危なく 踏みと どまり ましたが、 よ ほ 

ど 痛かった と 見えて、 目をつぶって 暫く 堪えて いると 

ひとた ま 

ころ を、 来 友が 下から 顎 を 突き上げ ると、 裸 松が ー堪 


り もな くまた 後ろへ ひっくり返って、 暫く は 起き も 上 

る ことができません。 

しゅれん 

これ は 米 友の 手練 だから、 どうも 仕方が ありません。 

無法で 突く のと、 手練で 突く のとの 相違 は、 心得さえ 

あれば 直ぐに わかる はず。 いわん や 一撃 を 食って みれ 

ば、 その 痛 さかげんでも、 大抵 わかり そうな もの だが、 

この 裸 松に はわ かりませんでした。 自分が 後れを取つ 

たの は、 つま リ 自分が 力負け をした ものに 過ぎない、 

不意 を 襲われた ために、 この 小童に してやられ たの だ、 

ひと ひね 

用心して かかり さえ すれば、 なんの 一捻りと いう 気が 

先に 立つ の だから、 負けて いよいよ 血迷う ばかりで、 


彼我 を 見定める の 余裕が あろう はずが ありません。 で 

えもの 

も、 この 小童の 手に 持つ 得物の、 思い もっけぬ 俊敏 さ 

に 業が 煮えた と 見えて、 三度 目に 起き直った 時、 路傍 

に 有 合わせた 松 丸太 を 握って いたの は、 多分 この 丸太 

で、 小童と もろともに、 その めまぐるしい 得物 を、 微 

りょう けんかた 

塵に カツ 飛ばして やろうとの 了簡 方 と 見えます。 

この 時、 両側の 店々 では、 戸 を 細目に あけたり、 二 

.» レ どうな. R 

階の 上に 立ったり して、 街道 中の 騒動に 眼 をす まし ま 

した。 眼 をす まして 見る と、 相手 は 相 も 変らず 裸 松 だ 

が、 一 人 は ホンの 子供です。 夕暮の 町で 遠くから 見れ 

ば、 来 友の 姿 は、 誰に も 子供の ようにし か 見えない の 


だから、 知らない ことと はいいながら、 気の 強い 子供 

も あれば あった ものと、 舌 を 巻かない もの はあり ませ 

ん。 

裸 松が、 その 松 丸太 をブン 廻しても り 返した 時に、 

来 友 は、 また 少しば かり 後ろへ さがって、 その 杖 槍 を 

正式に 構えて、 円い 眼 を クル クルと 廻して、 裸 松 を 睨 

みつけて いました が、 プンプン 振り 廻して 来る 丸太の 

鋭鋒が 当り 難しと 見た のか、 じ リじリ 後ろへ さがる も 

のです から、 見て いるものが 気 を 揉み出す と、 ゥンと 

踏みと どまった 来 友が、 歯切れの いい 調子で、 

「やい、 裸虫、 ものに なつち や あいね えぞ」 


と 嘲笑う の を 聞きました。 

この場合、 来 友に とっての 幸い は、 弥次と 見物と に 

論な く、 すべてが 米 友の 同情者であって、 裸 松が 不人 

気 を ひとりで 背負いき つ ている ことで ありました。 

かご かき 

同業者の 馬方 や 駕籠 舁 でさえ が、 裸 松に 味方す る 者 

の 一人 も 出て 来なかった こと は 勿怪の幸いでした。 ま 

くもすけ 

かり 間違えば、 以前、 甲 州 街道の 鶴 川で、 多数の 雲 介 

を 相手に した その 二の舞が、 ここで はじまるべき とこ 

ろ を、 敵に 加勢と いう ものが 更に 出て 来ない から、 米 

友と して は 自由自在に あしらい きれる ので、 それで こ 

の 男に は ゆ 気な く 後ろへ さがりながら、 「やい、 裸虫、 


ものに な つ ちゃ あいね えぞ」 

と 嘲笑った ものでしょう。 

米 友の 眼から 見れば、 法 も、 格 も 心得て いない 奴が、 

力任せに、 血迷って、 無茶苦茶に 丸太ん棒 を 振り 廻し 

て 来る だけの もの だから、 打ち落そう とも、 突き飛ば 

そうと も、 どうと も 思う ままに 料理が できる はず。 そ 

れを 知らないから、 見物 は 気 を 揉み出し たものと 見え 

る。 

しかし、 見物に 気 を 揉ませた の も、 そう 長い間の こ 

とで はない。 暫くす ると、 丸太 は 地上へ 飛んで 走り、 

大の男 は 三た び、 地響き を 打って 地上へ 倒れた まま、 


す さま 

凄じい 唸り 声 を 出して、 起き 上る ことができません。 

「先生！」 

そこで 来 友が 道 庵 を 呼びかけ ますと、 道 庵 は 泰然 自 

若と して、 前に 自分が 重 しにかけられた 切 石の 上に 腰 

を かけ、 片手に は、 最初に 問題 を 引 起した 提灯 を ひろ 

い 上げて、 采配を振る ように 振り まわし、 

「友 様、 御苦労 …… 」 

と 叫びました。 

問題 も、 事件 も、 それで、 すっかり 解決が ついた の 

です。 道 庵 は 凱旋将軍の 態度で、 意気 揚々 として 宿屋 

の 方へ 引上げる と、 みんなが 迎えに 出て、 早く も 二人 


を 取 囲みました。 

やくびょうがみ 

その 有様 は、 土地の 疫病神 を 退治して くれた 勇者 

を もてなす の 人気です から、 二人 も 安心です。 

事件 はこれ で、 一通り 形が つき ましたが、 この 事件 

から 起った 風聞と いう もの は、 全 軽 井沢の 町 を 圧し、 

早く も 善 光寺 平から、 坂 本の 宿 外れ を 走りました。 

この 小勇 者、 来 友の 勇気に 驚嘆す る 声が 街道に 満っ 

ると 共に、 最初 逃げ隠れ たお 差 控え 候補の 侍の 弱さ か 

げん を 嘲る もの も あれば、 また、 身分が あれば 相手 を 

嫌う から、 あれ もまた 無理の ない 態度 だと 弁護 を 試む 

る もの も ある。 また 今日、 この 軽 井沢へ 泊り 合わせた 


客人のう ちに、 相当 腕に 覚えの 人 もあろう のに、 検視 

に 立 会う ことす らしな か つたの は 情けな い  と 嘆く 

けんけんごうごう 

も ある。 暄々 囂々 たるう ちに、 誰に も わからな いのは 

道 庵 先生なる ものの 了簡 方です。 いったい、 あの 先 

生 は 強いの か、 弱い のか、 どういう 了簡で 裸 松の 暄曄 

を 買って出た のか、 その 了簡の わかった ものが 一人 も 

ありませんでした。 ところが、 当の 道 庵 先生 はいよ い 

よ 上機嫌 D、 

「な あに …… わしが 手 を 下す までの こ ともねえ のさ… 

…弟子に 任せて おいて、 ちょっと あのく らいの もの さ- 

そり や あそうと、 怪我 を させ っぱなし も かわい そうだ 


から、 ひとつ その 裸 松 様と いうの を 見舞って 上げず ば 

なるまい」 

と 言って 道 庵 は、 群がる 人 を かきわけて、 倒れて いる 

裸 松の 傍へ よって 診察 を はじめました から、 皆々、 い 

よいよ 気の 知れない 先生 だと 思いました。 

道 庵の 介抱に よって、 裸 松 も 正気が つきました。 け 

れど 身体が 利かず、 右の 腕 は 打ち 折られて 用 をな さな 

くな つてい ますから、 気が立つ だけで、 仕返し をす る 

の 力 は 絶対にありません。 生命に 別条 はない が、 不具 

に はなる だろうと の 診 立てで、 かえって 土地の人が 安 

心しました。 


こうして 裸 松 は 問屋 場へ 担ぎ込まれる 一方、 道 庵、 

米 友の 二人 は、 多数の 人に 囲まれて、 胴上げ を されん 

ばかりの 人気で、 玉屋の 宿へ 送り込まれました。 

道 庵主 従 を 送り込んだ 後 も、 軽 井沢の 民衆 は、 容易 

に 玉屋の 家の 前から 立 去りません。 

玉屋の 前 は 真黒に 人が たかって、 そうして 口々 に、 

さいぜんの 小童の 強かった ことの 評判です。 

いずれも 自分 だけが、 委細 を 見届けて いるよう な 口 

てまね 

ぶりで、 身ぶ リ、 手真似 までして 見せて、 つまり、 あ 

の 小童 は 棒 使いの 名人 だとい うこと において は、 誰も 

一 致す るよう です。 


だから、 あれ だけの 短い 棒で、 さほど 数 も 打たず、 

強く も 打たないで、 裸 松 ほどの もの を 倒して しまった、 

おそるべき 手練の 棒 使いだ という ことが、 誰い うとな 

く 一  般の 定評と な つてし まいました。 

次に、 道 庵 先生の 評判に なると、 やっぱり あの 先生 

は、 気の 知れない 先生 だとい う 説が 多く、 また 一 方に 

は、 いかさま、 その 従者で あり 弟子で ある 小童で さえ、 

あのく らい 強いの だから、 主人で あり、 先生で ある あ 

の 飲んだくれの 強さ は、 測る ことができな いの だと、 

真顔に いう もの も ありました。 それが、 どういう 拍子 

しのび 

で 間違った か、 あの 先生 は、 あれ はつ まりお 微行の 先 


生 だ、 ああして 浮世 を 茶に してお 歩きな さるが、 実は 

昔の 水 戸 黄 門 様みたい なお 方に 違いない と 言い出す も 

のが あると、 

「なるほど  」 

うなず 

すべ てが、 なるほどと 頷いて、 それから 道 庵に 対す 

る 待遇が、 いっそう 重い ものに なりました。 

いつも こういう 際にお ける 道 庵 は、 転んでも ただ は 

起きない 結果 をつ かむ。 

道 庵 は、 苦 もな く 水 戸の 黄 門 格にまで 祭り上げられ 

たが、 その 従者た る 来 友 は、 隠れた るお 附 添の 武術の 

達人 …… 特に 子供のう ちの 鍛練 者 を択ん でお 召 連れに 


なった のだろう という 想像 や 好奇心で、 米 友 を 見たい 

という もの、 もう 一度 見直した いという ものが、 玉屋 

の 家の 前に 溢れて います。 

そのうち、 誰が 発見した か、 裏手 の 方から 流言が あ つ 

て、 

「お坊っちゃんが、 今、 お湯に 入って いると ころ だ」 

という 報告が ありました。 

「それ 行つ て 見ろ！」 

「お坊っちゃんが、 お湯に はいって いる」 

お坊っちゃんと は 蓋し、 宇治山 田の 米 友の ことで 

しょう。 薄暮に その 姿 を 見た だけの もの は、 誰も 子供 


だと 思わぬ もの はない。 その 主人 を 黄 門 格にまで 祭り 

上げた 以上 は、 その 従者 を も 相当の 格に 扱わなければ 

ならない。 さりと てお 侍で はなし、 兄さんと 呼ぶ の は 

狎れ 過ぎる。 本名 は 聞いて いず、 やむ を 得ず、 米 友 を 

呼ぶ にお 坊っちゃんの 名 を 以てした の は、 一時の 苦し 

がりでありましょう。 

そうして、 同勢が、 目白押しに 湯殿の 方へ 押し かけ 

て、 窓 や 羽目の 隙間に たかって、 先 を 争って、 この 小 

勇者の 姿 を 見直しに かかりました。 

「違わ あ、 子供 じ やねえ …… 」 

まず 靦 いて 見た ほどの ものが、 風呂桶に 浸って いる 


米 友の 顔 を、 風呂 行燈の 光で 眺めて、 案外の 叫び をな 

しました。 

子供で もなければ、 お坊っちゃん でもない、 まさに 

老人で ある。 いや 老人 かと 思えば 子供で ある。 何とも 

名状すべからざる 奇怪なる 顔貌。 まるい 目 を クル クル 

とさせて、 

r 視 いちやい けね えよ」 

その 声 を 聞いて、 

「あ …… 」 

窓への し 上って いた 二三 人が 崩れ落ちて、 

「お化け だ …… 」 


と い いました。 

その 時、 風呂桶から 全身 を 現わして 流しに 立った 米 

友。 身の 丈 は 四 尺、 風呂桶の 高さと いくら も 違わない。 

「やっぱり 子供 だよ」 

「いい 身体 だな あ」 

と ドョみ 渡って 感心した ものが ありました。 その 鉄片 

をた たきつけ たような 隆 々たる 筋肉、 名工の 刻んだ 

神 将の姿 を そのまま。 その 引締 つた 肉体 を 見た もの は、 

面貌の 醜と、 身長の 短と を、 忘れて しまいました。 

米 友が 風呂桶から 流しへ 出て、 板へ 腰 を かけて 洗い 

ます 力た 

はじめた 時に、 さいぜん 道 庵 先生 を、 桝 形の 茶屋から 


迎えて この 宿へ 連れ込んだ、 あだつ ぼい 女が 湯殿へ 

入って 来て、 

「お客様、 お流し 申しましょう」 

と 言って、 かいがいしく 裳 を からげ て、 来 友の 後ろへ 

廻りました。 

「済まね えな」 

米 友 はぜ ひなく、 その 女に 背中 を 流して もらって い 

ると、 外の 弥次が、 

「お 玉さん、 しっかり みがいて 上げて くんな」 

と 弥次りました。 

「お黙りなさい」 


その 女が 叱る と、 

「いよう II」 

と 妙な 声 を 出し、 

「可愛い 坊っちゃん を、 大事に して 上げて くんな」 

「うるさい、 あっちへ 行って おいで …… 」 

「お 玉さん、 思い入れて 磨いて おあげ …… そうして 

坊っちゃん、 今晩はお 玉さん の 懐ろ に 入って ゆっくり 

お休み」 

「あっちへ 行って おいでつ てば —— 」 

「やけます …… 」 

「いよう！ 御 両人 …… 」 


外が、 無暗に 騒々 しいから、 米 友が ムッ としました。 

「お客様、 お 気に かけなさい ますな、 みんない い 人な 

ん です けれど、 口 だけが 悪 いんです から」 

「ばかな 奴等 だな あ …… 何が 面白く つて、 外で 騒いで 

やが るんだ」 

来 友が 面 を 上げて 窓の 上 を 睨む と、 そこに はいくつ 

かの 首が 鈴な りに なって いる。 

「兄さん —— お前 は 子供な のかい、 それとも お爺さん 

なのかい？」 

その 鈴な りの 顔の 一 つが 叫ぶ と、 続いて 他の 一 つが、 

「裏から 見れば 子供で、 表から 見れば お 爺 さ ん だから、 


これが 本当の 爺ち やん 小僧と いうんだろう」 

「ばかにして やがら あ …… 」 

といつ て 来 友が 横 を 向く と、 

「だけれ ど、 強いな あ、 お前さん は 強い 人 だな あ —— 

なリは 小さい けれど、 身体が 締 つてら あ —— 」 

と 讃美の 声 を 上げる もの も ありました。 米 友 は、 もう 

横 を 向いた きりで 取合わないで いると、 女が いきなり 

立って 行って、 

「ただで は 見せて 上げない よ」 

といって、 高い ところの 窓 を、 ハタと 締め切って しま 

いました。 


「そり や、 あんまり 胴慾な …… 」 

「お 玉さん、 お湯の 中で 水入らずに、 しっかり みがい 

てお 上げよ」 

窓 を 締められた 弥次 は、 暗い ところで なお 騒々 しい。 

その 時、 米 友 は 立ち上って、 

「もういい よ、 おいら は 湯から 上つ ちま わ あ」 

弥次の うるさい のに 堪えられ なくな つたので しょう。 

ぷりぷりしながら 立 つ て 風呂 へ 入り、 首 だけ を 出し、 

思わず 女の 姿 を 眺めて いたが、 急に、 

「あ …… お 玉！」 

と 言つ て 舌 を まきました。 


こんしん  おもかげ 

米 友が 渾身から 驚いた の は、 この 女の 面影が お 玉に 

似て いたから です。 名 を さえ そのまま でお 玉と いうの 

あい やま 

は …… いうまでもなく 間の 山 以来のお 君の 前名で ぁリ 

ました。 その 米 友の 異様な 叫び声 を 聞いた 女 は、 こち 

らを 向いて、 嫣 乎と 笑い、 

「あら、 もう、 わたしの 名 を 覚えて 下す つたの、 嬉し 

いわ」 

「お前の 名 は、 お 玉さん ていうん だね」 

「ええ …… 玉屋のお 玉です から 覚えい いでしょう、 忘 

れ ないで 須 戴な」 

「あ …… 」 


米 友 は 吾 を 忘れて 感動し ました。 その 時、 外で 弥次 

馬が、 

「お 安くね えぞ、 御 両人 …… 」 

その 声 を 聞く と 米 友が 真 赤に なって、 地 団駄を 踏み 

ました。 

それ以来、 あらゆる 年頃の 女が お 君に 見えて たまら 

ない。 幼ければ 幼い 時の 面影に、 年ば え は 年ば えの よ 

うに、 婆 は 婆の ように、 宇治山 田の 来 友に は、 夢寐に 

も その 面影 を 忘る る ことができないで いたのに、 ここ 

へ 来て、 初めて 正 真のお 玉 を 見る ことができた。 名 さ 

えその ままで はない か …… これが お 玉でなくて 誰 だ。 


き 

米 友 は 口が 利け ない ほどに 感動した けれど、 それが 

ほんとうにお 君 に似てい るか、 いない か は 問題です。 

可憐なる 来 友 は、 その 晚 一 晚中、 このお 玉の 姿に 憧 

れて しまいました。 給仕に 来たの もこの 女、 床 を 延べ 

に 来たの もこの 女。 

「お 玉さん …… お前 はな …… 」 

と 言った きり、 来 友に は 口が 利け ませんで した。 

「ホ、 ホ、 ホ、 御用が あったら、 いつでも お呼び 下さ 

いな、 この 向う の 突 当りの 部屋に 休んで いますから。 

夜中で も かまいませんよ」 

と 女 は あいそうよ くいい ましたが、 不幸に して 米 友に 


は、 それ 以上に 挨拶 をす る ことができませんでした。 

そこで、 その 夜もすがら、 来 友が 煩悶 を 続けました。 

道中の 旅籠 屋の 飯 盛 女 —— 昔 はこれ を 「くぐつ」 と 

いい、 今 は 飯 盛、 あるいは 宿場 女郎と いう。 東海道 筋 

でい つてみ ると、 五十 三 駅のう ち、 官許の 遊女 屋のぁ 

みろく まち 

るの は駿 河の 弥勒 町 だけで、 あと は 品 川で も、 熱 田で 

も、 要するに 飯 盛 女 II 駅と いう 駅に、 大小 美醜の 差 

別 こそ あれ、 この種 類の 女の 無い というと ころ はない。 

これ を 美化 すれば 大 磯の 虎 ともなり、 詩 化すれば 関の 

小 万と もなる。 東海道 名所 図会の 第五 巻に 記して ぼく、 

はんじょ  てるて  ゆ ふ ひ 

「駅路の 遊君 は 斑 女、 照 手の 末流に して 今 も 夕陽な 


なめなる 頃、 泊り 作らん とて 両肌ぬ いで 大 化粧。 

びえん かう  こまちべ に  ま つがね あぶら  こま 

美艷 香に は 小町 紅、 松 金 油の 匂 ひ 濃 やかに して 髪 

へちま 

はっく もがみの むさむ さとた ばね、 顔 は 糸瓜の 皮の 

あらあらしく、 旅客 をと めて は …… 」 

うんぬん  ろう 

云々 と 筆 を 弄して いるが、 名所 図会と いう 名所 図会に 

は、 この 駅路の 遊君 を不 美人に 描いた の は 一 つもない。 

ここの 玉屋のお 玉さん が、 死んだ お 君 に似てい たか、 

いない か は 疑問です けれども、 玉屋の 看板 を 背負って 

立つ だけに、 この 駅で は 、指折りの あだつ ぼい 女で あつ 

たこと は 疑いがない らしい。 

みずしょう 

水性 のお 玉さん は、 誰に も 愛嬌 を 見せる ように、 来 


友に も 最初から 愛嬌 を 見せて いました。 というよ リは、 

勇者と しての 来 友 を 取 持つ 役 を、 ほとんどお 玉さん ひ 

とりが とりしき つ て やつ ていたよ うな ものです から、 

一緒に 寝ようと いえば 寝 もす るし、 夜もすがら 語り 明 

かそうと いえば 語り明か しもす るし、 どうで も 来 友の 

註文 通りに なった はずな のです。 

この 道中で、 ある 時、 道 庵が こういって 米 友 を 慰め 

たこと があります、 

「友 様 …… 人間に は 魂と 肉体と いう ものが あって、 肉 

体 は 魂に ついて 廻る もの だ、 肉体 は 死んでも 魂と いう 

もの は 残る。 早い話が、 家で いえば 肉体 は、 この 材木 


と 壁の ような もの だ、 たとえば この 家 は 焼けて しまつ 

て も、 崩れて しまっても、 家 を 建てたい という 心さえ 

あれば、 材木 や 壁 はいつ でも 集まって 来る ぞ。 で、 前 

と 同じ 形の、 同じ 住み心地の 家 を、 幾度で も 建てる こ 

とがで きる ぞ …… いい か、 その 心が 魂なん だ。 だから 

人間に 魂が 残れば、 死んでも いっか また 元通りの 人間 

が 出来 上 つ て 来る、 だから 何も 悲しむ が もの はねえ… 

…お前の 尋ねる 人 も 魂が 残って いるから、 いっか また 

この 世へ 生れて 来 るんだ、 しっかり しろ」 

道 庵 先生 は 事実そう 信じて いるの だか、 米 友が あま 

りの 生 一 本の 鬱ぎ方 を 慰める つもりの 気休め だか 知ら 


ない が、 とにかく、 こういう 霊魂不滅 説 を 説いて 聞か 

せた ことがあります。 

米 友 は、 今 も それ を、 まともに 思い出して いるので 

す。 こういう 男の 常と して、 一 を 信ずれば、 十まで 信 

ぜ ずに はおられません。 

それと は 知らず 道 庵 先生 は、 宵から グッ スリと 寝込 

さま 

んで しまって、 翌朝、 例刻に は 眼を醒 した けれども、 

きのう 

昨日の 疲れ も あるし、 第一、 水 を かけられた 着物から 

して、 乾かさねば ならない から、 モウ 一日 ー晚、 軽 井 

沢に 逗留 する ことにな りました。 

ところが、 朝飯が 済む と、 もう ノコ ノコと 問屋 場へ 


はだか まつ 

出かけて 来て、 裸 松の 診察に とりかかりました もの 

ですから、 宿の 者が、 いよいよ 気の 知れない 先生 だと 

思いました。 

それ にも拘らず、 先生 は、 裸 松の 病床で しきりに 診 

察 を 試みながら、 居 合わす 宿 役人ら をつ かまえて 気焰 

を 上げて いるの は、 宿酔い 未だ 醒めざる の 証拠で あり 

ま ^9 

一 方、 宿に 残された 宇治山 田の 米 友 は、 一 旦は 起き 

たけれ ども、 やがて 荷物 を 枕に、 身をかがめて 横にな つ 

てし まいました。 多分、 昨夜の 夜もすがらの 煩悶が、 

心 を ものうく した ものでしょう。 この 男 は 大抵の 場合 


に は、 夜具 蒲団 を 用いないで 寝られる 習慣 を 持って い 

る。 時として、 せっかくの 夜具 蒲団 を はねのけて、 横 

にな つたと ころ を 寝床と する の 習慣 を 持 つてい る。 

今 もまた、 こうして 畳の 上へ ゴロ リと 横にな つてい 

ると、 夜来の 疲れが 多少 廻って 来た ものと 見えて、 い 

つかう とうとと 夢路に 迷い 入りました。 

あい やま 

その 時の 夢に、 米 友 は 故郷の 間の 山 を 見ました。 自 

ひさびさ  めぐ 

分の 身が 久々 で 故郷の 宇治山 田から 間の 山 を 廻って い 

るの を 認めました。 

久しぶりで、 もう 帰れない はずと 思って いた 故郷の 

土 を 踏んで みても、 その 土が 温かではありません。 相 


にぎ 

も 変らず 間の 山 は 賑やかです けれども、 その 賑やか さ 

が、 少しも 自分の 身に 応えて 来ない の を 不思議と 思 い 

ました。 周囲 は 花やかな のに、 空気が 冷たく 自分の 身 

に 触れる の を、 来 友 はじれ てみ ました。 

故郷の 地で は あるの に —— ， J う も 冷たい 空気が 流れ 

て、 通る ほどの 人が、 みんな つれない 色 を 見せる。 さ 

すがの 米 友 も、 誰 を 呼びかけて、 何 をい おうとの 心 も 

えの き 

失せ、 参宮 道の 真中の 稷 の 大樹の 下に 立つ と、 何 かい 

い 知れず 悲しくな つて、 その 大樹に 身 を 寄せて 面 を 

おお 

蔽 うてい るう ちに、 いつしか、 しくし くと 泣いて いる 

自分 を 発見し ました。 


「君 ちゃんが いねえ …… ムク、 ムクの 野郎 もい ねえ… 

…ムク やい、 ムク はいね えの かよう」 

と 米 友 は、 声 立てて 呼んだ けれども、 手拭 を 後ろに 流 

し、 黄八丈の 着物に、 三味線 を 抱えた お 君の 姿 も 出て 

来ない。 その あとに、 影身の ように 附 添うた ムクも 現 

ちょうちん かがり 

われて は 来ない。 間の 山の 盛り場で は、 提灯 篝の火 

が 空 を 焦して、 鳴り物の 響きが 昔ながら に 盛んに 響い 

て 来る のに、 自分の 見たい と 思う 人と、 聞きたい と 思 

う 声 だけ は、 一 つも 現われて 来ない。 そこで 米 友 は、 

「ムク …… おいら は 今、 間の 山に 来て いるんだ ぜ、 誰 

も 迎えに 出て 来ね えの かい？」 


米 友 は 天 を 仰いで 号泣しょう とする、 その 大稷 の樹 

の 枝に、 一 団の 青い 火が、 上ろうと して 上らず、 下ろ 

うとして 下らない の を 認めました。 

「あれが 魂と いう もの だな」 

おど 

米 友 は 身 を 躍らして、 その 青い 一 団の光 を 捉えよう 

とする 途端に、 大風が 吹いて 来て、 その 光 を 大空へ 吹 

き 上げた から、 ハツと して 眼を醒 ますと、 自分の 転寝 

か い ま. 

をして いた 身体の 上へ、 誰か ふわりと 搔卷を 着せて く 

れた 人が ありました。 

か ぜ 

「風邪 を 引きます よ」 

障子のと ころに 立って いる 女の 姿 を 見る と、 米 友 は 


ムック リと 起き直つ て、 

「お 玉さん！」 

「ホ、 ホ、 ホ、 どうもお 気の毒 さま、 つい、 お 邪魔 を 

して 済みませんでした」 

「玉ち やん、 いいから お入り」 

「はい」 

「ここへ お入り、 話が あるから」 

来 友 は、 ほとんど 猛然と して 起き 上って 来て、 お 玉 

の 袖 を 取りました。 

「こわい 人 —— この 人 は —— 」 

お 玉 は 笑いながら、 来 友に 引かる る ままに、 袖 を 引 


かれて 来ました。 

六 

女 軽業の 親方のお 角さん は、 お気に入りのお 梅ち や 

んを 連れて、 浅 草の 観音様へ 参詣の 戻り道です。 

「梅ち やん、 何ぞ お望み、 今日はなんでも 好きな もの 

を 買つ て 上げる から …… 」 

「お母さん、 千代紙 を 買って 下さいな」 

「千代紙 —— ？ ほんと にお 前 も 子供 だね え」 

お 梅の 子供ら しい 望み を 笑いながら、 お 角 は 雷 門跡 


から 広小路へ 出ました。 

お 角 もこの ごろ は、 痛し痒しの 体で、 興行 は 大当り 

しゃく 

に 当った が、 お 銀 様と いう ものに 逃げられ たのが 癩 で、 

金 助 をと つ ちめ て みたところが はじまらな い。 

ともかく、 切支丹 奇術 大 一 座の 興行 を、 一世一代と 

して 見れば、 この辺で 水商売の 足 を 洗いた くもあった 

きれい 

のでし ようが、 どうも 世間と いう もの は、 そう 綺麗 さ つ 

ぱリ とくぎり をつ ける わけに は ゆかない と 見え、 お 角 

ばくろち よ う 

に 興行界 を 引退の 意志が あると 見て、 やれ 馬 喰 町に 宿 

屋の 売り物が あるから 引受けて みない かの、 地面 家作 

の 恰好な のが あるから 買わない かの、 上方 料理の 変つ 


た 店 を 出して みる 気 はない かの、 甚だし いのは、 両国 

の 興行 を そっくり 西洋へ 持ち出して みる 気 はない かの 

と、 八方から 話 を 持ち込んで 来る ので、 お 角もう る さ 

くな りました。 

どのみ ち、 娑婆ッ気が 多く 生れつ いて るんだ から 仕 

方がない —— 尼さん にで もな つてし まわない 限り、 水 

あきら 

を 向けられる ように 出来て るんだ と、 お 角 も 諦め は 

したが、 そうそう は 身体が 続かな いよとい つて、 この 

機会に お 梅 を 連れて、 伊豆の 熱 海の 温泉へ、 湯治と 

洒落れ 込む ことに 了簡 をき めた のです。 

湯治に 行く 前に、 お礼 参り を 兼ねて、 今日は 観音様 


おみくじ 

へ 参詣して、 御 籤まで いただいて 来たので すが、 もう 

一 つお 角の 腹で は、 今度の 一 世 一 代が 大当りの 記念と 

して、 浅 草の 観音様へ、 何 か 一 つ 納め 物 をしょう との 

考えが あって、 額に しょうか、 或いは また 魚河岸の 向 

う を 張った 大 提灯で も 納めよう か、 そうでなければ、 

かね  わらじ  つる 

屋の 棟に 届く ほどの 金の 草鞋 を、 仁王 様の 前へ 吊して 

みょう かのと、 お 堂 を 廻りながら、 そういう 趣向に 頭 

を 凝らしに 来たので す。 

お 角の 頭 は、 まだ その 趣向で、 あれ かこれ かと 悩ま 

され、 往来の 事なん ぞは 頓着な しに 歩いて 行く と、 あ 

る 店の 前で お 梅が ぴたりと たちどまって、 


「まあ、 いい わね」 

詠嘆の 声 を 洩らしました ので、 お 角 も それに つれて 

足 を 止めました。 

見れば、 お 梅 は 羽 子 板屋の 前に 立って いる。 

まだ 歳の市と いう 時節で もない のに、 この 店で は、 

もう 盛んに 羽子板 を 陳列して いる。 江戸 ツ子のう ちで 

も 途方 もな く 気の 早い せいでしょう。 それで、 この 十 

月までの 各 座の 狂言のお もな 似顔が、 みんな ここへ 寄 

せ 集められ ている。 さて こそ、 お 梅 は 立 去れない ので、 

「まあ、 いい わね」 

うわごと 

を 譫言の ようにい つ ている と、 


「梅ち やん、 どれが いいの？」 

お 角から 尋ねられ たの を 上の空で、 

「どれ もこれ もみん ないい わ」 

「いちばん いいの をお 取り」 

「いいえ、 わたし、 千代紙で たくさん なのよ」 

こもち やまうば 

「この 嫗 山姥が いいだろう」 

「まあ …… 」 

ごさい けんらん 

お 梅 は 仰天して しまいました。 その 五彩 絢爛たる 八 

重 錦の 羽子板の 山の 中で、 いちばん 優れて、 いちばん 

大きい 嫗 山姥、 まさか 買って 下さいと もい えない が、 

買つ て 下さる はず もない とお 梅が 仰天して いる 間に、 


お 角 は 番頭に 交渉し、 さっさと その 大一番の 嫗 山姥 を 

買 取って、 お 梅に 持たせた から、 お 梅が ひとごと では 

ない と 思いました。 

うちょうてん 

お 角 は 相 変らず 奉納の 趣向 を 考え、 お 梅 は 有頂天に 

なって、 駒 形 通りへ 出ました。 

お 角が 駒 形 堂の 前へ 来る と、 ちょうど その 船つ きへ 

小舟が 着いた ところで、 幾多の 人が ゾロゾ 口と 河岸へ 

上りました。 

そのな かに、 お 角の 眼 を ひいた の は、 図抜けて 大き 

こうもりがさ 

な 人が、 西洋の 蝙蝠傘 を さして 上って 来た ことで、 蝙 

蝠 傘の 流行 は、 今では さして 珍しい ことで はない が、 


まあ、 どちら かとい えば 非常な ハイカラな、 新し 好み 

の 人に 多かった の を、 これ は 実に バン カラな 人が、 そ 

の 流行 ものの 傘 を さして、 のこのこと 出て 来たから、 

それで 一層お 角の 目を惹 いたのでしょう。 お 角ば かり 

ではない、 誰でも みんな、 そちら を 眺めました。 

この 大男 は 誰あろう、 足 利の 絵師、 田 山 白雲で あり 

ました。 しかも、 これ は 房 州 戻りそう そうの、 江戸の 

げんざん 

土 を 踏んだ 初め て の 見参な のです が、 さ すが の 白雲 も、 

芸術家 並みに 頭の 古いと いわれる の を 嫌がって、 それ 

で ハイカラの 傘 を 仕込んで 来たと 見る の は 僻目で、 こ 

すの さき 

れは洲 崎の 駒 井の 許 を 立つ 時に 貰って 来たので しょう。 


それ も ハイカラの つもりで 貰って 来たので はなく、 日 

のさす 時 は 日除けに なり、 風の 吹く 時 は 風除けに なり、 

雨の 降る 時 は 無論、 結構な 雨具に 相違ない。 その上 折 

さ 

畳みが 自由に 利く から、 実用 無類の 意味で、 駒 井の 物 

置から 探し 当てた ものと も 思われます。 

こうもりがさ 

とにかく、 こうして 蝙蝠傘 を さして、 ゆらり と 江戸 

の 浅 草の 駒 形 堂の 前の 土 を 踏んだ 白雲の 恰好 は、 かな 

みもの 

リの 見物で ありました。 それ は、 頭の 上 だけ は 例の 大 

ハイカラ 蝙蝠傘で 新し 味 を 見せて いるが、 頭から 下 は 

以前と い つ こう 変った ところがありません。 六尺 豊か 

の 体格に、 おそろしく 長い 大小 を 横たえて、 旅の 荷物 


わらじ きゃはん いか  ゆる 

を両 掛けに して、 草鞋 脚絆 厳めしく、 小山の 揺ぎ 出た 

ように 歩き 出して 来た ものです から、 新しい 人 だか、 

古い 人 だか、 ちょっと 見当が つか なくなりました。 

しかし、 当人 はいつ こう 気取った 様子 もな く、 のこ 

のこと 歩いて、 やがてお 角と すれすれの 所まで 来 まし 

て、 さて、 これから、 江戸の いずれの 方面に 向って 歩 

み を 移そうかと、 ちょっと 思案の 体に 見えました。 

「モシ、 あの、 ちょっと 失礼で ございま すが …… 」 

と、 その 異様な 人物に、 まず 物 をい いかけた の はお 角 

でありました。 

「あ、 何です か？」 


と 蝙蝠傘の 主 は、 あわただしく 下界 を 見下ろす ように 

身をかがめて 返事 をし ますと、 

「つかぬこと を 承る ようで ござ いますが、 あなた 様 は 

房 州の 方から おいでになりました のです か？」 

「あ、 房 州から 来ました よ」 

白雲 は、 この 女の 姿 を 見下ろして、 それが よく わか つ 

たなと 言わぬ ばかりの 顔色です。 

「一房 州は洲 崎から おいでに なりました のでしょう」 

「ええ、 洲 崎から 来ました が、 それが、 どうして わか 

ります」 

白雲 は、 自分の 蝙蝠傘に それが 記して あるので はな 


いかと さえ 疑い ましたが、 黒 張りの 傘に、 無論 そんな 

文字はありません。 

「あの 洲崎は 駒 井能 登 守 様のお 仕事場から おいでにな 

りました ね」 

「ど、 どうして、 そのことまで、 お前さん にわかり ま 

すな」 

「ホ、 ホ、 ホ …… 」 

とお 角が 笑いました。 田 山 白雲 は、 いささか どぎ まぎ 

して、 

「お前さん は 千里眼 かい？」 

「いいえ、 あなた 様の 差して おいでに なるお 脇差が、 


ついこの 間、 駒 井の 殿様のお 差 料と 同じ 品で ございま 

す ものです から」 

「なるほど、 これが …… 」 

と 言って 田 山 白雲 は、 左の 片手で 差して いる 脇差 を撫 

で 廻し、 

「細かい ところへ 眼が 着いた もの だな あ、 こり や 駒 井 

氏から 貰った 品に 相違 ござらぬ、 絵 を 描いて やった そ 

のお 礼に、 駒 井が この 脇差 を 拙者に くれました …… 拙 

者です か、 拙者 は 足 利の 絵師、 田 山 白雲と いう もので 

す」 


かわち よう 

まもなくお 角 は、 田 山 白雲 を 柳 橋 北の 川 長へ 連れ 

て 行って 御馳走 をし ました。 

お 梅 は そこで 別れて、 いいかげんの 時分に 迎えに 来 

ると いつ て 宅へ 帰りました。 

きょうお う 

白雲 は 少しも 辞退せ ずに、 お 角の 饗応 を 受けて、 よ 

く 飲み、 よく 食い、 よく 語りました。 

ちく いち 

房 州で 駒 井 甚三郎 の 厄介に なって いた こと を逐 一 物 

かずさ 

語る と、 お 角 も 自分が 上 総へ 出かけて 行った 途中の 難 

船から、 駒 井の 殿様の 手で 救われた こと、 それ 以前の 

さかのぼ 

甲 州 街道の 小 仏の 関所の ことまで も 遡って、 話が ぴ 

たり ぴたりと 合う ものです から、 お 角 も 喜んでし まつ 


て、 

「ねえ、 先生、 今日は 観音様のお 引合せで、 大変よ い 

方に お 目に かかれて、 こんな 嬉しい こと は ございませ 

んょ」 

「拙者 も 御 同様、 御 同様 …… 」 

「先生、 これ を 御 縁に、 わたくし は 一 つお 願いが ござ 

いますの よ …… 」 

「なんです、 そのお 願いと いうの は？」 

「先生、 わたしに 一 つ 絵 を 描いて いただきた いのです 

よ」 

みずくみ 

「絵描きに 絵 を 描け というの は、 水 汲に 水 を 汲めと い 


ぎよ い 

うのと 同じ ことです、 何なりと 御意に 従って 描き ま 

しょう」 

「ねえ、 先生、 額 を 一 つ 描いて 頂けますまい か？」 

「額？ よろしい。 神社仏閣へ 奉納す る 額面です か、 

それとも 家の 長 押 へ でも 掛けて 置こうと いうので す 

か」 

「先生、 ひとつ 念入りに お願いした いんです が。 一世 

一 代の つもりで —— 」 

二世 一 代  ？ なるほど」 

「実は、 先生、 わたし は 今日 も それ を 検分 かたがた 御 

参詣 に 参った のです が、 あの 浅 草の 観音様 へ 納め 物 を 


したいと、 疾 うから 心がけて いたんで ございま すよ… 

…そうして 何に したら よかろう か、 さきほどまで いろ 

いろ 考えて いたので すが、 先生のお 話 を 伺って いるう 

ちに、 すっかり 心が きまって しまいました」 

「なるほど」 

「観音様のお 引合せの ような ものです から、 ぜひ 先生 

にお 願いして、 器量 一杯の 額 を 描いて いただいて、 そ 

れを 観音様へ 納めようと、 こう 心 を きめてし まい まし 

た。 先生、 もうお 厭と おっしゃっても 承知し ません よ」 

「なるほど、 なるほど。 そういう わけなら、 拙者 も 一 

番、 器量 一杯と いうの を やって みましょう …… そこで 


註文 はつ まり、 その 額面に は 何 を 描いて 上げたら いい 

のかね？」 

「先生、 納める 以上 は、 今迄の ものに 負けない のを納 

めたい と 思います」 

こほう げん  えいと く 

「左様 —— あすこに は あれで、 古法 眼 も いれば、 永徳 

ようさい すうこく せったん ぶんちょう くによし 

もい る はず。 容斎、 嵩 谷、 雪旦、 文晁、 国芳 あたり ま 

でが 轡を 並べて いる というわけだから、 その 間に 挟 

まさ 

まって、 勝る とも 劣る ところな き 名乗り を 揚げようと 

いうの は 骨 だ」 

「だって、 先生、 できない という こと はありますまい」 

「拙者に は少々 荷が 勝ち 過ぎて いるか も 知れない が、 


拙者 も 同じ 人間で、 絵筆 を 握って いる 以上 は、 できな 

いと はいわない」 

「ああ 嬉しい、 その 意気なら 先生、 大丈夫よ」 

「ところで、 画題 は …… 何 を 描いて 納めたい の だね、 

その 図柄に よ つ て 工夫 も あると いう もの だ」 

「先生、 わたしの 望み は 少し 変って いますの よ」 

「うむ」 

「わたし は、 ひとつ、 ぜひ、 切支丹の 絵 を 描いて いた 

だいて、 納めたい と 思って いるので ございます」 

「え、 切支丹 だって？」 

「わたしの 一世一代が、 切支丹 奇術の 大 一座と いうの 


で 当つ たんです から、 それ を 縁と して …… 」 

「いけない」 

と 白雲が 膠な くいいました。 

す げ  きょう ざ 

白雲から 素気なく いわれて、 お 角 は 急に 興醒め 顔に 

なり、 

「なぜい けな いんでしょう」 

「切支丹の 額 を、 観音様へ 上げる という 法が あるか」 

「切支丹の 額 を、 観音様へ 上げて はいけ ない のです か」 

「それ はいけ ない」 

「どうして いけない のです」 

白雲が 太い線で グ ングン なすって しまう もの だから、 


負けない 気のお 角が 黙って はいられな いのです。 

「どうしてい けないた つて、 第一、 観音様と 切支丹 は 

宗旨が 違う」 

「いいえ、 先生、 そり や 違います よ。 観音様 は、 どの 

宗旨で もみん な 信仰 をな さる 仏様 だ つ ていう じゃあり 

ません か」 

「ところが、 切支丹ば かり はいけ ない」 

「観音様 は、 切支丹が お嫌い なんです か」 

「嫌いだ か、 好きだ か、 そり や 吾々 に はわから ない が、 

第 一 坊主が 承知し ない」 

「和尚さん が？」 


「左様 —— 切支丹の 額なん ぞを 持ち込もう ものなら、 

観音の 坊主が、 頭から 湯気 を 立てて 怒る に 相違ない」 

「わかりません ね、 そんな 乱暴な ことがある もんです 

ひと や 

か。 ごらんなさい、 あそこの 額の なかには、 一 つ 家の 

とりつ  ぬえ  けちよう 

鬼婆 あや、 天子 様の 御 病気に 取 憑いた 鵪 という 怪鳥ま 

であが つてい るじゃありません か、 それ だのに、 切 支 

丹の 神様が なぜい けな いんでしょう？」 

「まあ、 そういう 理窟 は 抜きに して、 拙者の 言う こと 

をお 聞きなさい、 神社仏閣へ 奉納す る 額面に は、 額面 

らしい 題目が ある もの だ、 あながち、 切支丹で なけれ 

ばな らんと いう 法 も あるまい ではない か」 


「です けれども、 わたしに は、 切支丹の 女の 神様が、 

子供 を 抱いて いると ころの 絵が 気に入りました、 わた 

しのと ころへ 来た あちらの 芸人が 持って いた あれが I 

I 油絵 具で、 こて こてと 描いて あるんで すけれ ど、 ほ 

ん とうに 活 きている ように 描け てあります、 あんなの 

を 一 つ、 先生に お願いして 納めたら、 今までと は 全く 

趣向が 変って いますから、 どんなに 人目 を 惹くか 知れ 

やしません」 

「ふ— む」 

そこで 田 山 白雲が、 もう 争っても 駄目と 思った のか • 

沈黙して 考え込んで しまいました。 


つまり 頭の 置き どころ が 違う の だ。 この 女の 額面 を 

上げよう という 意志 は、 なるべく 趣向の 変った、 人目 

を 奪うよう な 意味で、 旧来の 額面 を 圧倒しょう という 

負けず 根性から 出て いるので、 画面の 題目 や、 絵の 内 

容 などに は 一切お かまいな しで ある。 ここ は 争っても 

駄目 だ。 白雲 は 沈黙して しまい ましたが、 しかし 物 は 

きしょう 

わからな いながら、 この 女の 気性に は、 たしかに 面白 

いところ が あると 思いました から、 

「よろしい、 その 切支丹 を ひとつ 描きましょう」 

と 言 いました。 これが 負けず 嫌 い の お 角 を 喜ば せた こ 

ひと かた 

と 一方で なく、 相手 をい いこめて、 自分の 主張が 通つ 


たもので も あるよう に 意気込んで、 

「描いて 下さる、 まあ 有難い、 それで 本望が かない ま 

した」 

もてな 

それから 一 層 心 を こめて 白雲 を 款待し ました。 白雲 

た いぜん じじゃく 

も 久しぶりで 江戸前 の 料理に 逢い、 泰然自若 とし て 御 

馳走 を 受けて いました が、 今宵 は、 いつもの ように 乱 

する に 至らず、 ひきつづいて 駒 井 甚三郎 の 噂。 駒 井 

のために 一枚の 美人 画 を 描いて やった が、 それが、 自 

分ながら よく 出来た と 思い、 駒 井も大 へん 気に入って、 

この 脇差 を くれたと いう こと。 それから、 いいかげん 

のと ころで 切上げる 用心 も 忘れないで いると、 お 角が、 


「ねえ 先生、 お 差支えがなければ、 わたしどもへ おい 

で 下さいません か、 二階が 明いて ぉリ ますから、 いつ 

までおいで 下さっても、 文句 をい う もの は ございませ 

ん、 そこで、 どうか 精一杯のお 仕事 をな すって いただ 

きとう ござ います」 

ほりもの 

お 角 は 背中の 文身 を 質に おいても、 奉納の 額に 入れ 

上げる 決心ら しい。 

七 

田 山 白雲が お 角の 宅へ 案内され て、 二階のお 銀 様の 


居間であった ところに 納まる と、 お 角 はとり あえず、 

かなり 大きな 二つの 額面 を 戸棚から 出して、 白雲の 前 

に 立て かけました。 

この 二つの 額面 は、 この間 中、 ジ プシ— • ダンス を 

やって いた 一 座が 持つ て 来たの を、 記念の 意味で 

たゆう もと 

太夫 元に くれた ものであります。 

白雲が 泰然自若 として 坐り込んで、 睥睨して いる 眼 

の 前で、 お 角 は 自身 その 力— テン を 巻き上げ ると、 

「う— む」 

うな 

といつ て 白雲が 長く 唸りました。 

唸りながら、 白雲 は両の 拳を両 股の 上へ 1g しく 置 


いて、 

「う— む」 

と 首 を 傾けた。 その 絵 は、 白雲の 眼光 を 以てしても、 

急に は 届き かねる もので ありました。 

こやす かんのん 

「これ は 子 安 観音の 絵 だ」 

画 様 を 説明 すれば、 まずそう いったよ うな もので 

しょう。 さいぜん からお 角が、 再々 キリシタン、 キリ 

シ タン を 口にし たれば こそ、 これが いわゆる キリシ タ 

ンの 油絵と いう もの かと 思われる。 

けれども 白雲の 見る ところ は、 それが 観音であろう 

とも、 キリシタンであろう とも、 信 W の 上から 見比べ 


て、 かれこれと 考えて いるので はなく、 この 男 はこの 

時、 初めて 本物の 油絵と いう もの を 見ました。 

実は 今まで も、 再々 油絵と いう もの を 見て いるので 

おもかげ かすみ  たま 

す。 西洋の 絵の 面影 も 霞 を 透して 珠を 眺める ような 

たんのう 

心 持で 堪能して 見ない という ことはありません。 第一 

あまく さ 

期 天草の 前後の こと は 知らず、 中頃、 司 馬江漢 あたり 

の 筆に 脱 化された 洋画の 趣味 も 捨て 難い もの だと 思い 

さしえ 

ました。 また 最近に 於て、 外国の 書物の 挿画と して 見 

のぞ 

たり、 また 写真 銅 版 等の 複製に よって 視 いてみ たりし 

た 洋画に、 驚異の 念 を 持たせられ たこと も 一再で は あ 

りません。 


「そうだ、 西洋の 絵の 長所 は 形 似 だ、 形 を 似せる こと 

に 於て は、 われわれ はき ざ はししても 及ばない かも 知 

れ ない、 この 遠近、 この 人体、 空気の 色、 日の 光の 陰 

影 をまで、 かく も 精巧に 現わす の は、 絵と いうよりも 

これ は 技術 だ、 形 似が 絵と いう ものの すべてで ない 限 

り …… 」 

おもて 

そこで 白雲の 面に は 悠然た る 微笑が 湧き、 墨の 一 

色 を 以て 天地の 生命 を 捉える の 芸術 を、 讃美 礼拝す る 

の 念が 起る。 

それが、 今、 こうして 本物の 油絵 を 見て いるう ちに 

わからなくなる。 


わからな いのは、 これによ つて あえて 自信が 崩れた 

わけで はない が、 これ は 今まで 見た 油絵と は 少しく 勝 

しろうとめ 

手が 違う …… なるほど、 素人目で 見て、 これ を このま 

まあの 観音へ 納 額して みたら ば、 さだめて 異彩 を 放つ 

であろうと 思う の も 無理がない —— こういった 絵を納 

めて みたい と 願う の は、 あながち 奇を 好む 素人 考えと 

のみ はい われない。 ただに 浅 草 観音の 納額 として 見る 

にと どまらず、 この 絵 をと つて、 現代の あらゆる 流派 

の 展覧の 中へ 置いて 見たら、 どんな 感じが する だろう、 

と 白雲 は それ を 考えました。 

そうして、 次に その 一枚 を 取 除く と、 従って 現われ 


た 第二 枚。 

「う— む」 

うな 

それ を 白雲 は、 またも 長く 唸って 眺め 入り、 

みもの 

「どうも、 わからない、 珍しい 見物 だ」 

と 繰返して 眩 きました。 

いよいよ わから なくなりました。 これ は 以前の 油絵 

と は 違って いるが、 たしかに 一種の 絵 具で 描いて あり 

ます。 そうして 画風 も 全く 変って ぉリ、 時代 も、 それ 

より はずつ と 古いの みならず、 絵の 輪廓 〔# 「輪廓」 は 

ママ〕 の 要 部が 線で 描いて ある ことが、 白雲 を 驚かせ 

ました。 


西洋画の 驚異 は 色と 形で ある、 東洋 画の 偉大 は 線と 

点と である、 というよ うに 信じき つていた 白雲の 眼に 

は、 この 線と 色と を 調合した 異風の 絵に 会して、 わか 

ら なくなつ たの も 無理はありません。 時代で いえば 十 

四 世紀から 十五 世紀 頃の 物で しょうが、 それすら 白雲 

に はわから ない。 

その 翌日から 田 山 白雲 は、 右の 一間に 納まって、 二 

つ の 洋画の 額面 を かたみが わりに 睨めて おりました。 

お 角が、 お 梅と、 男衆と を 連れて、 熱 海へ 旅立った 

の は 間 もない ことです。 

留守中の 万事 は 抜かりな く 整えて おいて、 別に 若干 


の 金 を 白雲の ために 供えて 立ち ましたが、 その後で 封 

を 切って 見る と、 五 十両あった ので、 さすがの 白雲 も、 

この 女の 気前のよい ことに、 ちょっと 度胆を抜かれた 

形であります。 そこで、 その 金 は、 そっくり 故郷の 足 

利に いる 妻子に 送り届ける ことにし ておいて、 またも 

例の 額面と 睨めつ こです。 

油で ない 方の 一方の 額が、 どう 睨めても わからない。 

時代が わからない。 描き 手が わからない。 描かれて い 

る 人物が わからない。 ただ わかる の は、 線と 色との 調 

せいさん 

和と、 それから 描かれた 人物の 陰 深に して 凄惨な 表情。 

そうして 見て いるう ちに、 温和が あり、 威厳が ある 半 


面の 相。 

知られる 限りの 道釈 のうちに も、 英雄の 間に も、 こ 

あてはま 

の 像に 当 嵌るべき 人物 を 見出す ことができない。 世間 

に は、 わかっても わからなくても、 どうで もい い 事が 

ある。 ぜひとも わかりたい ことがある。 どうしても わ 

からせねば ならぬ 事 も ある。 すべてに 於て 極めて 無頓 

着な 田 山 白雲。 時として は 飢えに 迫る 妻子 を すら 忘れ 

てし まう この 放浪 画家 も、 事 ひとたび、 その 天職と す 

ると ころの 事に 当る と、 かなり 苦心 惨儋 する。 今や、 

この 第二の 絵に ついて、 何事 を かわかりたい として、 

その 一 つ を さえ、 わからせる ことができないで 苦心 渗 


儋を 続けて いる。 

わからな いのは 知識 だけで ある。 知識の 鍵 を 握り さ 

え すれば、 芸術に 国境 はない の だから、 いい もの はい 

い、 悪い もの は 悪い として、 当然 自分の 鑑賞 裡に くだ つ 

て 来る に 相違ない が、 知識 そのものが ないから 何とも 

判断の くだしよ うがない。 

芸術に 国境 は 無い という ありきたりの 言葉 を 念 頭 に 

置きながら、 田 山 白雲 は 東洋の 芸術が わかって、 西洋 

の 芸術の 知識の 暗い ことに、 自分ながら 不満と 焦燥と 

を 感じ、 さて、 芸術と いう 流行語 を 繰返して、 なんと 

なく 櫟 つたい 思いが しました。 


「芸術」 という 流行語の 起リは 今に 始まった ことで は 

ちょ ざんし 

ない。 享保 十四 年の 版本、 樗山 子と いう ものの 著述に 

「天狗 芸術論」 が ある。 これ は 剣法 即心法 を 説け る も 

ので、 なかなか 傾聴すべき 議論が ある。 芸術の 文字が 

流行語と なり はじめた の は 多分 その 辺で、 その後、 幕 

府が 講武 所 を 開いた 趣意書の うちに、 旗本の 子弟、 次 

男、 三男、 厄介に 至る まで、 力めて 芸術 を 修業せ ねば 

ならぬ と 奨励して いる。 水 戸中 納 言の 弟、 余 九 麿 を 一 

橋 殿へ 呼び寄せる 時のお 達し も、 芸術のお 世話と いう 

ことで 許されて いる。 けれども それが 今の ように 流行 

語と なった の は、 ある 時、 三日月と いう 侠客が 日本 橋 


あたりで、 勤番の 侍と 暄嘩 をし、 

「うぬ、 三 びん、 待ち や あがれ」 

と 言って、 その 侍 を 十 余人と いう もの、 瓜 か 茄子 をき 

るよう に、 サック サックと 斬り 伏せた のが 評判になる 

と、 弟子 を 連れて これ を 検分に 出向いた ある 剣術の 先 

生が、 

「よく 斬り は 斬った が、 芸術に なって いない」 

というと 弟子 共が、 

「なるほど、 芸術に はなって おりません な」 

と 追従 をい つたこと から 始ま つ て、 芸術に な つてい る、 

いないと いう ことが、 花柳界にまで 流行語と なり、 猫 


も 杓子 も 芸術 芸術と いい 出した もの だから、 ある 男が、 

「芸術と は 何 だね」 

トルストイ でもい いそうな こと をい い 出して、 彼等 

を 狼狽 させた こと も ありました。 

夜になる と 田 山 白雲 は、 お 銀 様の 寝た 縮緬の 

よぎ ふとん 

夜着 蒲団の 中へ 身 を 埋めながら、 そんな こと を 考えて 

笑止が り、 問題の 画面に 向って は、 厳粛な 眼 を 据えて 

おりました。 

女 興行師のお 角の 残して 行った もの は、 田 山 白雲に 

とって は 由々 しき 謎で ありました。 しかも 本人が、 謎 

とも、 問題と もせず して、 投げつ けて 行った ところが 


奇妙です。 

これが ために、 田 山 白雲が さ ん ざん に 苦しめら れ て 

いると ころ は、 笑止の 至りであります。 

こがいし  ごどう げん 

顧愷 之であろう とも、 呉道玄 であろう とも、 嚙んで 

歯の 立たない という 限り はない が、 こればかり は、 つ 

まり、 知識の 鍵が 全く 失われて いるから、 見当の つけ 

ようがな いのです。 

そこで、 一旦、 白雲 は 戸外へ 出て みました。 古本屋 

漁り をして、 もしゃ、 それらし い 横文字 を 書いた 書物 

でも 見つか つたら  と 何のより どころ もない 果敢な 

い 心頼みで、 暫く 街頭 を 散歩して みました けれど、 


她 何せん、 その 時代の 書店の 店頭に、 西洋 美術の 梗概 

を だ も 記した 書物が あろう はずが ありません。 

ばんしょと リ しら ぺ しょ 

よし、 まぐれ 当りに、 蕃書 取調 所 あたりの 払い下げ 

の 洋書 類の 中に そんなの があった としても、 不幸に し 

て 田 山 白雲 に は それ を 読む 力が ありませ ん —— せ め て 

あの 駒 井 甚三郎 氏で も 近いと ころに いたならば、 自分 

が 東洋 画に 就いての 意見 を 吹 込んだ 人に 向って、 逆に 

西洋画の 見当 を 問う の は、 いささか 気 恥 かしい ようで 

も あるが、 尋ねて みれば 相当の 当りが つく かも 知れな 

かいもく  ともしび 

いが、 今のところ では、 皆目、 暗夜に 燈火 なきの 有様 

はがゆ 

で、 いよいよ 白雲の 不満と 歯痒 さと を 深く する に 過ぎ 


ません。 そこで、 街頭から 空しく 立 戻って、 再び かの 

油で ない 方の 画面 を 篤と 見入りました。 

知識 は 必ずしも 芸術 を 生ませな いが、 知識な くして 

は 芸術の 理解が 妨げられ、 或いは 全く 不可能に なると 

いう こと を、 白雲 はこ こで、 つくづくと 思い知らされ 

たようです。 

「おれ は、 これから 外国語 を やらな くち やならない、 

オランダ でも、 イギリス でも かまわない、 どこか 一 力 

国の 西洋の 文字 を 覚え込んで おかない ことに は …… 」 

白雲 は 暫く 考えて いたが、 二度目に 街頭へ 出かけて 

行った 時には、 一抱えの 書物 を 買い込んで 来ました。 


見れば、 それが みんな 幼稚な 語学の 独り 案内の ような 

ものであります。 明日と いわずに、 白雲 は その 場で ァ 

ルフ アベ ットの 独修 を 始めて しまいました。 

実際、 白雲が 知識の 足らない ために、 芸術 を 理解す 

る ことの 妨げ を 痛感して、 泥棒 を 捉まえて 網 を 絢うよ 

リも、 モット 緩慢な 仕事 を、 この 画面の 前で 始めた の 

は、 事の それほど、 画面 そのものが 白雲の 研究心 を 誘 

う 力 ある ものと 見なければ ならない。 わかっても、 わ 

からなくても、 この 画に は 非凡な 力が ある ものに 違い 

ない。 

偶然 は 時として 大きな 悪戯 をす る ものです から、 も 


し、 かくまで 白雲 を 苦心 煩悶せ しめる 後の方の 絵が、 

十三 世紀から 十四 世紀へ かけての 西洋の 宗教画で あつ 

はずみ  さすら い 

て、 それが 何 かの 機会で 浮浪の 旅役者の 手に 移り、 海 

を 越えて、 この 女 興行師の 手に 渡って、 珍しい 絵 看板 

たくらく 

同様の 扱い を 受けつつ、 卓犖 たる 旅 絵師の 眼前に 展開 

せられた ものと したら、 その 因縁 はいよ いよ 奇妙と い 

わねば ならぬ。 

十三 世紀から 十四 世紀の 西欧の 宗教画と いえば、 美 

ひもと 

術史の 一べ— ジを繙 いた ほどの もの は、 誰でも 復興 

の 幕 を 切って 落した チマ ブェ と、 その 大成 者で ある 大 

ジ ヨット— を 知らない もの はない。 当時に あって は、 


宗教画 はすな わち 美術の 全部で ありました。 ジョッ 

ト ー は、 その いわゆる フ レスコの 大きな もの を 後世に 

残した ほかに、 小さな 額面 を 作らない ではない。 今日 

でも その 額面の ほとんど 全部 はョ ー 口 ツバに も 絶えて 

いるが、 もし それが 偶然、 こうして こんなと ころへ 落 

はてんこう 

ちて 来たと すれば、 それ こそ 破天荒の 怪事 —— 仮り に 

その 謙遜な 門弟の 筆に なり、 後人の 忠実な 模写で ある 

はんもん おうのう 

としたと ころが、 白雲の 胸 を 刺して 煩悶 懊悩せ しむる 

に は 充分でしょう。 

今日 も、 明日 も、 白雲 は 額面の 前で、 エイ、 ビ—、 

けし さ 

シ ー を 習い 出し、 頼まれた 仕事 を 始める 気色が ありま 


せん。 

八 

田 山 白雲の 身の 廻りの こと は、 三度の 食事から、 

ふとん  かゆ 

蒲団の 上げ下ろしまで、 痒い ところへ 手の 届く ように 

世話して くれる 者が あります。 

それ は 主として、 両国 橋の 女 軽業の 一 座の 手の すい 

た 者が、 入 代リ立 代りして、 親方から いいつけられた 

通りに する ものです から、 不足と いう こと はあり ませ 

ん。 


もっとも、 今では 両国 橋の 一座 は 手代の 方に 任せて、 

お 角 は 直接に 立 入らない ことにして いるが、 後見と し 

てのお 角の 眼が 光らない 限り、 立ち ゆかない ことに 

なって いるので すから、 お 角の いいつけ によって 働く 

人 は、 白雲 を 尊敬して、 それに 侍く こと、 至れ リ、 尽 

せりの 有様です。 

ところが、 この 絵描き は、 豪傑の 資質 を 備えて いて、 

女 軽業の 美人 連もうかと は狎れ 難い ものが ある。 こと 

に 親方から は 絵の 先生 だと 言い渡されて いたのに、 こ 

の 先生 は 絵 を かかないで、 横文字 を 書いて いる。 

ある 時、 当番の 美人 連の 一 人が、 怖る 怖る 傍へ 寄つ 


て 来て、 

「何 をお 書きに な つ て いら つし や いますの？」 

「ドロ ナヮ だよ」 

この 返事で 二の句が つげないで いると、 白雲 先生 は、 

「ドロ ナヮ といって、 つまり、 泥棒 を 捉まえて 緦を 絢つ 

てい るんだ」 

「へえ …… 」 

女 は 思わず 白雲の 手許 を視き 込む ようにし ましたが、 

別段、 緦 らしい もの も 見えず、 相 変らず クチャ クチャ 

と 横文字 を 書いて いるから、 一 切 わけがわからないで、 

「緦 をお 絢い なさるなら、 麻 を 持って 参りましょう 


か？」 

と 続いて、 怖る 怖る 伺い を 立てる と、 白雲が 釣鐘の よ 

うな 大きな 声で、 

「あ、 ま、 ま、 ま  I 

たち ま 

と 笑い出し たので、 忽ち 吹き飛ばされて しまいました。 

吹き飛ばされた 美人 連の 一 人 は、 両国 橋の 楽屋へ 来 

て 吐息 を ついて、 

「いけない のよ、 噓ょ、 あんな 絵描きが ある もんです 

か、 ぁリゃ 豪傑です よ」 

「どうして？」 

「泥棒 を 捉まえ るんで すつ て」 


「そうな の、 わたし も 訝しい と 思った、 絵描き だ、 絵 

描き だ、 といって、 ちっとも 絵 を 描かない じゃあ リま 

せんか」 

「絵描き じ やない のよ、 親方 も 変り 者 だから、 あんな 

こと をい つて、 仮リに 絵描きと して 世話 をして 置 くん 

でしよう、 ほんとう は 豪傑な のよ」 

「わたし も、 豪傑 だろうと 思った のさ」 

「だからね、 わたした ちじ やお 歯に あわない から、 力 

持のお 勢さん を、 あの お客様の 接待係 専門に してし ま 

おうじゃ ないか」 

こんな こと をい つて、 力 持のお 勢さん がちょう ど、 


当番の 日。 

この 日、 白雲 は、 どこかで 口 ー マ 字 綴りの 仮名 をつ 

けたの を、 半紙へ 幾 枚 か 墨で 書いて もらって 来て、 そ 

れを 練習して いる。 その 時分、 巿内を 訊 ぬればし かる 

べき 蘭学 や、 英語の 塾 は あるべき はず。 それに 入学し 

て師 につく の 順序 を 厭うて、 どこまでも 独学で 行く の 

寸法ら しい。 凝り 出す とこの 男 も 寝食 を 忘れる 性質で、 

力 持のお 勢さん が 来ても 脇目 も ふらない。 

力 持のお 勢さん も、 この 人に はなんだ か 畏敬が 先に 

立つ と 見えて、 お 給仕の 時 も 冗談が 一 ついえないで 堅 

くな つて、，， る。 


夕方、 二階へ 明り をつ けに 行って、 恭しく 引き さ 

がって、 自分 は 長火鉢の 前に 頰杖 ついて 留守居し てい 

ると、 

「今晩は …… 」 

と 訪れの 声が して、 格子戸が ガラリ と あきまし たが、 

お 勢さん は 立たないで、 

「どなた？」 

こころ やすだ 

と 言いました。 多分 心安立ての 仲間う ちが 来た ものと 

思 つたので しょう。 

「御免なさいよ」 

それ は 聞いた ような 声でした けれど、 女で はあり ま 


せん。 

「お入りな さいな」 

お 勢さん はま だ 立たないで、 返事 だけ をし ました。 

そこで、 障子 を あけて、 

「御免よ」 

といって 顔 を 出した 男 を 見て、 力 持のお 勢さん が ハツ 

と 驚きました。 

「まあ、 がんりきの 兄さん」 

「お 勢ち やん かい」 

「なんて、 お 珍し いんでしょう」 

お 勢さん は、 大きな 体 を 揺ぶ つて 出て 来ました。 


「すっかり i 無沙汰し ちゃった ね」 

とうざん はんてん  げんや だな 

がんりきの 百 蔵 は、 唐桟の 半纏 かなに かで、 玄冶店 

の 与 三 もどき に、 ちょっと 気取って、 

「時に、 これ はどうしたい」 

といつ て 親指 を 出して 見せる と、 

「親方 はお 留守なん です が、 まあお 上りく ださい まし 

よ」 

「留守 かい」 

「ええ、 お 留守で ございま すが、 まあお 上りなさい ま 

し」 

「すぐ、 帰る かね」 


「いいえ …… ちょっと 旅へ お出かけ なすつ たんです か 

ら」 

「旅に 出た つて？ おやおや」 

がんりき は、 やや 失望の 体で 上 リロに 佇んで いると、 

お 勢さん は、 

「兄さん、 どうな すった のだろう と、 みんなで 心配し 

て いました わ」 

「なに かえ、 親方 は 旅に 出た つて、 どっちの 方へ 行つ 

たんだろう」 

「箱 根から 熱 海の 方へ …… 」 

しゃれ 

「洒落て やがら あ」 


き よ う ざ 

がんりき は少々 興醒め 顔 をして、 

「まあ、 仕方が ねえ や、 それじゃお 留守に ひとつお 邪 

魔 をす る ことにして  」 

といいながら、 ちょっと 後ろ を 顧みて、 

「兄 や、 さあ、 おいで、 いいから 安心して おあがり」 

自分が 手 を 引いて 連れ込ん だの は、 今まで 障子の 蔭 

にいて、 お 勢に は 見えなかった 一人の 子供。 

それ を 見る と、 お 勢さん が 重ねて 驚いて しまい まし 

た。 

「おや、 お前 は 茂ち やん じ やない の？」 

「ああ」 


「茂ち やん、 お前と いう 子 は、 ほんと にど こへ 行って 

たんです よ」 

お 勢 は、 まじま じと 茂 太 郎の顔 を 眺めて、 窘める よ 

おじ 1J; 

うにい いますと、 茂 太 郎は恥 かしそう に、 また 怖 気づ 

いている ように、 がんりきの 後ろへ 隠れて 返事 をし な 

ヽ o 
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みやげ 

「こういう お土産が あるから、 図々 しく も、 やって来 

てみ る 気にな つたの さ」 

とがん リき は、 早く も 長火鉢の 前に 坐り込ん でしまい 

ました。 

茂太郎 は、 やはり その 蔭に 小さく 坐って、 もじもじ 


している。 

「ほんと に、 茂ち やん、 お前と いう 子 もずい ぶん 人 騒 

がせね。 お母さん はじめ、 どのくらい、 心配して 探し 

たか 知れ やしません。 いい 気になって どこ を 歩いて い 

たの …… ？」 

けん どん 

お 勢の いう ことが、 出戻り を牝 るよう な慳 貪に なつ 

たので、 がんりきが、 

「まあ、 そう、 ガ ミガミ いうな よ、 なにも この 子が 悪 

いという わけ じ やねえ や、 連れて 逃げた あの 小坊主が、 

知恵 をつ けたんだ から、 何もい わず、 元 々通り、 可愛 

が つ て やって くんな」 


こごと 

「なにも、 わたしが 叱 言 をい う 役じゃありません が、 

あの人 気 最中に、 逃げ出す なんて、 親方の 身に もな つ 

て みても あんまり だから、 つい …… 」 

「ところで  」 

がんりき は 長火鉢の 前に 脂 下 つ て、 

「湯治と 来ち や あ 一 一日 や 三日 じゃあ 帰れめ えが、 お 勢 

ちゃんが 留守番 かい？」 

「いいえ、 わたしが 留守番と きまった わけ じゃあ リま 

せんの、 二階に お客様が おいでな さる もんです から… 

〜」 

「お客様 …… 」 


といって、 がんりきの 百が 変な 顔 をして、 二階 を 見 上 

げ ました。 

「その お客様て えの は …… ？」 

がんりきの 言葉尻が 上つ て 来る の を、 

「絵の 先生です よ」 

お 勢 は 何気なく 答え たが、 がんりきの 胸が どうも 穏 

かで ない らしい。 

「絵の 先生が、 お 留守番な のかい？」 

「お 留守番と いう わけではありません が、 親方が お 泊 

め 申して 置く もんです から、 わたしたちが 毎日 隙 を 見 

ちゃ あ、 こうして 入 代り 立 代り、 お 世話に 上 るんで す 


よ」 

「へえ、 なるほど  」 

がんりきの 胸の 雲行きが、 いよいよ 穏か でない らし 

ヽ o 
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というの は、 このがん リ きとい う 男と、 お 角と は、 

一時 盛んに 熱くな リ 合った ことがある。 しかし、 それ 

はこうい う 輩の 腐れ 合いで、 いくら 逆上ても おた が 

いに 目先の 見えない ところまで は 行かない。 お 角 も、 

再び 一本立ち になって、 これ だけの 仕事 を 切って 廻す 

ようにな つてから は、 がんりきの ような 男 を 近づけて 

は、 第一、 使って いる 人 たちのし めしに もなら ないし、 


がんりきの 方で も、 少し は 焦らして みたり なん ぞ して 

も、 もともと、 女の 尻 をつ けつ 廻 しっする ほどの 突ッ 

転ばし ではない の だから、 自分の 方から も あまり 近寄 

ら ないように していた の を、 それ をい ま 来て 見れば、 

二階に は 絵の 先生と いうの を 置いて、 自分 は 湯治 廻リ 

と はかなり ふざけて いる。 

第一、 その 絵の 先生と いうの が癩 にさ わる じ やな 

いか、 ぬけぬ けと 二階に 納まって、 女 共に ちゃほや さ 

やにさが  なま ちろ 

れ ながら、 脂 下って いる、 色の 生ッ 白い 奴、 胸が 悪く 

なら あ —— とがん りき は、 嚙んで 吐き出し たくなる。 

あ ま 

それから、 お 角と いう 阿 魔 も、 お 角と いう 阿 魔 じ や 


あねえ か …… この おれが 粋 を 通して 足 を 遠くして いて 

やる の をい いこと にして、 色の 生ッ 白い 絵描き を 引 張 

り 込んで、 抱いたり 抱えたり、 二階へ 押上げた りして 

置くな んぞ は、 ふざけ 過ぎて いる。 

がんりき は、 こんな ふうに 気 を 廻して、 すっかり 御 

機嫌 を 悪く してし まい、 

「そういう わけなら、 ひとつ その 絵の 先生と いうのに、 

お 目に かか つ て 行きて えもの だ」 

つむじ 

と、 旋毛 を 曲げ 出した の を、 お 勢 は それと は 気がつか 

ない もの だから、 

「およしなさい まし、 なんだか 気の 置け る 先生です か 


ら ：：： 」 

「何 だ つ て  ？」 

たつみ  てい  す 

がんりき は 辰 巳 あがりの 体で、 眼が 据わって 来る の 

を、 お 勢 は、 

「ずいぶん、 きむずかし やの ような 先生です から、 お 

あいに ならない 方が ようご ざんしょう」 

留めて、 かえって 油 を 注ぐ ような ことにな つてし ま 

いました。 

「おい、 お 勢ち やん、 あっし はね、 虫の せいで その 気 

の 置け る 先生と いうのに 会って みて えんだ よ」 

「え？  I 


「そり や、 いい 株の 先生 だね、 人の 家に 寝 泊り をして 

ベ っぴん  とぎ 

さ、 そうして 別嬪さん たち を、 入 代り 立 代りお 伽に 使つ 

て さ、 それでき むずかし やで 納まって いられる 先生に 

は、 がんりき もちつ とんば かり あやかって みて えもの 

さ、 ど つ こいしよ」 

がんりきの 百 は、 いきなり そこにあった 提げ 煙草盆 

を ひつ さげて、 立ち上った 権 幕が 穏か でない から、 こ 

の 時、 お 勢 も 初めて 驚いて しまいました。 

「まあ、 お待ちなさい まし、 兄さん」 

お 勢 は 周章て て、 抱き留めようと しました が、 お 勢 

さんの 力で 抱き留められた 日に はがんり きも 堪らない 


が、 そこ は 素早い がんりき のこと、 早く も、 それ をす 

リ 抜けて 梯子段 を 半ばまで 上って しまったから、 どう 

も 仕方がない。 

この 男 は、 喧嘩に かけて は 素早い 腕 を 片一方 持って 

いる 上に、 懐中に はいつ も 刃物 を 呑んで いる。 見込ま 

れた 二階の 色男 も堪 るまい。 

それにして もこの 二階 は、 よく 勘違い や、 間違いの 

起り つぼい 一 一階で は ある。 

その 時、 二階で は 田 山 白雲が 泰然自若 として、 燈下 

に、 ェ—、 ビ—、 シ ー を 学んで おりました ところです- 

「まっぴら、 御免下さい まし …… 」 


す， - J み  き 

がんりきの 百 蔵 は、 充分に 凄味 を 利かせた つもりで、 

煙草盆 を 提げて やって来 るに は 来たが、 

「や あ」 

了  $不 乱に 書物に 見入って いた 目 を 移して、 百 蔵の 

方へ 向けて 田 山 白雲の 淡泊 極まる 返答で、 がんりきの 

百 蔵が ほとんど 立場 を 失って しまいました。 

「こり や 色男 じ や 無え —— 」 

がんりきの 百 蔵の あいた 口が、 いつまでも 塞がらな 

いのは、 この 淡泊 極まる 待遇に 度胆を抜かれ たという 

よりも、 また、 その 淡泊に よって、 いっぱし 利かせた 

つもりの 凄味が 吹き飛ばされて しまったと いうよりも、 


ここにい る 絵師が、 たしかに 色男で はない という 印象 

が、 百 蔵 をして、 あっけに 取らせて しまった のです。 

これ は 色男で はない —— 少なくとも、 がんりきが 梯 

子 段 を 上って 来る 時まで 想像に 描いて いた 色男の 相場 

が 狂いました。 

それ も 狂い 方が、 あんまり 烈しい ので、 がんりき ほ 

めんくら 

どの ものが、 すっかり 面 食って しまったの は 無理 も あ 

りますまい。 そこで やむなく、 

「御 勉強のと ころ を 相 済みません …… 」 

テレ 隠しに、 こんな こと をい い、 煙草盆 をお 先に 立 

てて、 程よ いところ へち よこなん と 坐り込む と、 白雲 


「君 は 誰 だい」 

「え …… わつ しど も は、 親類の 者で、 つまり、 この 家 

の 主人の 兄貴と い つ たような ものなん でございます、 

どうぞ、 お見知り 置かれ 下さいまして」 

さ 

これ だけで も、 ききょう によれば、 かな リ 凄味が 利 

ま 

く はずに なって いるの を、 白雲 は 真に 受けて、 

「はは あ、 君が、 ここの 女主 人の 兄さん かね。 妹さん 

に は 拙者 も 計らず お世話にな つちまい ましてね」 

わがまま もの 

「どう致しまして、 あの 通りの 我儘 者で げすから、 お 

かまい 申す こ ともなに もで き やしません、 まあ 一服お 


つけなさい まし」 

じょさい 

がんりきの 野郎が 如才なく、 携えて 来たお 角の 

しゅらう  ながぎ せる  もったい 

朱 羅宇の 長 煙管 を 取って、 一服つ けて、 それ を 勿体ら 

すす 

しく 白雲の 前へ 薦めて みた ものです。 

「これ は 恐縮」 

といって、 白雲 は 辞退 もせずに、 その 朱 羅宇の 長 煙管 

でス パス パ とやり 出した ものです から、 がんりきの 百 

蔵 も、 いよいよ この 男 は 色男で はない と 断定 をして し 

まいました。 そうして みると、 今まで、 張リ 詰めてい 

た 百 蔵の 邪推と か、 嫉妬と かいう ものが、 今 は 滑稽 極 

まることの ようになって、 吸附け 煙草 を パク パク やつ 


ている 白雲の 姿に、 吹き出し たくなる の を 堪えて、 胸 

の 中で、 

「どう 見ても この 男 は 色男 じ や 無え」 

全く その 通り、 どう 見直しても、 眼前に いる この 男 

いちず  なま つ ちろ やさおとこ 

は、 自分が 一途に 想像して 来たよう な、 生白い 優男 

ではありませんでした。 色が 生白くない のみならず、 

あかがね いろ 

本来、 銅色 をした ところへ、 房 州の 海で 色 あげ をし 

て 来た ものです から、 かなり 染めが 利いて いるので す。 

それに 加うるに 六尺 豊かの 体格で、 悠然と 構え 込んで 

いると ころ は、 優男の 部類と はいえない。 いかな イカ 

モノ 食いでも、 これ は カジれ まい —— そこで がんりき 


も、 ばかばかし さに 力抜けが してし まいました。 

すべて、 がんりきの 目安で は、 あらゆる 男性 を 区別 

ぶおとこ 

して、 色男と、 醜男と に 分ける。 色男で ない 者 はすな 

わち 醜男で あり、 醜男で ない 者 はすな わち 色男で ある。 

男子の 相場 は、 女に 持てる ことと、 持てない ことによ つ 

てき まる。 そうして 少なくとも 自分 は 色男の 本家の 株 

なび 

だと 心得て いる。 この 本家の 旗色に 靡かぬ ような 女 は、 

意地 を尽 しても 物にして 見せよう とする。 仮り にも こ 

の 本家の 株 を 侵す ような ものが 現われた 日に は、 全力 

を 以て それに 当る  だが、 こういう 場合に は、 なん 

と 引 込み をつ けて いいかわ からない。 


ぜひな く、 がんりきの 百 蔵 は、 田 山 白雲に 向って、 

自分が 今日 この 家 をたず ねて 来たの は いつぞや、 両国 

さんじん きどう 

の 楽屋 を 逃げ出した 人気者の 山 神奇童 を、 こんど 甲 州 

の 山の 中で 見つけ 出した もの だから、 それ を 引 連れて 

戻しに 来たの だとい うこと をい い、 来て 見る と あいに 

く、 お 角が 留守だった もの だから 失望した といい、 ど 

てもと 

うか ひとつ その子 供 を、 お 角の 帰る まで 手許に 預かつ 

て もらいた いという こと を、 手 短 かに 白雲に 頼み、 

「せっかく、 御 勉強のと ころ を、 お 邪魔 を 致しまして、 

まことに 相 済みません」 

がんりき として は 神妙な お詫び までして、 そこそこ 


に 引上げて しまいました。 

最初の 権 幕に 似合わず、 がんりきの 百 蔵が おとなし 

く 下りて 来た ものです から、 梯子段の 下に 待ち構えて、 

いざと いわば 取 押えに 出ようと した 力 持のお 勢さん も、 

ホッと 息 を つ いて 喜んでし まいました。 

九 

まわり  はんにゃ めん 

その 翌日から、 田 山 白雲の 周囲に、 般若の 面 を 持つ 

た 一人の 美少年が 侍いて いる。 それ は 申す まで もな 

く 清澄の 茂太郎 であります。 


「おじさん」 

「何 だい」 

ひょうひ じ 

白雲が 机の 上に 両臂 をつ いて、 今 も 一心に 十四 世 

紀の 額面 を 眺めて いる 傍から、 茂太郎 が、 

「ねえ、 おじさん」 

「何 だい」 

「後生 だから …… 」 

「うむ」 

「後生 だから、 あたい を 逃がして 頂戴な」 

「いけない よ」 

「そんな こと をい わないで」 


「どうして、 お前 はこ こにいる の を いやがる の だ、 こ 

この 家の人が お前 を 苛めで もした のかい」 

「いいえ、 ここの 家の人 は、 親方 も、 姉さんた ち も、 

みんな あたい を 大切に して くれます」 

「そんなら 逃げる が もの はない じ やない か」 

「でもね、 おじさん、 弁 信さん が 心配して いるから」 

「弁 信 さ ん というの は 何 だ い 」 

「弁 信さん は、 わたしのお 友達よ」 

「あ、 そうか、 お前 を そそのかして 連れて 逃げ出した 

という その 小 法師の ことだろう、 いけません、 お前 は 

そんな 小 法師に だまされて 出歩く もんじゃありません、 


おとなしく 親方 ゃ朋 鼠の いう こと を 聞いて いなけり や 

なりません よ」 

「いいえ、 弁 信さん にだ まされたん じゃあり ません、 

弁 信さん は 人 を だます ような 人じゃありません のよ、 

それ は それ は あたい を 大切が つて、 あたいが いないと、 

どのくらい 淋しがって いるか 知れないでしょう、 それ 

を 黙って 出て 来たんだ から、 だからもう 一 べん 弁 信 さ 

んに 逢いたい の、 ね、 叔父さん、 逢わして 頂戴、 後生 

だから」 

リ ようけん ちが 

「そり やお 前、 料簡 違いと いう もの だよ、 お前 は、 そ 

の 弁 信さん というのより、 こっちの 方に 義理が あるの 


だろう、 そう 無暗に 出歩いて はいけ ない」 

「  」 

茂太郎 はこ こに 至って、 失望の 色 を 満面に 現わし ま 

した。 最初から 画面に 心 を 打 込んで いる 白雲に は、 そ 

の 色 を 見て取る ことができなかった が、 会話が ふっと 

途絶えた ので 気がつき、 

「だが、 時が 来れば 逢える ように してやる から、 逃げ 

出したり なん ぞ しないで、 おとなしく 待って いなけれ 

ばなら ない」 

「時って、 いつの こと」 

「それ は、 いっと もい われない が、 ここの 主人が 旅 か 


ら 帰って来たら、 よく 話 をして、 その 弁 信さん という 

のに 逢える ようにして あげよう」 

「そうなる と、 いいです が、 みんなが 弁 信さん をよ く 

思って いないから —— 」 

茂 太郎が 容易に 浮いた 色 を 見せな いのは、 ここの 家 

では 誰もが 弁 信 をよ く 思って いないの みならず、 

ゆうかい しゃ  にく 

誘拐 者と して 悪んで いる こと を 知っている からです。 

「わし も 長く 附 合って いる わけで はない から、 よく 知 

らんが、 しかし、 ここの 女主 人と いう 人 も、 そうわ か 

ら ない 人で はない らしい から、 帰る まで 待って おいで、 

逃げて はいけ ない よ。 まあ、 絵の 本で も 御覧 …… わし 


の 描いた 絵の 本 を 見せて あげよう」 

白雲 は、 この 少年 を 慰める つもりで、 座右に 置いた 

自分の 写生帳 —— 房 総 歴覧の 収穫 —— それ を 取って、 

無雑 作に 茂太郎 のために 貸し 与えました。 

悲しげに 沈黙した 茂太郎 は、 与えられた 絵の 本 を 

しと や 

淑 かに 受取って、 畳の 上へ 置いて 一枚 一枚と 繰り ひ 

ろげ ます。 

ほ た  のこぎ リ やま 

この 写生帳 は、 房 州の 保 田へ 上陸 以来、 鋸 山に 登 

り、 九十 九 谷 を 廻り、 小湊、 清澄 を 経て 外洋の 鼻 を 廻 

すの さき 

り、 洲 崎に 至る までの 収穫が ことごとく 収めて ある。 

何も 知らぬ 茂太郎 も、 一 枚 一 枚と その 肉筆の 墨の 色 


に 魅せられて ゆく うちに、 

「あ」 

といい ました。 しょげ 返って いた 少年の 頰に、 サッと 

驚異の 血が のぼりました。 

「おじさん」 

「何 だい」 

「あなた は お嬢さんの 似顔 を 描き ましたね」 

「お嬢さんの？」 

「ええ」 

「どこのお 嬢さん …… 」 

といって、 十四 世紀の 絵画 を 眺めて いた 田 山 白雲が、 


自分の 画帳の 上に 眼 を 落す と、 そこに は、 房 州の 保 田 

の 岡 本 兵 部の 家の 娘の 姿が 現われて おりました。 

「これ はお じさん、 保 田の 岡 本の お嬢さんの 似顔で 

しょう、 それに 違いない」 

「うむ、 どうして お前、 それ を 知っている」 

「あたいの お嬢さんで すよ」 

「お前 も、 保 田の 生れ かね」 

「そうじゃありません けれど、 これ は、 あたしのお 世 

話に なった お 屋敷のお 嬢さん です」 

「はは あ」 

田 山 白雲 は、 何 かしら 感歎し ました。 


「お嬢さん は、 あたしに 逢いたがって いるで しょうね、 

あたしが 弁 信さん に 逢いたがって いるよう に。 そうし 

て、 おじさん、 お嬢さん は、 あたしの こと を 何とか 言 

わなかった？」 

「左様 …… 」 

こ とづ 

白雲 は、 別段 この 少年へ といって、 あの 娘から 言伝 

てられた 覚え もない。 

「お嬢さんが、 あたしに 初めて 歌 を 教えて くれたの よ、 

それから あたし は 歌が 好きに な つ てし まった のよ」 

「なるほど」 

そこで、 田 山 白雲が、 その 時の 記憶 を 呼び 起して、 


あの 晚、 岡 本 兵 部の 娘が 羅漢の 首 を 抱いて、 子守歌 を 

唄った の を 思い出しました。 その 時、 白雲 も 胸 を 打た 

き：：：' よう 

れて、 この 年で、 この 縹緻 で、 この 病と、 美しき、 若 

き 狂女の ために 泣かされ たこと を 思い出しました。 

ねんねん ねんねん 

ねんねんよ 

ねんね のお 守 は 

どこへ いた 

なんじょう おさ だ とと 

南条長 田へ 魚 買いに …… 

あんどん 

清澄の 茂太郎 は、 その 時、 何に 興 を 催した か、 行燈 

の 光 を まともに 見詰めて、 この 歌 を 唄い はじめる と、 


田 山 白雲 は 何 か 言い 知れず 淋しい ものに 引き入れられ 

る。 

そうだ、 あの 時、 岡 本 兵 部の 娘 は、 石の 羅漢の 首 を 

ごしょうだいじ  ろうる い 

後生 大切に 胸に 抱えて、 蠟 涙の ような 涙 を 流し、 

「ねえ、 あなた、 この 子の 面が 茂太郎 によく 似て いる 

でしよう、 そつく リ だと 思わない？」 

その 首 を 自分の 机に さしおい たこと を 覚えて いる。 

して みれば、 あの 狂女と、 この 少年の 間に、 何か奇 

いんねん 

しき 因縁が あるに 違いない。 そこで 白雲 も 妙な 心 持に 

なり、 

こうしゅう  おもて はくぎ よく 

r 杭 州 に 美女 ぁリ、 その 面白 玉 の 如く、 夜な夜な 


破 狼 橋の 下に 来って 妖童を 見る …… 」 

くちずさ 

と 口吟みました。 

十 

鏡ケ 浦に 雲が 低く 垂れて 陰鬱 極まる 日、 駒 井 甚三郎 

すの さき 

は洲 崎の 試験 所に あって、 洋書 を ひろげて 読み、 読ん 

では その 要所要所 を 翻訳して、 ノ— トに 書き留め、 読 

み 返して 沈吟して おりました。 

、-ま 

「フラン ソァ. ザ ビエル 師ノ 曰ク、 予 ノ見ル 所ヲ以 

テス レバ、 善良 ナル 性質 ヲ有ス ルコト 日本人 ノ如キ 


ハ、 世界 ノ 国民 ノウ チ甚ダ 稀 ナリ。 彼等 ガ 虚言 ヲ吐 

さぎ  かつ 

キ、 詐偽ヲ 働クガ 如キハ 嘗テ聞 カザル 所 二 シテ、 人 

二 向 ッテハ 極メテ 親切 ナリ。 且ッ、 名誉 ヲ重 ンズル 

ノ念強 クシ テ、 時 トシ テハ 殆ド 名誉 ノ奴 隸タ ルガ 如 

キ観 ァリ」 

ほんとう 

こう 書いて みて 駒 井 は、 果して これが 真実だろう か、 

どうかと 怪しみました。 フラン ソァ. ザ ビエル 師は、 

天文 年間、 初めて 日本へ 渡って 来た 宣教師。 ただ 日本 

人の いいと ころ だけ 見て、 悪い ところ を 見なかった の 

だろう。 それとも 一 遍の お世辞で はない か —— さて 黙 

して 読む こと また 少時。 


「日本人 ハ 武術 ヲ 修練 スルノ 国民 ナリ。 男子 十二 歳 

すべ 

二 至 レバ 総テ 剣法 ヲ学 ビ、 夜間 就眠 スル時 ノ外ハ 剣 

ヲ 脱スル トイ フコト ナシ。 而シテ 眠ル時 ハコ レヲ枕 

頭 二 安置 ス。 ソノ 刀剣 ノ利 鋭ナル コト、 コレ ヲ以テ 

ョ Inl ッパ  しこんと ど 

欧羅巴 ノ 刀剣 ヲ 両断 スル トモ 疵痕 ヲ止ム ルナ シ。 サ 

レバ 刀剣 ノ 装飾 二 モ最モ 入念 二 シテ、 刀架 二 置キテ 

室内 第  一 ノ 装飾 ト ナス」 

これ は 実際 だ —— と 駒 井 甚三郎 が 書き終って、 うな 

ずき ました。 

「勇気 ノ盛 ンナル コト、 忍耐力 ノ強キ コト、 感情 ヲ 

抑制 スルノ 力 ハ驚ク ベ キ モノ ァリ」 


これ は 考え もの だ …… ことに 今日の ような 頹廃を 極 

めた 時代 を、 かえって 諷誡 している ような 文字と も 思 

われる が、 しかし、 よく 考えて みると、 古来、 日本 武 

人の 一面に は、 たしかに この種の 美徳が 存在して いた。 

今でも どこかに 隠れて はいるだろう。 

ふくしう 

「日本人 ハ最モ 復謦 ヲ 好ミ、 彼等 ハ街上 ヲ歩ミ ナガ 

かたき  なにげ 

ラモ、 敵 ト目ザ ス者ニ 逢 フ時ハ 、何 気 ナクコ レニ 近 

これ  おもむ 

寄リ、 矢 庭 二 刀 ヲ抜ィ テ之ヲ 斬リ、 而シテ 徐 ロニ 刀 

ヲ 鞘ニ納 メテ、 何事 モ起ラ ザ リシ ガ如ク 平然 トシ テ 

歩 ミ去ル …… 単 ニ刀ノ 切味 ヲ試 サン ガ 為二、 試シ斬 

リヲ 行フコ ト珍シ カラ ズ」 


これ もまた、 たしかに 日本人の うちの 性癖の 一 つで、 

駒 井 自身 も 幾度 かそれ を 実地に 見聞いて いる。 これ は 

美徳と も、 長所と もい えまい が、 外国人が 見たら、 た 

しかに、 日本国民 性の 一 つの 特色と して 驚異 はする だ 

ろう、 と 駒 井 はよう やく 筆 を 進ませて、 

ごうまん 

「日本 ノ 貴族 二 ハ 不法 ニシテ 傲慢 ナル 習慣 ァリ。 足 

ヲ以テ 平民 ヲ蹴リ テ怪シ マズ。 平民 自身 モマ タ奴隸 

タルべ クコノ 世 二 生 レ出デ タル モノ 二 シテ、 人格 ト 

権利 ヲ 没却 セラ レ テモ、 之ヲ甘 ンジテ 屈従 スル モノ 

おも 

ノ 如シ。 惟 フニ 日本 貴族 ノコ ノ 傲慢 ナル 風習 ヲ改メ 

シ ムルノ 道ハ、 耶蘇 教ノ 恩沢 ヲコ レニ 蒙 ラシ ムルノ 


外 アルべ カラ ズ」 

そこで、 なるほど、 外国人の 眼から 見た 時 は、 階級 

制度の 烈しい 日本の 国で は、 貴族と、 平民との 関係が、 

こう も 見える のか しら、 これで は 野蛮人 扱いだ、 と 思 

いました。 しかし これ は、 西洋で 十六 世紀から 十七 世 

紀の 間、 日本で は 戦国時代から 徳 川の 初期へ かけて 日 

本に 渡来した、 主として 耶蘇 教の 宣教師の 目に 映った 

日本人の 観察で ある、 日本人 自身で は 気の つかない 適 

切な 見方 もあろう が、 また 思いき つた 我田引水 も ある 

よう だ  現に 日本 貴族の 傲慢なる 風習 を 改めし むる 

の 道 は、 耶蘇の 教え を 以てする より ほか はない、 と 断 


みくび 

言した ところな ど、 日本に 宗教な しと 見縊って いうの 

か、 或いは また 事実 この 道 を 伝うる にあら ざれば、 人 

類 救われず との 信念に よって 出で たる 言葉 か —— 駒 井 

やや  やす 

自身で は 動もすれば、 そこに 反感 を 引 起し 易い。 

だが、 耶蘇の 教えが、 偽善と 驕慢 を 憎んで、 愛と 謙 

おぼろ 

遜 を 教える ところに 趣意の 存 する こと は、 朧げ なが 

ら わか つ ている。 

駒 井 甚三郎 が 今日 読んで いるの は、 その 専門と する 

ところの 兵器、 航海 等の 科学で はなく、 宗教に 関する 

ところの 書物であります。 宗教と いうた とても、 それ 

は キリスト教 に関する ものの みで、 いつぞや わざわざ 


番 町の 旧 邸 を 訪ねて、 一学 を 煩わし、 その 文庫の 中 か 

ら 選び 齎し 帰った ものであります。 今や、 駒 井甚三 

郎は、 キリスト教 を 信じ はじめた のではありません。 

また 信じようと 心がけて いる わけで もありません。 

給仕の 支那 少年との 偶然の 会話が 縁と なって、 これ 

を 知らなければ ならぬ との 知識 慾に 駆られた のが、 そ 

も そ もの 動機であります。 

何と なれば、 西洋の 軍事 科学の 新 知識に 於て は、 当 

代に 人 も 許し、 吾 も 信ずる ところの 身で ありながら、 

その 西洋の 歴史 を 劃す る 宗教の 出現に ついて、 ほ とん 

ど 無 知識で あるの みならず、 不具なる 支那 少年から、 


逆に 知識 を 受けねば ならぬ こと は、 これ 重大なる 恥辱 

であると、 駒 井の 知識 慾が、 そういう ふうに 刺戟 を 与 

ほうてき  もつ ぱ 

えたから、 彼 は 暫く、 軍事 科学の 書物 を 抛擲して、 専 

ら、 キリスト教の 書物 を 読む ことにな つたので す。 

要するに 信仰の ためで はなく、 知識の ために 読み出 

している のです。 

で、 読み 行く うちに、 どの 読書家 もす るよう に、 要 

所要 所へ 線 を 引いて おいて、 それ を 座右に 積み重ね、 

てきろく 

今や その 要所 を 改めて 摘録し、 翻訳して ノ— トに とど 

めて いる。 

さて また、 一 冊 を とりひろげて、 その 引 線の 部分 を 


摘 訳す る。 

「福音書 ノ 何レノ 部分 ニモ 耶蘇 ノ 面貌 ヲ 記載 シ タル 

コト ナシ。 サ レバ、 後人、 耶蘇 ノ像ヲ 描 カント スル 

モノ、 ソノ 想像 ノ 自由 ナルト 共 二、 表現 ノ 苦心 尋常 

ニァ ラズ。 

或 者ハ、 耶蘇 ノ 面貌 ヲ 以テ、 醜悪 二 シテ、 怖 ルべキ 

勁 烈ノモ ノト ナシ、 或 者ハ、 温 厳 兼 ネ備へ タル 秀麗 

ノ 君子 人ト ナス。 

アンジェ リコ、 ミケ ラン ゼロ、 レオナルド ダ ビンチ 

ラファエル 及チ シアン 等ノ 描ケル 耶蘇 ノ 面貌 ハ皆、 

荘厳 ト 優美 ト ヲ兼ネ タル 秀麗 ナル 男性 ノ 典型 トシ テ 


ひと 

描 キタレ ドモ、 独リ 十四 世紀 ノジ ヨット— ニサ カノ 

ボ レバ 然 ラズ。 

ひとたび  おもむ 

人 一 度、 ァレ ナノ 会堂 二 赴 キテ、 ジョ ット— ノ描キ 

くちづけ 

タル、 ュダ ノロ 吻スル 耶蘇 ノ 面貌 ヲ見 タラン モノ ハ、 

粛然 トシ テ恐 レ、 茲ニ 神人 ナザレ 村ノ 青年 ヲ見 ルト 

共 二、 ジ ヨット ー ノ 偉才 二 襟 ヲ正サ ザル無 カルべ シ。 

ミケ ラン ゼロ モ、 ダ ビンチ モ、 耶蘇 ノ有 スル 無限 ノ 

悲愁 ト、 沈鬱 トヲ 写ス コト、 到底 ジ ヨット— ノ比ニ 

ァ ラズ。 

ィ ハン ャ、 ラファエル 二 オイ テヲャ ：：： 未ダ カッテ 

…… ジ ヨット— ヨリ 純正 偉大 ナル 宗教画 家 ハナ シ。 


お. +P 力げ  力な 

茲 ニソノ 伝記 ノ 概要 ト、 作品 ノ 面影 トヲ伝 ヘン 哉… 

：.」 

ここまで 訳し 来った 駒 井 甚三郎 は、 ぺ ー ジをー つめ 

くりました。 全く 世の中 は 儘に ならない もので、 田 山 

白雲 は ああして 狂気の ようになって、 いろはから その 

知識 を 探り当てようと もがいて いるの を、 駒 井 甚三郎 

は 何の 予備 もな く、 何の 苦労 もな しに、 かくして 読み、 

且つ 訳して いる。 

田 山の 帰る ことが 二三 日お そければ、 駒 井 はこの 西 

洋 宗教 美術史の 一 端 を、 田 山に 話して 聞かせた かも 知 

れ ない。 といって、 そう なれば また、 当然 白雲 は あの 


額面 を 見る 機会 を 失った の だから、 駒 井の 説明 も 風 馬 

牛に 聞き流して しま つたこと だろう。 「知る 者 は 言わ 

ず、 言う 者 は 知らず」 という 皮肉 をお たがいに 別な と 

ころで 無関心に 経験し 合って いるの 奇観 を、 おた がい 

に 知らない。 

その 時分、 海の 方に 向った この 研究室の 窓 を、 外 か 

ら押 しあけ ようとす る ものが あるので、 さすがの 駒 井 

あき 

も、 その 無作法に 呆れました。 

金椎 でもなければ、 この 室 を 驚かす 者 はない はずの 

ところ を、 それ も 外から 窓 を 押 破って 入ろうと する 気 

きっと 

配 は、 穏 かで ないから、 駒 井 も、 厳然、 その 方 を 眺め 


ると、 意外に も 窓 を 押す 手 は 白い 手で、 そして 無理に 

押し あけて、 外から 面 を 現わした の は、 妙齢の 美人で 

ありました。 

髪 を 高島田に 結った 妙齢の 美人 は、 窓から 面 だけ を 

出して、 駒 井の 方 を 向いて 嫣 乎と 笑いました。 駒 井と 

しても 驚かない わけに は ゆきません。 

「お前 は 誰 だ」 

駒 井が 窘める ようにい い 放っても、 女 はべつ だん 

驚き もしないで、 

「御存じの くせに。 ほら、 あの、 鋸 山の 道で お 目に か 

かった じゃありません か」 


「うむ」 

「わかった でしよう。 あなた は、 あの 時の 势 い 男ね」 

「うむ」 

「中へ 入れて 頂戴」 

駒 井 は、 あの 時の 狂女 だな と 思いました。 高島田に 

結って、 明 石の 着物 を 着た 凄い ほどの 美人。 羅漢 様の 

首 を 一 つ 後生大事に 胸に 抱いて、 「お帰りに は、 わたし 

のと ころへ 泊って いらっしゃいな」 といった。 

それが、 どうして ここへ やって来 たの だ。 保 田から 

すの さき  みちの リ 

洲 崎まで、 かなりの 道程が ある。 ともかく、 駒 井 もこ 

のままで は 捨てて おけない から、 椅子 を 立ち上って、 


「ここ はいけ ない、 あっちへ お廻りなさい」 

「いいえ、 あたし ここから 入りたい の」 

「いけません、 入るべき ところから、 入らなければ な 

りません」 

「いいえ、 表に は 人が たくさんい るでしょう、 犬 もい 

るでしょう、 ですから あたし、 ここから 入りたい の」 

「表に は 誰もい やしま せんから、 あちらへ お廻りな さ 

い」 

「いや、 あたし ここから 入る の …… あなたに 抱いて い 

ただいて、 ここから 入る の」 

「ききわけがない、 ここから は 入れません」 


「お怒りな すった の、 あなた、 悪かったら 御免下さい 

ね。 です けれども、 あたし、 そっと ここから 入れて い 

ただき たいの、 そうして 誰も 気の つかない うち、 あな 

たと だけ、 お話しして いたいの」 

「言う ことが 聞かれないなら 勝手になさい、 中から こ 

の 戸 を 締めてし まいます よ」 

「その 戸 をお 締めに なれば、 あたしの この 指が 切れ 

ちゃうでしょう。 それでもい いの？」 

狂女 はわ ざと 自分の 手 を 伸して、 ガラス戸の 合間に 

差し込んで しまいました。 

「あたし、 あなたに 正直な こと を 申し上げて しまう わ 


それで 嫌われたら それまでよ」 

「手 をお 放しなさい」 

「あたし、 今までに 七 人の 男 を 知っています のよ」 

「何 をい うのです」 

「あたし、 これで も、 もう 七 人の 男 を 知っている のよ 

それ を 言って みまし ようか。 一人 は あるお 寺の 坊さん 

なの、 一人 は 家へ 置いた 男、 それから …… 」 

「お黙りなさい」 

駒 井 は 情けない 色 を 現わして、 上から 抑える ように 

さ えぎ 

女の 言葉 を 遮りました。 正気で ない 悲し さ。 言う ベ 

からざる こと を 口走り、 聞く ベ からざる こと を 聞く に 


は 堪えない。 それ を 女 は 恥 かしい とも 思わず、 

「けれど、 それ は みんな、 あたしの 方から 惚れた のじ や 

なくって よ、 早くい えば、 あたしが だまされ たんです 

ね、 それから 自棄に なって、 とうとう 七 人の 男に みん 

おもちゃ 

な だまされて、 玩弄に なって しまいました」 

「ああ …… 」 

さ 

外から 押えても、 中なる ねじの 利いて いない ものに 

は その 効がない。 駒 井 はこの 場の 始末に ホ トホト 困つ 

ている の を、 女 は 少しも 頓着な しに、 

「その 七 人の 名 を、 みんな あなたに 打明けたら、 あな 

たも 吃驚な さるでしょう、 その 人た ちの 恥に もな り ま 


すから、 あたし は 言いません …… それ も 本来 は、 わた 

しが 悪 いんでしょう、 茂 太郎を 可愛がり 過ぎ たから、 

茂太郎 がいやが つて 逃げて しまい、 その 時から わたし 

は自 葉に なり ましたの。 あなた、 突き落し ちゃい やよ」 

女 は 敷居に 武者振り ついて、 あられ もない 高島田の 

美人 は、 どうしても ここから 乱入す るつ もリ らしい。 

折よ くそ こへ 金椎 がお 茶 を 運んで 来た ものです から、 

駒 井 は金椎 にいい つけて、 狂女 を 表の 方へ 廻らせ まし 

た。 しかし、 正式に 案内され てこの 室へ 通された 狂女 

は、 今まで 言った こと も、 した こと も、 すっかり 忘れ 

たように ケロリ として、 まず 室内の ベッド を 見つけ 出 


して、 

「夜 どお し 歩いて 来た ものです から、 疲れて しまい ま 

したわ、 それに 眠くて たまりません から、 少し 休ませ 

て 頂戴な、 あとで、 ゆっくりお 話 を 致しましょう」 

といって、 早く も、 ベッドの 上に 横にな つてし まい ま 

した。 

あき 

言葉の 聞えない 金椎 は、 この 女の 無作法に 呆れて し 

とが 

まった ようで したが、 主人が 別段 それ を 咎めよう とも 

しない もの だから、 解せない 面 をしながら、 横にな つ 

た 狂女の 身体に 毛布 を かけて やりました。 

金椎が 出て 行く と共に、 駒 井 もこの 室 を 退却して し 


まった ので、 あと は 狂女が この 室 を、 わがものがおに 

心 ゆく ばかりの 眠りに ついて しまいました。 

この 一室 を 暫く 狂女に 与えて おいて、 駒 井 は 研究所 

を 出て、 造船所の 方へ と 歩き 出しました。 前にい つた 

通り、 この 日 は 陰鬱な 天気の 日で、 大武の 岬 も、 洲崎 

も、 鏡ケ浦 も、 対岸の 三 浦 半島 も、 雲に 圧されて 雨 を 

産みそう な 空模様でした。 

程遠から ぬ 造船所へ 来て 見る と、 十 余人の 大工と、 

のんき 

職工が、 相 変らず 暢気に 仕事 をして います。 暢気と 

いっても、 怠けて いる わけで はなく、 かなり 根強い 仕 

事 を、 焦らないで やって いる。 


駒 井が、 そっと 裏の 方から 入り込んだ 時分に、 大工 

と、 職工と は、 お茶 受けの 休みで、 こんな こと を 話し 

ている。 

「殿様 は、 この 船へ 自分の 好きな 人 だけ をのせ て、 異 

国へ おいでな さるそう だが、 もし、 大海の 中で 無人島 

へで も 吹きつけられたら、 そこで 国 を 開く とおつ 

しゃって いたが、 新しい 国 を 開いて そこに 住んだら、 

圧制と いう ものがなくて、 住み心地が いいだろ うな あ」 

一 人が 言う と、 

「そり や 面白かろう。 だが、 新しい 国 を 開いた ところ 

で、 女と いう ものがなければ 種が 絶えて しまう、 いつ 


たい 殿様 は、 この 船に 女 をのせ るつ もりだろう か、 ど 

うだろう」 

というよ うな 話 をして いると ころへ、 駒 井が ひよ つ こ 

りと 姿 を 現わした もの だから、 みんな 居ず まい を 直し 

て、 

「殿様が おいでになった」 

船大工の 和吉が 立って 駒 井の 傍へ 来て、 小 腰 を かが 

めながら、 

「殿様、 ビ— ムの 付け 方 をもう 一 度、 検分して いただ 

きとう ござ います」 

この 男 は 豆 州 戸田の 上田 寅吉の 高弟で、 ここの 造船 


係の 主任です。 師匠 うつしで、 今でも 駒 井に 向って、 

殿様 呼ばわり を やめない。 和吉が 殿様 呼ばわり をす る 

もの だから、 総ての 大工、 職工が、 殿様 呼ばわり をす 

る。 

そこで、 駒 井 は 和吉の 先導で、 船の 船 梁 を 見て 廻る。 

その 前後、 日本 唯一 の 西洋 型 船大工の 棟梁と いわれ 

た 上田 寅吉の 伝え を 受けて、 加うるに 駒 井 甚三郎 の 精 

到な 指導 監督の 下に、 工事 を 進めて いる この 船。 造船 

ス テム  スダ ルン ポスト 

台の 形、 マ ギリ ワラの 据 付け、 首 材の後 材の 建て 方、 

肋材を 植えて、 今や 船 梁の 取 付けに かかって いると こ 

ろ。 


駒 井 は 仔細に それ を 検分して、 なお 外 板の 張り 方、 

コ— ルタ— の 塗り 方 等に 二三の 注意 を 与え、 次に 蒸気 

の 製造と、 大砲の 据えつ けにつ いて、 その 位置、 運搬 

の 方法 等に、 委細の 指図と 相談と を 試み、 

「蒸気の 製造 法が 難物 だ —— 今、 苦心して いる。 うま 

く ゆく か、 どうか、 試運転の 上で なければ 何ともい え 

ない。 測量 器械の いいの を 欲しい、 遠眼鏡 も 欲しい。 

誰かお 前の 知っている 人で、 適当の 機械 師 はない か、 

材料 はこ ちらで 何とかす る、 腕 だけ 貸して くれれば い 

い …… 」 

フレ— ムを 叩いて、 船と、 人と を 吟味して いる 駒 井 


は、 さいぜん、 愛の、 信仰のと、 写して いた 人と は 別 

人の 観が ある。 

全く この 造船所へ 来る と、 駒 井 甚三郎 は 別人の 観が 

あります。 

第一、 その 眼つ きから して 違って きます。 熱心 その 

ものの ような 輝き を 集めて、 船 そのもの を 一 つの 有機 

体と して、 広い 意味の 有機体に は 違いがない が、 精到 

ぎ ようし 

なる 彫刻家が、 自分の 一 点 一 画 を 凝視す るよう に、 凝 

つ み 

視 して は それに 鑿 を 加えて、 また 退いて 見詰める よう 

いっとうさん らい けいけん 

に、 見よう によって は、 一刀 三 礼の 敬虔 を 以て 仏像 を 

刻む 人で も あるよう に、 駒 井と いう ものの 全部が、 船 


という ものに 打 込まれて ゆく 熱心ぶ り は、 心なき 工人 

たち を も 動かさな いわけに は ゆきません。 

「殿様 は 大工に なっても、 立派に 御飯が 食べられます」 

といって 工人た ちが 感心す る。 事実、 その 通りで、 学 

理の 説明と、 工事の 指導 だけで は 我慢が しきれな く 

ふる 

なって、 駒 井 は 自身 ハム マ— を 取り、 斧 を 揮って 終日、 

働き暮 す こと さえ あるので す。 

そこで、 ここに 働く 人々 とても、 本職の 船大工と、 

機械 師は、 二三 人し かない。 あと は みんな この辺の 

しろうと 

素人で あるの を、 駒 井が 仕立てて 立派な その 道の 大工 

であり、 職工で あるよう に 使いこな している。 


のみならず、 船の 外形の 工事と 共に、 その 心臓 をな 

す 動力の 問題、 蒸気の 製造と いう 難物 を、 彼 は 退いて 

研究し、 今や それ をな しとげようと している。 これば 

かり は 親しく 外遊して 学ぶ にあら ざれば 不可能、 と い 

われて いる 蒸気の 製造 を、 駒 井 は 自分の 学問と、 従来 

の 経験と で、 必ず 成し遂げて 見せる との 自負 を 持って 

いる —— それに 比 ぶれば 大砲の 据 付けの 如き は、 か 

たる 仕事で は あるが、 すべてに おいて は、 この 事業、 

すなわち、 駒 井 甚三郎 の 独力に なるこの 西洋 型の 船の 

模造 は、 模造と はいう が、 事実 は 創造よりも 難事業に 

な つ ている。 


その 難事業が ともかくも 着々 と 進んで 行く の を 眺め 

る こと は、 この 上 もない 興味で あり、 勇気で ぁリ、 神 

聖 であるよ うに 思わる る。 

だから 駒 井 は、 ここへ 来て、 事に 当る と、 その 事業 

の 神聖と、 感激に 没入して、 吾 を 忘れる の 人と なるこ 

とがで きる。 

それと、 もう 一 つ —— 駒 井 をして、 この 自家 創造の 

船と いう ものに、 限りなき 希望と、 精神と を、 打 込ま 

せる ように 仕向けて いるの は、 見えない 時勢と、 人情 

との 力が、 背後から、 強く 彼 を 圧して いるので す。 

駒 井 は、 今の 日本の 時世が、 行 詰まって 息苦しい 時 


世で あり、 狭い ところに 大多数の 人間が 犇き 合って、 

おのおの 栗鼠の ような 眼 を かがやか している 時世で あ 

る こと を、 強く 感じて いる。 

国民に 雄大な 気象が 欠けて おり、 閑雅なる 風趣 を滅 

尽 しょうと している。 他の 大を 成し、 長 を あげる とい 

うような、 大人ら しい 意気 は 地 を 払って、 盗み、 排し、 

陥れよう との 小策が、 幕府の 上より、 市井のお 茶ッ葉 

みなぎ 

の 上まで 漲 つ ている。 

ひょうせ つ 

創造の 精神が 滅びた 時に、 剽窃 の 技巧が 盛んになる。 

このままで 進めば、 日本国民 は、 挙げて 掏摸の ような 

ものと なって しまい、 掏摸の ような 者 を 讃美 迎合し な 


ければ、 生活が でき なくなって しまう。 その 結果 は、 

国民 挙げて 共 喰いで ある …… 心 ある 人が、 こういう 時 

世 を 悲憤し なければ、 悲憤す る ものがない。 だが、 幸 

いにして 駒 井 甚三郎 は、 この 時世 を 充分に 見て いなが 

ら、 病気に もなら ず、 憤死す る こと もな いのは、 要す 

るに、 前途に 洋々 たる 新しい 世界 を 見、 その 世界に 

精進す る 鍵 を、 自分が 握って いるとの 強い 自信が あ 

るからで す。 

その 洋々 たる 新世界と は 何  それ は 海です。 海 は 

地球 表面の 七 割 以上 を 占めて、 しかも その 間に は 国境 

という ものがない。 


その 鍵と は 何 —— それ はすな わち 船です。 

この 日本 は 美 国で は あるが、 この美 国 を 六十に も 七 

十に も わけて、 三百 人 もの 大名 小名 どもが 食い合って 

い て 何になる。 

駒 井 は 今、 その 海と 船との 信仰に、 全身 燃 ゆるが 如 

き 思い を 抱いて、 万里の 海風に 吹かれながら、 黄昏の 

道 をお のが 住家へ と 戻って 来ました。 

駒 井 甚三郎 は 燃 ゆるが 如き 熱心 を 抱いて、 わが 住居 

へ 帰って来 ましたが、 金椎を 呼んで 夕飯 を 取る 以前に、 

自分の 居間へ 入る と、 燭台に 蠟燭の 火 をつ けて、 かな 

リ 疲労して いた 身体 を、 いつもす るよう に、 ぐったり 


と 寝台の 上へ 投げ かけよう として、 蛇で も 踏んだ もの 

のように、 急に 立 退いて しまいました。 

忘れて いたのです。 自分の 寝台 は、 それより ズット 

以前から 人に 占領され ていました。 その 人 は 今 もい い 

心 持で、 寝台の 上に 熟睡の 夢 を 結んで いると ころで あ 

リま， ^9 

真に 忘れて いた。 忘れて いたのが あたりまえで、 こ 

れま でかって 他人の ために 占領され た 歴史の ない この 

寝台です。 不意に 自分 を 驚かす ところの いかなる 客で 

も、 ここ を 占領しょう とはいわない。 それ を この 客に 

限って、 無作法の 限りに も、 許しの ない うちに、 早く 


もこ こ を わが 物にして、 主人の 帰った こと を さえ 知ら 

ずに いる。 しかも それが 妙齢の 女であります。 

あき  かざ 

駒 井 は 呆れ果てて、 暫く その キャンドル を 手に 翳し 

たままで、 女の 寝姿 を 見つめて いました。 

少なくとも 眠って いる 間 は 無心でしょう。 無心の 時 

に は、 人間の 天真が 現われる。 ともかく もこれ は 卑し 

い 娘ではありません。 金椎 がかけ て くれた 通りに、 毛 

まと 

布 を 首まで 纏って、 枕 一杯に、 濡れた ように 黒い 後れ 

毛が 乱れて いました。 

駒 井 は それ を、 眼 を はなさず 見て いました が、 この 

時 はまた 別の 人です。 今までの 野心 も、 熱心 も、 希望 


も、 一時に 冷却して、 美しい 娘の 寝顔に 注いで いる。 

そうして いるう ちに、 つくづくと 浅まし さと、 いじ 

らし さの 思いが、 こみ上げて 来る のであります。 もと 

より 狂人の いう こと は 取 留めがない。 自分の 頭に 巻き 

起る さまざまの 幻想 を、 いちいち 事実と 混合して しま 

うこ ともあれば、 不断の 脅迫 感に 襲われて、 あらぬ 敵 

を 有る ように 妄信して いる こと も 限り はな い の だから 

狂人の いう こと を、 そのままに 取り上げる わけに は ゆ 

かないが、 さきほど 言った ことの 浅まし さが、 こうし 

て 見る と、 いよいよ 身に こたえる。 罪 だ！ と 駒井甚 

三^ は 戦 Hi して、 ^れを 感じました。 


この 時です、 女が 眼を醒 ましたの は。 女が 眼 を醒ま 

のぞ 

して、 自分の 眼前に 光 を さしつけて、 自分 を靦 いてい 

る 人の ある こと を 悟った の は。 

それと 気がつく と 女 は、 嫣 乎と 笑い、 

「い つお 帰りに なった の …… 」 

「いま」 

「そうです か。 わたし、 あれから ズット 寝 通して しま 

いました、 ちっとも 眼が 醒めませんでした のよ、 ずい 

なんどき 

ぶんよく 寝て しまいました わね。 いったい、 もう 何時 

でしよう」 

「もう、 日が 暮れて しまったよ」 


「誰も 尋ねて 来 やしなく つて？ 誰も わたし を 追い か 

けて は 来ませんでした か」 

「誰も 来た 様子はありません」 

「誰が 来ても、 いわない ようにして 下さいね、 どんな 

人が 尋ねて 来ても、 わたし を 渡さないで 下さいね、 い 

つまで もこ こへ 隠して 置いて 頂戴」 

「  」 

「もし、 あなたが、 誰かに わたし を 渡して しまえば、 

おもちゃ 

わたし はまた その 人の 玩具に されて しまいます …… あ 

おぼしめ 

なた が もし、 わたし を かわい そうだと 思 召すならば、 

ここへ 置いて 下さい。 わたしの 身 はどうな つても かま 


わない、 人に 苛まれよう とも、 蹂躪ら れ ようと も、 か 

まわない と 思 召すなら、 わたし を 突き出しても ようご 

ざんこく 

ざん すけれ ど、 あなた は、 そんな 惨酷な お 方 じ やな か 

ろうと、 わたし は 安心して いますの よ、 ほんとうに、 

わたしと いう 人 は、 どうしてこう 意気地が な いんで 

しょう、 昔 はこん なじ やな かったんです けれども、 今 

はもう 駄目な のよ、 人に 甘い 言葉 を かけられ ると、 ッ 

ィ その 気になって しま うんです もの ：：： 誰かし つかり 

した 人が ついていて くれなければ、 この 上、 どこまで 

落ちて 行く か 知れません。 ごらんなさい、 わたしの 前 

にある あの 深い、 怖ろ しい 穴 を …… 」 


いくらか 精神の 昂奮 もお ちついた と 見えて、 さい ぜ 

ん のよう な 聞 苦しい こと も 言わず、 しおら しく 訴える 

言葉に も、 情理が あって 痛 わしい。 そこで、 駒 井 はや 

さしく、 

「ともかく、 お起きなさい —— もう 夕飯の 時刻です、 

あちらで 一 緒に 食べましょう」 

「どうも 済みません」 

こころよ 

そこで 女 は 快 く 起き 上りました。 

やがて、 食堂と して ある 一間で、 駒 井と、 金椎 と、 

新来のお 客と 三人が、 食卓に さし 向っての 会食が 始ま 

りました。 女 はしき りに 金椎に 話しかけて みました け 


き 

れ ども、 利き 目がないの を 不思議が つてい ると、 駒 井 

が 両耳に 手 を 当てて、 その 聾で ある こと を 形に して 

見せました。 

「かわいそうに、 耳が 聞え な いんです か」 

狂女 はわが 身の 不幸 を 忘れて、 この 少年の 不具に 同 

情し ました。 少なくとも、 その 同情の 余裕の 存 する こ 

と を 駒 井 は 感心し、 

「この 子 は 支那の 生れで、 名 を キン ツイと いいます」 

「キン ツイさん です か、 妙な 名です ね」 

「非常に まじめな 少年です から、 あなた、 よくお 附合 

いなさい」 


「本当です か …… まじめな 人って、 なかなか 当てに は 

なりません けれど、 まだ 若い から 大丈夫でしょう」 

「大丈夫です。 それに 神様 を 信心して いますから」 

「まあ、 神様 を 信心して おいで なんです か、 支那に も 

神様が あります のです か」 

「あります とも、 人間 は 有っても 無くっても、 神様の 

無い というと ころ はない と、 私 も ， J の 少年から 教えら 

れ ました」 

「まあ 感心です わね、 子供のう ちから 神様 を 信心す る 

なんて。 わたし も 神信心 をしたい に はした いんです け 

れど、 どこに 神様が おいでな さる か、 わからな いんで 


す もの」 

といって、 自分 も 一時、 神信心 をして みたけれ ども、 

天神 様 を 拝めば 天神 様が あちら を 向き、 不動 様 を 信じ 

ようと すれば 不動 様が あちら を 向く ので、 とうとう 信 

心 を やめて しま つたと いうよう な こと を い い 出す の は 

困る が、 このほか のこと は、 問いに 応じて ほぼ 的 を 誤 

まらない ように 答える ものです から、 駒 井 は、 この 女 

の 病気 は 癒る かも 知れない、 とさえ 思いました。 

名前 を 問えば、 も ゆると 答えました。 駒 井が 念 を 押 

すと、 

「も ゆると は、 草木の も ゆると いう 意味で つけたんで 


しょう、 わたしに はよ くわ かりません けれど」 

と 答える。 姓 は 岡 本と いわずに、 里 見と 呼んでも らい 

たいとい うこと。 

保 田から 昨晩、 夜通し ここまで 歩いて 来たが、 一人 

で 夜道 をしても 少しも 怖い と は 思わない という こと。 

山で も、 坂で も、 さして 疲れ を 覚えないで 歩き 通す と 

いう こと。 途中、 人に であっても、 こちらより 先方が 

怖が つ てよ けて 通す という こと。 

それでも よわみ を 見られて しま つ て はもう 駄目 だと 

いう こと。 

ふびん 

打明けた 話 を 聞かされて いると、 駒 井 は 不愍の 思い 


に 堪えられ なくなりました。 なるほど、 これ を このま 

ま 突き出して しまえば、 残れる ところの すべての もの 

でいど  まか 

を、 泥土に 委して しまう の だ。 本来、 よい 育ちで も あ 

り、 また 生来、 悪い 質の 娘で はない —— そのうち、 尋 

ねる 人が 来たならば、 よく 話 をして やろう。 来な けれ 

ばし かるべ き 保証 を 以て、 送り届けて やらねば ならぬ 

と 考えました。 

しかし、 差 当っての 問題 は、 今夜の 問題で、 この 娘 

を どの 室へ 泊める かとい うこと です。 金椎と 同室に 置 

いて、 もし 夜中に 脱走で もされた 日に は 困る。 一 人で 

はいよ いよ 寝かされない。 そうかといって 自分の 部屋 


へ 寝かす こと は、 自分が 困る …… 駒 井 は、 ひそかに こ 

の 問題に 苦心して いるの を、 娘 は 自分で ズンズ ンと解 

決してし まいました。 なぜならば、 食事が 終る と、 や 

はり 我物顔で、 以前の 室の 寝台の 上に 身 をのせ てし 

ま つたから です。 

ぜひな く 駒 井 は その 室へ 錠 を 卸し、 自分 は 金 椎と共 

に、 別の 室で 寝る ことにしました。 

十 一 

宇津木 兵馬と、 仏 頂寺弥 助と、 丸 山 勇 仙の 三人 は、 


八ケ 岳と 甲斐 駒の 間 を、 西に 向って 急いでい る。 

途中、 武術の 話。 

仏 頂 寺 は、 世間 を 渡り歩いて、 兵馬の 知らない 話 を 

よく 知っている。 

この 人 は 前にい う 通り、 斎 藤 弥九郎 の 門下で 有数の 

使い手。 今 こそ 亡者の 数に は 入って いるが、 その 武芸 

談に は、 なかなかに 聞くべき ものが ある。 

しかし、 ややもすれば 芸に慢 じて、 己が 師を さえ 侮 

るの 語気 を 漏らす ことがある。 それが 聞く 人 を 不快に 

する 

丸 山 勇 仙 は 九 段の 斎 藤の 道場、 練兵 館の 話 をす る。 


斎 藤と、 長 州 系との 関係 を 語る。 そのうち、 長 州の 壮 

土が 相 率いて 練兵 館 を 襲い、 弥九郎 の 二 男、 当時 鬼歓 

といわれた 歓之 助の ために 撃退され た 一 条を 物語る。 

その 仔細 はこうで ある。 

はじめ II 嘉 永の 二 年 ごろ、 斎 藤 弥九郎 の 長男 新 太 

郎が、 武者修行の 途次、 長 州 萩の 城下に 着いた。 宿の 

主人が 挨拶に 来た 時に、 新太郎 問うて ぼく、 

「拙者 は 武者修行の 者で あるが、 当地に も 剣術 者 は あ 

るか」 

主人の 答えて 曰く、 

「ある 段で は > J ざい ませぬ、 当地 は 名 だ た る 武芸の 盛 


んな 地で ございまして、 近頃 はまた 明 倫 館と いう 大層 

な 道場まで 出来まして、 優れた 使い手のお 方が、 雲の 

如く 群がって おります る。 あれお 聞き あそばせ、 あの 

竹刀の 音が 、 あれが 明 倫 館 の 剣術 稽古 の 響き で ，、- J ざ い 

ます」 

新 太郎、 それ を 聞いて 喜び、 

「それ は 何より 楽しみ じ や、 明日 は ひとつ 推参して、 

試合 を 願う ことに 致そう」 

そこで、 その 夜 は 眠りに ついて、 翌日、 明 倫 館に 出 

頭して、 藩の 多くの 剣士た ちと 試合 を 試みて、 また 宿 

へ 戻って、 風呂 を 浴びて、 一 酌 を 試みて いると ころへ 


宿の 主人が やって来る。 

「いかがで ございました、 今日のお 試合 は」 

新 太郎、 嫣 乎と 笑うて 曰く、 

「なるほど、 明 倫 館 は 立派な 建物 じ や、 他 藩に もちよ つ 

しない 

と 類のない ほど 宏壮な 建物で、 竹刀 を 持つ もの もた く 

さんに 見えた が、 本当の 剣術 を やる 者 は 一 人 もない、 

いわば 黄金の 鳥籠に 雀 を 飼って おくよう な もの だ」 

これ は、 新太郎 として、 実際、 そう も 見えた の だろ 

うし、 また 必ずしも 軽蔑の 意味で はなく、 調子に乗つ 

たち ま 

て 言った のだろう。 だが、 この 一 言が、 忽ち 宿の 主人 

の 口から、 剣士た ちの 耳に 入った から 堪らない。 


「憎い 修行者の 広言、 このまま 捨て置いて は、 長 藩の 

名折れになる」 

かれら は大 激昂で 新 太 郎の旅 宿 を 襲撃しょう とする。 

老臣た ちが、 それ を 宥める けれど 聞き入れない。 止む 

を 得ず、 急 を 新 太郎に 告げて、 この 場 を 立 去らし めた。 

新太郎 は、 それに 従って、 一行 を 率いて、 その 夜のう 

ちに 九州へ 向けて 出立して しまったから、 わずかに 事 

なき を 得た が、 あとに 残った 長 州の 血気の 青年が 納ま 

ら ない。 

「よし、 その 儀なら ば、 九州まで 彼等の 跡 を 追つ かけ 

ろ」 


「彼等の 跡 を 追い かける よりも、 むしろ 江戸へ 押し 

上って、 その 本拠 をつ け。 九 段の 道場に は、 彼の 親爺 

の 弥九郎 も、 その 高弟 共 もい るだろう、 その 本拠へ 乗 

込んで、 道場 を 叩き潰して しまえ」 

長 州の 青年 剣士ら 十 余人、 猛然と して 一 団を 成して、 

そのまま 江戸へ 向けて * せ 上る。 その 団長 株に 貴 島 又 

兵衛が あり、 祖式松 助が ある。 

そこで、 彼等 は 一気に 江戸まで 押し通す や 否や、 竹 

かき 

刀と 道具 を 釣 台に 舁 のせて、 麴町九 段 坂 上 三番 町、 神 

道 無念 流の 師範 斎 藤 篤信 斎 弥九郎 の 道場、 練兵 館へ 押 

寄せて、 殺気 満々 として 試合 を 申し込ん だもの だ …… 


誰も 知っている 通り、 当時、 江戸の 町に は三大 剣客 

の 道場が あった。 神 田お 玉ケ 池の 北辰 一 刀 流 千 葉 周 作、 

高橋蜊 河岸の 鏡 心明智 流の 桃 井 春 蔵、 それと 並んで、 

練兵 館の 斎藤弥 九郎。 おのおの 門弟 三千と 称せられて、 

一 度 その 門 を 潜らぬ もの は、 剣を談 ずるの 資格がない。 

殺気 満々 たる 長 州の 壮士 連 十 余人の 一 団は、 斎 藤の 

道場 を 微塵に 叩き潰す 覚悟 をき めて やつ て 来たの だか 

ら、 その 権 幕 は、 尋常の 他流試合 や、 入門の 希望者と 

は韋 う。 

ところで、 これ を 引受けた 斎 藤の 道場に は、 長男の 

新太郎 がいない。 やむなく、 次男の 歓之 助が 出で て 


応 わねば ならぬ。 

歓之 助、 時に 十七 歳 —— 彼等 壮士の 結構 を 知る や 知 

しょうよう 

らず や、 従容と して 十 余人 を 一 手に 引受けて しまった。 

もとより、 修行の つもりで はなく、 復謦の 意気で 

やって来た 壮士 連。 立 合う つもりで なく 殺す つもり。 

わざ 

業で いかなければ、 力任せで やっつける つもりで 来た 

の だから、 その 猛気、 怒気、 当るべからざる 勢い。 歓 

之 助、 それ を 見て取る と、 十 余人 を 引受け、 引受け、 

ただ 単に 突きの 一 手 —— 得意 中の 得意なる 突きの 一 手 

の ほか、 余 手 を 使わず、 次から 次と 息をつかせずに 突 

き 伏せて しま つ た。 


哀れむべし、 長 州 遠征の 壮士。 復謦の 目的 全く 破れ 

て、 十 余人の 壮士、 一人の 少年の ために 枕 を 並べて 討 

死。 宿へ 引取って から 咽喉が 腫れて、 数日間 食物が 入 

らず、 病の 床に 寝込んだ もの さえ ある。 

長 人の 意気 愛すべし といえ ども、 術 は 格別で ある。 

中央に あって 覇を 成す ものと、 地方に あって 勇気に 逸 

る ものとの 間に、 その 位の 格段がなければ、 道場の 権 

威が 立つまい。 

しかし、 貴 島 又兵衛 あたり は、 この こと を 右の 話 通 

りに は、 本 藩へ 報告して いないよ うだ。 

貴 島 は、 長 藩の ために、 のよ き 剣術の 師範 物色の た 


め、 江戸へ 下り、 つらつら 当時の 三大 剣客の 門 風 を 見 

ると ころ、 斎 藤 は 技術に 於て は 千 葉、 桃 井に は 及ばな 

いが、 門弟 を 養成す る 気風が よろしい —— というよう 

な 理由から、 国元へ 斎 藤 を 推薦した という ことにな つ 

ている。 

ところで、 これ はまた 問題 だ。 右の 三大 剣客の 技術 

に、 甲乙 を 付す る こと は、 なかなか 大胆な 仕事で ある _ 

貴 島 又兵衛 が、 斎 藤 弥九郎 の 剣術 を 以て、 桃 井、 千 葉 

に 劣る と 断定した の は、 何の 根拠に 出で たの か。 この 

ひとたび  ためし 

三 巨頭 は、 一度 も 実地に 立 合 をした 例がない はず。 

千 葉 周 作の 次男 栄次郎 を 小 天狗と 称して、 出藍の 


誉れが ある。 これと 斎 藤の 次男 歓之 助と を 取組ました 

みもの  くろうとすじ 

ら、 絶好の 見物だろう との 評判 は、 玄人筋 を 賑わして 

いたが、 それさえ 事実に は 現われなかった。 もし、 ま 

た、 事実に 現わして 優劣が 問題に なった 日に は、 それ 

こそ、 両 道場の 間に 血の 雨が 降る。 故に、 それらの 技 

術に 至って は、 おのおの 見る ところに よって 推定 はで 

きたろう が、 断定 はでき なかった はず。 

丸 山 勇 仙 は 当時、 長 州 壮士が 練兵 館 襲撃の 現場に 居 

合せて、 実地 目撃した と 見えて、 歓之 助の 強味 を 賞揚 

すると、 仏 頂 寺の つむじが 少々 曲り かけて、 

「それ は歓之 助が 強かった ので はない、 また 長 州の 壮 


士 たちが 弱かった というの でもない、 術と、 力との 相 

くろうと  しろうと 

違 だ、 手練と、 血気との 相違 だ、 いわば 玄人と、 素人 

との 相違 だから、 勝っても さの み 誉れで はない —— そ 

の 鬼 歓殿も 九州で はすつ かり 味噌 をつ けたよ」 

という。 人が 賞め ると、 何 かケチ をつ けたがる のが、 

この 男の 癖と 見える、 特に 悪意が あると いう わけで は 

あるまい。 ただ、 白い といえば、 一応 は 黒い といって 

みたい のだろう。 それでも 兵馬 は 気になる と 見えて、 

「歓之 助 殿が 九州で、 何 を やり 損ないました か」 

「されば だよ、 九州 第一と いわれて いる 久留 来の 松 浦 

ちろ 

波四郎 のために、 脆く も 打ち込まれた」 


「え」 

兵馬 は そのこと を 奇なリ としました。 練兵 館の 鬼歓 

ともい われる 者が、 九州 地方で 脆く も 後れを取 つたと 

は 聞 捨てに ならない。 

斎 藤 歓之助 は、 江戸に おいての 第一流の 名 ある 剣客 

であった。 それが 九州まで 行って、 脆く も 後れを取つ 

たという こと は、 剣道に 志の ある ものに とって は、 聞 

捨ての ならぬ 出来事で ある。 

てんま つ 

兵馬に 問われて 仏 頂 寺が、 その 勝負の 顚末を 次の 如 

く 語りました。 

久留 米、 柳 川 は 九州に おいても 特に 武芸に 名誉の 藩 


である。 そのうち、 久留米 藩の 松 浦波 四郎 は、 九州 第 

一 との 評が ある。 九州に 乗 込んだ 斎 藤の 鬼歓 は、 江戸 

第一の 評判に 迎えられて、 この 松 浦に 試合 を 申し込む。 

そこで 江戸 第一 と、 九州 第一 との 勝負が はじまる。 

みもの 

これ は 末代までの 見物 だ。 その 評判 は、 単に 久留米 

の 城下 を 騒がす だけで はない。 

歓之助 は 竹刀 を 上段に 構えた。 気宇 は、 たしかに 松 

浦 を 呑んで いたのであろう。 それに 対して 松 浦 は 正眼 

に 構える。 

ここに、 満堂の 勇士が 声 を 呑んで、 手に 汗 を 握る。 

と 見る や、 歓之 助の 竹刀 は 電光の 如く、 松 浦の 頭上 を 


めがけて 打ち下ろされる。 波 四郎、 体 を 反らして、 そ 

れを 防ぐ ところ を、 歓之助 は、 すかさず 烈しい 体当り 

を く れた —— 突き は歓之 助 の 得意 中 の 得意 だ が、 この 

わざ 

体当り もまた 以て 彼の 得意の 業で ある —— さすがの 松 

浦 も それに 堪えられず、 よろよろと よろめく ところ を、 

たちさき 

第二の 太刀先。 あわや 松 浦の 運命 終れり と 見えた る 時、 

彼 も 九州 第一 の 名 を 取った 剛の者、 よろよろ とよろ け 

せかれながら、 横薙 ぎに 払った 竹刀が、 鬼 歓の胴 を 一 

本！ 

「命 はこ つ ちに！」 

と 勝 名乗り を あげた 見事な 働き。 これ は 敵 も、 味方 も、 


文句の つけよう がない ほど 鮮 かなものであった。 

江戸 第一 が、 明らかに 九州 第一 に 敗れた。 無念 残念 

も 後の祭り。 

無論、 この 勝負、 術の 相違より は、 最初から 歓之助 

は 敵 を 呑んで かかった 罪が ぁリ、 松 浦 は、 謹慎に それ 

を 受けた 功が あるか も 知れない が、 勝負に おいて は、 

それが 申し わけに はならない。 

仏 頂 寺 は 兵馬に 向って、 この 勝負 を 見ても、 歓之助 

の 術に、 まだ 若い ところが あると いう 暗示 を 与え、 丸 

のぼせ 

山が 激賞した 逆上 を 引下げる つもりら し い。 

「惜し いこと をし ましたね」 


と 兵馬 は歓之 助の ために、 その 勝負 を 惜しが ると、 仏 

頂 寺 は、 

「全く 歓殿 のために 惜しい のみならず、 そのまま では、 

斎 藤の 練兵 館の 名に も かかわる。 そこで 雪辱の ために、 

吉 本が 出かけて 行って、 見事に 仇 を 取る に は 取った か 

ら いいような ものの」 

と 言いました。 

「はは あ、 どなたが、 雪辱に おいでにな つたので すか、 

そうして その 勝負 はどうでした、 お聞かせ 下さい」 

r 吉 本が 行って、 松 浦 を 打ち込んで 来たから、 まあ 怪 

我 も 大きく ならずに 済んだ」 


といって 仏 頂 寺 は、 斎 藤歓之 助の ために、 九州へ 雪辱 

戦に 赴いた 同門の 吉本豊 次と、 松 浦との 試合に ついて、 

次の 如く 語りました。 

無論、 吉本 は歓之 助の 後進で あり、 術に おいても 比 

較に はならない。 しかし、 この 男 は なかなか 龃引 がう 

まい。 胆 があって、 機略 を 弄する ことが 上手 だから、 

変化の ある 試合 を 見せる。 歓之 助す らもて あました 相 

手 を こなしに、 わざわざ 九州へ 出かけて、 松 浦に 試合 

を 申し こみ、 さて 竹刀 を 取つ て 道場に 立 合う や 否や、 

わざと 松 浦の 拳 をめ がけて 打ち込み、 

「お 籠手 一 本！」 


と 叫んで 竹刀 を 引く。 

「お 籠手で はない、 拳 だ」 

松 浦 は 笑いながら、 その 名乗り を 取合わない。 無論、 

取合わな いのが 本当で、 戯れに ひとしい 振舞で、 一本 

の 数に 入るべき もので はない。 

ところが、 吉本豊 次 はまた 何と 思って か、 取合わな 

いの を 知らぬ 面で、 竹刀 を かついで 道場の 隅々 をグル 

ダル 廻って いる その 有様が 滑稽な ので、 松 浦が、 

「何 をして いる」 

と 訊ねる と、 吉本は 抜からぬ顔で、 

「ただいま 打ち落した 貴殿の 拳 を 尋ねて いる」 


この 一 言に、 松 浦の 怒りが 心頭より 発した。 

松 浦の 怒った の は、 吉 本の 思う壺であった。 手 もな 

いらだ  たちさき 

くその 策略に ひっかかった 松 浦の 気 は 苛立ち、 太刀先 

ふる 

は 乱れる。 その 虚に 乗じた 吉本 は、 十二分の 腕 を 振つ 

て、 見事な お 胴 を 一 本。 

「これで も 九州 第 一 か」 

そこで 斎 藤歓之 助の 復謦 を、 吉本豊 次が 遂げた。 そ 

の吉 本の 如き も、 自分の 眼中にない ような こと を 仏 頂 

寺が いう。 以上の 者の 仇 を、 以下の 者が うつたの だか 

ら、 それ だから 勝負と いう もの はわから ない。 非常な 

天才で ない 限り、 そう 格段の相違 というものがあるべ 


き はず はない。 ある 程度まで は 誰でも 行ける が、 ある 

程度 以上に なると、 容易に 進む もので はない。 

現代の 人が よく、 桃 井、 千 葉、 斎 藤の 三 道場の 品評 

をした がるが、 それ とても、 素人が 格段 をつ けたがる 

ほど、 優劣が あるべき はず はない という。 

自然、 話が 幕府の 直轄の 講武 所 方面の 武術 家に 及ぶ。 

以上の 三 道場 は 盛んな りと いえ ども 私学で ある。 講武 

所 はなん といっても 官学で ある。 そこの 師範 はまた 気 

位の 違った ところが ある。 男 谷 下 総 守 を はじめ、 戸田 

八 郎左衛 門 だの、 伊庭 軍兵 衛 だの、 近 藤 弥之助 だの、 

榊 原健吉 だの、 小 野 (山 岡) 鉄太郎 だのと いう ものの 


品評に 及ぶ。 それから 古人の 評判にまで 進む。 

人物 は 感心し 難いが、 そういう 批評 を 聞いて いると、 

実際家 だ けに、 耳 を 傾くべき ところが 少なく はない。 

兵馬 は 少なくとも それに 教えられる ところが ある。 

かくて、 三日 目に 例の 信 濃の 下 誠訪に 到着。 

以前、 問題 を 引 起した 孫 次郎の 宿へ は 泊らず、 亀屋 

わらじ 

というの へ 三人が 草鞋 をぬ ぐ。 

その 晚、 仏 頂 寺と 丸 山 は 兵馬 を 残して、 どこかへ 行つ 

まう ま 、 

てし まいました。 多分、 過日の 塩 尻 峠で 負傷した 朋輩 

を、 この 地の いずれへ か 預けて 療養 を 加えさせ ている 

の を、 見舞に 廻った のだろう。 


宿に ひとり 残された 兵馬 は 昂奮す る。 

明日 はいよ いよ 塩 尻 峠に かかる の だ。 仏 頂 寺ら のい 

うと ころ を どこまで 信じて よい かわからない が、 果し 

て その 人が 机 竜 之 助で あるか どうか、 確証 を 得た わけ 

ではない が、 しかし 疑うべからざる もの はたし かに 

有 つ て存 する よう だ。 

塩 尻へ かかって、 その 証跡 をつ きとめた 上に、 行 先 

を尋 ぬれば 当らず といえ ども 遠からず。 どうも 大事が 

眼の 前に 迫った ように 思う。 

ところが、 いくら 待っても、 仏 頂 寺と 丸 山と が 帰つ 

て 来ない。 


こうむ 

待ち あぐんだ 兵馬 は、 お 先へ 御免 を 蒙って 寝て し 

まいました。 

心に は 昂奮 を 抱いても 旅の 疲れで、 グッ スリと 眠る 

—— 明け方、 眼を醒 まして 見る と、 二人の 寝床 は 敷か 

れた ままに なって いる。 仏 頂 寺 も、 丸 山 も、 昨夜のう 

ちに 帰って来た 様子がない。 

いったん 戻って、 また 出直した とも 思われない。 兵 

馬 は 気が 気で ない。 

肝腎の 案内 者、 次第によ つて は 助太刀 を も 兼ねて や 

ろうとい う 剛の者が、 戦い を 前にして 逃げ出し たわけ 

ひと 

でも あるまい に、 他の 大事と はいいながら、 あまりと 


いえば 暢気 千万 だ。 

兵馬 は 起きて、 面 を 洗って、 用意 を 整えて 待って い 

るが、 仏 頂 寺と、 丸 山 は、 容易に 帰って来ない。 もう 

外で は、 人の 足の 音、 馬の 鈴の 音が 聞え る —— 膳 を 運 

ばれた の を、 そのまま にして 箸 を 取らないで、 二人の 

帰る の を 待って いるが、 二人 は 帰らない。 日が 高くな 

る。 

宿の ものに いいつけて 捜させる と、 その 二人 は 

瓢簞屋 という 茶屋で 女 を 揚げて、 昨晚、 さんざんに 飲 

み、 酔い 倒れて まだ 枕が 上らない との 報告。 兵馬 は 聞 

いて 苦笑い をし ました。 


二人の 飲 代 は、 お 銀 様から 預かった、 財布からの 支 

出に 相違ない —— 兵馬 はそんな こと は 知らないが、 あ 

あき 

まりの 暢気 千万に 呆れて、 よし、 それで は 拙者が 出向 

いて 起して 来る といって、 旅装 を 整えて、 この 宿から 

茶屋へ 向いました。 

兵馬 は その 茶屋と いうのへ 行って みたが、 たしかに 

お 二人 はおいで になって いるが、 未だお 眼 醒めに なり 

ません という。 

それで は、 自分が 直接に 起して 来る といって、 茶屋 

の 者が 驚く の を かまわず、 兵馬 は 二階へ 上って、 二人 

の 寝間へ 踏み込んで 見る と、 二人 は 怪しげな 女と 寝て 


いる。 

あまりの 醜態に 呆れ返った 兵馬 は、 

「おのおの 方 は、 まだお 休み か、 拙者 は 一足お 先に 御 

免 蒙る」 

といい 放って、 さっさと 出て しまいました。 

そうして 兵馬 は 二人 を 置去リ にして、 一人で 下詉訪 

を 発足す ると まもなく 例の 塩 尻 峠。 峠 を 上りき つて 五 

条源 治の 茶屋で 一 休みし ました。 

「この間、 この辺の 原で 斬 合いが あつたと いう 話 だが、 

本当 か」 

と 訊ねて みます と 番頭が、 


「ええ、 ありました、 えらい 騒ぎで …… 」 

せんだつ 

そこで、 先達ての、 いの じケ 原の 斬 合いの 話が 始ま 

る。 

いずれも、 自分が 立 会って 篤と 見定めた ような 話し 

ぶり。 実は 斬 合いと いう 声 を 聞く と、 戸 を 閉じて 顫え 

ていた 連中。 

聞く ところに よると、 一方の 侍 は 女 を 連れて 従者 一 

人。 また 一方の はくつ きょうの 武者 四 人と いう こと。 

つまり、 四 人と 一人の 争いで 斬 合いが 始まって、 その 

結果 は 四 人のう ちの 二人まで 斬られて、 他の 二人が そ 

れを ここへ 担ぎ込んで、 手荒い 療治 を 加えた という こ 


と。 

聞いて みると、 仏 頂 寺と、 丸 山が、 物語った ところ 

と は 少しく 違う。 それほど 重傷 を 負うた 一 一人の 者 は ど 

こにいる。 それ も 疑問に はなる が、 兵馬の 尋ねたい の 

は 別の 人。 

「それでな にかね、 その 相手の 一人と いうの は、 盲の 

武家であった という 話 だが、 それ も 本当 か」 

「それ は噓で ございましよう、 ねえ、 あなた 様、 なん 

ぼなんでも 盲の 方が、 四 人の 敵 を 相手に して 勝てる 道 

理は ございません からね」 

「いかさま、 左様に 思われる が。 して、 その 者の 年の 


頃、 人相 は …… 」 

「それが あなた、 よく わかりません ので ございま すよ、 

詉訪の 方から おいでになった 大抵の お客様 は ひとまず、 

じょうれい 

これへ お休み 下さる のが 定例で ございま すのに、 そ 

の お客様ば かり はこ こ を 素通りな さいました ものです 

から、 つい、 お 見 それ 申しました」 

「なるほど  それで 供の 者 は？」 

「御 本人 はお 馬に 召して おいでに なり ましたが、 若い 

お 娘さんが 一 人、 お 駕籠で、 それからお 附添 らしい 

御 実 かな お 方 は 徒歩で ございました」 

「なるほど I 


輪廓 〔# 「輪廓」 は ママ〕 だけで 内容の 要領 は 得ない 

が、 盲 だと は 信じて いないら しい。 そういう 説 も あ 

るに はあった よう だが、 そんな こと は 信ぜられない、 

といった 口ぶり。 

さもあろう。 だが、 最初 は、 自分た ちが 立 会って、 

その 果し 合い を 篤と 見定めた ような 話しぶ リ。 おいお 

い 進む と、 その 人相 年齢す らも 確と は 判然し ない。 そ 

れと 違って、 畳針と、 焼酎と、 麻の 糸と で 縫い上げた 

療治ぶ り は、 手に 取る ように 細かい。 これ は 仏 頂 寺、 

丸 山から は 聞かなかった ところ。 

ともかく、 想像 すれば、 ここ を 行く こと 僅かに して 


いの じケ 原が ある。 そこの 真中で 四 人の 剛の者が、 一 

人の 弱々 しい 者 を 取 囲んで、 血の 雨 を 降らした という 

光景 は、 眼前に 浮んで 来る。 そうして、 四 人のう ち、 

一 一人 は 瀕死の 重傷 を 負うて ここ へ 担ぎ込まれ たこと は 

疑うべく もない。 

して みれば、 これから その 途中、 誰か 一人ぐ らい は 

そ の 斬 合 い を 見届けた 者が あるだろう。 尋ねて みょう。 

そこで、 兵馬が、 茶代 をお いて 立ち上る 途端に、 アツ 

かお 

と 面の 色 を 変えた の は 茶屋の 番頭で、 それ は、 今し も 

みせさき 

峠 を 上りき つて、 この 店頭へ 現われた のが、 見覚えの 

ある 仏 頂寺弥 助と、 丸 山 勇 仙の 二人であった からです。 


五条 源 治の 番頭が 青くな つたの も 無理はありません。 

こういうお 客 は、 二度と 店へ 来ない 方が よいので す。 

あの 時 は、 亡者が 立 去った ほどに 喜び、 塩 を 撒いて そ 

まじな 

の 退却 を禁 呪った のに、 またしても 舞 戻って 来られた 

ものすご 

かと 思う と、 物凄い ばかりであります。 

「おい 番頭、 この間 はいかいお 世話になって しまった 

な」 

つかまつ 

「どう 仕 りまして  」 

幸いに、 今日は 何も 担ぎ込ん では 来なかった が、 こ 

れ からどうな るか わからない、 これから 先が 危ない の 

だ —— 番頭 はこの 客が 早く 出て 行って くれれば いいと 


思いました。 出て 行って しまったら、 その あとで 戸 を 

閉めて しまおうかと 思いました。 

「宇津木 君、 先刻 は、 君に 飛んだ ところ を 見せて しまつ 

て 面目がない」 

抜からぬ 面の 仏 頂 寺に 対して、 宇津木 兵馬が、 

「 一 足お 先へ 出かけました」 

「さあ、 いの じケ 原へ 行こう」 

番頭 を 安心 させた の は、 仏 頂 寺、 丸 山が 店へ 腰 を 下 

ろさないで、 先 来の 客 を 促して、 前途へ 向けて 出発 を 

急ぐ からであります。 全く、 こういうお 客 は、 一 刻 も 

早く 立 去つ て もらい さえ すれば よい。 


三人が 打 連れて、 いの じケ原 方面へ 立 去った ので、 

番頭の 面に 初めて 生ける 色が 現われました。 

さしはさ 

兵馬 を 中に 挟 んで、 峠の 道 を やや 下りになる 仏 頂 

寺と 丸 山。 

けむ 

兵馬 は、 ここで 奇態な 人間 だと、 少々 煙に 巻かれ ま 

した。 

さ いぜんの 醜態 は 感心 しないが、 あの 醜態 を 少なく 

たち ま 

とも 忽ちの 間に 脱却して、 相当に 旅装 を 整えて、 一気 

に、 ここまで 龃 けつけ て 来た 転換の 早 さは、 相当に 感 

てい  たんでき 

心しない わけに は ゆかない。 あの 体で は 終日 耽溺から 

すべ 

救わる る 術 は あるまい と 見えた のに。 


「 ま  ま  ま  ま II 

仏 頂 寺 は 声高く 笑い、 こんな こと は 朝飯前 だとい わ 

ぬば かりに、 

「修行 盛りの 若い 時分に は …… 」 

吉 原に 流連して いても、 朝の 寒稽古に はおくれ たた 

めしがない。 遊女 屋の 温かい 蒲団から、 道場の 凍った 

板の間へ、 未練 会釈 もな く 身 を 投げ出す 融通 自在 を自 

慢 面で 話す。 

その 時、 いの じケ 原の 方 を 見廻す と、 縦隊 を 作った 

真黒な 一団の 人が、 こっちへ 向いて 上って 来る。 それ 

を 見下ろし 加減に 眺めつつ 下る 三人の 者。 


「おや、 あれ は 何だろう」 

馬 もなければ、 駕籠 もない。 槍 も、 先 箱 もない。 た 

きのこ ぞくせい 

だ 真黒な 縦隊に、 笠 だけが 茸 の 簇生した ように 続い 

ている。 

「なるほど」 

三人が 何とも 判定し 兼ねて 行く と、 先方 も 近づいて 

来る。 道 も ほとんど 平らになる。 そこで 見当が ついて 

みると、 何の 事 だ、 これ は 旅の 行商の 一隊であった。 

きゃはん こうがけ 

笠に 脚絆、 甲掛、 背に 荷物、 かいがいしい 装い。 しか 

も、 それが 男で はなく すべて 女。 数 は 都合 二十 名 ほど。 

やがて、 こちらの 三人と、 その 女 行商人と は 細い 道 


で こん がら かる。 

ふもと 

これ は、 白 根 山の 麓 あたりに 住む 「山の 娘」 の 一 行 

でありました。 

今し も 松 本 平方 面へ 行商に 出かけて、 故郷へ 帰る の 

か、 そうでなければ 伊奈 方面へ 足 を 入れる 途中と 見え 

る。 

とく まと ラげ 

その 以前、 机 竜 之 助は駿 河から 甲州路 への 徳間 峠で、 

計らず もこの 山の 娘た ちに 救われた ことがある。 仏 頂 

寺と、 丸 山 は、 この 山の 娘た ちの 縦列と こん がら かつ 

て、 やがてい のじ ケ 原へ すり 抜けました。 すり 抜けた 

時に 仏 頂寺弥 助が、 


「どうかす ると、 あんなの の 中に 素敵な のがい る」 

といい ますと、 丸 山 勇 仙が、 

としま 

「年増で 一 人、 娘で 二人ば かりた まらない のがいた よ」 

「おや、 宇津木が いない」 

と 見れば、 宇津木 兵馬が いない。 山の 娘の 縦列に 呑ま 

れて しまった のか、 三人 打 連れて来 たうちの 一人が い 

ない。 忘れ物で もした ように 振 返る と、 宇津木 兵馬 は、 

ずっと 後れて 路の 傍に、 行商の 女の 一人と しきりに 話 

し 合つ ている の を 認めました から、 

「おや」 

つま 

仏 頂 寺と、 丸 山が、 狐に でも 憑 まれた ように 感じ ま 


した。 

「何 を 話して いるの だろう」 

暫く 待って いたが、 その 話が 存外 手間が 取れる ので、 

「すっかり 話が 持てて るぜ」 

「様子が 訝しい」 

と 言いました。 少し 嫉 ける ような 口ぶりで もあります。 

「おやおや、 女 共が みんな 野原へ 荷物 を 卸して 休み だ 

した、 それ だのに 宇津木と あの 女ば かり は、 立ち話に 

夢中 だ」 

しき  てまね  な だ 

「何 か 宇津木の 奴、 頻りに 手真似 をして 女 を 宥めて い 

る」 


あま 

「女め は 泣い てるじ やない か、 涙 を 拭いて いる 様子 だ」 

実際、 離れて 見る と、 意外な 光景に は 違い ありませ 

ん。 

行商の 一隊が、 まるくなって 取 巻いて 休んで いる 中 

に、 宇津木と、 その 山の 娘のう ちの 一 人と が、 しきり 

に 懐かし そうな 立ち話 を つづけて いる。 

仏 頂 寺と、 丸 山と は、 それ を ぼんやりと、 いつまで 

も 見て いなければ ならない 有様と なって いる。 調子が 

少し 変って きました。 

山の 娘た ち は 密集 を 得意と する。 里に 出る 時 は 散逸 

しても、 険山 難路 を 過ぐ る 時 は 必ず 集合す る。 事 急な 


る 時 は 必ず 密集す る。 密集 すれば、 獅子 も 針鼠 を 食う 

ことができない。 ナポレオン も、 ァレキ サン ダ— も、 

密集の 利益 を 認めて いた。 一 一十 余人の 女が 密集 すれ ぼ、 

いかなる 兇漢 も、 ちょっと 手が くだせまい。 

そこで 密集 は 力で ある。 どうかす ると 山の 娘た ち は、 

この 密集の 中に 窮鳥 を 包容す る ことがある。 いかにも 

この 密集の 中へ 包んで、 白 根の 山 ふところへ もちこん 

い ん とく 

でし まえば、 捜索の 人 を、 永久に 隠匿す る ことができ 

る。 天 保の 大 塩の 余党のう ちに も、 これらの 手に よつ 

て、 山の 奥へ 隠され、 再び 世に出で ない 安楽の 生涯 を 

終った ものが あると いう。 江川 太 郎左衛 門 ほどの 英物 


が 竹 売りに 化けて、 斎 藤 弥九郎 を 引 連れ、 甲 州へ 隠密 

に 入り込ん だの も そのためで あつたが、 ついに 得る と 

ころな くして 終った。 

女 は 弱い ことにな つてい るが、 それでも 団結 はや は 

リカで ある。 山の 娘た ち は 団結 的に 訓練され ている。 

仏 頂 寺と 丸 山 は 兵馬 を 後に して、 忌々 しそうに 歩き 

出し、 

「ここ だ！」 

とど 

二人、 足 を 止めた の は、 いの じケ 原の ちょうど 真中 

ごろ。 

あの 時の 不思議な 立 合。 二人の 眼の 前に、 過ぎに し 


剣 刃 上の 戯れが まき 起る。 

この 時分、 宇津木 兵馬 はよう やく、 女との 立ち話が 

済んで、 二人の 跡 を 追うて 来る の を 認めます。 仏 頂 寺 

弥助 は、 その 当時、 机 竜 之 助が 立った ところに 立って、 

兵馬の 来る の を 待って いる。 

山の 娘た ち は 草原の 上に 休んだ ままで、 申し合わせ 

たように、 こちら を 眺めて いる。 

兵馬が 急いで、 二人の 跡 を 追い かけて、 ここへ やつ 

て 来た 時、 以前、 竜 之 助が 立って いたと ころに 立って 

いた 仏 頂 寺が、 

「宇津木、 問題の 場所 はこ こだ、 ここに それ、 こうし 


て …… 」 

さしまね  きしょく 

兵馬 を、 麾 いた 仏 頂寺弥 助の 気色なん となく 穏か 

ならず、 どういう 料簡 か、 近づく 兵馬 を 尻目に かけて、 

腰なる 刀 を 抜いて 青 眼に 構えた の は、 意外で も あり、 

物騒 千万で も ある。 

どうも これ は穏 かで ない。 

なにも わざわざ、 またそう 軽々 しく 刀の 鞘 を^さな 

くても いいで はない か。 

仕方話 をす るのに、 真 剣を抜いて 見せる 必要 もない 

ではない か。 

兵馬 は、 仏 頂 寺の 刀 を 抜いた の を 大人げな いと 思い、 


丸 山 勇 仙で すらが、 意外に 打 たれた ようです。 仏 頂 寺 

は それに 頓着な しに、 

「こうだ、 ここへ さが つ てこの 通りに 構えた ものと 思 

わつ しゃい。 いい かい、 目 は 見えない の だよ」 

といって 仏 頂 寺 は、 自分の 眼 をつ ぶりました。 彼 は、 

先日の 竜 之 助の 取った 通りの 型 をして 見せる のです。 

とく 

そこで 兵馬 は、 一足 さがって、 その 型 を 篤と 見定め 

ました。 

仏 頂 寺 は、 冷然と して、 どこまでも 本人の 型通りに、 

青 眼、 こころもち 刀 を 右へ 斜 につけた 姿勢で、 動こう 

と はしない。 


「いよう！ そっくり！」 

と 丸 山 勇 仙が 頓狂な 声 を 揚げました。 仏 頂 寺の 型が、 

おとなし 

竜 之 助の 音 無 うつしに そっくり 出来た もの だから、 

音羽屋！ とで も 言いた くな つたので しょうが、 音 羽 

屋 とも 言えない から、 それで 単に そっくりと いってみ 

たもので しょう。 しかし、 仏 頂 寺 は 笑わず、 兵馬 は 痛 

切に、 その 型 を 打 眺めて いると、 仏 頂 寺が、 

「宇津木、 どう だ、 わかる か、 わかったら 打 込んで 見 

給え」 

と、 やはり 目をつぶつ たままで 言いました。 

「うむ」 


兵馬 は、 仏 頂 寺の 型 を、 身 を 入れて 眺めて いるば か 

りです。 

「わかる まいな」 

仏 頂 寺 は、 いつまでも 冷然と 構えて いる。 丸 山 勇 仙 

が、 妙な 面で、 それ を 横から 眺めながら 兵馬に 向い、 

「宇津木 君、 かまわな いから 仏 頂 寺 を 斬って しまい 給 

え、 ああして いると ころ を」 

傍から けし かけて みる。 

兵馬 は 無言で、 仏 頂 寺の 型 を 睨めて いる。 仏 頂 寺 は 

澄まし 返って、 その 姿勢 を いつまでも 崩す ことで はな 

ヽ o 

レ 


仏 頂 寺の 態度 は 冷やかな もの だが、 それ を 見つめて 

いる 兵馬の 額に、 汗のに じんで くるの を 認める。 その 

眼が 輝いて くるの を 認める。 息づ かいの 荒くなる の を 

認める。 

丸 山 勇 仙が、 そこでよ うやく 一  種の 恐怖に 襲われて 

きました。 

この 男 は、 学問の 心得 は 相当に あるが、 剣術 は 出来 

ない —— これ は 前にい つた 通り。 そこで 最初 は 仏 頂 寺 

の 型 を、 芝居 もどき に 冷 かしてみ たが、 戯中 おのず か 

じょうだん 

ら真 あり、 とで もい うの か、 ただし は、 冗談が 真剣に 

なった のか、 仏 頂 寺の 構えた しらの 切り方の 刻々 に 真 


に 迫り 行く のが 怖ろ しく、 それと 相対した 兵馬の 態度 

が、 いよいよ 真剣に なりそう なのに 恐怖 を 感じ だし ま 

した。 

よく ある ことで、 酒の 上の 冗談から、 果し 合いに なつ 

たり、 申 合いの 勝負が、 遺恨 角力に 変ずる こと もない 

のんき 

ではない。 そこで、 暢気な 丸 山 勇 仙が、 ほんとうに 怖 

れを 感じ だしてき たの も 無理はありません。 

「兵馬、 これ は 斬れまい」 

仏 頂 寺が、 またも 冷然と して 言い放つ と、 

「何 を！」 

笠 を 投げ捨てた 兵馬 は、 勢い込んで 刀 を 抜き 合せて 


しまいました。 

それ 見た ことか —— 勝負 心の 魔力と いう もの は、 得 

てこうな る もの だ。 

兵馬 は、 ついに 離れて、 仏 頂 寺の 青 眼に 対する 相 青 

眼の 形 を 取って、 ジ リジリ と、 その 足の裏の 大地に 食 

い 込む のが わかる。 

それ を 見た 丸 山 勇 仙が 堪り 兼ねて、 

「おい、 仏 頂 寺、 止せよ、 冗談 は 止せよ、 第一、 この 

俺が 迷惑す るで はない か、 宇津木、 君 も 刀 を 引いた 方 

がいいせ」 

最初 は囉 したり、 けし かけたり してみ た 勇 仙 は、 双 


方の 間に 立って、 途方に 暮れながら 騒ぎ 出しました。 

はる 

丸 山 勇 仙が 騒ぎ 出した のみならず、 遥か 離れて 休ん 

でいた 山の 娘た ち も、 遠く この 光景 を 見て 総立ちに な 

りました。 

「おい、 仏 頂 寺、 冗談 は 止せよ、 宇津木、 刀 を 引けよ」 

丸 山 勇 仙 は、 うろうろ として 両者の 間 を 飛び まわる 

しかも、 仏 頂 寺 は 冷然と して 動かず、 宇津木 は 全力 

を尽 して 向つ ている。 

「止せったら、 止し 給え、 つまらん 芝居 をす るな よ」 

さすがの 勇 仙が 弱りき つて、 泣かぬ ばかりに 飛び 

廻って いるの を 気の毒に 思った か、 仏 頂 寺が、 今まで 


つぶ つ ていた 両眼 を 見開いて、 

「これなら 打ち込め るだろう」 

「ちえ ッ」 

と 兵馬 は 打ち込まないで、 刀 を 引きました。 

「おどかす なよ、 ほんとうに」 

丸 山 勇 仙 は、 ホッと 安心して 胸 を 撫で下ろす。 刀 を 

鞘に 納めた 仏 頂 寺、 

「眼の あるのと、 無い のと は、 これ だけ 違う」 

同じく 刀 を 納めて、 額の 汗 を 拭いて 兵馬 は、 

「その 通り …… 」 

と 言いました。 


いったん、 総立ちに なって、 遠く この 光景 を 眺めた 

山の 娘た ち も、 そこで 静まりました。 

やがて 三人 は、 また 打 連れて 歩き 出す。 これより 先、 

けんせき 

まもない ところに、 屋根に 拳 石 をのせ た 一軒 茶屋が あ 

る。 そこへ 立 寄れば 過日の 接戦の 裏、 五条 源 治の 茶屋 

で 知らない ところ を 聞く ことができたろう。 兵馬 もま 

た 有力な 手がかり を 得た かも 知れない が、 そこ は 素 通 

りして しまって、 塩 尻 峠 を 下リ尽 すと、 塩 尻の 阿 礼の 

やしろ 

社 。 

そこで、 宇津木 兵馬が 聞き合せた ところに よると、 

どうも 竜 之 助ら しい 一 行が、 これから 木 曾 路へは 向わ 


ないで、 五千石の 通り を 松 本 方面へ 赴いた 形跡 だけ は 

確かで ある こと を 知りました。 

ともかくも 松 本 平。 そこが 捜索の 一 つの 根 原 地と な 

ら なければ ならぬ。 

三人 は、 いざとば かり、 塩 尻の 茶屋 を 立って、 五 千 

石の 通 リを松 本へ 向わん とする。 

この 宿の 外れまで 来る と、 路傍の 家の 戸板に 大き 

な 絵 看板が 出て いる。 絵 看板で はない、 絵の 辻 ビラで 

した けれど、 大きな の を、 けばけば しく 掲げて あった 

ところから、 絵 看板 だとば かり 思いました。 

「ほほう、 松 本の 町へ、 海老 蔵が 乗 込んで 来た ぞ」 


丸 山 勇 仙が 早く も その 大きな 辻 ビラの 前に 立ち まし 

た。 見れば 真中に 大きく、 

「江戸 大 歌舞伎 巿川海 土蔵」 

と 認めて ある。 海 土の 土が ごまかされて いるの を 知 

らず、 丸 山 も 仏 頂 寺 も、 等しく、 ああ 海老 蔵が 来たな 

と 思いました。 

宇津木 兵馬 も 無論、 土と 老とを 見分ける ほどに 興味 

を 持って はおりません。 

海老 蔵の 名 は、 巿 川の 家に とって は、 団十郎 よりも 

重い はずの 名であります。 

仏 頂 寺と、 丸 山が、 従来 全く 芝居 を 見ない 人間で あ 


るか、 或いは 最もよ く 芝居 を 見る 人間で あるか、 どち 

ら かなら ばよ かった が、 両人と もに 話の種になる 程度 

で 海老 蔵 を 見る に は 見て いる。 しかし 無論、 道 庵 流に 

皮肉に 見る ことな ど は 知らないし、 武芸者の 大雑把な 

頭に、 海老 蔵の 名前 だけが しみ 込んで いるもので すか 

ら、 その 絵 ビラ を 見て、 

「松 本へ 海老 蔵が 来たな、 こいつ は 一番 見ず ばなる ま 

い」 

と いう 気になりました。 

兵馬の、 芝居 を 知らない こと は、 これらの 人々 より 

一 層 上で、 さりと て、 宇治山 田の 米 友 ほどに、 絶対に 


そんな ものが 頭に 無い という ほどで はない が、 今 は、 

芝居 どころ の 沙汰で はない。 

ところが、 仏 頂 寺と、 丸 山 は、 松 本へ 着いたら 巿中 

へ 宿 を 取らずに、 まず 浅 間の 温泉へ 行こうと いう 話 を 

ゆさん 

している。 それ を 聞いて いると、 どこまでも 遊山 気取 

りです。 

いったい、 この 連中、 亡者み たように 道中 を 上下し 

のんき 

ながら、 こう も 暢気な ことが い つて いられる の は不思 

議だ。 いったい、 路用の 財源 は どこから 出る のだろう 

と、 兵馬 は まじめに 人の 懐ろ まで 心配して みました。 

しかし、 まあ このく らいに 腕が 出来、 武芸者と して 面 


が 売れて いれば、 到る ところに 相当の 知己が あって、 

多少の 路用に は 事欠かない のだろう —— お 銀 様と 別れ 

た 後の 自分 は 淋しい。 人の 気 も 知らないで、 といった 

ような 気分に もな りました。 

そうして 松 本 をめ ざして ゆく と、 松 本 方面から、 

ひょうぜん  てい せいかん 

飄然と 旅 をして 来た 浪士 体の 精悍な 男が 一 人、 

「や あ、 仏 頂 寺 …… 」 

と、 いきなり 先方から 言葉 を かける と、 

「おや、 川上」 

と 仏 頂 寺が 合わせました。 

「何 をう ろうろ して いるの だ」 


先方が いう。 

「吾々 は 亡者 だから、 気の 向いた ところ を 行きつ 戻り 

つして いる。 君 は、 そうして、 ちょこちょこと、 どこ 

から 来て どこへ 急ぐ の だ」 

まっしろ  かみがた 

「松 代から やって来 たが、 これから 上方へ 上る の だ」 

「吾々 はまた、 この 同勢で 浅 間の 温泉へ 行こうと いう 

の だ、 君も附 合わない か」 

「そうして はおられぬ」 

といって、 この 男 はさつ さと 行き過ぎて しまいました 

「川上の 奴、 松 代へ 何し に 行った の だ」 

わざ わざ 

「態々 行った の じゃあるまい、 江戸から の 帰りが けだ 


ろう」 

こういって、 仏 頂 寺と、 丸 山と は 話しながら、 川上 

と 呼ばれた 浪士と 抉 を 分ち ました。 

兵馬 は 知らない 人 だが、 その 川上と 呼ばれた 男、 見 

つら だまし い 

たと ころ 柔和な うちに 精悍な 面魂と、 油断の ない 歩 

きぶり と、 殺気 を 帯びた 歯切れの よい 挨拶ぶ り を 聞い 

て、 なんだか 一 種 異様な 印象 を 与えられました。 

「あれ は 肥 後の 川上 彦斎 といって、 穏か でない 男 だ」 

と 仏 頂 寺が 簡単に 説明して くれたので、 兵馬が 初めて 

その 名 を 知る ことができました。 

仏 頂 寺の 註釈 通り、 肥 後の 川上 彦斎は 甚だ 穏か でな 


い 男であります。 佐 久間象 山 を 殺した の も、 実は この 

男で ありました。 象 山 を 殺して おいて、 なにく わぬ 面 

で 象 山の 家へ 行って、 平気で 寝 泊り をして いたの もこ 

の 男であります。 剣術 はさの み 優れたり と は 見えない 

が、 人 を 斬る ことに は 凄い 腕 を 持った 男の 一人で あり 

ます。 

或る時、 或る 席で 数名の 者が、 ところの 代官の 悪評 

をして いると ころへ、 川上が 来合わせて、 暫く その 話 

に 耳 を 傾けて、 やがて 外へ 出て しまった。 多分 小便に 

でも 出かける のだろう と 思って いると、 やがて、 平気 

かお  なまくび 

な 面 をして 立 戻った 川上 を 見る と、 片手に 生首 を 提げ 


ていた。 それ は ただいま 評判に 上った 悪 代官の 首で 

あった —— 

当時、 人 を 斬る といえば 必ず 斬った 者が 三人 は ある。 

武 州の 近 藤 勇、 薩 摩の 中 村 半次郎 (桐 野 利 秋) II そ 

れと肥 後の 川上 彦斎。 

十二 

おぎよう 

根 岸の 御行の 松の 下の、 神 尾 主 膳の 新 屋敷の 一 間で、 

おうめ  きざ  まね 

青梅 の 裏 宿 の 七兵衛 が、 しきりに 気障な 真似 を してい 
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がんりきと 違って 七兵衛 は、 あんまり 気障な 真似 を 

したがらない 男であります が、 どうした もの かこの ご 

ろ は、 しきりに 気障な 真似 をしたがる。 

というの は、 毎晚、 いいかげんの 時刻に なると、 百 

目 蠟燭を 二 挺までと もし 連ねて、 その 下で、 これ 見よ 

がしに 銭 勘定 を 始める ことであります。 

金銭 や 学問 は、 有っても 無い ふり をして いると ころ 

に、 幾分 おくゆかし いところ もあろう という もの を、 

こう 洗い ざら ぃブチ まけて、 これ 見よ がしの 銭 勘定 を 

始めたん では、 全くお 座が 冷めて しまいます。 事実、 

うずた か 

七 兵衛の 前に、 堆 く 積み上げられた 金銀 は、 お 座の 


冷める ほど、 根太の 落ちる ほど、 大した もので、 隣り 

さいせん 

の千隆 寺から 持って来 たお 賽銭 を、 ひっくり返し ただ 

けで はこう は ゆきますまい。 

近在へ、 盗み 蓄えて 置いた の を、 残らずと いわない 

まで も、 手に 届く 限り 持ち込んで、 ここへ こうして 積 

み 上げて、 銭 勘定 を 始めた ものと しか 見えません。 第 

一、 分量に おいて、 お 座の 冷める ほど、 根太の 落ちる 

ほど、 積み上げられた のみでな く、 種類に おいても、 

大判 小判 を 初め、 鏢 銭に 至る まで、 あらゆる 種類が 網 

羅 されて あり、 それ を 山に 積んで、 右から 左へ 種類 分 

けにして、 奉書の 紙へ 包んで みたり、 ほごして みたり、 


队へ 納めて みたり、 出して みたり している。 

それ を、 また、 いい 気になって その 隣り の 一間で、 

きょうそく  ひじ 

脇息 に 肱 を 置いて、 しきりに 眺めて いる 人が あります。 

これ 見よ がしに、 金銀 をブチ まける の も 気障 だが、 

人の金 銀 を 涎 を 垂らして 眺めて いる 奴 も、 いい かげ 

んの 物好きで なければ ならぬ。 その物 好き は、 お 絹と 

いう 女です。 

これ は 猫に 小判で はない、 たしかに 猫に 鰹節です が、 

この 猫 は 牙 を 鳴らして、 飛び かかり はしない が、 猫撫 

で 声 をして、 

まぶ  ろうそく 

「七 兵衛 さん、 眩しく つてた まらない から、 蠟燭を 一 


挺に したら どうです」 

「へ、 へ、 へ、 いや、 これで 結構で ございま すよ」 

見向き もしないで、 また 新たに 小判の 包み を 一 つ、 

き ざ 

ザ クリと 切って ブチ まけた の は、 いよいよ 気障です。 

「小判の ようです ね」 

「へ、 へ、 小判で ございます」 

「贋 じゃある まいね」 

「どう致しまして …… 小判 も、 小判、 正真正銘の 慶長 

小判で ございま すよ」 

「本当 かい」 

「論より 証拠 じ や ございま せんか、 一 枚 嘗めて ごらん 


なさい まし」 

と 言って 七兵衛 が、 その 小判のう ちの 一枚 を 取って、 

敷居 ごしの 隣 座敷のお 絹の 膝元まで、 高い ところから 

土器 を 投げる ような 手つきで 抛る と、 それが お 絹の 

きょうそく 

脇息 の 下へ つきました。 

「お見せな」 

お 絹 は その 一枚 を 手に 取り上げて、 妙な 面 をして 眺 

めました。 

「色 合から して 違いましょう」 

「そうです ね」 

「それから 品格が 違います」 


「そうか しら」 

「これと 比べ て ごらん あそばせ  こちらの は、 常慶 

院 様の 時代に お 吹替えに なりました 元禄 小判で ござい 

ますよ」 

といって、 七兵衛 はまた 一枚の 小判 を 取って 高い とこ 

ま. う 

ろから 土器 を 抛る ような 手つきで、 お 絹の 脇息の 下 ま 

で 送りました。 

「お見せな」 

それ を、 また 拾い上げ たお 絹 は、 花札 をめ くるよう 

せんす びら 

な 手つきで、 以前のと 扇子 開きに 持ち 添えて 眺め 入る 

と、 


「色 合から 品格 —— 第一、 厚味が 違いましょう」 

「なるほど」 

「時代が さがる と、 金銀の 質まで さがります」 

七 兵衛は 抜からぬ 面で、 

「御 通用の 金銀 を 見ます と、 その 時代の 御 政治 向きと、 

人気が、 手に 取る ように わかる から 不思議 じ や ござい 

ません か」 

と、 「三貨 図彙」 の 著者で もい いそうな こと をい う。 

「まあ、 篤と ごらん 下さい。 この 慶長 小判の 品格と い 

い、 光沢と いい、 細工の 落着いた 工合と いい、 見る か 

らに 威光が 備わって いて、 なんとな しに 有難 味に 打た 


れるじ や ございま せんか」 

自分 も慶長 小判の 一 枚 を 取り上げて、 さも 有難そう 

に 見入ります。 

「そうい われれば、 そうです」 

とお 絹 も 感心した ように、 慶長 小判の 色 合に みとれて 

いる。 

ごんげん さま 

「この 小判 一枚 を 見ても、 権現 様の 威勢と、 その 御 政 

治 向きの たのもし さが わかる じ や ございま せんか」 

「なるほどね」 

「天下 をお 取りになる に は、 智仁 勇ば かりで はいけ ま 

せんよ、 やっぱり お金が 無け リゃ あね。 またよ くした 


もので、 天下 をお 取りになる ような 方に は 自然、 お金 

の 運 も 向いて 来る ものです からね。 権現 様 はお 金 持で 

した …… その 権現 様 をお 金 持に して 上げた の は、 甲 州 

武 田のお 能役者で 大蔵と いうの が、 これが 目き きで、 

伊豆の 北山 や、 佐 渡の 金山 を 開いて 上げた の も、 あの 

大蔵と いうお 能役者の 働きで ございま したよ。 この 慶 

長 小判の 質の いいの も、 つまり その 時の 手柄で、 権現 

様の 御 治世に は、 諸国に 金銀の 山が たくさんに 出来、 

牛車 や 馬に つけ 並べた 金銀の 御 運上が ひっきりなしに 

つづいた そうで、 昔の 人の 話で は、 佐 渡 ケ島は 金銀で 

つきた 

築 立てた 山で、 この 金銀 を 一 箱に 十一 一貫 目ず つ 詰めて、 


百 箱 を 五十 駄 積みの 船に 積み 載せ、 毎年 五艘 十艘 ずつ、 

風の いい 日和 を 見計らって、 佐渡ケ 島から 越後の 港へ 

積みよ せ、 それから 江戸へ 持ち運ぶ 御 威勢 は 大した も 

の だってい いました」 

「わたし は、 そんな 山 は、 いらない から、 お金の 実る 

木が ただ 一 本 だけ 欲しい」 

「へ、 へ、 一本と は、 あんまりお 慾が 小さ 過ぎます、 

せめて 十本 も 植木屋に いいつけて、 おとりよせ になつ 

てはい かがです …… 冗談 はさて 措きまして、 こういう 

質の いい 金銀 を、 平常 遣いに、 惜気 もな く 使い捨てた 

その 時代の 人 は 豪勢な もので したが …… この 通り、 元 


禄の 吹替えになります ていと」 

七 兵 衛は慶 長 小判 を、 そっと かたわらへ 置いて、 改 

めて 元禄 小判と いった 一枚 を 手に しました から、 お 絹 

も それ を 上 置きに 直して 比べて 見て いる。 七 兵 衛は得 

意ら しく、 

「元禄に なって、 これ をお 吹替えに なった の は、 つま 

り、 お 上がお 金の 質 を 悪く して、 その かすり をお 取り 

になろう という 腹でした 仕事なん ですから、 ごらんな 

さい …… 見たところ でも わかります が、 品格が グッと 

落ち、 光沢が 落ち、 この 通り 裂け目が 出来て います。 

通用の 途中で 裂けたり、 折れたり …… 慶長 小判に は摺 


りきれ てなくなる まで、 そういう こと は ございません。 

ところで、 悪くな リ だすと 際限がない もので、 この 元 

禄 小判より、 もう 少し 下等な のが 出来て しまいました。 

けんじ きん 

ごらんなさい、 これです よ。 これ を 乾 字 金と いい まし 

てね、 金の 量 を 思いき り 少なく して、 銀と 銅と をし こ 

たま ブチ 込んだ ものです から、 見て さえこの 通リ、 情 

けない 小判が 出来 上つ ちまい ました」 

といって 七兵衛 は、 また 別の 一枚の 小判 を 取って、 前 

かわらけ 

と同じように、 高い ところから 土器 を 投げる ような 手 

つきで、 お 絹の 脇息の 下まで 送ります と、 それ を 拾い 

上げて、 やはり 花札 を 持つ ように、 三枚 持ち 並べた お 


「だんだん 札が 落ちて くるの ね」 

「お金と いう やつ は、 悪い やつが 出て 来る と、 いいの 

が追ッ 払われて しま うんです から、 無理が 通らば 道理 

引っ込む といった ような わけです、 時代が 悪くなる と、 

いい 人間と、 いい 金銀が 隠れて、 碌 でもな しが 蔓りま 

す」 

しょうとく きょうほ かいち ゆうきん 

七 兵衛は 得意に な つて、 正徳、 享 保の 改錶金 を 初 

なん リ よう  はんきん 

め、 豆板、 南繚、 一分、 二 朱、 判 金 等の あらゆる 種類 

にせ きん 

を 取 並べた 上に、 それぞれ 偽金まで も 取 揃えて、 お 絹 

を 煙に 巻いた 上に、 


「なんと、 お 絹 様 —— 金と いう もの は 腐る ほどあって 

も、 使わな けり やなん にもな りません」 

「それ はそう です とも」 

「そこで ひとつお 絹 様、 あなたの ために、 家 を 建てて 

差 上げようと 思います」 

「結構です ね」 

「家 を 建てる に は、 まず 地所から 求めて かからな けれ 

ばな りません。 いかがです、 恰好な ところが あります 

か。 ありません ければ、 さし 当り この 隣り の 地面 を 買 

い 潰す ことに 致しまして、 左様、 ともかく、 六 百 坪、 

二 反歩 はなければ、 庭 も 相当に は 取れません。 それ を 


一 坪 一 両 ならしと 見て 六百両 …… 」 

お ま 

七兵衛 は、 百両 包と 覚 しいの を 六つ、 お 絹の 方へ 向 

けて 形よ く 並べました。 

「そこで 普請に かかり ますが …… それが 坪 三 十両に 見 

積って、 建坪 三十 坪、 まあ ザッと 千両です か」 

七兵衛 は、 また 百両 包と 覚 しいの を、 前に 並べた 六 

百両の 上に 積み上げました。 

「それから 庭 …… これ はさし あたって、 三百 両も かけ 

ておいて …… 」 

女 も 少なくとも 二人 は 置かなければ ならない。 それ 

から 男の 雇人と、 庭師と いったよ うな もの、 それに 準 


じての 家財 雑 具 —— それ を い いか げんに 七 兵衛が 

むなざんよう 

胸算用 をして は、 次から 次へ と 並べて みると、 都合 三 

千両 ほどに なりました。 

「いかがです、 この辺の ところでお 気に は 召しません 

か —— 何しろ、 大名 や 分限の 仕事と 違いまして、 わた 

しど もの やる ことです から、 この辺が まあ 精一杯です 

ね」 

「その 辺で 結構です よ、 どうも 御 親切に 済みません。 

御 親切つ いでに どうでしょう、 そのお 金 を そっくり、 

わたしに 貸して 下さる わけに は ゆきますまい か」 

「お貸し 申す つもりで 出した お金で は ございません、 


家 を 建てて、 あなた 様 を 住まわせて お上げ 申したい た 

めのお 金で ございます」 

「同じ ことじゃありません か、 どのみ ち、 わたしの た 

めに 都合して 下さる 御 親切な お金なら、 そっくり 貸し 

て 下す つ て も 同じ ことでしょう」 

「なるほど、 御 融通す る 以上 は 同じような ものです け 

れど、 家屋敷と してお 貸し 申せば 目に 見えます けれど、 

ただお 貸し 申したん では 目に 見えません からな、 そこ 

に は それ、 抵当と いう ものが ありません と」 

や ま 

「野暮な こと をい うじゃありません か、 抵当 を 上げて 

順当に 借りる 位なら、 何もお 前から 厝リ ようと はし ま 


せんよ」 

「これ は 恐れ入り ましたね、 わつ しど ものお 金に 限つ 

て 抵当 はいらない、 ただ 貸せと こうお つ しゃ るんで ご 

ざ います か」 

「お気の毒 さま、 今の 身分で は、 逆さに 振っても 抵当 

の 品なん ぞ はありません からね」 

「無い とおつ しゃる のは噓 です、 噓 でなければ お 気が 

つかれな いのです。 お 絹 様、 あなた は、 ちゃんと、 そ 

の 抵当 を 持って おいでになり ますよ」 

「え …… わたしの 今の 身で、 大金 を 借り出す 抵当が ど 

こに あると ES うの I 


「あります ともさ、 つまり、 あなた 様の 身体 一 つが、 

立派な 抵当になる じ や ございま せんかね」 

「おや、 お前 は 変な こと をお 言いだ ね」 

「ず い ぶん、 世間に な いこと じ やな かろうと 心得ます」 

「ばかにお しでない、 身体 を 抵当に お金 を 借りる の は、 

世間で いう 身売りの 沙汰 じ やない か、 痩せても、 枯れ 

て も、 まだ 勤め奉公 をす るまでに は 落ちない よ」 

「そう 悪く 取つ てし ま つち や 困る じゃありません か、 

いつお 前 様に 身売り をお 薦めした 者が あります、 よし 

んば 身売り をお 薦め 申した ところで、 失礼ながら、 

) J きりょう  はんに ん 

御 容貌 は 別と して、 あなたのお 歳で は、 判 人が 承知 を 


^^します ま レ 」 

お 絹は怫 然として、 

ばち 

「冗談 も 休み休み 言わない と、 罰が 当ります よ」 

「どうも 相 済みません」 

「お前た ち、 百姓の 分際で …… 」 

「まことに 相 済みません、 あなた 様 は 御先 代の 神 尾 主 

ごちょう あい 

膳 様 御 寵愛のお 部屋 様、 とはいえ、 金銭 は 別物で ござ 

いますから、 たとえ、 どなた 様に 致せ、 抵当が 無くて、 

金銭 を 御用 立て 申す という わけに は 参りません、 お 気 

さわ 

に 障ったら 御免下さい まし」 

七兵衛 はそう いいながら、 後ろの 壁に 押 HZ: けて あつ 


た 鎧櫃を 引き出して 来ました。 いつの 間に か、 お 

賽銭箱が 鎧櫃 にかわつ ている。 それ を 引き出して 来た 

七兵衛 は、 並べた 金銀の 包み を、 次から 次へ とこの 鎧 

しま 

櫃の 中へ 蔵い はじめました。 

お 絹 は、 その 手つき を 冷笑 気分で 見て いました が、 

そう 思って 見る せいか、 七 兵 衛の金 を 蔵う 手つきまで 

き ざ 

が 堪らなく 気障です。 

「恐れ入り ますが、 そいつ を ひとつ …… その 見本 を 

こ つちへ お返しな すつ ていた だきましょう」 

ふいと 気がつい たように 七兵衛 は、 お 絹に 向って 最 

初に 提示した 慶長 小判 を はじめ、 見本の 金銀 を、 お 絹 


の 手元まで 受取りに 出ました。 

「持って おいで」 

きょうそく 

お 絹 は 脇息の 上から、 ザラリ と金 銀の 見本 を 投げ 

出しました。 

それ をい ちいち 御 丁寧に 拾い上げた 七 兵衛、 

「ああ あ、 私と いう 人間が、 こんなに 金 を 蓄えて 何に 

する つもりなん でしよう、 気の 知れない 話さ、 女房 子 

供が ある わけ じ やなし、 妾、 てかけ を 置いて 栄耀し よ 

うとい うわけ じ やなし、 これが まあ 本当に 宝の 持 腐れ 

という やっか も 知れません が、 金と いう やつ は 皮肉な 

やつで、 欲しくない ところへ は 無暗に 廻って 来る し、 


欲しい と 思う ところへ は 見向き もしない …… 」 

「知らないよ」 

お 絹が 横 を 向きました。 

「だが、 金と いう やつ は、 有って 邪魔になる 奴 じ やな 

し、 そばへ 置い とくと、 いよいよ 可愛くなる 奴 だが、 

足が 早 いんで 困ります、 金銭の こと をお 足と は、 よく 

いった もの さ、 捉まえた と 思う と、 逃げ出したがる 奴 

で、 よく 世間で、 可愛い い 子に は 旅 を させろ というが、 

この 息子ば かリ は、 野放しに してお いた 日に は 締リが 

つかねえ」 

といいながら、 七兵衛 は、 一 つ 一 つ 金 包 を 鎧櫃の 中へ 


納めます。 

「文句 をい わないで 蔵ったら いいでしょう」 

「はいはい」 

「どんなに 困った つて、 わたし は 自分の 身体 を 抵当に 

して、 お金 を 貸せなん て 決してい わない から」 

「左様で ございましよう とも」 

「けがらわしい、 早くお 蔵い よ」 

「これ だけの 数で ございま すから、 そうは 手 ッ取リ 早 

く は 参りません、 小さく とも 六 百 坪の 地面に、 三十 坪 

の 一 戸 だて、 火事で 焼いた つて 一 晚は かかり ますよ」 

「いやにな つち まう ね」 


お 絹 はじれ 出しました。 それほど いやなら ば、 この 

場 を 立って 奥へ でも 行って しまえば よいのに、 いやに 

なりながら、 流し目で、 七 兵衛の 運ぶ 金 包 を 眺めて い 

かお  きざ 

る。 七兵衛 はすました 面で、 気障な 手つきで、 相 変ら 

ず、 ゆっくり ゆっくり と金 包 を 鎧櫃に 蔵い 込んで いる。 

なるほど、 この 手つきで、 まだう ずた かい 金 を 蔵い 込 

むに は、 夜明けまで かかる かも 知れない。 

七 兵衛も 気が 知れない 男 だが、 口で は 早く 蔵え の、 

いやになる のとい いながら、 それ を 横目で 見て 見ない 

態度 をしながら、 いつまでも 坐って いるお 絹の 気 も 知 

ォな レ 


「七 兵衛 さん」 

「え」 

「覚えて おいで」 

と 言って、 不意にお 絹が 立ち上 つ て 奥の 方へ 行って し 

まいます と、 その あとで 七兵衛 は、 鎧櫃の そばへ ゴロ 

リと 横にな りました。 

十三 

神 尾 主 膳 はこの ごろ 「書」 を 稽古して います。 これ 

閑居して 善 をな すの 一 つ。 


そこへ お 絹が やって来て、 

「ねえ、 あなた」 

殿様と も、 若様と もい わず、 あなたと いって 甘った 

るい 口。 

「何 だ」 

主 膳 は 法帖と お 絹の 面 を 等分に 見る。 

「七 兵衛の やつ、 いやな 奴じゃありません か」 

「ふ— む」 

主 膳 は、 サ ラサ ラと 文字 を 書きながら 聞き流し てい 

る。 

「もう 今日で 七日と いう もの、 ああ やって 頑張って、 


動こうと もしないで、 見せつ けが ましい 金 番をして い 

るの は、 なんて 図々 しい 奴でしょう」 

「ふ— む」 

に ゆ う ぼくどう 

主 膳 は 同じく 聞き流して、 サ ラサ ラと 入木 道 を 試 

みる。 

「それで、 夜になる と、 何ともい えない いやな 手つき 

をして 銭 勘定 を 始める のです、 昨晩なん ぞは ごらんな 

さい …… 」 

お 絹が 躍起になる。 主 膳 は 入木 道の 筆 を 休めて 面 を 

上げる と、 朝日が 障子に 墨絵の 竹 を 写して いる。 

「他 ノ 珍宝 ヲ数ェ テ何ノ 益 力 アルト、 従来 ソゥ トウ ト 


ぎ よ 一つ 

シテ、 ミダ リニ 行ズル ヲ覚ゥ …… 」 

と 神 尾 主 膳が 柄に もない こと を 眩き ました。 けれども 

ききめ 

お 絹の 頭に は 何の 効目 もな く、 

「昨晚 あたりの 気障 さ 加減と いったら、 お 話に なった 

いまどき  にせがね 

ものじゃありません、 慶長 小判から 今時の 贋金まで、 

両 がえ 屋の 見本よ ろしく ズラリ と 並べた 上、 この 近所 

の 地面 を 買いつ ぶして、 坪 一両 あてに して 何百 両、 そ 

れに 建前 や 庭の 普請 を 見つ もって これこれ、 ざっと 三 

千両ば かりの 正金 を 眼の 前に 積んで、 この辺で お 気に 

召しません か、 お 気に 召さなければ それまでと いいな 

がら、 また そのお 金 を、 何ともい えない いやな 手つき 


しま 

で 蔵い にか かると ころなん ぞは、 男なら ハリ 倒して や 

リ たいくら いなもの でした」 

「ふふん」 

あざ わ ら 

と 神 尾 主 膳が 嘲笑い、 

「それほど、 いやな 手つき を、 眺めて いるが もの はな 

いじ やない か」 

「だって、 あなた、 手出し はでき ません もの」 

「手出しが できなければ、 引 込んで いるより ほか はな 

い」 

「なんとで も おっしゃい、 引 込んで いられる くらいな 

ら、 こんな 苦労 はしゃし ません よ」 


「あなた は、 お坊っちゃんね、 そうして、 の ほほんで 

字なん か 書いて いらっしゃる けれど、 わたしの 身に も 

なって ごらんなさい、 火の車の 廻し つづけよ」 

「ふ— む」 

「今、 外へ 出よう つたって、 簞笥 はもう 空つ ぼよ」 

「ふ— む」 

「わたし も、 この 通り 着た つきり なのよ、 芝居 どころ 

じ やない、 明るい 日で は、 外へ 用足しに 出る 着替 もな 

くな つてし まって るじゃありません か。 これから 先、 

どうしましょう」 


「なるほど」 

「なるほど じゃあ リ ません、 何とか 心配 をして 下さい 

ましな、 わたしの 酔 興ば かしじゃありません よ、 一 つ 

は、 あなた を 世に出して 上げたい から」 

「それ はわ かってい る。 そこで ひとつ、 俺 も 足 立と も 

相談 をして、 何とか 動 きをつけようと たくらんで いる 

ところ だ」 

「そんな 緩慢な こと をお つ しゃ つ ている 時節で は ござ 

ん すまい、 現在、 眼の 前に あの 通り、 金銀の 山が 転が 

り 込んで いるじゃありません か、 あれ を どうに もで き 

ないで、 指を啣 えて 見て いるなん て あんまりな …… 」 


「いけない、 ああい うの はいけ ない、 度胸 を 据えて か 

かってい る 仕事に は、 武 田信玄 でも 手が 出せない」 

「ホン トに 焦った い」 

おうよう 

酔わない 時 は、 神 尾に もど こか 鷹揚な ところが ある。 

お 絹 は それ を 焦った が つてい る。 

「ねえ、 あなた、 今日は 七 兵衛の 奴が 珍しく どこかへ 

出かけて しまいました、 その後に 鎧櫃が 置きつ 放し 

にして あります から、 見る だけで も 見て 下さい」 

「鎧櫃 がどうし たの」 

「その 鎧櫃の 中に、 見せびらかしの 金銀が いっぱい 詰 

め 込んで あります の を、 置きつ 放して 七 兵衛の 奴が、 


珍しく 早朝から どこかへ 行きました から、 見る だけ 見 

てお ゃリ 下さいと 申し上げて いるので す」 

「見た つて 仕方がな いじ やない か、 金銀 は 見る もので 

はなくて 使う もの だ、 使えない 金銀 は、 見た つて 仕方 

やゝ »k. ヽ I 

力る レ」 

「あれ だ、 あれ だから、 お 殿様 は 仕方がない —— 」 

きざ 

とお 絹 は 神 尾 主 膳の 膝 をつつ つきました。 酒乱の 兆さ 

ない 時の 神 尾 主 膳 は、 つっつき たくなる ほどに 気の よ 

く 見える， j とも ある。 

「仕方がな いったつ て 仕方がな い —— 無い 袖 は 振れな 

いから」 


「有り 過ぎる のです、 鎧櫃の 中には、 金銀のお 銭が 有 

うな 

り 過ぎて 唸って いるじゃありません か。 天の 与うる も 

わざわい 

の を 取ら ざれば、 禍 その 身に 及ぶ という こと を御存 

じはありません か」 

「はは あ、 天の 与うる もの …… 」 

主 膳 は、 うんざりして、 もう 入木 道をサ ラサ ラ とや 

る 元気 もない らしい。 

「つまり、 わたしたちに 使わせた いと 思って、 七兵衛 

の 奴が、 ああして もち 運んで 来た ものでしょう、 それ 

を 使って やらなければ、 あなた、 冥利に 尽きる じゃあ 

りません か」 


「だから、 お前の 知恵で、 いくらでも 引出して、 お 使 

いなさい」 

「けれども、 相手が 悪い から、 わたしの 知恵ば かりで 

は、 どうに もな りません」 

「お前の 知恵で やれない こと は、 拙者に もやれ ようは 

ず 力る レ」 

もんじゅ 

「三人 寄れば 文殊の 知恵と あります から、 何とか 知恵 

をお 貸し 下さい まし、 ほんと に ひとごと ではあります 

まい」 

「いけない、 隠す やつなら 何とか 方法 もあろう が、 持 

ち 出して 見せる やつが 取れる もの か」 


「いいえ、 取れます、 その 道 を 以てすれば …… 」 

「その 道と は？」 

「その 道が 御 相談じゃありません か。 まあ、 ともかく 

も、 見る だけ ごらん 下さい まし、 現在、 眼の 前に ある 

宝の 山 を ごらんに なれば、 また 別な 知恵が 出ない 限リ 

もあります まい」 

「では、 まあ、 ともかく 見に 行こう」 

神 尾 主 膳 は、 とうとうお 絹に 引きた てられて、 七 兵 

こも 

衛の 籠って いた 座敷へ、 廊下 伝いに 出て 行きました。 

それ は 申す まで もな く、 昨晚、 百 目 蠟燭を 二つまで 

ともして、 七 兵衛が 金銀の 山 を 築いて いた 座敷。 日中 


あんたん  ものすご 

になる と、 かえって 暗澹と して、 物凄い ような 座敷。 

この 七日 間と いう もの、 仕出し 弁当 を 取って 頑張つ 

ていた 七兵衛 が、 どうした もの か 今日は 朝から 不在。 

この 座敷の 当座の 主人が 不在に かかわらず、 鎧櫃だ 

け は 八 畳 敷の 真中に、 端然と して 置き 据えられて ある。 

主 膳 はズッ とこの 座敷の 中へ 入り込んで、 鎧 櫃の傍 

へ 近寄り ましたが、 お 絹 はわ ざと 座敷へ は 入らず、 廊 

下の 外に 立って、 少々 気 を 配って いるの は、 もしゃ 七 

兵衛が 帰って来たら、 と 見張りの 体に 見えます。 

鎧櫃の 上に 手 を かけて みた 神 尾 主 膳。 あの 百姓め、 

どこから こんな 洒落た 具足 櫃を 持つ て 来たと いう 見得 


で、 塗りと、 前後ろと、 金具 を ちょっと 吟味した 上で、 

念のために 蓋へ 力を入れて みたが、 錠が 堅く 下りて い 

る。 ちょっと 押してみ ると 手応えが 重い。 

果して、 お 絹の いう 通り、 これへ いっぱいの 金銀が 

詰めて あると すれば、 その 量 は 莫大な ものと いわなけ 

れ ばなら ぬ。 

むく  めっき 

女の 眼に は、 無垢 も、 鍍金 も わかり はしない。 ただ 

たやす 

黄金の 光 さえして いれば、 容易く 眩惑され てし まう の 

だ —— と 主 膳 は 冷笑 気分に なりました。 

やがて 張番 していた お 絹 もやって 来て、 言い合わし 

たように、 二人が 鎧櫃の 前後に 手 を かけて 動かして み 


たけれ ど、 ビク とも 応えません。 

事実、 この 中へ、 いっぱいの 金銀が 入って いるなら 

—— 金銀で なく、 贋金で あっても、 これへ いっぱい 詰 

めら れ ていた 日に は、 一人 や 二人の 手で は、 ちょっと 

始末に ゆかない。 

この 暗澹たる 座敷の 中で、 鎧櫃を 前に、 二人 は 顔 見 

合わせて 笑いました。 

笑った のがき つかけ で、 主 膳 は 手 持 無沙汰の 態で こ 

の 座敷 を 出かける と、 お 絹 もつ いて 座敷 を 出る。 神 尾 

は 以前の 居間へ 戻った が、 もう 法帖 どころではない。 

お 絹 も、 そわそわ として 落着かない。 


気の 知れな いのは 七兵衛 で、 この 七日の 間、 夜 も、 

よろいび つ 

昼 も、 仕出し 弁当で 鎧櫃の 傍に 頑張って いながら、 今 

日と いう 日になる と、 朝から 出かけて、 正午 時分に なつ 

て も、 夕方に なっても、 とうとう 夜に なっても 帰って 

来ない。 

それ を 気にして いるの は、 むしろ 神 尾 主 膳と お 絹と 

で、 お 絹の 如き は 幾度、 その 廊下 を 行きつ、 戻りつ し 

のぞ 

て、 この 座敷 を視 いて 見る たびに、 昼な お 暗い 室内に 

人の 気配 はなく、 鎧櫃 のみが ビク とも 動かずに 控えて 

いる。 

それ を 見る と ホッと 息をつきながら、 また 新たに 心 


配の ような ものが 加わる。 

ついに その 夜が 明ける まで、 七 兵衛は 帰って来 ませ 

ん でした。 七 兵衛が 帰って来ないでも、 鎧櫃の 厳然た 

る 形 は 少しも 崩れて はいない。 こうなる と 厳然たる 鎧 

櫃 そのものが 判じ物の ようになって、 財宝 を 残して 

行った 当人よりも、 残されて 行った 他人の 方が、 心配 

の 負担 を 背負わされる。 

知らず 識ら ず、 神 尾と、 お 絹と は、 この 鎧櫃の 番人 

にされ てし まいました。 代る代る 二人が 見廻り に 来る。 

来ない 時 は、 二人の 心が 鎧 櫃をグ ルグル 廻って いる。 

どこへ 行ったろう  その 翌日 も、 とうとう 七兵衛 


は 帰って来ない。 夕方 も、 夜 も。 

主 膳と お 絹 は、 またもい い 合わした ように、 二人が 

前後から 鎧櫃を 囲んで、 ついに その 錠前へ 手 を かけて 

みました。 手 を かけて みたところで、 それ を 壊そうと 

か、 こじょうと かする ほどの 決心で はなく、 ただ 錠前 

の締り 工合 をち よ つ と 触って みたく らいのと ころで あ 

せき 

ります が、 その 締り 工合 はまた 厳として、 許さぬ 関の 

権威 を 守って いるから、 それ 以上 は 手 を 引く ょリ ほか 

はない。 

ばかにし ている —— 三日 目の 夕方まで 七 兵衛が 帰ら 

かんにんぶくろ  ほころ 

ない ので、 神 尾の 堪忍袋が 綻び かけました。 


この 堪忍袋。 誰も 堪忍袋 を 要求した 者 はない はず だ 

が、 それでも 神 尾 自身に なって みると、 相当に 気 をつ 

かってい たらしい。 三日まで 七 兵 衛の音 も 沙汰 もな 

かった その 夕べ、 神 尾が いらいらして いると ころへ、 

お 絹が 酒 を 薦めました。 

酒 を 薦めて 悪い こと は 知って 知り抜いて、 それ を 取 

り 上げて いるお 絹が、 たまに は、 といって 一杯の 酒 を 

薦めた のが、 神 尾の この 鬱陶しい 気分 を 猛烈に する。 

一 杯 —— 二 杯。 

き ざ 

そこでお 絹が、 七 兵衛の 奴の、 気障で、 皮肉で、 憎 

いこと を 説き 立てる。 つまり ああして 大金 を 放り出し 


て、 乾きき つてい る 吾々 の 前へ 出して おくの は、 吾々 

のよ わみ を 知って、 とても 手出しが できまい とたか を 

くく 

括っての 仕事 だ、 金銭 は 欲しい とはいわない が、 その 

仕向け 方が 癩 じゃありません か …… というよ うな こ 

あお 

と を 煽り 立てる。 

き  きざ 

久しぶりの 酒が 利いて —— 無論、 まだ 酒乱の 兆す 程 

度に は 至らない し、 また そこまで 至らし めない ように 

そばで 加減 はして いるが、 神 尾 主 膳が 早く も 別人の 趣 

をな して 不意に 立ち上り、 

「よし、 目に 物 を 見せて くれる」 

長 押に あった 九 尺 柄の 槍 を 取って、 無二無三に、 か 


の 暗澹たる 鎧櫃の 座敷へ 侵入し ました。 

主 膳が 九 尺 柄の 槍 を 取って、 かの 暗澹たる 鎧 櫃の間 

へ 走り込ん だの を、 お 絹 は 引 留めようと もせずに、 手 

早く 手燭 を 点して、 その 跡 を 追い かけました。 

槍 を 取って、 件の 鎧櫃を 暫く 見詰めて いた 神 尾 主 膳 _ 

お 絹が 差 出した 手燭の 光が、 神 尾の 心 を 野性 的に 勢 

いづけ たようです。 

「憎い 奴、 目に 物見せ て くれる」 

この 見せつ けが ましい 鎧櫃 一個が この 際、 骨 を 劈 

いて やりたい ほどに 憎らしくなる。 

「エイ！」 


といって、 鎧櫃の 前の 塗 板の 柔らか そうな ところへ 勢 

い 込んで 槍 を 立てる と、 難なく ブッリ と 入りました。 

それ を 引抜いて、 また 一 槍、 また 一 槍。 ブッ リブ ッ 

リと槍 を 突き 込み、 突き 滑らして 後、 神 尾 は ホッと 息 

をつ いて、 槍の 石 突 を 取り直して、 その 穴 を あけた と 

ころ をコジ て、 次に、 手 を もって メリ メリと 引裂く と 

たち ま 

穴 は 忽ちに 拡大す る。 そこへ 突きつ けたお 絹の 手燭 

の 光に、 燦爛 として 目 を 眩ます ばかりなる 金銀の 光。 

神 尾 は 槍 を 投げ捨てて、 バラ リバ ラリ とその 金銀 を 

ま  つか 

引出して は バラ 撒き、 摑み 出して は 投げ 散らす もので 

すから、 暗澹たる 座敷の 中が、 黄金 白銀の 花。 


神 尾 は、 燃え立つ ような 眼 付 をして、 手に 任せて は、 

あ-ヒリ 

金銀 を摑み 出して、 四辺 一面に バラ 撒く。 

い つ とき 

一時、 その 光に クラ クラと 眩惑した お 絹 は、 ついに 

その 手燭 を 畳の 上へ さしおいて、 両の手 を 以て、 木の 

かき あつ 

葉の 舞う 如く 散乱す る 金銀 を搔 集めに かかります。 

こうなる と 神 尾 主 膳の 野性が、 酒なら ぬ ものの 勢い 

あ 

に 煽られて、 さながら、 酒に 魅せられた 酒乱の 時の 本 

能が 露出し、 手に 当る 金銀の ほか、 包みの ままで 引出 

した 封 金 を も、 わざと 荒ら かに 封 を 切って 投げ出した 

ものです から、 その、 燦爛たる 光景 はまた 見物です I 

I 大 にして は紀 文なる ものが、 芳 原で 黄金の 節分 を 


やった 時の ように。 小に して は 梅 忠なる ものが、 依託 

金の 包み を 切って 阿波の 大尽なる もの を 驚かした 時の 

ほうとう じ 

ように —— 放蕩 児に とって は、 人の 珍重が る もの を 粗 

末に 扱う ことに、 相当の 興味 を 覚える ものら しい。 神 

尾 主 膳 も 取って は 撒き、 取って は 散らして いるう ちに、 

ついに 撒き散らし、 投げ 散らす ことに 興味が 加速度 を 

加えたら しく、 狂暴の 程度で 働き 出して いる。 

お 絹 もまた、 拾えば 拾う ほどに、 集めれば 集める ほ 

どに、 そのこと 自身に 興味 を 煽られて しまって いる。 

たいこ まっしゃ 

ここに は、 紀 文の 時の ように、 吾 勝ちに 争う 幫間 末社 

たぐい  まず もつ  たた 

の 類 もな し、 梅忠の 時の ように、 先 以て 後日の 祟りと 


いう もの もない らしい。 あつたと ころで それ は 相手が 

違う し、 第一、 自分が 直接の 責任者で はなく、 いわば 

おだて 

神 尾 を 煽て 骨 を 折らせ、 自分 は濡 手で 摑み 取り をし 

ている だけの 立場な の だから、 お 絹と して は大 放心で、 

吾 を 忘れる の も 無理が あるまい。 

もうこれ 以上 は —— 神 尾 も 手が 届か なくなった。 鎧 

櫃の底 はま だ 深い。 向う も 遠い けれども、 コジ あけた 

穴の 大きさに 限りが ある もの だから、 そこで 手の 届く 

限 リは摑 み 出して しまって、 再び 穴 を くりひろげ るか、 

そうでなければ、 櫃を打 壊す か、 ひっくり返 すかしな 

いこと に は、 取り出せ なくなつ たので、 神 尾が 手 を 休 


めて 見返る と、 お 絹が 拾い集めて はいるが、 お 絹 一人 

あた リ  さんらん  こがね しろがね 

の 手で は 間に合い 兼ねて、 四辺 は 燦爛たる 黄金 白銀の 

落葉の 秋の 景色で したから、 この 目覚し さに、 自分の 

した ことながら、 自分の した ことに 目を覚 して、 その 

おびた だ  うつつ ごころ 

夥 しい 金銀の 落葉に 眩惑し、 現 心 で、 その 中の 一 

ほんもの 

枚 を 拾い 取って 見る と、 疑う 方な き正徳 判の 真物 …… 

せき ばら 

その 時に 廊下で、 咳払いが して、 人の 足音が 聞え 出 

す。 七 兵衛が 帰って来 たのです。 

その 咳払いと、 足の 音 を 聞く と、 吾 を 忘れて いたお 

絹が、 はっと 胆を 冷し ました。 

「あ」 


一方 を 見返る と、 自分た ちが 開け放し ておいた とこ 

ろうぜき 

ろに、 七 兵衛が ヌッと 立って こっちの 狼藉 を 見ながら、 

ニヤ リニ ャリと 笑って います。 

「七 兵衛 か」 

と 神 尾 主 膳 も 槍 を 手に して、 帰って来た 七 兵衛を 見返 

りながら、 てれ 隠しの 苦笑いです。 ただ 隠し きれない 

の は、 室内に 燦爛たる 黄金 白銀の 落葉の 光。 

「殿様、 ごじょう だん を あそばし ちゃい けません、 御 

入用なら ば、 そのまま そつく リ お持ち 下されば いいに 

…：- J 

のぞ 

七兵衛 は、 いつまでも 障子の 外から、 こっち を視ぃ 


て 二 タリ 二 タリと 笑つ ている ばかり。 

「七 兵衛、 天下の 財宝 を 粗末に するな」 

と 主 膳が いう。 

い つ とき 

主 膳 も、 多少の 酒と、 黄金の 光に、 一 時 眩惑され て 

兇暴 性 を 発揮して みたけれ ど、 今宵の 酒量 は 乱に 至る 

ほど 進んで はいず、 黄金 性の 魅惑 は、 かりにも 所有 主 

と 名のつ く 者が 来て みれば、 幻滅 を 感じない という こ 

ともなく、 こうな つてみ ると、 手に さげて いる 槍まで 

が 手 持 無沙汰で、 引 込みの つかない 形です。 

お 絹 もまた、 室内に 燦爛たる 黄金の 光 をい まさら、 

袖で 隠す わけに も ゆかず、 拾い集めて 当人に 還付す る 


の も 変な もの、 ほとんど 立場 を 失った 形で、 てれき つ 

ている。 

第一、 所有 主 そのものが、 怒り もしなければ、 怒鳴 

り もせず、 外で 二 タニタ 笑って いるば かりです から、 

さんす く 

空気の 緊張 を 欠く こと 夥しい。 妙な 三悚 みが 出来 上つ 

て、 この 室内の てれ 加減が どこで 落着く か 際限な く 見 

えた 時、 気 を 利かした つもり か、 お 絹の 持って来て 畳 

の 上へ 置いた 手燭の 蠟燭が フッと 消えました。 これ は 

蠟燭が 特に 気 を 利かして、 この 場の てれ 加減 を 救った 

という わけで もな く、 風が 吹き込んで 吹き消し たので 

もな く、 慾に 目の 眩んだ 人間の ために 顧みられ なかつ 


ろうそく 

たもの だから、 以前 は、 相当に 寿命の あった 蠟燭 も、 

この 際 あえなき 最期 を 遂げた のであります。 

「七 兵衛 さん、 悪い 気でした のじ やない から 堪忍して 

おくれ、 殿様の 御 気性で、 ホンの 一時の 座興なん だか 

ら。 元はと いえば、 お前が あんまり、 ひけら かすから 

悪い のさ」 

暗くな つて、 初めてお 絹が 白々 しい 申し わけ をす る _ 

「な あによう ござんす とも、 こうして お世話にな つ て 

いる 以上 は、 何事 も 共有と いったよ うな もので ござん 

すから ね、 御 入用 だけお 使い 下さい まし、 御 自由に」 

先夜と は 打って 変った 白々 しい 気前ぶ り を 見せた 言 


い 方。 

暗い 間の バッを 利用して、 お 絹 は 神 尾 主 膳の 手 を 

取って、 この 座敷 を 連れ出して しまいました。 あとに 

残された 七 兵衛、 ドッ 力と 胡 坐 を かいて、 二 タニタ 笑 

いがやまない。 

先方 は 見えない つもり、 こちら は 暗い ところで よく 

物が 見える。 神 尾の 手 を 引いて、 ソッと 抜け出し たお 

絹と いう 女の 物 ごし、 散乱した 金銀に 心 を 残して 出て 

行く 足 どり —— あの 足 どり では、 足の裏へ 小判の 二三 

枚 はくつつ けて 出た かも 知れない。 悪い 時に 帰った も 

の だ。 


しかし、 これが 縁に なって、 その 翌日、 七 兵 衛は表 

向いて 神 尾 主 膳に 紹介され ました。 

うちあけた 話に なって みると、 おた がいに、 相当に 

た の も 

頼 母し いところ が ある。 頼 母し いところ というの は、 

世間並み にいえば、 あんまり 頼 母し くないと ころ だが、 

七 兵 衛は神 尾の 急 を 救うた めに、 無条件で 鎧 櫃の中 を 

融通す る 約束。 今 は、 先夜お 絹に したよう な 見せつ け 

ぶリ でもな く、 勿体 もっけず、 サラリ と 投げ出し たの 

は、 神 尾に とっても、 お 絹に とっても、 頼 母し いこと 

この 上な し。 


ところで 一 つ、 七 兵衛の 方から も、 交換条件が 神 尾 

に 向って 提出され る。 これ はお 絹の 身体 を 抵当に、 な 

んぞ という 嫌味な もので はなく、 七 兵衛は 七兵衛 とし 

ての 一 つの 大望が ありました。 

ぬす つ と 

その 翌日、 七 兵 衛は神 尾 主 膳に 向って、 自分 は 盗人 

だとい うこと を、 大胆に 打明けて しまいました。 

主 膳 も、 それ を 聞いて 存外 驚かず、 大方 そんな こと 

かおつき 

だろうと いう 面 付。 

盗人で は あるが、 自分 は 質の 悪い 盗人で はない と 言 

いだす と、 主 膳が、 世間に 質の良い 盗人と いう ものが 

あるの か、 と 変な 面 をし ました。 


あります とも …… 盗人の 社会へ 入って 見れば、 質の 

いいの も 悪 いのも、 気取った の も 気取らな いのも、 

渋味な の も 華美な の も、 大き いのも 小さ いのも、 千 差 

万別の 種類が あるう ち、 自分 は 質の良い 方の 盗人 だと 

いうと、 神 尾が 笑って、 自分で 質が 良い というの だか 

ら、 間違い はな かろうと 冷 かす。 

そこで、 七兵衛 がいう に は、 自分の 盗人ぶ りの 質の 

良い というの は、 盗んで 人 を 泣かす ような 金 は 盗まず、 

どうらく ざん ま い 

盗んだ 金 を 自分の 道楽 三昧に は 使わず …… ことに 自分 

は 盗み をす る そのこと に 趣味 を 感じて いるの だから、 

盗んだ あとの 金銀 財宝 そのものに は、 あまり 執着 を感 


じていない。 

たとえば、 ここに こうして 古金 銀から、 今時の 贋金 

まで 一通り 盗み 並べて みたが、 これ も ホンの 見本 調べ 

を やって みた だけの もので、 もう それだけの 知識 を備 

きれい 

えたから、 綺麗 さっぱりと あなたに 差 上げて しまって 

も 惜しい と は 思わない —— つまり、 盗む ことの 興味が 

力す 

自分の 生命で、 盗み出した 財物 は、 楽しみ をした 滓 だ 

けむ 

から 何の 惜気 もな い —— と い つ て 神 尾 主 膳 を 煙に 捲き 

ました。 

しかし、 また 七 兵衛は 真顔に なって、 自分 とても、 

ほかに 何 か 相当の 天分と、 仕事 を もって 生れて 来たの 


おの 

だろう、 幼少の 教育が よくて、 己れ の 天分 を 順当に 発 

ぬすっと 

達さえ させて くれたら、 あながち 盗人に ならず とも、 

他に 出世の 道が あつたに 相違ない という 述懐 を 漏らし 

ま ^9 

「そり やそう だ、 盗人 をす る だけの 才能と、 苦心 を、 

他に 利用 すれば 立派な ものになる」 

と 神 尾 も まじめに 同情し ました。 

しかし、 今と なって は 仕方がない。 自分 はこうして 

盗む ことに 唯一 の 趣味 を 感じて いると、 盗み 難い もの 

ほど、 盗んで みたい という 気になる。 

そこで、 一 つの 大望が ある。 なんと この 大望 を 聞い 


て は 下さるまい か。 

何 だい、 その 大望と いうの は。 石 川 五右衛門 がした 

ように、 太閤の 寝首で も かこうと いうの かい。 

いいえ、 そういう わけで は ございません、 実は —— 

七 兵衛の 大望と いうの はこうです。 

徳川 初期の 歴史 を 知って いるもの は、 家康が 金銀に 

豊富であった ことと、 その 金銀 を 掘り出す のに 苦心し 

たこと を 知っている。 

ふんどう 

そのうち、 豊臣 家から 分捕った 「竹 流し 分銅」 とい 

う 黄金が ある。 

この 「竹 流し 分銅」 は 一 枚の 長さ 一尺 一寸、 幅九寸 


八 分、 目方 四十 一貫、 その 価、 昔の 小判に して 一万 五 

千両に 当る という こと を 聞いて いる。 それ を徳 川が、 

豊臣 から 分捕った 時には、 たしか 五十八 枚。 大 坂の 乱 

後、 家康 が、 井伊直孝と 藤 堂 高 虎の 功 を 賞して 手ず か 

ら その 一 枚ず つ を 与えた ほかに は、 「行軍 守 城 用、 

なすな 力 

莫作 尋常 費」 の銘を 打た せて 大坂 城内へ 秘蔵して 置 

いた。 

その後、 改錡 のこと があって、 四 代 以来、 この 分銅 

へ 手 をつ け 出し、 今 は残リ 少なに なって はいるが、 ま 

だ 有る に は 有る と 聞いて いる。 それ は どこに あるの か 

やはり 四 代 以前の 時の ように 大坂 城内に 秘蔵され てい 


るの か、 或いは 江戸 城の 内に もちこされて 来て いるの 

ぬすつ とみよう リ 

か —— 盗人 冥利に は、 その 分銅 を 手に 取って、 一目 拝 

むだけ 拝んで おきたい もの だが、 自分に は その 所在の 

当てが つかない —— なんと 神 尾の 殿様、 誓って、 あな 

たに 御迷惑 はかけ ません が、 あなたのお 手で、 その 黄 

金の 所在の 点 だけが おわかりになります まい か —— そ 

れ がわ かりさえ 致せば、 自分が 一人で 行って 拝見 をし 

て 参ります、 と 七兵衛 がいう。 

十四 


その 日の 夕方、 七 兵 衛の姿 は、 芝の 三 田 四国 町の 薩 

摩 屋敷の 附近に 現われました。 

薩摩 屋敷の 中で は、 一 群の 豪傑 連が、 その 時分、 額 

を 鳩め て、 江戸 城へ 火 をつ ける ことの 相談です。 江戸 

城の 西 丸の どこへ、 どういう 手段で 火 をつ ける かとい 

うこと。 その 先決問題 は、 どうしたら いちばん 有効に 

江戸 城へ 忍び込む ことができ るか。 

かほ どの 問題 も、 ここで は 声 を ひそめて 語る の 必要 

がな く、 子供が 野火 をつ けに 行く ほどの、 いたずら 心 

で 取扱 われる。 

彼等 は 関 八州 を 蜂の巣の ようにつ き 乱す と共に、 江 


戸城の 西 丸へ 火の手 を 上げる、 これが 天下 を ひつく り 

返す 口火 だと 考えて いるものが 多い。 

それに 比 ぶれば、 七 兵衛の 野心な ど は 罪のない もの 

で、 「行軍 守 城 用、 莫作 尋常 費」 と ある 黄金の 分銅 一 枚 

を 見さえ すれば 満足す るので すが、 しかし、 その 苦心 

の 程度に 至って は、 これらの 豪傑に 譲らない のみなら 

ず、 それよりも 一層 むずかしい 仕事になる の は、 彼等 

の は、 火 をつ けて 騒がせ さえ すれば よいの だが、 七 兵 

衛の は、 手に入れて 拝まなければ ならない。 

さて、 こうして 七兵衛 が、 三 田の 四国 町の 薩摩 屋敷 

の、 芝 浜へ 向いた 方の 通用門の 附近 を 通りかかった 時 


ひょうじょう  へ いそと 

分、 中で はこん な 評定 をして いたが、 塀 外の 道の 両 

ぉぴ ただ 

側に は 夥 しい 人出。 

いしゅい ぎょう 

今し も、 通用門から 異種 異形の 一 大 行列が 繰 出され 

て 来る の を、 黒山の ような 両側の 人だかりが 見物して 

いる。 

よって 七兵衛 も、 その 中に 立って、 これ を 眺める。 

何のた めに、 誰が したいた ずら か、 今し も薩摩 屋敷 

こじ さ 

の 中から 繰 出して 来る 一 大 行列 は、 乞食の 行列で あり 

ます。 ありと あらゆる 種類の 乞食が、 無数に 列 を 成し 

て 通用門から 外へ と ハミ 出して 来る。 その 事の 体 を 見 

かたわ もの 

て あれば、 不具者 も、 五体 満足な の も 取 交ぜて、 老若 


男女の 乞食と い う 乞食が、 おのおの その 盛装 を 凝らし、 

こも  つづれ 

菰を 着るべき もの は 別 仕 立の きたない の を 着、 檻褸の 

満艦飾 を 施し、 今日 を 限りの 哀れつ ぼい 声 を 振りし 

、まって、 

「右 や 左のお 旦那 様 …… たよりない、 哀れな 者 をお 恵 

み 下さい まし」 

門 内から 吐き出される この 乞食の 行列 は、 いつまで 

経っても、 尽くる という こと を 知らない らしい。 或い 

は、 いったん 外へ 出て、 また 一方の 門から 繰 込んで は 

出直す のかと さえ 疑われる が、 事実 は、 やはり 出る だ 

けの 正味が、 門 内に 貯えられて ある ことに 相違な く、 


人 をして、 よく まあ 江戸 中に これ だけの 乞食が ある も 

の だと 思わせました。 

なお 且つ、 これら、 多数の 乞食 連のう ちに は、 単に 

盛装 を 凝らして、 商売 ものの 哀れつ ぼい 声で、 「右 や 左 

のお 旦那 様 …… たよりない 者 をお 助け 下さい まし」 を 

繰 返す だけの 無芸大食 ばかりで はなく、 なかには 凝つ 

た 意匠で、 破れ 三味線 を ペコ ペコ やりながら、 

雨の 夜に、 日本 近く、 とぼけて 流れ込む 浦 川へ、 

黒船に、 乗り こむ 八 百 人、 大づっ 小づっ をう ちな 

らしゃ  ひ  じゅばん 

らべ、 羅紗しょう じょう 緋 のつつ ぼ 襦袢 …… 

大津絵 もどき を 唸る のが あるかと 思えば、 木魚 をポ 


ク ポク やり 出して、 

そもそも この度、 京都の 騒動、 聞いても くんね 

え、 長 州 事件の 咽喉 元 過 ぐれば、 熱さ を 忘れる 譬 

えに 違わぬ、 天下の 旗本、 今の 時節 を 何と 思う ぞ、 

しゅうそ 

一同 こぞって 愁訴 を やら かせ、 二百 年来 寝ながら 

食った る 御 恩 を 報ずる 時節 はこ こだ ぞ、 万 石 以上 

の 四十 八 館、 槍先 揃えて 中国 征伐 一 手に 引受け、 

奮発しなさい、 チヤ 力 ポコ、 チヤ カポコ 

それに 負けず、 一 方に はまた、 

あお、， 

菊 は 咲く 咲く、 葵 は 枯れる 

くつ わ 

西 じ や 轡 の 音が する 


と 唄い、 囉し、 おどり 狂って いるもの も ある。 その 千 

みもの  あき 

態 万状、 たしかに 珍しい 見物で は ある。 七 兵衛も 呆れ 

ながら 飽かず 眺めて おりました。 

十五 

「弁 信さん —— 」 

信 州 白骨の 温泉で、 お雪 は 机に 向って、 弁 信へ 宛て 

ての 手紙 を 書いて いる。 

「弁 信さん  

お 変り はありません か。 わたし、 このごろ 絶えず あ 


なた のこと を 思い出して いますの よ。 誰よりも、 あ 

なた のこと を。 

どうかす ると、 不意に、 枕元で、 あなたの 声が する 

ものです から、 眼を醒 まして 見ます と、 それ は、 わ 

そらみみ 

たしの 空耳でした。 

どうして、 わたし、 こんなに、 あなたの ことば かり 

気になる のか わかりません わ。 

ほかに 思い出さ ねばならぬ 人 もた くさん ありまし よ 

おもい 5J- 

うに、 弁 信さん の 面影ば かリ がわた しの 眼の 前にち 

ら ついて、 弁 信さん の 声ば かりが、 わたしの 耳に 残つ 

ている の は、 不思議に 思われて なりません。 


それ はね、 わたしこう 思います のよ、 弁 信さん は ほ 

ん とうに、 わたしの こと を 思って いて 下さる、 その 

まごころ 

真心が 深く、 わたしの 心に 通じてい るから、 それで、 

わたしが 弁 信さん を 忘れられない ものにして いるの 

じ やないで しょうか。 こうして、 遠く離れて いまし 

て も、 弁 信さん は、 絶えず、 わたしの 身の上 を 心配 

していて 下さる。 そのお 心が 夢にも 現に も、 わた 

しの 上 を 離れない から、 それで、 わたし は、 不意に 

あなたの 面影 を 見たり、 声 を 聞いたり する のじ やな 

いかと 思 つ てよ。 

ほんとうに、 弁 信さん、 あなた ほど 深く 人の こと を 


思って 下さる お 方はありません。 それ は、 わたしに 

して 下さる ばかりでなく、 どなたに 対しても、 あな 

たという 方 は、 しんの 底から 親切気 を 持って おいで 

になる。 わたし は、 それ を、 しみじみと 感心し ない 

ことはありません。 

けれども、 親切 も 度に 過ぎる とおかし い ことがある 

のじ やない …… 思いやり も、 あまり 真剣になる とか 

えって、 人の 心 を 痛める ような 結果に なリ はしない 

かと、 わたし、 よけいな 心配 をす る こと もあります 

のよ。 

弁 信さん。 


わたしが こちらへ 来る 前に、 あなた は、 わたしの こ 

と を 言いました。 

『お雪ち やん、 あなた は、 もう 年頃の 娘さん だとば 

かり 思って おります のに、 そういう こと を おっしゃ 

るの だから 驚いて しまいます。 信 濃の 国の 白骨のお 

湯と やらが、 良い お湯と 聞いた ばかりで、 その 間の 

道中が どのくらい 難渋 だか、 そのこと を、 あなた は 

考えて おいでになりません。 また、 その 難渋の 道中 

を 連れ立って 行く 人た ちが、 善い 人 か、 悪い 人 か、 

それ も 考えて はおいで になり ません。 私が ここでう 

ち あけて 申し上げ ますと、 あなた は、 その 白骨のお 


湯へ おいでになった 後 か、 その 途中で、 きっと 殺さ 

れて しまいます。 いきて 帰る こと はでき ません』 

この 言葉が、 今でも どうかす ると、 わたしの 胸を剌 

はずみ 

してな りません。 何 かの 機会に、 はっと この 言葉 を 

思い出す と、 胸を剌 される ような 痛み を 覚えます が 

それでも 暫く するとお かしくな つて、 弁 信さん らし 

い 取 越し 苦労 を 笑います。 

わたしに 笑われて、 あなた は 口惜しい とお 思いに は 

なりますまい。 あなたの おっしゃつ たのが 本当なら 

笑い ごとではありません。 

わたしが こうして 弁 信さん らしい 取 越し 苦労に、 思 


出し 笑い を 止める ことができな いのは、 わたしに 

とって は 勿論の こと、 あなたに も 喜んでいた だかね 

ばな りません。 

弁 信さん。 

わたし は 無事で 道中 を 済まし、 無事で この 温泉へ 着 

いて、 今 も 無事に 暮 してい ますから 御 安心 下さい ま 

せ。 

ただし、 無事と いいます うちに も —— 道中で は 怖い 

思い もしました。 また ここへ 来てから も、 いろいろ 

の 人と 逢い、 珍しい もの も 見たり、 聞いたり 致し ま 

した。 


弁 信さん。 

あなたの 安心の ために、 わたし はこの ごろの 生活ぶ 

り を、 逐一 記して お知らせ 致したい と 存じます …… 」 

ここまで 筆 を 運んで、 お雪 は ほ つれ かかる 髪の毛 を 

撫でました。 お雪 はこの ごろ、 髪 を 洗い髪に して 後ろ 

へ 下げて 軽く 結んで いる。 自分 もこの 洗い髪が さつば 

りして いると 思う し、 人 もまた、 お雪 ちゃんに は 似合つ 

ている と 褒め もす る。 山中、 外出の 機会 もな し、 慣れ 

てし まえば 誰も、 それ を 新しい 女 だとい つて 誹る もの 

もありません。 

「外へ 出て 見ます と、 周囲の 高い 山から、 雪が 毎日 


下界へ 一 尺ず つ 下って 参ります。 やがて この 雪が、 

うず 

山 も、 谷 も、 家 も、 すっかり 埋めて しまう ことで しょ 

うが、 まだ、 谷々 は、 紅葉の 秋と いってい いところ 

もあります から、 お天気の 良い 日 は、 わたし は 

ななしぬ ま 

無名 沼の あたりまで、 毎日の ように 散歩に 出かけ ま 

温泉の 温か さは、 夏 も、 冬 も、 変り はありません。 

このごろ、 わたし は 一 人で お湯に 入る のが 好きに な 

リ ました。 一 人で お湯に 入りながら、 いろいろ のこ 

と を 考える のが 好きに なりました。 

大きな 湯槽が 八つ もありまして、 それぞれ 湯加減し 


てあります から、 どれでも 自分の 肌に 合った のへ 入 

る ことが 自由です。 真白な 湯槽、 透き とおるお 湯の 

中に 心 ゆく まま 浸って いると、 この 山奥の、 別な 世 

界 にいる と は 思われません。 

昨日 も、 そうして、 恍惚と お湯に 浸って いると、 不 

意に 戸が あいて、 浅吉 さんが 入って 来ました が、 私 

のい るの を 見つけて、 きまり悪 そうに 引返そう とし 

ます 力ら 

『浅吉 さん、 御 遠慮なく』 

と 言います と、 

『*K;*Kr ど、 っぞ』 


と、 取っても つかぬ ような こと をい つて、 逃げる よ 

うに 出て 行つ てし まいました。 

なんて、 あの人 は 気の 弱い 人でしょう。 このごろに 

なって、 一層 いじいじした 様子が 目立って お気の毒 

でな りません。 

全く、 あの人 を 見る とお 気の毒に なって しまいます _ 

死神に でも 憑かれた というの は、 ああい うの かも 

知れません。 このごろ では、 力 をつ けて 上げても、 

慰めて 上げても 駄目です。 人に 逢う の を 厭が る こと 

土の 中の 獣が、 日の 光 を 厭が るよう に 恐れて、 こそ 

こそと 逃げる ように 引 込んで しまいます。 


それに ひきかえて、 あのお 内儀さん の 元気な こと は 

 お湯に 入って いると ころ を 見ます と、 肉 づき は 

いろつや  としま ざ か 

お 相撲さん のよう で、 色艷は 年増 盛りの ようで、 そ 

れで、 もう 五十の 坂 を 越して いるので すから 驚き ま 

『あの 野郎、 もう 長い こと はない よ』 

というの は 多分 浅吉 さんの ことでしょう。 お 内儀 さ 

おもちゃ 

んは、 浅吉 さん を 連れて来て、 さんざん 玩具に して、 

それが ようやく 痩せ衰えて 行く の を 喜んで 眺めて い 

るよう です。 

浅吉 さんていう 人 も、 なんて 意気地がない のでし よ 


う 

全く 意気地 無し —— といって は 済みません けれど、 

ほんとうに 歯痒い ほど 気の 弱い 人です。 お 内儀さん 

なぶり ごろ 

は、 浅吉 さん を、 こんな 山の 中へ 連れて来て 嬲 殺し 

にして いるので す。 そうして その 苦しがって 死ぬ の 

を、 面白がって 眺めて いるの だとし か 思われな いこ 

とがあって、 私は悚 然とし ます。 それでも、 付合つ 

てみ ると、 お 内儀さん という 人 も、 べつだん 悪い 人 

だと は 思われず —— 浅吉 さん も かわいそうに はか わ 

いそうだが、 お 内儀さん も 憎い という 気に はなれず、 

わたし は、 知らず 識らず その どちらへ も 同晴を 持つ 


てし まう のです。 一方が かわいそうなら、 一方 を 憎 

まねば ならない はずな のに —— それとも、 二人とも 

別に 悪い という ほどの 人で はない のでし ようか。 ま 

た、 わたしの 頭が、 こん がら かって、 善悪の 差別が 

つかない のでし ようか。 

わからな いのは、 それば かりじゃありません。 浅吉 

さん は、 あれほど、 お 内儀さん から 虐待 を 受けな が 

ら、 お 内儀さん を 思い切れな いんです ね。 無茶苦茶 

いじ  いのち むし 

に 苛められて、 生命 を撑リ 取られる ことが、 かえつ 

て あの人に は 本望な のか 知らと 思われる こと も あり 

ますので す。 ですから、 わたしに は、 うっかり 口 は 


出せません。 夫婦喧嘩の 仲裁 は 後で 恨まれる と 聞き 

ましたが、 あの人た ち は 夫婦ではありません けれど 

も、 悪い 時 は 死ぬ の、 生きる のと、 よい 時 はばかに 

よくな つてし まう のです から、 わたし は、 障らない 

でい るの が 無事 だと 思って います。 

です けれども、 そうして いるの は、 わたしが、 あの 

お 内儀さん に 加勢して、 浅吉 さん を 見殺しに してい 

るかの ように 思われて ならな いこと もあります。 

弁 信さん。 

こんな こと を、 あなたに 書いて 上げ るん じゃあり ま 

せんけれ ど、 あなたが、 わたしの ために 言って 下す つ 


たこと が、 わたしの 身の上でなくて、 あの 浅吉 さん 

という 人の 身の上に かか つ ている ような 気持が して 

ならない ものです から、 つい、 こんな こと を 書く 気 

にな つ てし まいました。 

前に 申し上げる 通り、 わたし は 道中 も 無事、 ここへ 

来ても ほんと に 幸福の 感じ こそ 致せ、 殺す とか、 死 

ぬと か、 そんない やなこと は、 わたしの 身の 廻りに 

は 寄りつ きそう もありません のに、 あの 浅吉 さんと 

いう 人に は、 最初から、 それが ついて 廻って いるよ 

うです。 かわいそうで なりません けれど、 いま 申し 

上げた ような わけで、 力に なって 上げる 術が ありま 


せんの よ。 

今日 も、 朝から お天気が いい ものです から、 わたし 

ななしぬ ま 

は 一人で、 小 梨 平 を 通り、 低い 笹原 を 分けて 無名 沼 

へ 遊びに 参りました。 

その 途中、 硫黄 ケ 岳の 煙と、 乗鞍ケ 岳の 雪と が、 わ 

たしの 足 を 留めました。 

ふ  おろち 

火 を 噴く 山から 天に 舞い 上る 大蛇の ような 煙。 高い 

山の 雪の 日に 輝く 銀の 塔 を 磨いた ような 色。 浅緑の 

深い 色の 空気。 それから 密林の 間 を 下って 無名 沼の 

ほとりに 来て 見ます と、 いつも 見る 水の 色が、 今日 

あざ や 

はまた なんという 鮮 かでした ろう。 


どうして、 こんなに 無名の 沼が、 わたし を 引きつけ 

るので しょう。 わたし は 天気 さえよ ければ、 毎日 こ 

の 沼 を 訪れない という 日はありません。 それ は、 や 

ちょ つ と 

がて 雪が 谷 を 埋め 尽す 時分に なって は、 一寸 も 戸の 

外へ 出る ことができ ないから、 今のう ちに 外の 空気 

を 吸える だけ 吸い、 歩け る だけの 距離 を 歩いて おく 

という 自然の勢いが、 わたし をこう して 軽快に 外へ 

出して 遊ばせる のか も 知れません。 

ななしぬ ま 

それにしても、 無名 沼 は、 わたし を 引きつけ る 力が 

あり 過ぎます。 

わたし は 踊る ような 足取りで、 沼の ほとり を 廻って、 


離れ 岩のと ころまで 参りました。 

前に も 申し上げた 通り、 今日の 沼の 色の 鮮か さは 格 

別に 見えました。 

なび 

ごらんなさい、 水底に は 一 面に 絹糸 を 靡かした よう 

ちぐさ 

な 藻草が 生えて いるではありません か。 その 細い 柔 

ら かな 藻草の 上に、 星の ような 形 をした 真白な 小さ 

い 花が 咲いて、 その 花 だけが、 しおら しい 色 をして、 

水の 上に 浮び 出して いるではありません か。 

どこから ともなく 動いて 来る 水。 多分、 この、 わた 

しが 立って いる 離れ 岩の 下から、 湧いて 流れ出して 

来る のか も 知れません。 それが、 じっと見て いなけ 


れば わからない ほどの 動きで、 その 白い 米粒の よう 

な 藻の 花 を 動かして いるので す。 見て いると、 どう 

しても、 その 花が 可愛い 唇 を 動かして、 わたしに 話 

しかけて いると しか 思われな いので、 わたし も、 つ 

ヽ 、 

レ 

『お前 は 何てい う 花』 

たず 

と 訊ねて みました が、 その 時、 わたし は、 ほとんど 

人心地 を 失う ほどに 驚いて しまいました。 その 白い 

藻の 花の 中に 絡まって、 人間の 屍骸が 一 つ、 仰向け 

に 沈んで いるので す。 なんという 怖ろ しい こと。 

『ああ、 人が 殺されて、 この 水の 底に 沈んで いる、 


誰か 来て 下さい』 

と 声 を 限りに 叫ぼうと しました が、 その 瞬間に 気が 

ついて 見ます と、 何の ことでしょう、 それ は 屍骸で 

も、 人の 面で もありません、 わたしと いう ものの 姿 

が、 藻の 花の 間の 水に 映って いたのです。 

あき 

あまりの ことに 拍子抜け がして、 自分ながら 呆れ 

返って しまいました けれど、 それでも わたしの 頭に 

残った 今の 怖ろ しさが、 全く 消えた ので はあり ませ 

ん。 

それから、 何ともい えない いやな 気持に なって、 あ 

ななしぬ ま 

れ ほど 好きな 無名 沼 を 逃げる ように 帰 つ て 来ました。 


明日から は、 たとえ、 どのような、 よい 天気で も、 

あの 沼へ 行く こと を やめようと 思いながら。 

弁 信さん —— 

わたし は、 その 無名 沼から 逃げ帰る 途中、 あの 低い 

笹原のと ころまで 来ます と、 ばったりと 浅吉 さんに 

行き 逢つ てし まいました。 

『浅吉 さん、 鎧 小屋です か』 

と、 わたしが 訊ねます と、 浅吉 さん は 何とも 返事 を 

しないで、 すうつ と 通り過ぎて しまいました。 

多分、 沼の 近所に ある 镫 小屋の 神主さん のと ころへ、 


あの人た ち はよ く 出かける そうです から、 わたしが、 

そういつ て 訊ねて みたのに、 浅吉 さん は 一 言の 返事 

もせずに 通り過ぎて しまった ものです から、 わたし 

も 気になりました。 気のせい か 知ら、 今日の あの人 

まっさお 

の 顔の 真 蒼な こと。 いつも 元気の ない 人で はありな 

がら、 今日は また 何とい う 蒼い 色でしょう。 まるで 

螢の 光る ように、 顔が 透き 徹っ ていました。 だ もん 

ですから、 わたし は、 あんまり 気になって 振 返って 

見ます と、 おや、 もうあの 人 はいない のです。 そこ 

は 笹原が かなり 広く 続いた ところで あるのに、 いま 

通り過ぎ たと 思 つ た浅吉 さんの 姿が、 もう 見えな い 


ものです から、 わたしの 身の 毛が よだちました。 

でも、 急いで、 あの 林の 中へ 入って しまったの だろ 

うと、 わたし も 暫く 立ち どまって、 林の 方 を 見て お 

りました が、 不安心 は、 いよいよ 込み上げて 来る ば 

かりです。 

あの人 は、 いつぞや 林の 中で 縊れて 死のうと したの 

を、 わたしが 見つけて、 助けて 上げた ことがあ るく 

らいです から、 もしゃと、 わたし は、 堪らない ほど 

の 不安に 襲われました けれども、 その 時 は、 どうし 

たもの か、 あと を 追い かけて 安否 を 突き 留めようと 

する ほどの 勇気が、 どうしても 出ませんでした。 


ななしぬ ま  おもかげ 

無名 沼 の 水の 面影と い い 、 今の 浅吉さ んの 蒼い 色と 

おび- P か 

いい、 すっかり、 わたし を 脅 して、 たとえ 一 足で 

も 後ろ へ 戻ろうと する 力 を 与えません のみならず、 

先へ 先へ と 押し倒される ような 力で、 宿まで 走って 

参りました のです。 

宿へ 帰って 見る と、 ここ はまた なんという 静けさで 

しょう。 渓谷の 間 を 曲って 来る日の 光と いう もの は、 

こう も 明るく、 澄み渡る もの かと 思われる ばかり。 

障子 も 部屋の 隅々 も、 わたしの この 手紙 を 書いて い 

る 机の 上の、 紙 も、 筆 も、 透き 徹る ほど 明るく 澄み 

渡って います。 


弁 信さん —— 

今日の 手紙 はこの くらいに してお きましょう。 けれ 

ども、 これが あなたのお 手元まで 着く の はいつ のこ 

とだか 知れない わね。 それでも、 勘の いいあな たは、 

わたしが ここで 筆 を 運んで いる こと を、 もう、 頭の 

中へ ちゃんと 感じて おいでな さる かも 知れない わ。 

茂ち やん を 大事に して 上げて ください。 あの 子 は、 

ひと 

よく 独り歩き をして、 山の 中へ でもなんでも 平気で 

行って しまう から、 わたし、 それが 案じられます。 

遠く 出て 遊ばない ように、 よく 弁 信さん の 吩咐を 聞 


いて、 来年の 春、 わたしたちが 帰る まで、 おとなし 

くお 留守居 をして いて 下さい つ て —— よくい つ て 聞 

かせて あげて 下さい。 

では、 今日は、 これで 筆 を 止めて、 わたし は、 これ 

から 下へ 参ります。 下の 大きな 炉の 傍で、 これから 

学問が 開かれる のです。 池 田 先生が 歌の 講義 をして 

下さる のに、 また 新しく 俳諧師の 先生が おいでに 

なって、 面白い 話 をして 下さいます。 それが 済む と 

みんなして 世間話、 山の 話、 獵の 話な どで、 炉辺 は 

にぎ や 

いつでも 春の ような 賑 かさです。 

弁 信さん。 


ではお 大切に。 

あ、 まだ 申し 残しました。 お喜び 下さい、 あの 先生 

の 眼が だんだんよ くなります のよ。 

厚い 霞が 一枚 一 枚 取れて、 頭が 軽くなる よう だと 

この間 もお つ しゃいました。 

弁 信さん、 あなた はこの 世界 は 暗い ものと、 最初 か 

ら きめてお いでになります のに、 あの 先生 は、 暗い 

ごリ ようけん 

のがお 好き か、 明るく したい 御 料簡な のか、 わたし 

に はさつ ぱリ それが わかりません」 

十六 


その 翌々 日、 お雪 はまた あわただしい 思いで 筆 を 執 

り はじめました。 

「弁 信さん  

前の 手紙 を まだ、 あなたの ところに 差 上げる 手段 も 

つぎた 

つかない うちに、 わたし はまた 大急ぎで、 継 足し を 

しなければ ならない 必要に 迫られました。 

先日の 手紙に ありました でしよう —— わたしが、 

ななしぬ ま 

無名 沼から 帰る 時に、 低い 笹原の 中で 浅吉 さんに ゆ 

きあつた こと を。 そうして、 わたしが 言葉 を かけた 

まっさお  かお 

のに あの人 は 何の 返事 もな く、 螢 のよう な 真 蒼な 面 


をして ゆきすぎて しま つたこと を。 

あれから 今日で 三日 目です。 浅吉 さんが 帰りません 

—— いいえ、 帰りました。 帰りました けれど 驚いて 

はいけ ません、 あの人 は、 とうとう 死んで しまい ま 

したの よ。 

それが、 どうでしょう、 ところ もあろう に、 あの 無 

名 沼の 中で …… 捜して 引き上げて 来た 人た ちの 話に 

よると、 まあ、 わたし、 どうしてい いかわから なく 

なります。 丁度、 わたしが 立って いた 離れ 岩の 下の、 

絹糸の ような 藻の 中に、 浅吉 さんの 死体が、 絡まれ 

て、 水の 中へ 幽霊の ように、 浮いたり、 沈んだり し 


ていたと いう ことです。 

ああ、 それで は、 わたしが 人の 死骸と 思った の は、 

あの人が 沈んで いたので はない か、 わたしの 見た の 

は、 自分の 影が 映った と 見た のが 誤りで、 最初、 驚 

まぼろし 

かされた 幻 のよう な 姿が、 かえって 本当で はな 

かった でしよう か。 わたし は 今、 自分で 自分の 頭が 

わから なくなりました。 もし、 最初に 見た 水の 中の 

幻が、 ほんとうに 浅吉 さんの 死骸だった とすれば、 

後の 笹原で 行きあった あの人 は 誰でしょう —— わた 

し、 これ を 書きながら 怖くな つてた まりません。 

確かな のです よ、 わたしが あの 笹原で パッ タリと 蒼 


い 面 をした 浅吉 さんに 行きあった こと は。 決して 噓 

ではありません のよ。 

『浅吉 さん、 鎧 小屋へ です か』 

ですから、 わたし は、 そういって 言葉 を かけた ので 

すが、 それに 返事の なかった こと も 確かです。 そう 

して 振 返って 見た 時分に は、 かな リ 広い 笹原の どこ 

にも、 あの人の 姿が 見えなかった こと も 本当な ので 

わたし、 なんだか、 自分まで が、 この 世の 人で ない 

ような 気持が してな りません。 

三日の 間、 水に つかって いた 浅吉 さんの 姿 は、 蠟の 


ように 真白な そうです。 

連れて来て 宿の 一 間に 眠る ように 休んで おいでな さ 

るそう です けれども、 わたしに は、 どうしても 今 見 

舞に 行く 勇気が ありません。 なんでも 人の 話に は、 

水に は 落ちた けれども、 あの人 は  一 口 も 水 をのんで 

はいなかった そうです。 で、 岩の 上で 転んで どこか 

を 強く 打って、 気絶して から 水に 落ちたん だろう な 

うわさ 

んて、 皆さんが 噂 をして います。 けれども、 わたし 

に は、 どうしても 怪我と は 思われません。 覚悟の 上 

の 死に 方です。 あの人が 死のうと 覚悟 をした の は 今 

に 始まった ことじゃありません もの …… それ は、 わ 


たし だけが、 よく 知っています。 ですから、 あの人 

が 怪我で 水に 落ちた と は、 どうしても 思われません。 

それにしても 水 を 一 滴 も 飲んで いなかった というの 

が 変じゃありません か。 

弁 信さん。 こういい ますと、 あなた はきつ と、 それ 

では なぜ、 あの 時に 引 留めなかった とおつ しゃる で 

しょう。 

わたし も 今にな つて は、 重々 それ を 済まない ことと 

思います が、 あの 時の、 わたしに は、 とても それ を 

する だけの 勇気がなかった こと は、 前に 申し上げた 

通りな のです。 なんにしても、 浅吉 さん はか わい そ 


うな こと をし ました。 

憎らし いのは あのお 内儀さん よ。 

ゆくえ 

大勢して、 浅吉 さんの 行方 を 心配して、 捜し 廻って 

いる 間に、 平気で わたしの ところへ 遊びに 来たりな 

んぞ して、 いよいよ 浅吉 さんが 水に 落ちて いたと い 

かお  あざわら 

う 知らせが あった 時、 わたしの 面 を 見て 嘲笑うよう 

な、 安心した ような、 あの 気味の 悪い 面つ き。 

その 時 こそ、 わたし は あのお 内儀さん を 憎い と 思わ 

ずに はいられませんでした」 

それから 二三 日経って、 お雪 はまた 弁 信への 手紙 を 


書き続ける。 

「弁 信さん  

この 二三 日、 わたし は 夢の ような 恐怖のう ちに、 暮 

してし まいました。 

それでも 毎日、 近所の 山へ 葬られた 浅吉 さんのお 墓 

参り を 欠かした こと は ございません。 

それ だのに、 あのお 内儀さん という 人 はどうで しょ 

う。 使い古しの 草履 を 捨てる の だって、 あれよ リ思 

いきりよ く はなれますまい。 

わたしが、 あのお 内儀さん を 憎い と 思った の は、 そ 

きのう 

れ ばかりじゃありません。 昨日の ことです ね、 二人 


でお 湯に 入って いると、 わたしの 身体 を、 あの 叔母 

さんが つくづくと 見て、 

『お雪さん、 あなたのお 乳が 黒くな つてい るの ね』 

というじゃありません か。 

その 時、 わたし は、 乳の 下へ 針 を 刺された ように 感 

じました。 

弁 信さん。 

あなた だから、 わたし はこん な ことまで 書いて しま 

うのよ。 お 乳が 黒くな つたと いうの は、 娘に とって 

は 堪忍の ならない 針 を 含んで いると いう こと を、 あ 

なた も 御存じで しょうと 思います。 


わたし、 ちっとも、 そんな 覚えが ありません。 あろ 

うはず もない じゃありません か。 それ だのに、 こう 

いう 意地の 悪い こと をい う、 叔母さんの 舌に は 毒の 

ある こと を しみじみと 感じました。 何の 身に 暗い こ 

ともない わたし も、 その 時 は 真 赤に なって、 返事が 

できませんでした。 もうこの 叔母さん という 人と は、 

き 

一緒にお 湯に も 入るまい、 口 も 利くまい、 とさえ 思 

い 込んで しまいました。 

です けれども、 叔母さん という 人 はいつ こう 平気で、 

わたしに 話しかける ものです から、 つい、 わたし も 

それに 一 言 一 一言 挨拶 をして る 間に、 つ い 話が 進んで 


しまいます。 憎い とも、 口惜しい とも 思いながら、 

つ い あの人の 口前に 乗せられて、 先方が 言えば 言わ 

れ る通リ 返事 をす るよう になる の は、 自分ながら 歯 

痒い ように 思われて なりません。 いったい、 この 叔 

母さんと いう 人 は、 そう 悪い 人 じ やない のか 知らん、 

ひがめ 

悪い とか、 憎い とか 思う の は、 わたしの 僻目と いう 

もの か 知らとまで、 自分 を 疑って くるよう にまでな 

るの は、 ほんとうに 自分ながら 不思議で なりません 

のよ。 

弁 信さん —— 


あなた ほど、 ほんとう によく 人 を 信ずる 方 は ござい 

ません のね。 あなた は、 いかなる 人 をで も 疑う とい 

うこと がで きないの ね。 わたし もで きるならば、 あ 

なた のように 無条件に、 すべての 人 を 信じて、 疑う 

という こと をした くありません けれど、 あの 叔母 さ 

ん ばかり は、 信じよう としても、 信じ きれないで 困つ 

ています。 いっそ、 信ぜられないならば、 どこまで 

も 信ぜられない ままに、 思う さま あの 叔母さん とい 

う 人 を 憎んで やりたい とも 思います が、 それ もで き 

ない わたし は、 やっぱり 浅吉 さんと 同じような 気の 

弱い 人な のでしょう。 わたし、 ほんとうに 人 を 憎む 


か、 愛する か、 どちら かに きめてし まいたい と、 こ 

しき 

の ごろ 頻りに それ を 思わせられ ています。 本当に 憎 

むことの できない 人 は、 本当に 愛する こと もで きま 

せんの ね。 

弁 信さん。 

あなた は 違います。 あなた は 本当に 愛する こと を 

知ってい らっしゃ るから、 また 本当に 憎む こと を 御 

存じです。 ですから、 あなた はこうと 信じた こと を 

どなたの 前に 向っても、 たとえ その 人の 一時の 感情 

きた 

を 害しよう とも、 自分の 将来の 身の上に 不利益が 来 

りましょう とも、 少しの 恐れ気 もな く、 善い こと は 


善い、 悪い もの は 悪い、 と 断言 をな さる ことができ 

るので あります。 わたしに は それが できません のよ _ 

どうかす ると、 この 叔母さんが、 あの 浅吉 さん を 殺 

したの だ —— 眼前そう 疑いながら、 あの 叔母さんの 

調子よ い 口前に 乗せられ ると、 本当の 心から、 あの 

叔母さん を 憎めな くな つ てし まいます のよ。 

今日 も 学問が 済んで から、 わたし は浅吉 さんのお 墓 

参りに まいります。 

弁 信さん。 

人間に は 本当のと ころ は、 悪人と いう もの は 無い も 

のでし ようか —— そうでなければ この 世に、 善人と 


いう もの は 一 人 も 無い のでし ようか。 

今まで、 人 を 疑う という こと を、 あんまり 知らな か つ 

た わたし は、 あの 叔母さん を 見てから、 わからな く 

なりました。 

あの 時、 こんな こと をい いました よ、 あの 叔母さん 

は。 よく 世間で、 女で も 男で も、 捨てられた とか 捨 

てた とかいって、 後で 泣いたり 騒いだり する が、 あ 

んな ばかげた 話 はない よ。 

もともと、 それ は 関係の 出来る 時から 知れた 話 じ や 

ないか。 誰が お前、 いつまでも 惚れたり 腫れたり し 

た 時の ような 心 持で いられる ものです か。 熱くなる 


こ ともあれば、 冷める こと もあって こそ、 色恋 じ や 

*k ヽ ゝ o 

るレカ 

冷めたら、 さっぱりと 切れて しまう こと さ。 みつと 

もない じ やない か、 あと を 追い 廻して、 死ぬ の 生き 

るの、 手切れ をよ こせの、 やらない のと 騒ぐな んぞ 

は。 お前さん、 色 恋をするなら 真剣に、 まかり 間違 つ 

たら 殺されても 恨みの ない 心 持で かからな けり ゃ噓 

です よ。 

殺した つてい いさ。 殺された つて 恨みっこなし。 男 

なん ぞは 幾人で も 手玉に 取って おやりな さいよ。 お 

なき  つ ら 

雪さん、 捨てられ たの 何のって 泣つ 面 をしながら、 


敵 を 討って 下さい なんて、 飛んでも ない ところへ 

泣きつ くなん ぞは、 女の 面汚し。 自分から 触れば 落 

ちそうな よわみ を 見せて 男 を 誘いながら、 後に なつ 

じゅうりん  もて あそ 

て、 やれ 貞操 を 蹂躪され ましたの、 弄 ばれました 

のと、 人の 同情に 鎚 ろうとす る 女 は、 女の 風上に も 

おけない —— 

ずいぶん、 乱暴ない い 分じゃありません か。 ところ 

が、 その 乱暴ない い 分が、 あの 叔母さんの 平気な 口 

みみ ざ わ 

から 出る と、 耳障りに 聞えない のが 不思議の ように 

思われて なりません。 

弁 信さん。 


こうして、 わたしが、 調子の いい 口前に 乗せられて、 

乱暴 極まる いい 分 を、 次第 次第に 本当の 事の ように 

信じて しまったら どうでしょう。 それ を 考える と、 

怖ろ しい ことではありません か。 わたしが この 叔母 

さんと 同じ 心 持に なって、 同じ 行いが 平気で やって 

ゆかれる ようになったら、 大変ではありません か。 

お 友達の 感化と いう もの は 怖ろ しい もの だと、 かね 

て 聞かされて いました。 お 友達に よって 人間 は、 青 

くもなれば、 赤く もなる の だから、 お 友達 は 選ばな 

ければ ならない という こと は、 子供のう ちから 充分 

に 教えられて いました が、 今の わたしに は、 選ぶ に 


も、 選ばない にも、 あの 叔母さんの ほかに 無い じ や 

ありま せんか。 

弁 信さん。 

これで 今日 も 学問の 時間に なりました。 炉辺へ 行か 

ねばな りません …… 

ちょっと お待ち 下さい。 ここで 筆 を 休ませよ うとし 

ている と、 下で なんだか 騒々 しい 人の 声が 起り まし 

たよ。 

おや！ あの 声 は、 嘉 七さん の 声で はない か。 

おんなずきん 

『今、 離れ 岩ん とこで、 こねえ な 女 頭巾 を 拾って 来 

たよ、 見て おくん なさい、 こり や あ、 あの 高山の 


穀屋 のお 内儀さん の 頭巾 じゃあん めえ か。 縮緬 だよ、 

安くね え 頭巾 だよ …… あんなと ころへ 落して おい 

ちゃ あ、 風で 水の 中へ 吹ッ 飛んで しまわ あな。 穀屋 

のお 内儀さん はおいで なさらね え か、 頭巾 を 拾って 

参り ましたよ』 

嘉 七さん という 人が 離れ 岩の 傍で、 女 頭巾 を 拾って 

来たと いう。 

頭巾 はかまい ません が、 わたし は、 あの 離れ 岩が い 

やです。 なんだ つて、 お 内儀さん は、 あんなと ころ 

へ 行った のでしょう。 

『高山のお 内儀さん は 今朝 出た まん ま、 まだ 帰らね 


えよ』 

これ は、 留 さんと いう 男の 返事。 

あのお 内儀さん が 今朝 出た まま 帰らない。 そうして 

離れ 岩の 女 頭巾。 

弁 信さん。 

わたしの 胸が また 早鐘の ように 鳴ります。 行って 確 

めて 来ます。 あの 叔母さん までが 離れ 岩の 下の 水 藻 

に 沈んで しまったの ではない か。 何だかそう 思われ 

てなら ない」 

その 翌日のお 雪の 手紙。 


「弁 信さん  

わたしの 胸に ハツと 来たの は 無理ではありませんで 

した。 その 晩になる まで、 あの 叔母さんが、 とうと 

う 宿へ 戻って 参りませんでした。 その 翌朝 も。 

そこで、 また 大騒ぎ をして 探しに 出かけた のです が、 

その 心 当りの 第一 は、 どこと いうまで もあります ま 

い、 あの 離れ 岩です。 現に そこに は、 あの 叔母さん 

の 物だろう という 女 頭巾が 落ちて いたのみ ならず、 

この間の、 あの 藻の 花が、 物 をい わずに はいません。 

いんねん ごと 

因縁 事の ように 怖ろ しいではありません か。 あの 叔 

母さんが、 やはり 浅吉 さんと 同じと ころの 水の 中に 


落ちて、 絹糸の ような 水 藻に 絡まれて 死んで いたの 

です。 それ も 死に 方が 同じように、 一 滴の 水 も 飲ま 

ずに、 死んで いたと いう ことです。 

わたし は、 何 か 眼に 見えない 緦が、 わたしたちの 周 

囲に 犇々 と 取 巻いて、 その 緦に 触れよう ものなら、 

誰でも 容赦の ない 力の ある こと を 感じて、 身 も 世 も 

あらぬ 思い をせ ずに はおられません。 

この 続け ざまな 不祥の 出来事に、 宿に いる 人た ちの 

評判 は 区々 です。 

浅吉 さんと、 あの 叔母さんとの 間 を、 最初から 知つ 

ている もの は、 浅吉 さんの 死 を 悲しんで、 あの 叔母 


さんが その後 を 追った の だと いう こと を、 言つ て い 

ます。 つま リ、 あれ は 別々 の 心中 だとい つてし まう 

人 もあって、 後から 来た 人た ち は 大抵 その 意見に 

従って、 あれ を 離れ離れの 心中 だと 見て しまう 者が 

多い のです が、 わたしに は 決して そうは 思われ ませ 

ん。 あの 叔母さん という 人が、 浅吉 さんの 後 を 追つ 

て 死なねば ならぬ ほど、 人情の ある 人であった かど 

うか、 この 手紙 を ごらんに なれば おわか リ になる は 

といって、 二人まで 続いて 同じと ころで 怪我 をして、 

水に 溺れて 死ぬ というよ うな こと も ありよう はず は 


あります ま い。 

どう 思い詰め たって、 あの 叔母さんが、 自分で 死ぬ 

気になん ぞ なる もんです か。 

そんなら ば —— わたし は、 あれ こそ 浅吉 さんの 魂が、 

あの 叔母さん を、 同じと ころへ 引き込んで 殺した も 

の だとし か 思われません。 そうでなければ、 ほかに 

解釈の しょうがない じゃありません か —— 

それから また、 ある 人 は、 その 前の 日、 あの 叔母 さ 

ほとり 

んが、 吉田 先生と 一 緒に、 沼の 辺 を 歩いて いたの を 

見た という ものが あります が —— 吉田 先生と は 机 竜 

之 助 様の こと —— それ はなんでも ありません。 何 か 


であった ところで、 その 日 は、 叔母さん はちゃん と 

宿へ 帰って いますし、 姿の 見え なくなつ たの は その 

翌日からの ことで、 その 翌日から 今日まで、 先生 は 

ちゃんと 三階の 柳の 間に 休んで おられます。 尤も 

時折、 先生 は 眼 を 冷し に 外へ おいでに はなり ますが、 

いっか 知れない ように 戻って は 休んで しまわれたり、 

また 静かに 坐って 考えて おいでになる ばかりで すか 

ら、 誰も 先生 を 疑う 意味で、 そんな 噂 を 始めた ので 

はありません。 ただ、 その 先の日に、 あの 先生と 叔 

ほと リ 

母さんと が、 沼の 辺 を 一緒に 歩いて いたの を 見た 

という こと だけが、 ちょっと 人の 口の端に 上った だ 


けなので す。 あの 先生 はま だ、 こんな 出来事 を御存 

じ はありますまい。 わたし もなる ベく お知らせ をし 

たくない と 思って います。 镫 小屋の 神主さん は、 ま 

むろ どう  ぎょう 

た 室 堂 へ 上って 行 をして おいでな さるの だから、 

誰も そのほかに、 あの 沼の 傍へ 立 入る 者 は 無い はず 

しらかば 

です。 嘉 七さん は 白樺の 皮 を 取りに あの 辺へ 通リか 

かって、 そうして 頭巾 を 見つけ 出して 来たまで です。 

ああ、 また 今夜 は みんなし てお 通夜 をし なければ な 

リ ません。 

弁 信さん。 

わたし は浅吉 さんの 死 顔 を 見なかった ように、 あの 


叔母さんの 死 顔 も 見ないで しまおうと 思います。 私 

に は それ を 見る の 勇気が ありません もの。 皆さん も 

また、 出世 前の 者 はそう いう もの を 見ない 方が よい 

と 申します  」 

十七 

追分から、 木 曾 街道の 本道 を 取らずに、 北国 街道 を 

行く 道 庵と 米 友。 

はかど 

どうした もの か、 米 友の 足が 思うよう に涉ら ない。 

軽 井沢から 沓掛 まで 一里 五町、 沓 掛から 追分まで 一 


里  一二^: 

こちろ 

そこで 善 光寺 道 を 小 諸へ 続く 原っぱで、 来 友が ドッ 

力と 路傍の 草の 上に 坐り込んで しまいました。 

「友 様、 どうした」 

「う— ん」 

ま— う 

と 来 友が 杖 槍から 荷物まで、 そっくり そこへ 抛り 出し、 

うわめ づか  かお 

足 を 投げ出して、 上目 遣いに、 道 庵の 面 を 眺めた だけ 

で 無言。 

来 友の グロテスクな 面に、 浅 間の 雲と 同じような 

憂鬱が 三 筋た なびいて いる。 

道毫は そこで 杖 を 立てて、 IE5 濃の 山^ を頓 みている 


と、 

「先生」 

暫くあって、 来 友が 重苦しく 道 庵 を 呼ぶ。 

「何 だい」 

「人が 死んでも、 ほんとうに 魂と いう ものが 残る のか」 

「そり や、 そうだと も」 

「で、 その 魂 は どこへ 行って るんだ」 

「うむ、 そり や あ …… 」 

道 庵 は グッと 唾 を 呑み込んで、 

「そり や あお 前、 地獄へ も 行けば、 極楽へ も 行か あな」 

「地獄と 極楽の ほかに、 この 世へ 戻って 来る こと はね 


えの か」 

「そり や、 この 世へ 戻って 来る こと も ある、 魂魄 この 

土に とどま つ て、 恨み を 晴らさないで おくべき か …… 」 

ひょうたん  み え 

道 庵 は 瓢簞を あやなして、 変な 見得 をき つてみ ま 

ゆる 

したが、 米 友 は その 追究 を 緩めないで、 

「その 魂が この 世へ 戻って 来る と、 どこに いる」 

ちゆ ラ  さまよ 

「うむ、 そり や あ …… そ りやこの 宙 に 彷徨って いてな、 

好きな 奴へ は 乗りう つり、 恨みの ある 奴に は取ッ つく」 

「うん、 それで、 その 魂 は、 どんな 色 をして いる」 

「色 —— 魂の 色 かい」 

「この 世に ある ものなら、 色が あるだろう」 


しき  すな わ  くう 

「うむ  色 も あるに は ある、 色 は 即ち 空、 空 は 即ち 

色な りと いって、 魂 だって、 色が 無え という 理窟 は 無 

え」 

りさ 

と、 道 庵が 力みました。 

「それで、 どんな 形 をして いるんだ ね、 先生、 その 魂 

ま  」 

米 友 はす かさず 突つ かける。 

「なに、 その 魂の 形 かい ：•：• およそ 形の ある もの は 潰 

れず という ことなく  」 

とかなん とかいって みました けれど、 さすがの 道庵シ 

ドロ モド 口で、 その 足 もとの 危ない こと、 酒の せいば 


かりで はあります まい。 

事実、 この 一本槍 は、 米 友が 手練の 杖 槍よりも その 

穂先が 深い —— また、 この 負担 は、 米 友の 肩に かけた 

シリゎ jj- 

振 別 を押ッ つけられ たよりも、 道 庵に とって は 重い。 

さきに は、 出任せに、 一種の 霊魂不滅 を 説いて 来 友 

に 聞かせた が、 それ こそ 本当の 道 庵 流の 出任せで、 か 

りに 一時の 気休めに 過ぎない。 道 庵 自身が 果して、 霊 

魂の 不滅 を 信じて いるか どうか は 頗 る 怪しい もので 

す。 だから、 正式に こういって、 色 は、 形 はと、 ジリ 

ジリ 突っ込まれて みると、 相手が どこまでも 真剣な の 

だから、 魂 は 青い 色 をして、 雨の 夜に 墓場の 上で 燃え 


ているな んぞ と、 ごまかし きれない。 

道 庵 は 苦し まぎれに、 瓢簞を ハタ ハタと 叩き出し 

てみ たが、 瓢箪から 駒 も 出ない し、 真理 も 出て 来ない。 

幸か不幸か、 道 庵 先生が ソクラテス ほどの 哲人で な 

わかと のばら 

かった 代りに、 相手が ギリシャの 若殿原 ほどの 弁論 家 

でなかった から、 霊魂 は 調和 か、 実在 か、 の 微妙な と 

ころまで は 進まず、 

「先生、 おいら は、 もう 一 べん 軽 井沢へ 帰りて えの だ」 

ゆうぜん 

米 友が 悠然として、 哲学から、 感傷に 移りました。 

米 友の は、 難問 を 吹き かけて 道 庵 を 苦しめる が 目的 

ではなく、 軽 井沢のお 玉の ことが 気になって ならない。 


ここまで 足の 運びの 重 いのも、 その 一種 異様なる き 

ぬぎぬ の 思いに 堪 うる ことができないで、 それが 魂の 

問題と なって 穂に 現われた という だけの もの。 

この 男 は、 もう 一度、 軽 井沢へ 帰って、 しみじみと 

おもかげ 

お 玉と いう 女と 話が してみ たいの だ。 お 玉の 面影が、 

どうしてもお 君 に似てい る。 そうして、 特別に 自分に 

とって は 親切であった ことが、 忘れられない。 

魂と いう ものが あって、 人に 乗りう つる ものなら ば、 

たしかにお 君の 魂 は、 あの 女に 乗りうつつ ている。 名 

さえ 前名のお 玉と あるで はない か。 

米 友 は、 この 二 里 八 町の 道 を、 絶えず そのこと ばか 


り 思うて、 後ろ髪 を 引かれ 引かれて これまで 来ました。 

途中、 幾度 も、 この 杖 も、 荷物 も 投げ出して、 軽 井沢 

へ龃け 戻ろうかと 思いつめて は、 思い返し、 思い返し、 

ここまで 来たの だが、 ついに 堪えられ なくなって、 こ 

こで 投げ出し たもの らしい。 

それ を、 また 道 庵 は、 いつもの 短気に も 似合わず、 

長い ことかかって、 懇々 と 説諭して、 再び 米 友 をして 

荷 を 取って 肩に かけ、 槍 をつ いて 出で立た しむる。 

追分から 小 諸まで は 三 里 半。 

まだ 少々 早い が、 小 諸の 城下で 泊る つもりで 町へ 入 

り 込む と、 早く も 二人の 姿 を 見つけた 問屋 場で、 


「あれ だぜ、 あれが 一昨日の 日、 軽 井沢で 裸 松 を やつ 

つけた 大将 だ！」 

たち ま 

という 評判で、 小 諸の 町へ 姿 を 見せる が 早い か、 忽ち 

に 二人が、 城下 全体の 人気者と なって しまいました。 

一 昨日の 出来事、 米 友の 武勇が、 僅か 六 里 を 隔てた 

街道 筋の 要所に 宣伝され ている の は、 早 過ぎる 時間で 

もてあま 

はない。 裸 松 そのものが あぶれ 者で 持 余されて いただ 

けに、 それ を 倒した 勇者の 評判が 高い。 で、 例に よつ 

て 輪に 輪 を かけられて、 街道の 次から 次へ と 二人の 行 

く 先が 指さし の 的と なる。 

その 評判がなくて さえ、 ひよ ろ 高い 道 庵と、 ちんち 


くりんの 来 友が、 相伴うて 歩く 形 はかなり 道中の 人目 

を 引く の だから、 まして、 その 人気が 加わって みると 

きた 

誰でもた だは 置こう はずがない。 その 勇者 来る の 評判 

を、 讃 嘆しょう として 出て 来た ものが 失笑す る。 

本来、 正直な 米 友 は、 小さくな つ て 道 庵の あとに く つ 

ついて 行く が、 道 庵 は 大気 取りで、 突 袖に 反身の 体。 

てきき 

あの 小さい のが、 素敵な 手 利で、 あれが 裸 松 を 一 撃 

の 下に 倒した の だが、 前の は 先生で、 自身 は 手 を 下さ 

ない が、 あの 先生が 手 を 下す 日に なったら、 どの くら 

い 強い か 底が 知れない。 小 諸 や、 上田の 藩 中に、 手に 

立つ 者が 一 人で も ある もの か —— なん ぞ という 評判が 


道 庵の 耳に 入る と、 先生い よいよ 反身に なって しまい、 

街道 狭し と 歩く その 気取り 方ったら、 見られた もので 

はありません。 

むほん 

この 得意が 道 庵 先生 をして、 一 つの 謀叛 を 起さし め 

たの はぜ ひもありません。 それ は、 ただこう して 長の 

道中、 道 庵 は 道 庵と して、 米 友 は 米 友と して 歩いた の 

では、 旅の 興が 薄い から、 その 時 その 時に よって、 趣 

向 を 変えて 行ったら どう だ。 それに はまず、 差 当り、 

輿論の 推薦に 従って、 自分 は 武術の 先生に なりすまし、 

米 友 を そのお 弟子 分に 取 立てて、 これからの 道中と い 

う 道中 を、 武者修行 をして、 道場と いう 道場 を、 片っ 


ぱ しから 歴訪して 歩いたら 面白かろう。 

その 事、 その 事と、 道 庵が 額 を 丁と 打って、 吾な が 

ら その 妙案に 感心し ました。 

きざ 

道 庵に 左様な 謀叛が 兆した と は 知らぬ 来 友、 恥 かし 

そうに、 その あとに くっついて、 城下の 巴屋六 右衛門 

と いうのに 泊る。 

しかしながら、 その 翌日 は 相 変らず の 道 庵 は 道 庵、 

米 友 は 来 友。 

二人ともに 別段、 武芸者と しての 改まった 身 姿に も 

ならな いのは、 道 庵の せっかくの 謀叛に、 米 友が 不同 

意 を 唱えた わけで はなく、 小 諸の 城下 を 当ってみ たけ 


れ ども、 変装 用の 思わし い 古着が 見つからなかった も 

のらし い。 

しんきゅう じゅつ げんり 

道 庵 は 「緘灸 術 原理」 という 古本 を 一 冊 買って、 小 

諸の 宿 を 立ちました。 

うんの 

小 諸から 田 中へ 二 里 半。 田 中より 海 野へ 二 里。 海 野 

ょリ 上田へ 二 里。 上田よ リ坂 木へ 三 里 六 町。 坂 木より 

たば じ ま 

丹 波 島へ 一 里。 

丹 波 島から 善 光寺まで は、 もう 一里 十二 町と いう ホ 

ンの 一息のと ころまで 来て、 犀 川の 河原。 

この 河原へ 来た 時に 月が あがった ので 道 庵 先生が、 

すっかり いい、 ひ 持に なって、 渡し を 渡らずに 河 泵 へ 出 


てし まい、 明日 はい やで も 善 光寺。 今晩は ここで、 思 

う 存分 月見 をしょう と い い 出しました。 

信 州 名代の 川 中島。 月 はよ し、 風 はなし、 前途の 心 

配 はなし。 来 友 を 促して、 渡し場から 筵 を 借り、 それ 

を 河原の 真中に 敷いて、 一 瓢を 中央に 据え、 荷物 を 左 

とうざん  とぎ ゆう  かん  はいかい 

右に 並べて、 東 山の ほと リょリ 登り、 斗 牛の 間 を 徘徊 

しょうと する 月に 向って 道 庵 は 杯 を あげ、 そうして 意 

気 昂然と して、 川 中島の 由来 記 を 語って 米 友に 聞かせ 

ました。 

米 友 も、 信 玄と謙 信と に は、 相当の 予備知識 を 持つ 

ている。 ことに 道 菴が甲 陽 軍 鑑を楣 にと つて、 滔々 と 


やり 出す 川 中島の 合戦 記に は、 米 友 も 知らず 識らず 釣 

込まれ、 感心して 聞いて いるもの だから、 道 庵 も、 い 

よいよ いい 気になって、 喋る だけ 喋る と、 喋り 疲れて、 

ひょうたん  いびき 

瓢簞を 枕に ゴロ リと 横にな つて、 早く も 鼾の 声です。 

夜もすがら 川 中島の 月 を 見て、 明日 は 善 光寺と いう 

約束 だから、 来 友 も ぜひな く、 旅の 合羽 を 開いて 道 庵 

の 上に 打 着せ、 自分 は 所在な さに 槍 を 抱えて 河原の 中 

へ、 そぞろ歩き を 始めた ものです。 

犀 川の 岸 を、 そぞろ 心に 米 友が 歩む と、 行 手に 朦朧 

として 黒い 物影。 吾 行けば 彼 も 行き、 吾 止まれば 彼 も 

止まる。 来 友 は 夢心地で その 影 を 追いました。 


四 郡 を 包む 川 中島。 百 里 を 流る る 信 濃 川の 上。 歩み 

歩む といえ ども、 歩み 尽す という ことはありません。 

まわ リ 

いわん や、 立ち止まって 月 を 見る と、 四周の 山が 月光 

きた 

に 晴れて、 墨の 如く 眼界に 落ち 来る。 

おも  ばい 

月 を 砕いて 流る る 川の面 を 見る と、 枚 を 含んで 渡る 

はっきん かお 

人馬の 響きが する。 その 響きに 耳 を 傾ける と 白 巾に 面 

もえぎ  どうかた ぎぬ 

を 包み、 萌 黄の 胴 肩 衣、 月 毛の 馬に 乗って 三尺 余りの 

ながみ つ  かざ 

長 光 を 抜き 翳した 英雄が、 サッと 波打 際に 現われる。 

青貝の 長柄の 槍が 現われて 馬の さんず を 突く。 それが 

消える と、 また 朦朧と した 黒い 物影が、 行きつ とまり 

つす る。 


興に 駆られた 来 友 は 槍 を 下にお くと、 手頃の 石 を 拾 

こ  ちゃ 

い 取って、 カを罩 めて 靄の 中へ 投げ込んで みました。 

いっさん 

それに 驚いて、 楊柳の 蔭から 一散に 飛び出して、 河 

原 を 横 一 文字に 走る ものが ある。 

犬だろう、 と 米 友が 思いました。 

一 匹が 走る と、 続いて 思い も かけぬ ところ からまた 

一匹、 また 一 匹。 

うな 

その物が 唸る —— 犬で はない。 

こころえがお 

と 来 友 は 心得 面に 杖 槍 を 拾い上げ たが、 その 犬に 似 

た 真黒い ものの 影 は、 靄の 中に 消えて、 唸り 声 だけが 

ものすご 

尾を引いて 物凄い。 


狼 だ —— 犬の 形 をして 犬で ない。 犬の 棲む ベから ざ 

ると ころに 棲む の は 狼 だ。 

いいや ま しょうじ ゆ 

この辺に は 狼が いる。 飯 山の 正受 老人 は、 群 狼の 

中で 坐禅 をした という こと を 米 友 は 知らないが、 これ 

は 油断が ならない。 見廻せば 前後 茫々 たる 川 中島。 

ああ、 上 杉 謙 信で はない が、 自分 は あま リ 深入り を 

した。 道 庵 先生の 身の上が 気に かかる。 

道 庵の 身の上 こころもとな しと 戻って 見れば、 道 庵 

むしろ 

は 狼に も 食われず、 無事に 筵の 上に 熟睡して います 

から、 米 友 も 安心し ました。 

酔うて 沙 上に 臥 するとい うの は 道 庵に 於て、 今に 始 


まった ことで はない。 医者の 不養生 をた しなめ るの は、 

たしなめる 者の 愚で ある。 

そこで 来 友 は そのと ころ を 去って、 再び 川 中島の 川 

さまよ 

原 を 彷徨う。 

時 は 深夜、 月は冲 天に ある。 興に 乗じて 来 友 は、 手 

にせる 杖 槍 を 取って 高く 空中に 投げ上げ、 それ を 腕で 

受 留める。 

カントン  ほうてん げき 

広東の 勇士が 方 天戟を 操る 如く、 南洋の 土人が ブ— 

メ ラング を 弄する 如く、 来 友 は 杖 槍 を 投げて は受 留め、 

受 留めて は 投げながら、 川 中島の 川原の 中で ひとり 

た わ. W 

戯れて いる。 戯れながら 川原の 中 を 進み 行く と、 や 


がて また 茫々 として、 前後 を 忘れる。 

そもそも 

「抑々 当流ノ 元祖 戸田 清玄ハ 宿願 コレ 有ルニ ョ ッテ、 

さんろう 

加賀国 白山 権現 二 一  七日 ノ間、 毎夜 参籠 致ス 所、 

何処 トモ ナク 一 人ノ 老人 来リ御 伝授 有 ルハ夫 レコノ 

流 ナリ」 

来 友 は 高らかに 戸田 流の 目録 を、 そら 読みに 読み 上 

げ ました。 

来 友の は、 戸田 流と 限った わけで はない。 強いて 流 

あ つ - ) J ゆう 

儀 をい えば 淡路流 ともいうべ きもの。 本来 は 野性 自然 

の 天分に、 木 下流の 修正 を 加えて、 それから あと は 

ふき じゅ う 

不羈 自由であります。 自由なる が 故に、 あらゆる 格 法 


を 無視す る こと もで きる 代りに、 あらゆる 格 法 を 取つ 

て 以て わが 用に 供す る こと もで きる のであります。 

ちょっと 道場 視 きをして からが、 いい 形と、 いい 呼吸 

を 見て取つ て 自得す る。 

それで、 この 男 は、 別段に 師匠の 手から 切 紙、 目録、 

しるし 

免許と いったよ うな 印 を 与えられて はいない。 そう 

かとい つて、 自ら 進んで 米 友 一流 を 開く ほどの 野心 も、 

慢心 も、 持 合せて いない。 

「先 ヅ槍ヲ 以テ敵 二 向ヒ、 切 折 ラレ テ後、 棒ト ナル、 

又 棒 切 折 ラレ テ半棒 トナル …… 」 

そこで 彼 は 独 流の 型 を 使い はじめました。 槍から 棒 


に 変化し、 棒が また 半 棒に 変ずる までの 型 を、 鮮 かに 

やっての けました。 

自由と、 乱雑と は、 意味 を 異にする。 修練 を 経て 天 

分が 整理され ると、 初めて 自由の 妙 境が 現われる。 自 

由が 発して 節に 当る と、 それが 型と なって 現われる。 

小人 は、 乱暴と、 反抗と を 以て、 自由な りと 誤 想す 

る。 

自由 は 型で あり、 礼儀で ある こと を 知らない。 型 は 

人 を 縛る ものに 非ず して、 これ を 行か ざれば、 大道 無 

きこと を 人に 知らし むる 自由の 門で ある。 

型と、 礼儀 を、 重んぜざる 者に、 大人と なり、 君子 


となり、 達人と なり、 名人と なり、 聖域に 至る の 人 あ 

リ という 例 を 聞かない。 

だがし かし、 型と、 礼儀に 捉 われた 人間 ほど、 憐れ 

むべき もの はない。 それ は 人間に 非ず して、 器械で あ 

る。 

単に 器械 だけなら ばいい が、 その 器械が、 圧搾 器械 

でもあった 日に は、 人間の 進歩 を 害する ことこれ より 

大 なる はない。 

ある 者 は 型から 入って 自由の 妙 境に 遊び、 ある 者 は 

野性 を 縦横に 発揮して、 初めて 型の 神妙 を 会得す る。 

無論、 宇治山 田の 米 友の は、 その後 者に 属する もの 


であります。 

とうぜん 

今や、 米 友 は 陶然と して、 その 型に 遊ぶ の 人となり 

ました。 

こんな こと は 滅多にな いのです。 かって、 甲府 城下 

の 闇の 破牢の 晚に、 この 盛んなる 型 を 見せた ことがあ 

にょほう あんや 

りました が、 あの 時 は 如法 暗夜のう ちに、 必死の 努力 

で やりました。 今夜の は 月明のう ち、 興に 乗じて 陶然 

として 遊ぶ のです。 

その 型の 美し さ —— すべての 芸道に おいて、 型の 神 

まずち つ 

妙に 入った もの は、 先 以て 美しい というより はいいよ 

う 力な レ 


惜しい ことに この美し さ を 見る ものが、 月と、 水と 

の ほかにはありません。 

米 友が 陶然と して 型に 遊んで いる 時、 その 型 を 破る 

もの は 道 庵 先生の 声であります。 

たま 

「こいつ は堪ら ねえ、 こいつ は堪ら ねえ」 

道 庵が 突如と して、 うろたえ 声で 騒ぎ 出しました か 

ら、 来 友が、 一 議に 及ばず 馳せ参じました。 

見れば 筵の 上に 眼を醒 ました 道 庵 は、 合羽 を かなぐ 

しき 

り 捨てて 頻りに うろたえて いる。 

聞いて みると、 今まで 自分が いい 心 持で 眠って いる 

ところへ、 不意に 何物 か 現われて、 鼻つ ぱし をガ リガ 


リと嚙 つた ものが あるから、 驚いて 跳ね起きた ところ 

だとい う。 

鼻つ ぱしを ガリ ガリと 嚙られ て は 堪らない。 しかし、 

あ-こ J- 

よく 見れば 道 庵の 鼻 は 完全に 付いてい るし、 四方 を 見 

おびやか 

て も、 何物 も 道 庵 を 脅 しに 来た ものの 形跡 を 認めら 

ォる レ 

あ {5, 

「危 ねえ、 危 ねえ、 こんなと ころに 泊つ ちゃ あいられ 

ねえ、 たしかに 今、 おれの 鼻つ ばし を嚙 りに 来た 奴が 

ある」 

といって 道 庵 は、 しきりに おびえながら、 その 荷物 を 

搔き 集めて、 こんなと ころに は 一刻 も いられな いとい 


うような 身 ふり をす る 

はは あ、 それで は、 さいぜんの あの 犬に 似て 犬で な 

いのが やって来て、 道 庵の 寝込み を 襲った のか。 

あわ 

慌てながら、 うろたえ ている 道 庵 を 見る と、 ブル ブ 

ルと 胴ぶ るいが 止まない。 怖い ばかりで はない、 寒い 

の だ。 酔って いる うちこ そいい 心 持で 寝て いたが、 多 

むしろ じき 

少 醒めて は、 川原の まん 中へ 筵 敷で は堪 るまい。 怖 

いので うろたえ ている のか、 寒い のに 怖れ をな したの 

か、 とにかく、 眼を醒 ました 道 庵が、 一刻 もこ こにい 

られ ない という 心 を 起した こと は 確かです から、 米 友 

も 出立の 用意 をす る。 


出立の 用意と いったと ころで 今 は 真夜中 過ぎ、 一 里 

の 道 を 善 光寺に 着いた ところで、 まだ 戸 を あけて いる 

たば じ ま 

家 は あるまい。 第一、 つい 眼の さきの 丹 波 島の 渡し場 

だって、 舟 を 出すまい ではない か。 しかし 思い立つ と 

留めて 留まらぬ 道 庵で は ある。 来 友 も ぜひな く 莛を卷 

いて 丹 波 島の 渡し場まで 来ました。 

さて 渡し舟 はつな ぎ 捨てられて あるが、 眠って いる 

船頭 を 起す も 気の毒。 

道 庵が 心得顔に 小声で 来 友 を そそのかし、 そっと そ 

の 舟 を 引き出して 乗る。 

犀 川の 渡し、 ここ を 俗に 丹 波 川と いう。 水勢 甚だ 急 


にして、 出水の たびに 渡し場が 変る。 水の 瀬が 早くて 

棹 も 立たない。 たぐり 繩で舟 を 渡す。 

背の 低い 来 友、 やっと そのたぐ り 緦に鎚 りついた が、 

あやつ 

それ を 操る こと は 妙 を 得て いる。 ともかくも 舟 は 中 

流に 乗 出す。 もし、 船頭が 眼で も醒 まそう ものなら、 

ひと もんちゃく 

一 悶着 を 免れない が、 幸いに その 事 もな く 舟 は 向う 

の 岸に 着く。 

おぼろげ 

飛び 上った 道 庵 は、 月の 光で 朧気に 立札の 文字 を 読 

むと、 平水の 時 は 一人前 五十 文と 書いて ある —— そこ 

で 百 文の 銭 を 取 揃えて、 舟 板の 上に 並べて 置いて、 申 

しわけ をした つもり。 


ほどなく 権 堂の 町へ 入る に は 入った が、 どこと て 今 

時分、 起きて いる 気紛れ はない。 二三 軒、 宿屋 を 叩い 

もてな 

てみ たけれ ど、 起きて 待遇そう という 家 もない。 

だいもん まえ 

後町から 大門 前まで 来る。 道 庵 先生、 しきりに 胴ぶ 

ふたと き 

るい をつ づけて いるが、 そこ は負惜 み、 もう 二 時 もた 

てば 夜が 明ける だろう、 夜が 明けたら 最後、 善 光寺の 

町 を ひっくり返して くれよう。 それまで はまず 山門の 

隅な りと 借りて 一 休み  

「江戸へ 五十 七 里 四 町 

日光へ 六十 里 半 

越後 新 潟へ 四十 八 里 二十 七 町」 


と 大きな 道標 を 横に 睨まえ、 もうこれ、 ともかく 五十 

七 里 も 来た かなと 眩 きながら、 善 光寺の 境内へ はいつ 

て 行く。 

本来、 上方 を 目的と する 旅 だから、 追分から 和 田 峠 

を 越して 下 誠訪へ 出る のが 順序な の を、 そこが また 道 

庵の 気性で、 信 濃へ 来て 善 光寺へ 参詣 を しないの は、 

仏 を 作って 魂 を 入れぬ もの だと 意地 を 張った ばっかり 

で、 こんな 寒い 思い もす る。 

十八 


それでも、 どうか こうか、 二人 は 善 光寺 本堂の 外陣 

あまた 

のお 通夜の 間に 入り込んで、 数多の 群衆の 中へ 割込み 

ました。 

ほどなく 朝参りの 団体 も 押し かけて 来る。 善 光寺の 

内外 は 人で 満たされる。 

道 庵 は、 お 通夜と 朝参りの 群衆の 中へ 坐り込んで、 

うんき 

人の 温 気で いい 心 持に なり、 前後 も 知らず 居眠りの 熟 

睡を はじめる。 

これによ つて 見る と、 道 庵 は 善 光寺へ 参拝に 来たの 

だか、 居眠りに 来たの だか わからない。 来 友 はまた 群 

まっこう 

衆の 中に 坐り込ん では、 しきりに 抹香の 煙に 巻かれて 


いる。 

なんて まあ、 人の 混む お 寺だろう。 今日は 特別に 御 

縁日で でも あるの か 知ら。 いったい 善 光寺 様、 善 光寺 

様と 崇めて、 こんな 山奥へ 諸国の 人が 集まる のが わか 

ら ない。 

そこで 来 友が、 隣席の 有難そう なお 婆さんに 訊ねて 

みると、 お婆さんの いう ことに は —— 

あみだに よらい さま 

この 善 光寺 様に は、 日本 最初の 阿弥陀如来 様の 御 像 

が あると いう こと。 

人生れ てこの 寺に 詣 ずれば、 浄土の 往生 疑いな しと 

いう こと。 


そこで、 このお 寺 は 一宗 一派の もので はなく、 この 

お 寺の 御本尊 様 は、 日本の 仏像の 総 元締、 神様で いえ 

ば 伊勢の 大神宮 様と 同じ こと。 

大神宮 様 所在の 御 地 を 神 都と 呼ぶ からに は、 ここ は 

仏様の 仏 都 ともいうべき ところ だと 説明す る。 

来 友 は、 はは あ、 そういつ たもの かと 思う。 自分 は 

その 伊勢の 大神宮 様のお 膝元で 生れた の だが、 してみ 

れば こ， J に 参詣す る の も、 神仏お のおの 異 つた 因縁が 

あるの かも 知れない と 思う。 

しかし、 伊勢の 大神宮 様の 内苑 は、 森厳に して 犯す 

ベから ざる ものが あるのに、 このお 寺の 中の 賑やかな 


こと。 

暁の 光、 いまだに 堂 内に 入らざる に、 香の 煙 は 中に 

じょうとう  ごんぎょう 

充 ちわたり、 常燈の 明りお ぼろなる ところ、 勤行の 

響きが 朗々 として 起る。 鬱陶しい ようで も あり、 甘 楽 

の 夢路 を迪 るよう でも ある。 坐って いるう ちに、 なん 

となく 温かくな り、 有難 くもなって、 妙な 世界へ 引 込 

まれた 心 持で、 来 友 は 坐って いると、 

「お 階段め ぐリ」 

という 声で、 その 周囲の 連中が ゾロゾ 口と 立ち上る。 

立ち上つ ていいの か、 悪い のか、 わからな いのは 米 友。 

相 変らず 熟睡の 居眠りから 醒めない 道 庵。 


「先生！」 

米 友 は そこで、 道 庵 を 呼び 起しました。 

道 庵 を 促して お 階段め ぐり も 終り、 やがて 廊下へ 出 

ごはい  わらじ  は 

て 御 拝の 蔭で 草鞋 を 履いて いる 道 庵と 米 友。 ことに 米 

友 は 草鞋が けが 渡し場の 水で しめって 少し 堅い から、 

足へ はめる のに 多少の 苦心 を 費して いると、 その 頭 を 

上から 撫でて 通る ものが ある。 

来 友、 ひょいと 振 仰いで 見る と、 ただいま 自分の 頭 

を 撫でて 通った の は、 気品の 高い 一 人の 若い 尼さん で、 

その 周囲に は 数人の 従者、 相当 年配の 尼さん がつ いて 

いる。 


ま ね 

人 を 撫でた 真似 をす る 尼さん だな、 と 思いながら 来 

友が 見送って いると、 外陣 から 廊下 階段へ 溢れ出た 善 

男 善女が、 その 尼さん のお 通り 筋に 並んで、 一様に 頭 

を 下げて かしこまる。 

ひざまず 

若い 尼さん は、 その 跪 いて 頭 を 下げて いる 無数の 

善男善女 を、 いちいち その 手に 持てる 水晶の 珠 数で 撫 

でて 行く。 おれ を 撫でた の も あの 珠数 だな、 と 米 友が 

思いました。 

来 友 は、 けげんな 顔 をして それ を 見送って いるのに、 

善男善女 は、 仰ぎ見る こと さえし ないで、 その 尼さん 

に 通りながら 撫でられる 時、 一 心に 念仏の 声 を 揚げる 


もの も ある。 この 尼さん の 一行の 過ぐ ると ころ、 荒野 

の 中 を 鎌が 行く ように、 人が はたはたと 折れて 跪く。 

跪いて、 そ の 珠数を 頭に 受ける こと を 無上の 光栄と し、 

その 法衣の 袖に 触る る こと さえが、 勿体な さの 極みと 

している らしい。 

何の こと だか 来 友に はよ くわから ない。 ただ その 通 

り 過ぐ る あとで、 

「尼 宮様」 

「尼 宮様」 

ささや 

という 囁 きが 聞え る。 

そこで、 道 庵と、 来 友と は、 善 光寺 本堂 を 立ち 出で 


る。 

通例の 客 は、 まず 宿 を 取って から 後に 本堂に 参詣す 

さんろう 

るの が 順序な のに、 道 庵と 米 友 は、 参籠 を 済まして か 

ら 宿の 選択に かかる。 

朝 まだき、 それでも 外へ 出て 見る と、 善 光寺 平野が 

一 時に 開けて、 天地が 明るく、 朝風が 身にしみて、 急 

に 風物が 展開した ように 思われる。 

明るい ところへ 出る と、 暗い ところが 疑問になる。 

あのお 階段 めぐりなる もの、 何の 必要が あって かわ ざ 

わざ 暗い ところへ 下りて、 人と 人と が 探り合いながら 

暗い ところ を 歩く の だ。 


道 庵が 米 友の 不審に 答えて、 あれ は 有名な 善 光寺の 

お 階段 めぐりと いって、 ああして 暗い ところ を 歩いて 

いるう ちに、 心の 正しから ぬ もの は 犬になる という 言 

い 伝えが あるの だが、 われわれ もまん ざら 心が 曲って 

ばかり はいない と 見えて、 犬に もなら ずに 出て 来たと 

いう。 

しかし、 お前 は 途中、 あの 鍵へ はさ わる こと を 忘れ 

たろう、 おれ もつ い 失念して しまったが、 探り 探り 廻 

る 間に 一 つの 鍵が ある、 あの 鍵に さわる ことができた 

もの は、 極楽 世界に 往生す ると 言われて いる。 鍵に は、 

道 庵 も、 来 友 も、 さわる こと を 忘れた から、 こいつ は 


お ぼっか 

極楽往生 は覚 束ね えぞ、 弱った なと 道 庵が 額 を 逆さに 

撫でる。 

それにつ けても、 おいと しいの は あの 尼 宮様。 やん 

ごとな き 御 出身で ありながら、 八 歳のお 年よ リ髪を 卸 

みほと け  ご ほ つ しん 

して 御 仏に 仕え奉る。 みずからの 御 発心で ないだ けに、 

一 層お いじらし さが 身にしみ ると、 道 庵が 柄に もな く 

しおら しい 同情 をした のが 米 友の 胸 をう つ。 

おもかげ 

思い返せば、 あの 尼 宮様の 面影が お 痛 わしい。 

道 庵と、 米 友が、 善 光寺の 仁王門 を 出で て 札 場のと 

さ いもんが た 

ころまで 来る と、 そこで 祭文 語りが、 参詣の 善男善女 

の 足 を 引きと めて いる。 


背の 高い 道 庵 は、 人の 後ろから これ を 眺める に 骨 は 

折れない が、 背の 短い 米 友に は、 何が 始まって いるの 

だか わからない。 

道 庵、 その 祭文 語り を 聞く とまたい い 心 持に なって 

しまいました。 

祭文 語り は 惣髪を 肩に かけ、 下 頤に髯 を 生やし、 黒 

木綿 を 着て、 小脇 差 を 一本 さし、 首に 輪 宝の 輪 袈裟 を 

しゃくじょう  ほ ら 

かけ、 右の 手に 小さな 錫 杖、 左に は 法螺の 貝、 善 光 

かる かや どうしん 

寺 縁起から、 I 刈萱 道心の 一節 を 語り 出して いる。 

道 庵が 感心した 顔 をして しきりに 耳 を 傾けて いる も 

の だから、 来 友 も 聞きた くな り、 人の 間 を うろうろし 


てみ たが、 押し あけて 中へ 進む わけに も ゆきません。 

それ を 一 段 聞く と 道 庵が しきりに 昂奮して、 軽 井沢 

ほっしん  むほん  もた 

で 発心した 武者修行の 謀叛が、 むらむらと 頭 を 擡げ ま 

した。 

祭文 語りの 悲壮な 語りぶ りが、 はしなくも、 道 庵の 

武士道 心 を 刺戟した もの かも 知れません。 

さあ この 善 光寺 を 振出しに、 明日から は、 いよいよ 

武者修行の 姿と なって、 木 曾 街道 を 上方までの 道場と 

いう 道場 を 荒して くれよう  と 道 庵 はしき りに 昂奮 

を つづける。 

この 祭文 語りが、 もう 少し 近代 風に、 曾 我 を やる と 


か、 義士 伝 を 講ずる とかいうならば、 道 庵の 昂奮 も そ 

の 謬れ がないで はない が、 何 をい うに も、 この 祭文 語 

り は 山伏に 近い 古風な もので、 ことに 語り物が、 哀婉 

かる かや どうしん 

たる 莂萱 道心の 一 節と 来て いるの だから、 多少の 

ぼだいしん 

菩提心 を こそ 起せ、 そう 無暗に 昂奮して、 武者修行 熱 

を 起した 道 庵の 心 持 は 解せない もの だが、 道 庵に 言わ 

せる と、 また 立派に その 謂れが あるの かも 知れない。 

実 をい うと、 道 庵の 武者修行 熱 は 必ずしも 軽 井沢に 

きざ 

始まった という わけで はなく、 そのず つと 以前から 萌 

している ので、 一度 はどう か 武者修行 を やって、 至る 

と ころの 道場と いう 道場 を、 片っぱ しから 荒して 歩き 


たいとい う 念願が、 離れた ことはなかった ので ありま 

それが 軽 井沢の 出来事に よって 誘発せられ、 小 諸、 

上田 を 通つ て 行く うちに、 ここで 始めよう かこ こで… 

•  • -と 幾度 も 思 い 込んで はみ たが、 衣裳 やらな に かの 都 

合で そう も ゆかず、 とうとう 善 光寺まで そのままで 来 

てし まった が、 ここへ 来て 祭文 を 聞いた ので、 またも 

激しく それが 誘発され、 もう 矢も楣 も堪ら ず、 明日 か 

らは 是が非でも 武者修行 だと、 非常な 昂奮 を 始め、 地 

響き を 立てて 善 光寺の 門前 を 驚かした ものです。 

そんなら、 道 庵 先生 自身 は、 それほど 腕に 覚えが あ 


るの か  こういう 先生の こと だから、 どこに どうい 

う 隠し芸 を 持って いないと も 限らない が、 軽 井沢の 宿 

でたい てい 手 並 はわ かってい るで はない か。 しかし、 

昔 をい えば 道 庵 も、 江戸 市中の 持 余し 者であった 茶袋 

の 歩兵 を 見事に 取って 押えて、 群集 を アツと いわした 

ぎゃく ゆび 

ことがある。 あれ は 天神 真 楊 流の 逆 指と いう 手で I 

I 道 庵 自身に いわせる とニ両 取りの 手 だとい うが —— 

それから 柳 橋で は 辻 斬 を 取って 押えた こと も あると い 

さじ 

う。 いざと いえば、 匙 一本で 二 千 人 を 殺した といい 出 

ちょうこ うどう ゆいの しょうせ つ 

「先生 は、 まあ、 昔で いえば 張 孔堂由 井 正 雪と いった 


ような もので、 武芸 十八 般、 何 一 つ 心得て おいでにな 

ら ぬの はない …… 」 

なん ぞと 持ち上げよう ものなら、 先生 納まり 返って、 

「それほど でもね えの さ」 

と顋を 撫でる ところな ど は、 全く 始末に ゆかない ので 

あります。 

その 先生が、 今や 進んで 武者修行 を 試みよう という 

の は 、 要す るに 来 友と いうく つきよう 無類の 用心棒が 

あれば こそだろう が —— 単に それだけ ではない、 先生 

に は 先生と しての 奇警に して、 正当なる 自信 を 別に 

持って いるものの ようです。 


だが、 道 庵 先生が ドン キホ— テを 読んで、 その 興味 

に 駆ら れ て 武者修行 を 思 い 立った ものと も 思われ ませ 

ん。 

他の 道楽 は 大抵、 間違っても 多少の 恥を搔 くだけで 

済む が、 武者修行 は、 やりそこな うと 生命に 別条が あ 

る —— たとえ 米 友が ありと いいながら、 これ は 危なげ 

の あり 過ぎる 道楽で ある。 よした 方が よい。 だが 道 庵 

ちゅうてん 

の 意気 は冲 天の 勢いで、 留めて 留まらぬ 勇まし さは、 

その 足 どり でも わかります。 もう 既に いっぱしの 荒武 

おお,^ う 

者 気取りで、 善 光寺 前の 藤屋 という 宿へ、 大風に 一泊 

を 申し込んで 番頭 を 驚かせました。 


宿へ 納まって から、 改めて 米 友 を 呼んで、 申し渡す 

ことに は、 

さいもん 

「あの 祭文 を 聞いて から 急に 武者修行 を やって みたく 

なった、 そこで 友 様、 済まね えがお 前 は 武芸の 方で、 

俺のお 弟子 分に なっても らいて え、 そうして、 木 曾 街 

道から 名 古屋、 京大 阪を かけて、 道場と いう 道場 を 荒 

し 廻って、 武芸者と いう 武芸者に 泡 を 吹かせて やりて 

え、 第一そう して 道場め ぐり をして 歩けば、 宿賃が 浮 

くだけで も 大した もの だ」 

道 庵 先生と して は 詰らない こと をい つた ものです。 

道場 荒しの 意気 組み はま あいい としても、 宿賃が 浮く 


けち 

なん ぞは 甚だ 吝 であります。 道場 めぐりで、 宿賃 を か 

すろうと いうよう な、 さもしい 道 庵で はない はず だが 

言葉の はずみで、 そんな こと を 言つ てし ま つ たもので 

しょう。 果して 来 友 は 軽々 しく それに 賛成し ない。 第 

一 武芸に は、 上に は 上が ある もの だから、 そう 物好き 

を やるべき もので はない —— と いう 来 友の 諌言は 正当 

にして 穏健なる もの だが、 そうかといって 思い止まる 

に は、 道 庵に 自信が あり 過ぎる。 

この 自信が、 匙 一本で、 幾千の 人 を、 生かしたり、 

殺したり する 自信 だからた まらない。 

米 友 も 実は 心配して いる。 道 庵 先生、 しきりに 強が 


り を こそ 言う が、 武術なん ぞの 素養 は 薬に したく も 持 

合わせて いない こと は、 来 友が よく 知っている。 万一、 

若い 時、 多少 やった にした ところが、 この 年で、 今 ま 

で 休んで いれば、 とうてい 他流試合 なぞに 堪えられる 

もので は あるまい。 

りよ うけん 

どういう つも リ だか 料簡が わからない。 しかし、 

道 庵の 料簡の わからな いのは 今に 始まった ことで はな 

く、 米 友に は 全部 わからな いし、 また、 やはり 道 庵 は 

偉い 先生で、 そのす る 事、 なす 事が、 自分ら の 頭で は 

解釈し 切れないの だと 来 友 は 信仰して いるの だから、 

全然 料簡の わからな いこと を やり 出しても、 それが 時 


間 を 経る と、 相当の 意義 を齎 して 来る こと も あるの 

だから、 どうも 仕方がない、 御意の ままに 任せる より 

ま KJ. ま  

そこで、 武者修行 を 主張す る 道 庵に も 相当の 自信が 

あるので、 吾々 がそう 危ながる ほどの 危険 はない のか 

も 知れない。 また 万一 の 危険の 際に は、 及ばず ながら 

自分が 飛び出 そうとの 決心 も あるから、 賛成 はしない 

が、 強いて 反対す るので もありません。 

米 友 を 口説き 落した つもりの 道 庵 は、 いよいよ 

うちょうてん  くわい あたま 

有頂天で、 多年の 慈姑 頭 を ほごして、 それ を 仔細ら し 

く 左右に 押 分け、 鏡に 向って しきりに 撫でつ けて いる 


ところ は、 正気の 沙汰と も 見えません。 被 布なん ぞは 

ニヤけ ていけね え、 脇差 もこん な 短け えんで はいけ ね 

え —— 道 庵 は 衣裳、 持物の 吟味まで も 始めた が、 肝腎 

の 道場 訪問の 儀式 作法に 至って は、 研究す る 模様 もな 

けしき 

し、 米 友に 訊ねよう との 気色 も 見えない。 

きゅうご しら 

総髪 を 左右に 押 分けた 急 栴 えの 張 孔堂正 雪。 

しゃれ  あき 

悪い 洒落 だ …… と 来 友 も 呆れ ましたが、 これと いう 

さ い もんが た 

の も、 あの 祭文 語り を 聞いて 昂奮した せいだろう。 祭 

文が 無暗に 武勇伝 を 語って 聞かせる の も 考え もの だと、 

米 友が 思いました。 

道 庵が、 どうしてこう も 武者修行 を やって みたい の 


だか —— その 最初の 動機 は、 いま 来 友が 心配して いる 

ところの 如く、 祭文 語りから 来たの も 因縁であります 

き  せい 

が、 これに は奇 にして 正なる 一場の 物語が ある。 その 

物語た る や 極めて 興味 ある ェ ピソ— ド となす に 足る。 

くだん 

件の 物語の 主人公 は 祭文 語りであって、 その 祭文 

語りが、 無能が 大 能に 通ず る の 真理 を 極め て 滑稽な る 

仕方で 現わした ところに、 無限の 興味が あります。 

十九 

天 保の 初め 頃、 神 戸に 一 人の 祭文 語りが あった。 こ 


の 男、 身の 丈 五 尺 九寸、 体量 二十 七 貫、 見かけ は 堂々 

たる もの だが、 正味 は 祭文 語り 以上の 何者で もな く、 

祭文 語り 以下の 何者で もない。 芸名 を 称して 山 本 南 竜 

軒と 呼び、 毎日 デ ロレンで 募して いる。 

男子 生れて 二十 七 貫あって、 デ ロレンで は 始まらな 

ま— ら 

い、 と 先生、 ある 日の ことに、 商売 物の 法螺の 貝 を 前 

に 置いて、 つくづくと 悲観す る。 

ところへ 友達が 一人遊びに やって来て、 大将 何を考 

え 込んで いるの だと 言う。 

身の 丈が 六尺、 図体が 二十 七 貫 もあって、 デ ロレン 

では 情けない と、 今 もこう して、 法螺の 貝 を 前に 置い 


て、 涙 を こぼして いると ころ だ。 そうかといって 立身 

する ほどの 頭 はなし、 商売替え をす る ほどの 腕 もな し 

…… 何 かいい 仕事 はない かい。 

ある ある、 そのこと なら 大ぁリ だ。 実は おれ もつ く 

づく 日頃から それ を 考えて いたの だ。 全くお 前 ほどの 

もの を 祭文 語り にして置くの は 惜しい、 お前、 やる つ 

もりなら 打って つけの 仕事が ある —— と 友達が いう。 

何 だい、 おれに やれる 仕事 は？ —— なお 念のために 

いってお くが、 図体 は 大きくても、 法螺の 貝 を 持つ だ 

ちからわざ  こうむ 

けの 力し かないの だぜ、 力業 は 御免 を 蒙る よ。 

そんなの ではない、 別段 骨 を 折らず、 大威張りで、 


日本 六十余州 をめ ぐって 歩け る 法が ある。 他人で はで 

きないが、 お前なら 確かに 勤まる。 

はて、 そんな 商売が ある もの か 知ら。 骨が折れずに、 

大威張りで、 日本 六十余州 をめ ぐって 歩け る 法が ある 

ならば、 早速 伝授しても らいたい。 

ほかで はない、 それ は 武者修行 をして 歩く の だ、 と 

友達が いう。 

あき 

南 竜 軒先 生、 それ を 聞いて 呆れ かえり、 そんな こと 

だろうと 思った、 武者修行 は 結構 だ、 法螺の 貝から、 

岩 見 重太郎 か、 宫本武 蔵で も 吹き出して、 お供に 連れ 

て 歩けば なお 結構 だと、 腹 も 立てない から 茶化しに か 


かると、 友達の 先生 一 向 ひるまず、 

たしかに、 お前 は 武者修行 を すれば 大威張りで、 日 

本 六十余州 をめ ぐって 歩け る。 剣客に おなりなさい。 

剣術の 修行者 だとい つて、 到る ところの 道場 をめ ぐつ 

てお 歩きなさい。 到る ところの 道場で は、 お前 を 丁寧 

にもて なして 泊めて くれた 上に、 草鞋 銭 をまで 奉納し 

て くれる に 相違ない。 こんない い 商売 は あるまい では 

*k ヽゝ o 

るレカ 

なるほど、 それ はいい 仕事に 相違ない が、 おれに は 

剣術が 出来ない、 竹刀の 持ち 方 さえ も 知らないの を 御 

承知 かい。 


なま 

そこ だ、 愁 じい 出来る より、 全く 出来ない 方が よい。 

そこ を 見込んで お前に 武者修行 をす すめる の だ。 少し 

でも 出来れば、 ボ 口の 出る 心配が あるが、 全く 出来な 

ければ、 ボ 口ので ようがない。 その 方法 を 伝授して 上 

げ よう。 

ひとかど 

まず 第 一 、 お前の 体格なら、 誰が 見ても 一 廉の 武芸 

者と 受取る。 そこで、 武芸者ら しい 服装 をして、 しか 

るべき 剣術の 道具 を 担って、 道場の 玄関に 立って みろ、 

誰 だ つて 脅 されら あ。 

南 竜 軒、 首 を 振って、 詰らない、 最初に 脅して おい 

て、 あとで 足腰の 立たない ほど ブン 擲られ る。 


友達の 曰く、 そこに また 擲られ ない 方法が ある。 

とはいえ、 武芸者と して 推参す る 以上 は、 立 合わぬ 

わけに はいくまい、 立 合えば ブン 擲られ るに きま つ て 

いる。 

けれで も、 そこ を 擲られ ないで、 かえって 尊敬 を受 

ける 秘伝が あるの だが —— - 

それ は 聞きたい ものだね、 そういう 秘伝が あるなら 

ば、 それ こそ 一夜に して 名人と なった も 同然。 

南 竜 軒 も ばかばかしいながら、 多少 乗り気に なった 

が、 友達の 先生 はいよ いよ 真顔で —— 

しかし、 一 つ は 擲られ なければ ならぬ、 それ も ホン 


の 一 つ 軽く 擲られ さえ すれば 済む。 それ 以上 は 絶対に 

擲られ ぬ 秘伝 を 伝授して 上げよう。 

頼む —— 多分、 牛 若 丸が 鞍馬 山で 天狗から 授かった 

のが、 そんな 流儀だろう。 それが 実行で きさえ すれば、 

明日と いわず 武者修行 を やって みたい もの だ。 

よろしい、 まずお 前が その 二十 七 貫 を 武芸者ら しい 

身な リに斿 え、 剣術の 道具 を 一 組 買って 肩に かけ、 い 

ずれの 道場 を 選ばず 玄関から、 怯めず 臆せず 案内 を 頼 

取次が 出て 来たと ころで、 武者修行 を 名乗って、 ど 

おおせん せ 、-,  ま A 

うか 大 先生と 一 つお 手 合せ を 願いたくて 罷り出で たと 


申し出る。 

道場の 規則と して、 大 先生の 出る前に、 必ずお 弟子 

の 誰かれ と 立 合 を 要求す るに きまって いる。 その 時、 

お前 は それ を 拒んで いうが よい。 いや、 拙者 はお 弟子 

たちに 立 合 を 願いに 来たので はない。 直接に 大 先生に 

一 手 合せ を、 とこう 出る の だ。 

先方 は 多少、 迷惑の 色 を 現わす だろう が、 立 合わな 

ひきょう 

いと はいうまい。 立 合わない といえば 卑怯の 名 を 立て 

られる —— そこで 道場の 大 先生が 直接に お前と 立 合 を 

すべく、 道場の 真中へ 下りて 来る。 

南 竜 軒、 ここまで 聞いて 青くな り、 堪らない ね、 お 


弟子の ホヤ ホヤに だって 歯 は 立たない のに、 大 先生に 

出られて は、 堪らない。 

そこに 秘伝が ある —— 大 先生で あれ、 小 先生で あれ、 

本来 剣術 を 知らない お前が、 誰に 遠慮 をす る 必要が あ 

るまい もの、 いつも 祭文です る 手つきで、 こう 竹刀 を 

構えて 大 先生の 前に 立って いるの だ。 

それから 先 だ、 そこまで は 人形で も 勤まる が、 それ 

から 先が 堪 るまい ではない か、 と 南 竜 軒が 苦笑す る。 

友達 殿 はあくまで 真面目く さって、 それからが 極意 

なの だ、 そうして 立 合って いるう ちに、 先方が 必ず 打 

めん  こて  どう 

ち 込んで 来る。 面と か、 籠手と か、 胴と かいって、 打 


ち 込んで 来る。 

南 竜 軒の 曰く、 打ち込んで 来れば、 打 たれち まう じ や 

ないか、 こっち は 竹刀の 動かし 方 も 知らないんだ ぜ。 

友達 殿 曰く、 そうさ、 打 たれた のが 最後 だ、 どこで 

もい いから 打 たれた と 思ったら、 お前 は 竹刀 を 前に 置 

はる 

いて、 遥か 後ろへ 飛びし さり、 両手 をつ いて 平伏し、 

恐れ入りました、 われわれの 遠く 及ぶ ところでは ござ 

らぬ といって、 丁寧に お辞儀 をして しまう の だ。 

なるほど  

そうすれば、 先方の 大 先生、 いや 勝負 は 時の 運、 と 

かなんと かいって、 こちら を 労わった 上に、 武芸者 は 


相 見た がいと いうよう なわけ で、 ー晚 とめて、 その上 

わらじ せん 

に 草鞋 銭 を くれて 立た せて くれる に 相違ない。 芳名録 

を 取り出して 先生に 記名して もらう。 その 芳名録 を携 

えて、 次の 道場 を 同じ 手で 渡って 歩けば、 日本 全 国大 

威張りで、 痛い 思い をせ ずに 武者修行が できる ではな 
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「なるほど」 

南 竜 軒 は 首 を ひねって、 暫く その 大名 案 を 考え込ん 

でいた が、 ハタと 膝 を 打って —— 

面白い、 これ は ひとつやって みょう、 できそう だ。 

できない はず はない 理窟 だ。 


そこで この 男はデ ロレン を やめて、 速成の 武者修行 

となる。 形の 如く 堂々 たる 武者修行の いでたち 成って、 

ほ つ そく 

神 戸から 江戸へ 向けて 発足。 

名乗り も、 芸名 そのままの 山 本 南 竜 軒で、 小手調べ 

に、 大阪の 二三 道場で やって みると 成績が 極めてよ い。 

あつら 

全く 先方が、 訛え 通りに 出て くれる。 一 つ 打 たれさ 

え すれば 万事が 解決して、 至って 鄭重な もてなしで 

餞別が 貰える。 

そこに はまた、 道場の 先生の 妙な 心理 作用が あって、 

ふうさ い 

この 見識の 高い 風采の 堂々 たる 武者修行 者、 弟子 を 眼 

まっしぐら  いど 

中に 置かず、 驀 直に 師匠に 戦い を 挑んで 来る 修行者 


の 手のう ち は 測り 難いから、 勝たぬ まで も、 見苦し か 

らぬ 負け を 取らねば 門弟へ の 手前 も あると いう 苦心が 

潜む ところへ、 意外に も 竹刀 を 動かして みれば 簡単な 

けんそん てい 

勝ち を 得た 上に、 先方が 非常な 謙遜の 体 を 示す の だか 

ら、 悪い 心 持 はしない。 そこで、 どこへ 行っても 通リ 

がよくなる。 

部厚の 芳名録に は、 一流の 道場 主が 続々 と 名前 を 書 

いて くれる から、 次に 訪ねられた 道場で は、 その 連名 

おどか 

だけで 脅 される。 

かくて 東海道 を 経て、 各 道場と いう 道場 を 経め ぐつ 

て 江戸に 着いた の は、 国 を 出てから 二 年 目。 さし も 部 


厚の 芳名録 も、 ほとんど 有名なる 剣客の 名 を 以て 埋め 

られ た。 

天下のお 膝元へ 来ても、 先生 その 手で 行こうと する。 

その 手で 行く より 術 は あるまい が、 いったん 味 を 占め 

てみ ると 忘れられない らしい。 事実、 こんな 面白い 商 

売 はない と 思って いる。 

そうして、 江戸、 麴町番 町の 三 宅 三郎の 道場へ 来た。 

しんぎようと うり ゆう 

この 三 宅と いう 人 は 心 形 刀 流の 達人で、 旗本の 一 

人で はあり、 邸内に 盛んなる 道場 を 開いて、 江戸 屈指 

の 名 を 得て いる。 

おくめん 

そこへ 臆面もなく 訪ねて きた 山 本 南 竜 軒。 例の 二十 


七 貫 を 玄関に 横 づけに して 頼もうと いう。 門弟が 応接 

に 出る と 例によって、 拙者 は 諸国 武者修行の 者で ござ 

るが、 当 道場の 先生に も ぜひ 一 本のお 手 合せが 願いた 

い —— これまで 各地 遍歴の 間、 これこれの 先生に みな 

親しくお 立 合 を 願って いる —— と 例の 芳名録 を 取り出 

して 門弟に 示す と、 それに は 各地 歴々 の 剣客が、 みな 

麗々 と 自筆の 署名 をして いるから、 これ は 大変な 者が 

舞い込んだ、 と 先生に 取次ぐ。 道場 主、 三 宅 三 郎もそ 

れは 容易なら ぬ 客、 粗忽な きょうに 通して おけと、 道 

場へ 案内 させて 後、 急に 使 を 走らせて 門人のう ち、 優 

れ たる もの 十 余人 を 呼び集める。 


そこで 三 宅 氏が 道場へ 立ち 出で て、 南 竜 軒に 挨拶が 

あって 後、 これ も 例によって、 まず 門弟のう ち 二三と 

お 立 合い 下さる ようにと 申し入れ ると、 南 竜 軒 は 頭 を 

振って、 仰せで は ござる が、 拙者 こと、 武者修行 のた 

めに 国 を 出で てよ リ 今日まで 二 年 有余、 未だ 曾て 道場 

じさ じさ 

の 門弟 方と 試合 をした ことがない、 直々 に大 先生との 

みお 手 合せ を 願って 来た、 しかるに 当 道場に 限って そ 

の 例 を 破る こと は、 この 芳名録の 手前、 いかにも 迷惑 

致す ゆえに、 ぜひ ぜひ、 大 先生との お 手 合せが 願いた 

い —— と、 いつも やる 手で、 二 年余り 熟練し 切った 口 

調で、 落ちつき 払って 申し述べる。 


そうい われて みると、 三 宅 先生 も それ を 断 わる わけ 

に は ゆかない。 ぜひな く、 それで は 拙者が お 相手 を 致 

すで) j ざろ ろう。 

そこで、 三 宅 先生が 支度 をして、 南 竜 軒に 立 向う。 

南 竜 軒 は 竹刀 を 正眼に つける。 三 宅 先生 も 同じく 正 

艮。 

竹刀 をつ けて みて 三 宅 三 郎が舌 を 巻いて 感心した の 

きおく 

は、 あえて 気 怯れ がした わけで もなん でもない、 事実、 

南 竜 軒なる ものの 構え 方 は、 舌 を 巻いて 感心す るより 

ほか はない のであった。 

最初の 手 合せで、 しかも 江戸に 一 流の 名 ある 道場の 


主人公 その 人 を 敵に 取りながら、 その 敵 を 眼中に おか 

よゆうしゃくしゃく 

ず、 余裕 綽々 たる その 態度。 構え 方に 一 点の 隙 を 見 

出す ことができない。 

事実、 三 宅三郎 も、 今日までに これほどの 名人 を 見 

あせ 

たこと がない。 心中、 甚だ 焦る ことあって、 しきりに 

術 を 施さん として、 わざと 隙 を 見せる が、 先方の 泰然 

自若た る こと、 有る が 如く、 無き が 如く、 少しも こつ 

ちの 手に は 乗らない。 

勝とうと 思えば こそ、 負けまい と 思えば こそ、 そこ 

さんたん 

に惨儋 たる 苦心 も あるが、 最初から 負けようと 思 つ て 

かかる 立 合に は 敵と いう ものがない。 しかも その 負け 


る こと だけに 二 年 有余の 修行 を 積んで いる 武芸者と い 

う もの は、 けだし、 天下に 二人と なかろう。 余裕 綽々 

たる も その 道理で ある。 

この 意味に 於て 南 竜 軒 は、 たしかに 無双の 名人で あ 

る。 

至極の 充実 は、 至極の 空虚と 一 致す る。 

これ を 笑う 者 は、 やはり 剣道の 極意 を 語る に 足りな 

い。 道と いう ものの 極意 も わかるまい。 

さて、 三 宅三郎 は、 どうに もこう にも、 南 竜 軒の 手 

の 内が わからな いが、 そうかといって、 剣術と いう も 

の は、 竹刀 を 持って 突立って いる だけの もので はない。 


ものの 半時 も 焦り 抜いた 三 宅 氏 も、 これで は 果てしが 

ない と 思い切って、 彼が 竹刀の 先 を 軽く 払って 面 を 打 

ち 込んで みた。 

「参った！」 

その 瞬間、 南 竜 軒 はもう 竹刀 を 下に 置いて、 自分 は 

あき 

遥かに 下に さがって 平伏して いる。 三 宅 氏 は 呆れて し 

まった。 

めんがね 

事実、 今の は 面で もなんでも あり はしない。 面 金に 

さわ 

障った かどう かすら も 怪しい のに、 それ を 先方 は鮮か 

に 受取って しまったの だから、 三 宅 氏が 呆れた の も 無 

むし 

理 はない。 呆れた というよりも 寧ろ 恥じ入って しまつ 


たの だ。 自分が この 大名 人の ためにば かにされ、 子供 

扱いに されて しまった ように 思われる から、 顔から 火 

の 出る ほどに 恥 かしくな つた。 

力す  めん 

「山 本 先生、 ただいまの は、 ほんの 擦り 面、 ぜひもう 

一 度お 立 合 を 願いたい」 

しかるに、 相手の 大名 人 は 謙遜 を 極めた もので、 

「いやいや 恐れ入った 先生のお 腕前、 我々 風情の 遠く 

及ぶ ところに あらず」 

と 言って、 どうしても 立 合わない。 

「では、 門弟 共へ ぜひ 一 手の 御 教授 を …… 」 

と 願って みたが、 先生に 及ばざる 以上、 御門 弟 衆と お 


手 合せに は 及ばず と、 これ も 固く 辞退す る。 止む を 得 

ず、 三 宅 氏 は 数名の 門弟と 共に、 大名 人 を 招待して 宴 

を 張る。 

なんぴと 

その 席上、 改めて 三 宅 氏 は 南 竜 軒に 向い、 何人に つ 

いて 学ばれし や、 流儀の 系統 等 を 相 訊ねる と —— 南 竜 

軒先 生、 極めて 無邪気 正直に 一 切 を プチ まけて しまつ 

た。 

これ を 聞いた 三 宅 氏 は 胸 をう つ て 三嘆し、 今にして 

うしん 

無心の 有心に 勝る の 神髄 を 知り 得たり、 といつ て 喜ぶ。 

道 庵 先生、 この 型 を 行って みたい のだろう が、 そう 


どじよ-つ 

そう 柳の 下に 鰌 はいまい。 

二十 

うろこ や 

田 山 白雲 は、 伝馬 町の 鱗屋 という 古本屋の 前へ ブラ 

リ とやって 来て、 

「何 か 面白い 本 はない かね」 

「左様、 面白い 本 は …… 」 

「面白い 本が あったら ひとつ 見せても らいたい」 

まと 

「ああ、 左様 左様、 面白い もの を 少しば かり 纏めて 手 

に 入れました から、 お 目に かけましょう」 


「面白い もの を 纏めて 手に入れ たの は 結構、 見せても 

らいたい」 

白雲が 腰 を かける と、 亭主 は 書物 を 山の ように 持ち 

出し、 

「なかには 相当に 面白い ものが ございます」 

「どれ …… 」 

「古いのに は、 年 一年 面白い ものが 減って 参ります の 

に、 新しい 方 は、 なかなか 面白い ものが 出ません ので 

困ります」 

客が 面白 い 本 はない かと 言 つたので、 亭主 は 面白い 

本が あると いう。 おた がいに 面白ず くで 商売 をして い 


るよう です。 

この 時分に は 現代の ように、 雑誌 学問の 青二才まで 

が、 興味 中心 だの、 芸術 本位 だのと、 歯の浮くような 

こと を 言わなかった 時代です から、 面白い という 言語 

の 中には、 すべて 注目に ffi する ほどの もの を 包含して 

いたのでしょう。 ですから 翻訳す ると、 「何 か 注目に 

値する 書物 はない かね？」 「ございます、 なかなか 掘 出 

し 物が ござ います」 とい う 程度の 意味 の ものでしょう。 

されば 佐 藤 一 斎の 講義が 面白かった という 場合 も あ 

れば、 曲 亭主 人の 小説が 面白かった という 場合 も あり 
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白雲が いま 求める 面白い 本と いうの は、 さしあたり 

着手した 洋学の 初歩に 関する、 東洋の 美術より は 西洋 

の 美術に 関して、 何 か 特殊の 知識 を 与えられる ような 

書物 はない かと 尋ねた 意味でありましょう。 

しかし、 亭主の 取り出して 示した 山の ような 書物 は、 

そうい つた 意味の 面白い 書物ではありませんでした。 

「端本が 多う) 」 ざ います けれど も、 マ 」 れ だけ 種類 を 集 

めます のが 骨で ございます」 

「こり や 大変 だ」 

山の 如く 持ち出された 書物 を、 白雲 は 横目に 見て、 

驚いた 顔 をした が、 手に は 取ろうと しません。 その 書 


物と いうの は、 白雲の 求む ると ころの ものと は 違って、 

きんぴら ぼん  しゃれ ぼん 

旧来 ありきたりの 赤本、 黒 本、 金平 本、 黄表紙、 洒落 本、 

ごうかん もの よみ ほん 

草双紙、 合 巻物、 読本と いった 種類の もの を こみで 一 

手に 集めて 来た ものら しいから、 白雲 は、 

「こり や 大変 だ」 

といって 手に 触れず、 

「洋学の 本 はない かね、 横文字の …… 」 

「へえ、 洋学の 方で ございま すか、 左様で ございます、 

華英 通語 はこの あいだ 差 上げました かしら …… 」 

「うむ、 あれ は 貰った よ」 

「では、 築城と 石炭の こと を 書いた 翻訳書が 二三 冊 ご 


ざ いますが …… 」 

「築城と 石炭 —— それ は 少し 困る、 何 かほ かに 向う の 

歴史、 風俗、 絵の ことな どが わかる といった ような 書 

物 はない かい」 

「左様 I -」 

亭主 は あれ かこれ かと 店と 書棚 を 見廻し、 

「ここに 一 冊、 唐人 往来と いうの がご ざいます …… 」 

「何 だい、 それ は —— 」 

「この 通り 写本で ございま すが、 これに なかなか、 あ 

ちらの ことが 詳しく 書いて あって 面白い と 皆様が おつ 

しゃ います」 


「どれ —— 」 

田 山 白雲 は 二十 枚 綴ば かりの 写本 を、 亭主の 手から 

受取りました。 

「 唐 人 往来 —— 誰が 書い たんだ」 

「どなたが お書きに なりました か、 なかなか あちらの 

ことに 詳しい お 方が お書きに なって、 出版 はなさらず 

に、 こうして 写本で、 諸方へ 分けてお 上げに なった の 

でございます」 

て つま. うず 

「江戸、 鉄砲 洲某 稿と して ある、 面白そう だ」 

白雲 は それ を 買い求める 気になりました。 

かぐう 

白雲 は その 書物 を 買つ て 来て 両国 橋の 仮寓へ 帰り、 


即日 その 書物 を 読み はじめ ましたが、 実に、 こんな 面 

白い 本 はない と 思いました。 

彼 は 面白い 本 を 求めて、 求め 得た のです —— といつ 

て も、 それ は 自分の 求める 西洋の 美術 知識の ことなん 

ぞは 一 言 も 書いて はありません が、 僅かの 小冊子の 間 

に、 西洋と いう ものの 輪廓 〔# 「輪廓」 は ママ〕 を 描い 

て 人に 知らし める 上に は、 こんな、 痒い ところへ 手の 

届く 本 はない と 思いました。 

なぜ、 もっと 早く、 こんな 面白い 本 を 読まなかった 

のだろう。 尤も、 出版 はされ ず、 写本と して 知人に 配 

布され ただけ の 書物 だとい うこと だから、 今まで 自分 


の 眼に 触れなかった の も 止む を 得ない が、 いま 読んで 

も、 読む ことの 遅かった のを悔 ゆるば かりです。 

かんがく しゅうみ 

第一、 その 文章から して、 従来の 漢学 臭味 を 脱して 

か いばらえ きけん 

いる 上に、 平易 明快で、 貝 原 益 軒 をもう 少し 大きく、 

明るく したよう な 書きぶ りが 頭に 残ります。 

それにしても 著者 は 何者。 署名はなくて、 ただ、 「江 

戸、 鉄砲 洲某 稿」 として ある。 当代に 名 だた る 洋学 者 

の 筆の す さび だろうと は 思われ ますが、 誰と は 当りが 

つきません。 例えば その 文章 は、 

「先年、 亜米利加合衆国より ペルリと いへ る 船 大将 

さしつ か 

を 江戸へ 差遣 はし、 日本 は 昔より 外国と 付合な き 国 


なれ ども …… 」 

, J うぎ 

という 書 出しで、 諸外国と 交誼 を修 し、 通商 貿易 を 求 

キ- た 

めに 来る の を、 

もちろん 

「日本 国中の 学者 達 は 勿論、 余り物 知りで なき 人 ま 

でも、 何 か 外国人 は 日本 国 を 取りに でも 来た やうに、 

じょうい 

鎖国の、 攘夷の、 異国 船 は 日本海へ 寄せ付けぬ、 唐 

人へ は 日本の 地 を 踏ませぬ など、 仰山に 唱へ 触らし、 

やみうち  いでき 

間に は 外国人 を 暗 打に する ものな ど 出来て、 今の や 

うに 人気の 騒ぎ 立つ は、 ただ 内の 騒動ば かりで ない、 

斯く 人心の 片意地なる は 世間へ 対しても 不 外聞 至極 

ならず や。 元来 何の 悪意 もな く、 一  筋に 異人 を 嫌 ひ、 


異人が 来て は 日本の 為になら ぬと 思 ひ 込みた る 輩 

は、 自分に は 知らぬ 事ながら 我が 生国の 恥辱 を 世 

ふいち やう 

間 一般に 吹聴す る も 同様にて、 気の毒 千万 なれば、 

いさ さ 

この 人々 の 為め 聊 か 弁解すべし …… 」 

という 見識 はたし かに その 時代の 一般 はもち ろん、 学 

者の 頭 を 抜いて いる。 

それから、 世界の 広さ を 一里 坪に して 八 百 四十 万 坪 

あり、 これ を 五に 分ち 五大洲と いう。 その 五大洲 中 

ョ ー 口 ツバの 文明が 世界に 冠たる こと を 説き、 その 文 

いてきし  ふくて つ 

明 国 を 夷狄 視 する ことの 浅見より、 支那の 覆 轍 を 説い 

ての 教え方 も 要領 を 得て いる。 


次に 右 五大洲 中 八 百 四十 万 坪の 中に 住む 人口 を ほぼ 

十億と 数え、 そのうち、 日本人 は 数お よそ 三千 万 ある 

ゆえに、 世界中の 人数と 比例 すれば、 九十 七 人と 三人 

の 割合に 過ぎない という 数字 も、 大ざ つ ぱ ながら 親切 

で、 当時の 粗雑に して 空疎なる 人の 頭に、 印象 を 強く 

してなる ほどと 思わせ、 

「さて 今 何れの 国に もせよ、 百 人の 人 あり、 その 中 

むつ ま 

九十 七 人は睦 じく 付合 往来す ると ころへ、 三人 は 

天から降り たる ものの やう 気高く 構へ、 別に 仲間 を 

結んで 三人の 外 は 一 切 交り を 絶ち、 分らぬ 理窟 を 言 

ひながら 自分 達の 虱に 合 はぬ と 畜生 同様に 取扱 はん 


とせば、 それにて 済むべき や、 先づ 世の中の 笑 はれ 

ものなる ベ し」 

も 確かに 肯綮に 当ってい る。 

それより 外国と 貿易 を すれば、 無用の 物が 殖えて、 

有用の 物 を 取られて しまう という 心配の 愚な こと を 解 

釈し、 日本 国中の 学者 先生が たいがい 残らず 海防 策と 

いう もの を 書いて、 頭から 外国人 を 盗人に 見て かかる 

の陋を 笑い、 最後に は、 

「されば 地図で こそ 日本 は、 世界の 三百 分の 一 つば 

かりに 見る 影 もな き 小国の やう 思 はるれ ども、 その 

実は 全世界 を 三十に わりて その 一 分 を押領 する ほ 


どの 人数 を 持てる 国な り、 まして 産物 は 沢山、 食物 

は 勿論 …… 」 

と 土地 は 小 なれ ども 人口の 大 なること に 自信 を 持たせ 

て、 盛んに ョ ー 口 ツバ 文明 を 取 入れる こと を 主張して 

いる 論旨 は闊 允に して、 精神 は 親切に、 文章 は 例の 痒 

いところ へ 手の 届く ようです。 

田 山 白雲が その 頃で は 最新 版に 属する 「西洋 事情」 

を 読み出し たの は、 それから まもない 時であります。 

前の 匿名の 写本 「唐人 往来」 も、 この 新刊の 「西洋 

事情」 も、 等しく 福 沢 諭吉の 著述で ある こと は 申す ま 

でもありません。 


当時の すべての 階級が これらの 著作に よって 教えら 

れた 通り、 田 山 白雲 も ほとんど 革命的の 知識 を 与えら 

れ ました。 

白雲 思うよう、 今まで、 多少 西洋の 翻訳書 も 見た が、 

それ は 兵 術 家 は 兵 術の ために、 医者 は 医者の ために、 

語学者 は 語学の ために 著された ものの みで、 この 人 

の 著作の ように、 包括的に 西洋と いう ものの 全部 を 見 

せて くれた 人 はない。 しかも その 見せて くれぶ りが、 

雲霧 を 払って 白日 を 示す ように 鮮 かなもの である。 今 

までの 単に 鉛管 を 引いて タラ タラと 水 を 流して くれる 

に 過ぎなかった のが、 この 人の みが 巨大なる 鉄管 を以 


て、 滔々 と 滝の 如くに 日本へ 向けて、 西洋文明の 水 を 

落して くれる よう だ。 

田 山 白雲 も、 この 書物 を 通して、 そぞろに 巨人の 

面影 を 認めずに はいられ なか つ たようです。 

事実、 幕末 明治 は あれ だけの 劃 時代の 時で ありな が 

ら、 その 全体 を 代表す る 人物 を 求める 日になる と、 茫 

然 自失す る。 

西郷の 功大な りと いえ ども、 かれ 一人で この 時代 を 

代表す る こと 秀吉の 如く、 家康の 如く、 尊 氏の 如く あ 

り はしない。 各藩の 各種の 人傑、 おのおの 一人 一役 を 

以て 王政 維新と いう 事業に 参加して いるまでで、 維新 


が 中心と なって、 人物が 主と ならな いのは あの 時代の 

特色と いえる —— もし、 強いて 象徴的に 幕末 維新と い 

う もの を 代表す る 巨人 を 選定せ よと ならば、 そ は西郷 

'y さ わ 

よりも、 大久 保よりも、 木戸よりも、 福 沢 諭吉が 相応 

しかろう。 

田 山 白雲 も、 そこまで は 考えなかった ろうが、 この 

巨人が 時代の 渴 望に 向って しかけて くれた 鉄管の 水の 

豊富なる に 驚喜 もし、 詠嘆 もせずに はおられなかった 

ろうと 思われる。 

だがし かし、 驚喜 も、 詠嘆 も、 する はした けれど、 

まだ 物 足らない ところ はいくら も ある。 第一、 自分が 


現在 尋ね ている この 不可解の 西洋画の 内容に おいても、 

外形に ついても、 「西洋 事情」 は 少しも、 説明 も、 暗示 

も、 与えて くれない ではない か。 それの みか、 この あ 

いだ 房 州へ 行った 時、 支那の 少年 金 推が 説いて、 駒 井 

甚三郎 ほどの ものが 解釈し きれなかった 耶蘇の 教えと 

いう もの も、 この 書物が 是 とも 非と も 教えて いないで 

ふ うばぎ ゆう 

はない か —— そのほか、 白雲 はま だ 風馬牛で は あるが、 

その 耶蘇の 教えと 並んで、 西洋文明の 血脈 をな してい 

ると いう ギリシャ 系統の 学問に ついても、 この 書物 は 

少しも 力を入れて いないで はない か。 

西洋と いう ものの 建物の 目下の 全体 を 見せて くれる 


ために は、 さほど 驚喜すべく、 詠嘆 もすべき 書物で あ 

ぉぴ ただ 

りながら、 内容に 立 入る と 物 足らない こと 夥しい I 

I と 白雲 はよう やく それに 気がつきました。 広く 知る 

ぼうしょく 

次に は、 深く 見たい もの だと 白雲が、 望蜀 を 感じた の 

はぜ ひもありません。 

ともかくも、 あちらの 書物 を 読まねば ならぬ、 直接 

にあ ちらの 書物が 読める ようにならなければ ならぬ I 

I との 慾 求 は、 これらの 著述 を 読む ことによって、 よ 

うやく 強く されて ゆく こと は 疑うべく もありません。 

よって、 白雲 はまた 一層の 熱心 を 以て、 例の 初歩の 

語学 書と 首 つ 引 —— 「華英 通語」 によつ て 紙をパ ー ぺ 


ルと 知り、 絵 をピキ チュ— ルと 知り、 絵 相 師をポ —ル 

トレ— ト-ぺー ヌタ ル、 筆が ペン シル、 顔が フエ ー ス、 

頭が ヘッド、 足が フットと 覚えて 行った 程度で は 満足 

がで きない。 

しかるべき 塾へ 入門し、 しかるべき 師 につく という 

こと は、 この種 類の 人間に は なかなかお つくうな もの 


ところで 白雲が、 再び 駒 井 甚三郎 の もとへ 行こうと 

いう 気になりました。 切支丹 を 描いて 観音に 納める と 

いうよう な 註文 は 本気で は 聞け ない が、 とにかく、 相 

当な もの を 描いて 置いて、 房 州へ 押 渡ろうと いう 気 を 


起しました。 

二十 一 

田 山 白雲 はお 角の ために、 何 を 描いて 与えようかと 

思案し ました。 

頼まれた 題目の 非常識 は、 もとより 問題で はない が、 

それでも 自分の 良心が 満足す る ほどの もの を 描いて 与 

えなければ ならぬ という 義務 を 感じました。 この場合、 

その 題目と 出来ば えが、 頼んだ 人の 気に入ろうと 入る 

まいと、 自分の 力で 相応と 認める もの を さえ 描いて 残 


して 置けば、 主人の 帰り を 待つ まで もな く、 例に よつ 

て 白雲 悠々 の 旅へ 飛 立つ に は 何の さわり もない こと だ。 

さて、 何 を 描こう、 選択 を 自由に すれば、 かえって 

題目の 取捨に 迷う。 

ともかくも、 目標 は 浅 草 寺 境内の 額面で ある。 従来 

そんしょく 

の ものの 中へ 割込んで 遜色の ない もの、 それ を 頭に 

置いて、 題目の 選択に とりかかって みたが、 それが 案 

外 骨が折れます。 

容 斎の 向う を 張って 弁慶で も 描こう かしら。 それ も 

かげきよ 

気が 進まない。 景清 は、 あれ は 上野の 清水 堂に ある。 

い つ そ 趣 を かえて 江戸 風俗の 美人 画で も 写して みょう 


か、 では 浮世絵の 店 借 をす るよう だ。 

そこで、 白雲 は 再三、 浅 草 観音の 額面 を 実地 見学に 

行き ましたが、 どうもし かるべ き 題目 を 発見す る こと 

がで きません。 

ある 日の 夕方、 あれ かこれ かと 考えながら 立 戻って 

げんわく 

格子戸 を あける と、 そこに 不意に 眼 を 眩惑され る もの 

を 見せられました。 

座敷で は 今、 清澄の 茂 太郎が 踊って いると ころで あ 

うちかけ 

リ ます。 元禄 模様の 派手な 禰襠を 長く 畳に 引いて、 右 

の 手に は 鈴 を 持ち、 左の 手で は 御幣 を 高く 掲げながら、 

例の 般若の 面 を 冠って 座敷の 中 をし きりに 踊って いる 


ところで ありました。 

お あわ 

それが 白雲の 帰った のに 気がつく と、 大慌てに 慌て 

て、 鈴 を 火鉢の 隅に 置く やら、 御幣 を 神棚へ 載せよう 

とする やら、 ようやく 般若の 面 を 取って、 

「お帰りなさい」 

長い 禰襠の 裾 を 引いた ままで 挨拶し ました。 

「茂 坊」 

「はい」 

「もう 一度、 今の 姿で 踊って ごらん」 

「御免なさい、 おじさん、 一人で あんまり 詰らな かつ 

たもんだ から …… 」 


「いいから、 お前、 もう 一遍、 今の 姿で ：•：. その 面 を 

冠って、 鈴と、 御幣 を 持って、 いま 踊った 通りに、 踊つ 

て わしに 見せて おくれ」 

「御免なさい、 もうしません から」 

「そうじゃない、 お前の いま 踊った 姿 を、 ぜひもう 一 

度 見た いんだ、 それ を 絵に 取って置き たいと 思 うんだ 

よ、 叱 るん じ やない、 頼 むんだ よ」 

「じ や、 やって みまし ようか」 

「やって ごらん」 

そこで 茂太郎 は、 再び 面 を 冠って、 両手に 鈴と 御幣 

うちかけ 

と を 持ち、 禰襠を 長く 引いて、 座敷 いっぱいに 踊り は 


じめ ました。 これ を 座敷へ 上った 白雲 は、 立ちながら 

目 も はなさずに 眺め 入りました。 

この 踊り は、 一種 不思議な 踊りであります。 仕舞の 

しょさ 

ような ところ も あり、 かんなぎの ような 所作 も あり、 

かぐらび ようし 

そうかと 思えば 神楽 拍子の ように 崩れて しまう ところ 

もあって、 なんとも 名状ので きない 踊り だが、 それで 

も、 その 変化の 間に 一 つの リズムと いう ものが あって、 

陶然と して 酔わし むる ものが ある。 

無論、 この 不思議な 児童の、 即興の、 出鳕 目の 踊リ 

方に は 違いない が、 その 出鳕 目のう ちに リズムが ある 

から、 白雲 はかえ つて それ を、 本格の 踊りよりも 面白 


いと 思いました。 

そうして いるう ちに、 白雲が 膝 を 打って、 

「これ だ」 

と 言 いまし た —— 白雲 もまた、 最初から この 般若の 面 

が 凡作で はない と 見て いたので すが、 この 時に なって 

はたと 思い当りました。 

これ こそ 与えられた 絶好な 画題 だ。 その 不思議な 踊 

り 全体の リズムが、 人 を 妙に 陶酔の 境へ 持って行 くの 

みならず、 仔細に 見る と 無心な 子供が、 大人の 長い 着 

物 を 引きずつ ている ところに また 無限の 趣味が ある。 

そうして、 鈴と、 御幣と を、 無雑 作に 小さな 両の手で 


,R さ 

振り翳した ところに、 なんともい えないた くまざる の 

妙味が ある。 

もし それ、 その 冠った 般若の 面に 至って は、 白雲が 

日頃から 問題に していた 名作で、 銘 こそない がその 作 

物の 非凡なる、 どこから どうして この 少年が 手に入れ 

たの か。 そうして 朝から 晚 まで、 食事の 時で も 膝 を は 

なさないで 大切が つてい るの が 訝しい ほどで ある。 白 

雲 は、 いっか、 その 面 を 取って つくづくと、 作と 年代 

等 を 研究して みょうと 思 つ ていた それで ありました。 

おもかげ 

いま 見る と、 その 名作の 面影が つくづくと 人に 迫る も 

のが ある。 


体の すべてが 無我 無心に 出来て いるのに、 面 その も 

のろ  ぞうお 

の だけが、 呪いと、 憎悪と を 集めた、 稀代の 名作に なつ 

ている。 

これ こそ 求めても 得られない 絶好な 画題 だ、 と 白雲 

が 意気込みました。 

この 白熱の 興味が、 ついに 白雲 をして 五日の 間に 

ようどう はんにゃ 

「妖童 般若」 の 大額を 完成 させて しまいました。 その 

作た る、 われながら 見 とれる ほどの 出来と 見ました け 

あいじゃく  いとま 

れど、 白雲 は それに 愛惜す るの 暇 を 与えずに、 早く 

もこ こ を 出立す るの 用意 を 整えて しまい、 

「茂 坊、 さあ、 今日は 房 州へ 立 つんだ ぞ」 


「え、 房 州へ です か、 おじさん、 今日？」 

「そうだよ」 

のこぎ リ やま 

「房 州と いうの は、 あのお じさん、 鋸 山の ある 日本 

寺の、 お嬢さんの いる 房 州な の？」 

「そうだと も」 

「あたい を、 その 房 州へ 連れて行って くれる の、 今 

曰！」 

「うむ」 

「じ や、 あたい、 久しぶりで、 あの お嬢さんに 会える 

んだ」 

「会わして やる とも」 


「ほんと に 夢の ようね、 おじさん、 もしかして 清澄の 

お 寺へ 入れち ま うんじ やない？」 

「そんな ことがある もの か、 さあ 行こう」 

「ああ、 うれしい」 

きんぜん 

少年 は 欣然と して 勇み立ちました。 

しゅ つぼん 

この 出立 はむしろ 出奔に 近い。 白雲 ほどの ものが 

あ つた ビ 

どうしてこう も 慌 しいの か、 と 怪しまれる ほどに 大 

急ぎで、 絵が 成る と共に 装い を 整え、 その 場で 置 手紙 

を 一 本書き —— その 手紙に は、 一 一枚の 西洋画 を 特別に 

大切に 保存して おくよう に 書き残した だけで、 自分の 

作の こと は 書かず。 


最初 は 茂 太 郎の手 を 引いて 外へ 出た が、 少し 歩く と 

もどかし そうに 茂 太郎を 取って、 自分の 背中に 背負い 

込んで さ つ さと 歩み 去りました。 

き さ ら づ ぶ ね 

江戸 橋の 岸、 木更津 船の 船つ きの 場所に 茂 太 郎を十 

文字に 背負って、 空 を 眺めて 立つ 白雲。 

ゆうゆう 

澄み渡った 秋の 空に、 白い 雲が 悠々 と 遊んで いるの 

を 眺めた 時 は、 一味の 旅愁と いうよう な ものが 骨に ま 

でしみ いるの を 感じました。 

ほんとうに 自分 こそ 白雲 そのものの ような 生涯。 

それでも 旅から 旅へ うつる 瞬間に は、 どうして もこ 

の 哀愁 を 逃れる ことができない。 哀愁に 伴うて 起る 


あいじゃく  るてん 

愛惜の 念が、 流転 きわまりなき 人生に 糸目 をつ ける。 

妻子 を 顧みな いのは、 妻子に 対して 自分の 愛惜が あ 

リ 過ぎる からだと 白雲 は、 その 時に い つもそう 思い ま 

さ いし けんぞく 

愛惜が あって はいけ ない。 妻子 眷族に も 愛惜が あつ 

てはいけ ない。 自己の 作物に も 愛惜が あって はいけ な 

い。 愛惜の 一 念 ほど 自由 放浪の 精神 を 妨げる もの はな 

いと、 いつも それ を 感じながら、 旅から 旅 を 歩いて い 

るので あります。 

「妖童 般若」 の 図 を 描き 上げて、 こうして 追い立てら 

れ るよう に 出立した の は、 自 個の 作物 そのものに、 ま 


た 愛惜 を 感じて はならない と 思 つたから でしよう。 

白雲 は 愛惜が 自由 放浪 を 妨げる と いう こと をよ く 

知っている。 それ は 自分た ちの 生涯 は 自由 放浪の ほか 

に は 立場がない と 信じて いる ためらし い。 

昔の 出家 は 一所 不住 といって、 同じと ころへ は 二度 

と 休む こと さえ もしなかった そうだが、 自分の は それ 

と は 違い こそ すれ、 愛惜が あって は 心 を 自由の 境に 遊 

ばせ る ことができない。 だから、 つとめて 愛惜から 逃 

れんがた めに 旅から 旅 を 歩いて いると ころ は、 一所 不 

住の 姿 に似てい る。 

それほど ならば、 最初から 妻子 を 持たなければ いい 


ではない か。 扶養の 義務が ある 妻子 を 持った 以上 は、 

浮世の 義理に 繫 がれて 行く の 義務が あるべ き はず。 妻 

子 を 持って 同時に 自由 放浪に 憧れる の は、 自分 は そ 

れ でもよ かろうが、 妻子 そのものが 堪 るまい。 白雲 は、 

それば かリは 何とも 申し わけ をす る ことができない。 

ぎよ 

申し わけが 立たずに 両頭 を 御して 行く こと は、 白雲と 

して はかなり 苦しい ことでしょう。 白雲 も やっぱり 天 

上の 雲で はない、 地上の 人間 だ。 

幸いに して、 このたびの 船路に は、 お 角の 時の よう 

な 災難 もな く、 駒 井と 乗合 わせた 時の ような 無頼漢 も 


なく、 海 も 空の 如く 澄み、 且つ 穏 かな 船路で ありまし 

た。 

ぎょうじゅうざが 

久しぶりで 海に 出た 清澄の 茂 太郎、 行住座臥 はなさ 

ぬ 所の 般若の 面 を 脇に かかえて、 甲板の 上 を 初めは ダ 

クを 打って 歩いて いたが、 その 足が ようやく 興に 乗じ 

て 急になる 時分に、 帆柱の 下で 馬鹿 囉 子が 湧き上り ま 

した。 

これ は 多分、 木更津 方面の 若い 衆が、 江戸 近在へ 囉 

子 を 習いに 来ての 帰り か、 そうでなければ 江戸 近在の 

囉子 連が 房 総 方面 へ 頼まれて 行く 途中でしょう。 

太鼓 は 抜きです が、 笛と すりが ねの 音 は 海風に 響い 


て、 いと ど 陽気な 気分 を 浮き立た せ、 船に 乗る 者、 さ 

ながら 花 車屋 台の 上に あるよう な 心 持に なりました。 

「おや、 ごらんなさい、 あの 子 は 踊って いるよ」 

見れば 艫の 方から、 左腕に は 般若の 面 を 抱え、 右の 

手 を 翳して 足拍子 おもしろく 踊りながら こちらへ 来る 

の は、 清澄の 茂太郎 であります。 

吾等 笛吹け ども 踊らず …… と 誰が いう。 

船の 人 は 総出で、 茂 太郎の 踊り を 見に 集まりました。 

踊る 人が 出て 来たので、 囉し 手の 弾む の は 自然の 道 

理 であります。 

今や、 艫の 方から 踊りながら 歩いて 来た 茂太郎 は、 


甲板の 真中まで 踊り 進んで 来ました。 船の 中の 人と い 

う 人 は、 みんな 集まって この 踊リを 見て いますが、 茂 

太 郎は恥 かしい という 色 も 見せず、 さりと て 手柄顔 も 

しないで、 しきりに 踊って います。 

囉子 連の 喜び は、 喩 うるに 物な く、 囉 子に いよいよ 

油が 乗って くると、 踊り もい よいよ 妙に 入る かと 思わ 

れる。 最初 は囉 子が 人 を 踊らせた のに、 今 は 踊りが 囉 

子 を 引立てる らしい。 

興に 乗じた 船の 人 は、 知る も 知らざる も 興 を 催して、 

手拍子 を 打ち、 あわや 自分た ち も 一緒にな つて 踊り 出 

しそうな 陽気になる。 


初めは 人が 興味 を 求め、 後に は 興味が 人 を 左右する。 

清澄の 茂太郎 こそ は 小金 ケ 原での 群衆 心理 を 忘れ は 

し ま V 

興味が 人 を 左右して、 自分た ち は それ を 逃る るに、 

命が け を 以てしなければ ならなかった 苦い経験 を 忘れ 

はしまい。 

それ を 忘れない 限り、 この 踊り も いいかげんで 切 上 

げる こと を 忘れ はし ま い。 

古人 は、 明哲 身 を 保つ という こと を 教える。 

果然！ がらり と 拍子 を かえた 茂太郎 は、 身 を 翻す 

と 脱兎の 如く 船底 をめ がけて 駆け込んで しまいました。 


興酣 わにして 踊り手に 逃げられた 船の 客 は 呆気に 

取られ、 囉子連 も 張 合いが 抜けた が、 しかし 船中の 陽 

気 は 衰えた というで はなく、 人々 は みんない い 心 持で 

酔わされ たような 気分です。 

二十 二 

仏 頂寺弥 助と、 丸 山 勇 仙と、 宇津木 兵馬と が、 相携 

えて 松 本の 城下へ 乗 込んだ 時、 松 本の 城下 は 素敵な 景 

気で ありました。 

尋ねて みると 今日から 三日間の 「塩 巿」 だとい うこ 


と。 なお 「塩 巿」 と は 何 だと 尋ねて みると、 これに は 

ゆ ヽ， しょ 

また 一 つの 歴史的の 由緒が ある。 

甲 勢の 武 田信玄 と、 越後の 上 杉 謙 信と が、 この 信 濃 

の 国で 争って いた 時分、 信玄の 背後 をう かがう 東海道 

筋から 塩 を 送らない。 甲斐 も、 信 濃 も、 海の 無い 国。 

人民 これが ために 苦しむ の 時、 前面の 敵、 上 杉 謙 信が 

これ を 聞いて、 武 田に 使 を 送って 曰く、 吾と 君と 争う 

ところの もの は 武勇に あって、 来 塩に あらず、 南 人 も 

し 塩 を 送ら ざれば 北 塩 を 以て 君に 供 せん —— と いって 

あ.. こヽ 

価 を 平らかに して 信玄の 国へ 塩 を 売ら しめたと いう 

の は、 史上 有名なる 逸話であります。 


信 濃の 人、 その 時の 謙 信の 徳を 記念 せんがた めに、 

この 「塩 巿」 が あるの だとい う。 

事実 は 果して どうか 知らん。 例年 は 正月の 十一 日 は 

だ いほうえ  リ よう あん 

大法 会が ある はずな のが、 去年 は 諒闇の ことがあつ 

たり、 天下 多事の 際、 遠慮して この 秋まで 延ばされた 

ものら しい。 

そこで、 いつもの ように 花やかに は 執り行われない 

が、 人気と いう もの はかえ つて、 こんな 際に 鬱屈す る 

もの だから、 底 景気 は なかなか 盛んで あるら しい。 

その 盛んな 巿中を 通り抜けて、 浅 間の 温泉へ 行き、 

兵馬 を 鷹の 湯へ 預けて おいて、 仏 頂 寺と 丸 山 は 城下へ 


引返し、 二人 は巿 中の 景気 を 見ながら、 各 道場へ 当り 

をつ け、 兵馬 は 温泉 場に 止まって、 その内 部 を 探ろう 

一. 」 • 一，」 

という 手 害。 

宿に 残された 兵馬 は、 その 晚、 按摩 を 呼ぶ こと を 頼 

みました。 

按摩 を 取る ほどに 疲れても いない けれど、 土地の 内 

状 を 知る に は、 按摩 を 呼ぶ が 近道と 思った のでしょう。 

ほどなく、 按摩が 来る に は 来たが、 それ は 眼の 見え 

ない 男 按摩で はなく、 目の 見える、 しかも 十四 五に な 

る 少女で したから、 兵馬 も 意外の 思い をした が、 それ 

お もむ 

に 肩 を 打た せて、 さて 徐 ろに この 温泉 場の 内状、 城下 


の 景気、 近頃の 泊り客 は 如何と いうよう な ことから 持 

ちかけ てみ ると、 小娘の 按摩 は 存外 ハキ ハキ した 返答 

、、ヽ . ） - o 
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にぎ 

特に 「塩 巿」 の 賑わい 隣国に 並びなき ことと、 町の 

ほうかし  たぐい 

催し、 諸国から 集まる 見世物、 放 下師の 類、 その 辺に 

ついての 説明 は 委しい もの。 

一 段と 念 を 入れて いう ことに は、 

「今年 はちょう ど、 お 江戸で 名高い 巿川 海老 蔵さん と 

いう 千両役者が 参りました。 昨日から 宮村 座で 蓋 を あ 

けました から、 ぜひ 一度 ごらんに なって おいでなさい 

まし」 


と 勧める。 そのこと ならば、 仏 頂 寺、 丸 山の 輩で さえ 

も 噂 をして いた。 だが、 兵馬に とって は 芝居 どころ で 

はない。 聞き流して いるの を、 小娘 はいい 気になって、 

海老 蔵の 偉い こと、 千両役者の 貫禄の 大した もので あ 

る こと、 この 土地へ も 千両役者 は 滅多に 来ない という 

こと、 果て は、 わたし はま だ 千両役者 というの を 一度 

も 見た ことがない と、 聞かれ もしない のに 自白す ると 

ころな ど は、 抜け目が なく、 うつか リロ 車に 乗ろう も 

のなら、 たちまち 芝居 を 奢らせられる 段取りになる か 

も 知れない。 

ところで、 兵馬 は、 千両役者 にも、 芝居に も、 いつ 


こう 興味 を 催さないで、 近頃のお 客に、 これこれの 客 

を 見なかった かと 訊ねる 眼目に は、 この 小娘の 手答え 

が 甚だ 浅く、 いっか 知ら 役者へ 話 を 引戻して しまう。 

おかし いのは 千両役者 を 見た ことがない という 口の 

下から、 海老 蔵 を 褒める こと、 褒める こと。 按摩に 来 

ちょ ラ ちんもち 

たので はない、 役者の 提灯 持 に 来たよう な もので、 小 

うるさくて たまらな いから、 兵馬 は 追い返して しまい 

ました。 

まあ それ、 小娘ば かり を 笑った もので はない ぞ。 

今 の 政治家が みんな 人気商売 の 役者と 違 つたと ころ 

はない —— と 京都に いる 時、 ある 志士の 慷慨 を 兵馬 は 


聞いた ことがある。 

経綸 を 一 代に 行う の 抱負が 無く、 もとより 天下 を 味 

方に する の徳 もな く、 また 天下 を 敵と する の 勇 もない 

さりと て巌 穴の 間に 清 節 を 保つ の 高風 もない。 

上 は 公卿の 御機嫌 を 伺い、 外 は 外国の 鼻息 を 恐れ、 

内 は 輿論と いう もののお 気に障らな いように、 そうし 

てお 気に 向く ような 狂言 を 差 換えて 御覧に 入れようと 

する 

むし  いい かもんの かみ 

このく らいなら 寧ろ 蛮勇の 井伊 掃 部 頭が 慕わしい。 

ゆうしょう 

天下の 政治 を 人気商売 として 優 倡 の 徒に 委す るに 似 

たり、 と 勤王 系の 志士が 冷罵した の を 兵馬 は 覚えて い 


る。 

それ は 天下 国家の こと。 兵馬の 現在 は、 当分、 この 

地 を 拠点に とって 敵の 行方 を 探す の だが、 差 当って は 

今に 始めぬ 滞在の 費用 問題。 不思議な の は 仏 頂 寺と、 

丸 山。 金銭の 余裕が あるべく もない 者の 身で、 ちょい 

たんでき  きれい 

ちょい 耽溺 を 試みたり、 兵馬の 旅費まで も 綺麗に 立替 

えたり して くれる。 これらの 輩 は あいみたがい、 好 

ばち 

意 を 表した とて 有難 がらず、 受けた とて 罰 も 当ら な い 

人間と 思う から、 そのままに していた が、 いつまで そ 

のま まにしても おられ ま い。 

その 辺 を 思案しながら 兵馬 は、 床の間から 刀と 脇差 


を 取 寄せて 拭い を かけて 眺め 入る。 兵馬の 刀 は 国 助、 

かね やす 

脇差に は 包 保の 銘が ある。 これ は 相 生 町に いた 時分、 

手に入れ たもの。 

ここ は 松 本 平で 名 だた る 歓楽の 地。 今日は 城下の 本 

町が 大 賑わいだ から、 その 反動で、 幾分し め やかで は 

あるが、 かえって 底に 物 有りそうな 宵の 色。 

ねじめ 

笛 や 太鼓の 響き も 聞 えれば、 音締 も 響いて 来る し、 

どうかす ると、 よいよ いと 合唱の 唄が 楊る。 それ を 聞 

いている と、 やはり、 塩巿の 誉れ を 歌い、 謙 信の 徳を 

称える ものであるら しいが、 歌詞 は さっぱり わからな 

ヽ o 
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時々 起る その 合唱 を ほかにして は、 森と した もので、 

空気 全体が どこの 温泉 場 も 同じように、 温かで しっと 

りして いる。 その 時 また、 だしぬけに、 

てんぶん 

天文 一 一十三 年 秋 八月 

越後 国 春 日 山の 城主 

上 杉 入道 謙 信 は 

八 千 余騎を 引率して 

川 中島に 出陣 あり 

そのと き 謙 信 申さる る やう 

かたき 

加 賀越前 は 父の 仇 

これ を ほふりて その後に 


旗 を 都に 押 立てて 

&を 中原に 唱 へん こと 

かねての 覚悟な りし かど 

かの 村 上が 余儀なき 恃み 

武士の 面目 も だし 兼ね …… 

悲調を 帯び たりん りんた る 節が 聞え たかと 思う と、 

ぴったり 止む。 

あれ は 何 だ。 詩で はない。 浄瑠璃で もない。 相 生 町 

の 屋敷で よく 聞いた 琵琶の 歌に 似て、 悲壮に して、 な 

ぉ哀哀 たる 余韻の 残る ものが ある。 

さ ゅラさ よ 

その 歌の 一 節が 急遽 にして 起り、 急遽に して 止む。 


拭い 終った 刀 を 鞘に 納める と、 外の 通りが 騒がしい。 

「何 だ、 何 だ、 どうしたんだ ェ、 火事で も 起った のか 

H」 

まいご 

「火事 じ やない、 迷子 だ」 

「迷子 か」 

たち ま 

今までの は 忽ちに して 起り、 忽ちに して 消えても、 

それ は 音律に 協った 音調。 今度の は巿 人が 路傍で ガヤ 

ガヤと 騒ぎ 出した のです。 

「迷子 かい」 

「迷子です とさ」 

いえなみ  ののし 

家並の 人が 戸 を 押し あけて、 通りへ 飛び出して 罵 る。 


その 中で、 

「ちえ ッ、 おいらの 先生が、 またい なくなつ たんだ」 

小 焦った く 啖呵 を 切った その 声に、 兵馬 はどう やら 

覚えが あります。 

二十 三 

その 騒ぎが けたたまし いのに、 その 声に なんとなく 

覚えが あるから、 兵馬 は 今し も 鞘に 納めた 脇差 を 片手 

に 持って、 鷹の 湯の 二階の 障子 を 押し 開く と、 下の 通 

り は、 いまい つた 通りの 戸毎に 人が 出て、 迷子 だ、 火 


こもの 

事 だ、 と 騒いで いる 中 を 走る 一人の 小者、 

「おいらの 先生が またい なくなつ ちゃった —— 先生、 

そこいらに 泊つ ていたら 言葉 を かけて おくん なさい 

な」 

笠 を 冠って いるの を 上から 見下ろす の だから、 さつ 

ばり わからな いが、 どうも なんだか 聞いた ような 声 だ 

と 兵馬が 思います。 

つまり、 件の 小者が 勢い こんで、 器量 いっぱいの 声 

で、 はぐれた 連れの 者 を 呼びながら 龃 けて 来た その 声 

に 驚かされて、 家々 の 者が 出て 見た のでしょう。 

ところが、 驚かされて 出て 見た 人 も、 ただ それだけ 


の もので、 存外 小さな 事件と 見た から、 張 合い 抜けが 

したよう な 思いで、 その あと を 見送って ポ カンと して 

いる くらいだ から、 兵馬 も そのまま 障子 を 締め、 刀と 

脇差と を 以前のと ころへ おいて、 さて、 これから 寝て 

しまおうと 思いました。 仏 頂 寺、 丸 山 は 待って 待ち 甲 

斐の ある 輩 ではなし —— 

この 場 はこれ で 納まった が、 納まらな いのは、 それ 

から 行く先々 の 温泉 場の 町並。 

かぷ  こもの 

例の 笠 を 冠った 小者が、 先生 は どこへ 行った、 先生 

がまたい なくなった、 と 喚き立てながら 龃け 廻って い 

るから、 だれも、 かも、 驚かされて 出て 見ない 者 はな 


い。 何 かこの 温泉 場 を 根柢から ひっくり返す 事件で も 

くだん 

持 上った かの ように 飛び出して 見る と、 件の 小者。 

それ は、 子供 だろうと 思われる ほど 背が 低く、 頭に 

は 竹の 笠 を 冠って、 首に は 荷物 を かけ、 手に は 杖 をつ 

いたのが、 跛の 足 を 引きずって、 多分、 眼中 は 血走つ 

て、 そうして、 かな リ しめ やかな 歓楽の 温泉の 町 を、 

ひとりで、 騒がせながら 飛んで 行く のです。 

「おい、 兄さん、 どうし たんだい。 何 だい、 その 騒ぎ 

ま」 

逗留の 客で、 世話好き なのが 差 出て 聞く と、 

「おいらの 先生が、 またい なくなつ ちゃつ たんだよ」 


「なに、 お前さんの 先生が いなくな つち やつたん だつ 

て？」 

「そうだよ …… ちえ ッ」 

と 舌 を 打って 地 団駄を 踏んだ 人 は 浅 間の 人士 はま だ 知 

るまい が、 これ ぞ 宇治山 田の 来 友であります。 

「つま リ、 お前さんが 連れに はぐれた という わけなん 

だね」 

「そうだよ、 それ も 一 度 や 一 一度 じ やねえん だからな、 

ちえ ッ」 

米 友が 二度 舌打ち をして 地 団駄を 踏みました。 

これ は、 来 友が 二度 舌打ち をして 地 団駄を 踏む の も 


無理の ない ことで、 またしても、 道 庵 先生が 米 友 を 出 

し 抜いて、 どこかへ 沈没して しまった ものと 見えます 

—— 全く、 一度 や 二度の ことで はない から、 来 友と し 

て は 世話が 焼ける。 察する ところ、 善 光寺から あんな 

わけで、 松 本へ 入り込んだ 道 庵 は、 今晩は 浅 間の 温泉 

泊リ という こと を 来 友に も 申し 含めて おきながら、 こ 

んな 始末に なって しまった ものと 見える。 もとより、 

こうして 家並 を 怒鳴って 歩けば、 道 庵が この 温泉 場に 

泊って いる 限り、 聞きつ けて 飛び出す に は 飛び出す だ 

ろうが、 道 庵 ひとり を 探す ために、 温泉 場の 全体 を 騒 

がすの は 考え ものです。 


「兄さん、 人 を 探 すん なら 探す ように、 帳場へ でも 頼 

んで ：：： いったい、 お前のお 連れと いうの は 何とい う 

宿屋に 泊って いるんだ か、 それ をい つてみ な」 

世話好きに 訊ねられて、 来 友が、 

「何とい う 宿屋に 泊って いるんだ か、 それが わかる く 

らいなら、 こうして 怒鳴って 歩き やしね えよ」 

「なるほど …… それじゃ、 お前さんの お連れ は 何 商売 

で、 年 は 幾つぐ らいで、 人品 は …… ？」 

「商売 はお 医者さん で、 年 はもう かなりのお 爺さんで、 

人品 は 武者修行 だ」 

と 米 友が たてつづけに 答えました。 


いったい、 これ はどうし たの だ。 尋ねて いる 方が 迷 

子 だか、 尋ねられ ている のが 迷子 だか、 わからな くな 

りました。 

にぎ 

そこへ、 またも 全 浅 間の 湯 を 沸かす ような 賑わいが 

てこまい 

持 込まれた の は、 塩巿を 出た 屋台と 手 古舞の 一 隊が、 

今し もこの 浅 間の 湯へ 繰 込んだ という ことで、 遥かに 

はやし  きやり 

囉 子の 音が 聞え る、 木 遣の 節が 聞え る。 

そこで、 米 友 をと りまい ていた 連中 も、 来 友 を振捨 

かんきゃく 

てて 走り出し たから、 全然 閑却され てし まった 来 友。 

果して、 今し も 城下から 練 込んだ 養老の ダン ジリ。 

それ を 若い 衆が ェンャ ラャと 引いて、 手 古舞、 金棒 


曳 きが 先 を 払う。 見物が 潮の ように 溢れ出す。 

そこで、 誰も 米 友 を 相手に する 者の なくなつ たの も 

ぜひない こと。 

ダン ジリは 上方 式、 手 古舞と 金棒 曳きは 江戸前、 若 

い 衆 は 揃い、 見物と 弥次と は 思い思い。 

屋台の 上の 囉子は 鍔 江 流。 

この 練 込みの 世話 焼に、 一種 異様な 人物が 飛び 廻つ 

ている —— 

「さあ、 しっかり やって くんな、 何でもお 祭りと いう 

やつ は 江戸前で 行かな くち や あいけ ねえ、 女房で も、 

子供で も、 叩き 売って やる 意気 組みで なけり や、 江戸 


ベ ら ぼう さま 

前のお 祭り は 見せられ ねえ、 ケ チケチ するな い 篦棒 様」 

といって 屋台の 下から、 手 古舞のと ころまで 一足飛び 

にかけ て 来て、 

はけさき 

「そこの 芸者、 いけね えよ、 その 刷毛先 を パラ ッと… 

あんべ いしき 

…こういう 塩梅 式に、 鬼門 をよ けて パ ラッと 散らして 

さんのう 

そうだ、 そう 行って 山 王のお 猿 様が ：：： と 来な 

くつち や江 戸前で ねえ。 おい、 こっちの 芸者、 それじゃ 

お前、 肌の ぬぎ 方が いけね え やな、 こうだ、 同じ こと 

でもこう いう 塩梅 式に 肩 をす ベ らせ ると 見た目が 生き 

てら あな、 それ それ。 ちえ ッ、 そっちの 姉さん、 お前 

花 笠 をそう 背負つ ちゃ あいけ ねえよ、 成 田 山のお 札 


じゃある めえ し、 ここんと ころ をこう 七ッ 下りに 落し 

いき 

てみ ねえな、 見た目が 粋 だ あな。 おいおい、 そっちの 

金棒さん、 もう 少しず しんと、 和ら か 味の ある 音 を 出 

ちょ うちん 

して くんな …… さあ、 提灯 を、 も 少し 上げたり、 上げ 

たり」 

い ちもく さ ん 

といって、 また 一目散に 屋台のと ころまで かけ 戻って、 

じょうだん  おお どう 

「しっかり やって くんな …… 冗談 じ やねえ よ、 大胴 

がいけ ねえ、 大胴、 もう 少し 腹を据えて やりね え。 笛、 

笛、 もう 少し 高く …… ひょっと こ、 ひょっと こ、 思い 

きって 手強く …… 」 

御 当人 も 片肌 をぬ いでし まって、 有 合わせた 提灯 を 


高く 高く 振り 廻して、 屋台の 上の 踊り 方にまで 指図す 

る。 

お- P じ 

変な 親爺が 出て 来 やが つた、 町内で は あんまり 見 か 

けない 風俗の 親爺 だが 、 か なり 気む ず か し い 親爺ら し 

い。 気 むずかしい だけに 祭礼の 故実 も 心得て いるら し 

い。 あんなのに は 逆らわずに 世話を焼かして おく 方が 

いいと でも 思った のでしょう。 いくぶん 尊敬の 意味で 

いう こと を 聞いて いるら しいから、 この 親爺、 いよい 

よつ け 上り、 

おんど 

「さあ、 若い 衆、 拙者が 音頭 を 取る から、 それにつ い 

て 景気の いいと ころ を 一 つ …… ォ ー ィ、 ャレ ー ョ、 ェ ー 


ン ヨン ャレ テコセ ー、 コレ ハセ—、 ィャホ —ウイ ャ 

ネ 丄 

「ャ— ィ」 

若い 衆 はわけ もな くこの 音頭に 合わせて ひっぱる と、 

親爺、 御機嫌 斜めなら ず、 

「ホラ、 もう 一 つ、 ェ— ャ ラエ、 ョィ サョィ ャナ、 ァ 

レ ハエン ェン、 ァレ ハエン ェン」 

r ョ— ィ、 ョ ー ィョ— ィ」 

この 親爺 一 人で お祭り を 背負って 立つ ような 意気 組 

こもの 

み。 これ ぞ、 以前の 小者が 尋ね 惑うて いると ころの 先 

生であります。 


にぎ 

またしても、 あまりの 賑やか さに、 宇津木 兵馬 は 再 

び 二階の 障子 を あけて 見お ろします と、 この 通りの 景 

気です。 

その 中 を、 右に 左に 泳ぎ 渡って 指図 をして 歩く 変な 

親爺が ある —— 兵馬 は 本来、 道 庵 先生と は 熟知の 間柄 

で、 ずいぶん 今まで 先生の 世話に もな つた ことがある 

の だから、 そう 見違える はず はない の だが、 いかに 道 

庵 先生 だからと て、 信 州の 松 本までお 祭の 世話 焼に 来 

ていようと は 思わず、 第一、 その 頭が 違って いる。 ク 

ワイ 頭の 専売 物で なく、 惣髪 にして 二つに 撫でつ けた 

つか はら ぼく でん 

塚原ト 伝の 出来損ないの ような 親爺が、 まさか 長者 町 


の 道 庵 だと は 思われません から、 やはり、 変な 親爺が、 

世話を焼い ているな ぐらいの 程度で、 この 景気の 見送 

とざ 

り をして、 またも 障子 を閉 してし まいました。 

一 方、 宇治山 田の 来 友 は、 浅 間の 町の 迷 児の 道し る 

ベの 辻に 立って、 しきりに 地 団駄を 踏んだり、 嘆息 を 

したりし ている。 

ああした ような 事情で 善 光寺 を 立ち 出で、 善 光寺 か 

いなりやま  お み 

ら 稲荷山へ 二 里、 稲荷山から 麻 績へ三 里、 麻績 から 青 

柳へ 一 里 十 町、 青柳から 会 田へ 三 里、 会 田から 刈 谷 原 

へ 一 里 十 町、 刈 谷 原から 岡 田へ 一 里 二十 八 町、 岡 田 か 

ら松 本まで 一 里 十八 町 を 通って、 松 本の 城下へ 入り込 


んで 見る と、 前い うような 景気で したから、 道 庵が ま 

たはし やぎ 出し、 浅 間の 湯と いうのへ 泊る こと だけ は 

打合せて おいた が、 とうとう 途中で 飛ばして しまい ま 

した。 

止む こと を 得ず、 米 友 は 約束の 浅 間の 地に 着いて、 

町並に 怒鳴り 歩いて みたが 手答えが なく、 そこで、 今 

は 株 を 守つ て 兎 を 待つ より ほかの 手段 はなくな り まし 

た。 

しょうぜん 

町の 辻の 迷 児の 道 しるべの あると ころに、 悄然と 

立った 宇治山 田の 米 友。 

人の 気 も 知らないで、 賑やかし い 花 車屋 台の 行列 は 


早く も 米 友の 前まで 押 寄せて 来ました。 そこで 迷 児の 

道 しるべの 前に 立って いた 来 友が、 後ろへ 隠れて 人波 

を 避ける。 幸いに して 来 友 は 柄が 小さい から、 道し る 

ベの 蔭へ 隠れた 日に は、 少しも 人波の 邪魔に なるとい 

うこと がありません。 人波の 方で もまた、 来 友と、 道 

しるべと を 捲き 残して、 大水の ように 過ぎ去って しま 

えば 何の こと はない の だが、 こ こぞ、 この 町並で は ほ 

めぬき  みこし 

ぼ 目 貫のと ころで したから、 そこで 行列 も 御輿 を 据え 

て、 器量 いっぱいの ところ を 見せなければ なりません _ 

米 友に とって はこれ が 迷惑です。 早く この 人波が 流 

れ 去って しまう こと を 希望して いたのに、 流れ 来った 


水が ここで 湖と なって しまい、 自分と、 道 しるべと は 

島に されたなら まだいい が、 湖底に 埋没され たような 

形に なって、 群衆 は 来 友の 頭の 上で しきりに 踊り 騒い 

でい る。 

うずくま 

ぜひな く 米 友 は、 道 しるべの 蔭に いよいよ 蹲って、 

ともかく、 この 人波の 停滞が 崩れ去る の を 待って、 お 

もむ ろに 身の 振り方 をつ けようと 覚悟し ました。 

こうして 人波に 埋没され ている 米 友に とって は、 何 

の 面白く もない お祭り 騒ぎ —— だ が 人の 面白がる もの 

にケチ をつ ける にも 及ばね えが、 いいかげん にしても 

れ えてえ もの だな —— と 思って 辛抱して いる。 ところ 


が、 誰あって、 米 友が 道 しるべの 下で、 こんな 犠牲的 

な 辛抱 をして いると 気の つく 者 はなく、 ただもう 器量 

いっぱいに 踊り 騒いで いる。 

そのうち、 むつく りと 宇治山 田の 米 友が 跳ね起きた 

の は、 その 癇癩が 破裂した のではありません、 当然 聞 

くべき 人の 声 を その 中で 聞いた から、 いきなり 飛び 

上って 道 しるべの 上へ 突立って 見る と、 この 時、 道 庵 

先生が 屋台の 上へ かじりついて、 

「さあ 退いた、 若い 衆、 いよいよ この 親爺に 一 つ 踊ら 

して くんな、 この 親爺の 踊りつ ぷリを 一 つ 見て くんな」 

若い者の する ことが 見て いられな くな つたと 見えて 


道 庵 先生 は ダン ジリに 飛び あがって、 自ら 馬鹿面 踊り 

の 模範 を 示そうと いうと ころで ありまし たから、 米 友 

が、 じっとして はいられません。 

道 しるべの 上から 飛び立って、 人の 頭の 上 を 走り 通 

リ、 今し も ダン ジリ に鎚リ ついた 道 庵の 袖 を 引っぱり、 

「先生、 いいかげんな ことにしな」 

と 言って 来 友が、 その 手首 をグ ングン 引出した 時に 道 

庵が、 

「友 様 か …… 済まね え」 

と 叫びました。 

済む も 済まない も あり はしない。 一刻 も 捨てて おい 


た 日に は 危なくて たまらな いから、 米 友 は 有無 をい わ 

せず 道 庵 を 引き立てて、 また 人の 頭の 上 を 飛んで 走り 

戻りました。 人の 頭の 上 を、 無闇に 走り 通る ことの 無 

作法ぐ らい は 米 友 も 知って はいるが、 この 際 は、 それ 

を 遠慮して いられない ほど 急場の 場合で ぁリ ますから 

ぜひがない。 

遮二無二、 自分 は 人の 頭の 上 を 飛び、 道 庵の 身体 を 

も 人の 頭な りに 引きずって、 来 友 は 露地の 暗い 人通り 

の 少ない ところへ 引きず リ 込んで しまいました。 

まや わざ 

それ は 米 友 流の 極めて 速 かな 早業 を 以て、 一 瞬の 間 

に 行われて しまった ものです から、 頭の 上 を 通られた 


連中まで が、 

「あつ！」 

と 言った きり、 手出しの できない ほどの 早業で ありま 

した。 不思議な 音頭 取り を 不意に さらわれても、 それ 

を 追い かける 手段 を 忘れし めた ほどの 早業で ありまし 

た。 

道 庵に おいても、 遮二無二 その 腕 を 引 張られても、 

人の 頭の 上 を 引きずり 廻 されても、 痛い とも、 痒い と 

も、 言う 暇の ない ほどの 早業で ありました。 

その 早業が 完全に 行われて、 人の 頭の 上から II 露 

地の 人通りの 少ない 所から、 ついに 行方 も 知らず 引 張 


り 込まれた 後に 至って、 群衆が 騒めき 立ちました。 

「ひとさらい …… 」 

だが、 もう 遅い。 

ついに その 近き あたりの どこ を 探しても、 それらし 

い 人の 影 を 見出す ことができません もので したから、 

一時、 お祭り は 中止の 姿で、 その 奇怪の ひとさらいの 

噂 で 持 切りであります。 

たしかに 小さいながら 人間の 形 をした ものが この 

みちしるべ 

道標の 下から 飛び出して、 俺の 頭の 上 を 走った に は 

走った が、 その 姿 を 見る こと はでき なかった、 しかし 

その 足 は 温かい 足で、 長い 爪が あつたと いう 者が ある 


—— いや、 なんだか、 俺の 頭の 上 を 通った の は 泥 草鞋 

のよう だった という 者 も ある。 それが、 いきなり 老人 

あやま 

に 飛びつ くと、 老人が 「済まね え」 と 謝罪った という 

こもの 

者 も あれば、 謝罪った の は 飛び出して 来た 小者 だとい 

う 者 も ある。 

しかし、 幸いな こと は、 どちらが さらった にしても 

さらわれた にしても、 それ は 少しも 土地 ツ子の 怪我で 

はない という ことで、 誰に 聞いて みても、 あの 頼まれ 

もしない 世話 焼の 親爺の 何者で あるか を 知った 者 はな 

く、 また この 道標 あたりから 飛び出した ものの 何者 だ 

か 見極めた 者 もな く —— どちらに しても 氏子に は、 誰 


ひとり 間違いが 無かった という こと を 喜び、 結局、 今 

の は 天狗 様だろう という ことに 衆議が 一 決しました。 

つまり、 辛 犬の 山に 棲む 天狗が、 今夜の 祭りの 興に 

乗じて 里へ 出て 見た が、 面白さに 堪らなく なって、 つ 

い 人間と 共に 踊り、 人間と 共に 楽しむ 気になつ てし 

まった の だ、 天狗が 遊びに 出た の だ、 それ も 人 を 迷わ 

しに 来たので はない、 人間と 共に 楽しみに 来たの だか 

ら、 それ は 怖い ことで はなく、 賀 すべき ことで ある、 

まつ リ  ずいしょう  ゆえん 

いよいよ このお 祭礼の 景気と 瑞祥 を 示す 所以で ある 

と 解釈が ついて みると、 右の 老人の ただ者で ない とい 

う 証拠が、 あちらから もこ ちらから も 提出され て、 天 


狗 から 直々 の 指南 を 受けた 人た ちの 持て 方が 大した も 

のであります。 

きた 

天狗 も 来り 遊ぶ という ことで、 この 夜の 景気が また 

盛り返して きたの は、 時に とっての 仕 合せでした。 

二十 四 

しかし、 天狗の 評判が あま リ 高くな つた もの だから、 

道 庵主 従 も 浅 間の 湯に 泊る ことに は 気がさして、 松 本 

の 城下 を 指して 宿 を 替える ことにしました。 

城下 は 相 変らず の 景気であります が、 そのうち にも 


道 庵 をして 絶えず 大笑いに 笑い 続けさせ たの は、 例の 

ちょ うちん 

「巿川 海 土蔵」 の 辻 ビラと、 提灯が、 至る ところに ブ 

ラ 下げて ある ことです。 それ を 大概の 者が 「海老 蔵」 

と 受取って、 もてはや している ことであります。 

「まあ、 いいや、 今夜 は 夜つ ぴて 景気 を 見て 歩こう じ や 

ねえ か、 川 中島の 月見と 違って、 お祭り を 見る の は 寒 

くねえ」 

と、 道 庵が 言いました。 

そのうちに 「夕日 屋」 という 大きな 店の 前へ 来る と 

道 庵が また 大きな 声 をして カラカラと 笑い、 来 友 を 驚 

かせました。 


ひとまね 

「この 店 もし かるべき 大家の よう だが、 こう 人真似 を 

しんしょう 

する ようになつ ちゃ あ、 身上が 左前になった のかな 

…… 番頭に い い のがい ねえんだ な」 

と 言いました。 

その 夕日 屋の 大きな 店 は 酒屋で したが、 この 家で 造 

り 出す 酒の 名前 を 見る と、 その 頃の 銘酒の 名前 を 幾つ 

も 取って、 それ を 自家 醸造の 如く 斿ぇ、 それに ガラク 

タ 文士 を 買い込んで しきりに 能書 を 書かせて いる。 

人の 評判 を 聞いて みると、 この 店で は、 いい 酒 を 盗 

んで 来て は、 恥知らずの 雇人 共に 金 を あてがって、 そ 

れ に 水 を 交ぜ て 売り出し ている の だとい う。 


ともかくも 夕日 屋 といえば、 町内で も 一流の 老舗で 

あるの が、 こういう 卑劣な 商売の 仕方 をす るよう に 

なった の は、 つまり 番頭に 人物が いない からだ。 

良 酒 を 取って来て、 それに 水 を 交ぜて ごまかして 売 

い さぎよ 

リ 出そう なぞ は、 三流 四 流の 商店で も 潔 しと はしな 

いのに、 夕日 屋 ともい われる 大店が それ を やり 出す に 

至って は、 その 窮し 方の 烈し さに 腹 も 立たないで、 涙 

が こぼれる  と 噂 をす る もの も ある。 

ともかく、 道 庵 先生 は 有名な 飲み手 だから、 まあ 人 

間の 口で 飲める 酒 はたいて い 飲んで いるし、 その 味 も 

いかさま もの 

よく 知ってい るの だから、 ここへ 並べた 詐欺 物の 酒の 


看板 を 見る と、 ゲ ラゲ ラと 笑い出し、 

ベ ら ぼう さま 

「篦棒 様、 よい 酒が 飲みた けり や あ、 よい 酒 を 作って 

競争す るが いい じ やねえ か、 よい 酒 を 作る だけの 頭 も 

なく、 作らせる だけの 腕 もな く、 しょうこと なしに、 

どぶの 水 を 持 つ て 来て 引 搔き廻 させよう なん ぞは、 

しみ 

吝 つたれ でお 話に ならね え」 

と 言いました。 

事実、 道 庵 は 好んで 人の 悪口 をい い、 また 好んで 

あてこす 

当 擦り をす る わけで もなん でもない が、 一流の 店と も 

あろう ものが、 こういう 悪酒 を 作つ て 売り出させよう 

とする 手段 を 卑しむ の は、 少しも 無理がない。 ところ 


がそれ を 聞いた 店の 者 共 は、 しゃあしゃあ として、 

「いい 酒で あろうと、 悪い 酒で あろうと、 大きにお 世 

まう 

話 だ、 空気 中へ 抛り 出して おきながら、 聞いて 悪い の、 

見て 悪 いのと いう 理窟 は あるめえ」 

と い いました。 

さしつ か 

その 理窟 は、 ラジオで もなんでも、 盗み 聞いて 差閊 

えない  と い つ て 奨励す るよう な 口ぶりで ありまし 

あき 

たから、 道 庵 も 呆れ返りました。 

本来、 道 庵 先生 も 決して 競争 を 非と はしない。 むし 

ろ 大いに 好んで 競争 を やりたがる。 されば こそ 

ぼら はち だ いじん 

餾八 大尽の 如き を さえ 向う に 廻して 大いに 争った が、 


その 争いた る や 君子 —— でな いまでも 卑劣な 争い 方 は 

決してし ていない。 全力 を尽 して 堂々 —— と、 時と し 

て は 全力 を尽し 過ぎて 滑ったり する が、 そこに は 自分 

の 自信 を 裏切る ような こと は 決してして いないの だか 

ら、 今 この 一 流の 夕日 屋と もあろう ものが、 良き 酒に 

水 を 交ぜ てごま かして 売る というよ うな やり方 を 見て 

せ せら 笑いました。 

すてき 

それから 暫く 行って 道 庵 は、 また 素敵な もの を 見出 

して 喜んでし まいました。 

おお あんどん 

見れば 火 を 入れた 大行燈 を 横に 高く、 思いきって 大 

きな 文字で、 


「巿川 海 土蔵」 

と 掲げ、 その 下に 見える か 見えない かの 小さな 文字で、 

外題が、 

r 一  番目 岩 見 重 太 郎の仇 討 

中幕 勧進帳 

三番 目 水 戸 黄 門 

ブか Inct 寧 ，1 

と 書いて あり、 なお その 下に 小さく 月形 半十郎 だと か、 

牧野 昌三 郎、 坂 東 妻 公 だと か、 お茶つ 葉の 名前 を 申し 

わけの ように 並べ、 その 大行燈 を 横町の 入口 高く 掲げ 

て あるの を 見た から、 道 庵が ヒ ドク 喜んで しまったの 


です。 

「有難え、 勧進帳 を 旅先で 見られる なん ぞは、 開け 行 

く 世の 有難 さとで もい うんだろう、 江戸 ッ児も 江戸 ッ 

児、 巿川 宗家 エド 蔵の 勧進帳、 こいつ を 見の がした 日 

に は 江戸 ッ 児の 名折れになる」 

と 道 庵が 熱心に 力瘤を入れて、 

「友 様、 明日 を 楽しみに 待って くんな、 明日 こそお 前 

にも 芝居ら しい 芝居と いう もの を 見せて やる」 

今や、 この 芝居 も ハネた 時間と 覚 しく、 見たところ 

小屋の 前の 混雑 は 名状すべく もありません。 

この 景気 を 以て 見れば 確かに 芝居 は 大当り、 そうし 


て 出て 来る 人の 口々 の 噂 を 聞く と、 

「海老 蔵 はいい わね、 なんて 勇まし いんでしょう、 杉 

之 助 もよ かった が、 海老 蔵 はまたい いわ」 

とみい ちゃんが いう。 

「立 廻りの キビ キビした 男前の いいこと、 千両役者 だ 

け ある わね」 

と は あ ちゃんが いう。 

「海老 蔵 もい いが、 月形 は 熱心で、 牧野の 頭の いいと 

ころが 感心 だ」 

などと、 お茶つ 葉の 提灯 を 持つ 折 助の 若い のがい う。 

ずいき かつごう 

名優 を 随喜 渴仰 する もろもろの 声 を 聞き流して、 道 庵 


主従 はこの 盛り場から 町筋 を うろつきました。 

しかし、 いくら 祭礼の 夜と はいえ、 松 本の 城下に、 

こんなお 笑い草ば かり 転がって いる わけで はあり ませ 

ん。 

行く こと 暫くに して、 と ある 門構えの 黒板 塀の 賤し 

からぬ 屋敷の 前へ 来る と、 道 庵 はお 祭りの 提灯の 光で、 

門の 表札 を 眺めて 突立 つ ていたが、 

「占めた ッ！」 

と 叫びました。 

例によって 米 友に は、 何 を 占めたの かわからない。 

「友 様」 


道 庵 は その 門構えの 前に 立って 米 友 を 顧み、 

「友 様」 

「何 だ」 

「占めた ぞ、 今晩の 宿が 見つかった」 

米 友に はいよ いよ わからない。 ことによ つたら 武者 

修行の 手 を 行く ので はなかろう かと 気がつい たが、 ど 

う も その 家の 構え は 武芸者の 構えら しくない。 邸内 は 

相当に 広い よう だが、 道場ら しい 建物が あるよう にも 

思われません。 

ところが、 道 庵 はまず 以て 穏 かに 事情 を 告げて しま 

いました。 


「友 様、 犬 も 歩けば 棒に 当る といって、 何が 仕 合せに 

なる か 知れね え、 これ は それ、 わしが 友達の 家 だよ、 

ま つ-ばら ほう さ い 

ホラ 門札に 松原 葆 斎と あるだろう、 大将い ま は 江戸に 

いるが、 出立の 前に、 松 本へ 行ったら、 ぜひ おれの 家 

を 訪ねて くれろ、 手紙 を 出して おくから …… そうして 

おれの 家 を 宿に して 一 通り 松 本 城下 を 見ても らいて え 

とこうい つた、 遠慮 をす るに は 及ばね え、 松原 だの、 

浅田宗 伯なん ぞは、 おれたちの 仲間で も 至極 出来の い 

い 方 だ」 

こういつ て 道 庵 は、 ズンズ ンと門 内へ 入り込んで 行 

さます。 


松原 葆斎は 松 本 藩の 医に して、 儒 を 兼ねてい る。 道 

庵と 知り合い になった の は 多分 江戸 遊学 中。 後、 京都 

に 遊学し、 また 長 崎に 行って 蘭人に ついて 医 を 学び、 

今 は 江戸の 聖堂に 出て、 その 助教授 をして いる。 

浅 田 宗伯は 同じく 信 濃の 人  一 代の 名医に して、 

また 豪傑の 資を 兼ねてい る。 

果して、 松原の 家で は 道 庵の 来訪 を 非常に 喜んで、 

もてなす こと 斜めなら ず。 

その 翌日 は、 同業の 人々 が 案内に 立って、 まず 藩学 

すうきよ-つかん 

崇教 館に 道 庵主 従 を 案内して、 そのと き 開かれた 展 

覧会を 見せて くれました。 


そこに は 松 本 を 中心に して、 概して 信 濃 一国に 関す 

る 古記 古文書が ある。 諸 名士の 遺物が ある。 藩の 殖産 

興業の 模範と い つ たような もの も ある。 

道 庵 は それ をい ちいち 熱心に 眼 を 通して 歩き、 

ごにんぐみ あらため ちょう  きとく こうしん もの  ひかえ 

「五人組 改帳」 だと か、 「奇特 孝心 者の 控」 だと か、 

松 本 新 銭 座の 銭 だと かいう もの は、 いちいち 手に 取つ 

て 熟覧した 上に、 三 村道 益が 集めた 薬草 の 標本のと こ 

ろへ 来る と、 われ を 忘れて、 

「有難い」 

きそ やく ふ 

と 合掌し、 道 益の 自筆 本 「木 曾 薬譜」 というの を 見る 

と、 伏し拝んで しまいました。 


「これ だ —— これでな くち やなら ねえ」 

道 庵 は 三 村道 益の 遺物の 前で 眼 を しばたた いて、 親 

の 遺物に 逢うよう に 懐し み、 そうして 言う， ，- とに は、 

「わし は 別段、 この 道 益 先生 を師 として 学んだ わけで 

もなんでも ねえが …… その 恵みと いう もの は 忘れる わ 

けに はいかね え。 なぜと いって ごろうじろ、 この 木會 

の 薬草が 今の ように 世に 盛んに 出て、 貧民 病 者 を 助け 

るよう になった の は、 いったい 誰のお かげ だと 思う。 

道 益 先生が 考える に は、 わし は 代々 この 木 曾で 医者 を 

商売に する 家に 生れた が、 この 木 曾に 産す る 薬草と い 

う ものの 良質に して、 多量なる こと は、 他国の 及ぶ と 


ころで はねえ、 もし これ をと つて、 年々 に 三 都へ 出し 

ひろ 

て 売り 弘 めた 日に は、 少なくとも 天下の 薬価の 三分の 

一 を 減ずる ことができる、 それの みならず、 木 曾 地方 

は 山 谷の 間にあって、 穀物 を 生ずる ことが 少ない、 そ 

こで 仕事の ない 人 を 山に 入れて この 薬草 を 取らせ、 そ 

れに 多少の 賃銭 を 与える ことにすると、 その 人た ちの 

生活の 助けに もなる …… と 道 益 先生が こういって、 そ 

みの かさ 

れ から 自分 も 手弁当で、 蓑 笠 をつ けて、 数人の 男 をつ 

れて 山の 中へ 入り込んで、 一草 を 見る ごとに、 必ず そ 

れを 取って 嘗めて、 良い か 悪い か を 見分けて、 その 場 

所へ いちいち 目 じる し を 立てて おいた もの だ。 その 目 


じる しとい うの は、 つまり 後から 取りに 来る 人の ため 

の 目 じる しだ。 それの みならず、 その 草の根 を またい 

ちいち 掘って 帰り、 これ を 自分の 庭園の 中に 植えて、 

山へ 取りに 行く 人に 実地 を 見覚えさせ ておいた もの だ。 

しわざ 

なんと まあ 親切な 仕業 じ やねえ か —— 昔、 支那に は 神 

農 様と いうの があって、 百 草の 品々 を 嘗めて、 薬 を 見 

つけて、 人間の 疾病 を 救った もの だが、 道 益 様の なす 

ところ は それと 同じ こと だ。 ただ 草 を 嘗める というが、 

この 草 を 嘗めて 良否 を 見分ける というの は、 なかなか 

度胸が なけり や できねえ よ。 そうして 道 益 先生 は 山に 

きね、 谷に 転がり、 木 曾の 山中 を 薬草 を 探し 歩いて 尾 


張に 出で、 名 古屋へ 行って 銀 若干 を 借りて、 それで 草 

を 掘る 道具 類 を 買 受けて、 それ を 一人に 一 本ず つ 与え 

て、 また 山中へ 入れて 薬草 を 取らせた の だが、 仕事 を 

与えられた 人々 は 先 を 争うて 山に 入り、 日々 山の 如く 

薬草 を 取って来た。 それ を 粗製して 年々 三 都へ 売り出 

す ことにし たもの だから、 もとより 薬草の 質が いい 上 

に 品が 多い。 今の ように 木 曾 薬草の 名が 天下に 知れて、 

こうむ 

長者 町の 道 庵まで がそのお かげ を 被 るよう にな つ た 

の は、 みなこの 道 益 先生の 親切 だ —— 医者に 限った こ 

と はねえ、 天下の 政治で も、 実業界の 仕事で も、 すべ 

てこの 人類に 対する 親切気から 湧いて 来な けり ゃ噓だ 


な。 道 庵なん ぞ もま ことにお 恥 かしい はずの もので、 

何 一 つ 社会へ 親切気 を 示した こと はねえ のに、 酒ば か 

りくら つて、 諸方 を ほうつ き 歩いて いるの は、 古人に 

対しても、 なんとも ハヤ 相 済まね え わけの もの だが… 

…道 庵 は 道 庵 だけの 器量し かねえん だから、 どうぞ 勘 

弁して おくん なさい」 

道 庵が ポロ リ ポロ リと涙 を こぼして 泣き出しました 

けれど、 この 時 は 誰も 笑う ものはありませんでした。 

それから 道 庵 は 長 沼 流の 「兵 要録」 の 原本 を 見たり、 

義民 多田嘉 助の 筆跡 を 見たり、 臥 雲 震 致が 十四 歳のと 

き 発明した 紡績 機械の 雛 形 を 見たり して、 あまり 甚だ 


しい 脱線 もな く、 この 展覧会 を 立ち 出で ました。 

これ は 初対面の 人より は、 かえって 附 添の 米 友 を 驚 

かした ことで、 事毎に 何 か 脱線 あるべき はずの 先生が、 

ここで は 一 切 脱線な しに、 かえって その 言う 事が 人々 

くろうと 

を 感心 させ、 その 見る ところが 玄人 を 敬服 させ、 案内 

する 者 を かえ つ て 案内して 引 廻す ような こと も あり、 

そうして、 それぞれ 有志た ちから 受ける 尊敬 心 を 裏切 

ら ずに 押して 行く 交際ぶ リの まじめ さが、 来 友 をいた 

く 驚かせました。 これ は 本当の 先生 だ！ 今まで 噓の 

先生と 思って いたわけ ではない が、 こうして 押し も 押 

され もせぬ 先生で 通れる のに、 あんな 馬鹿騒ぎ をして、 


われと 格 を 落す 先生 を 気の毒と 思わずに はいられ ませ 

ん。 

やがて 松 本の 城の 天守閣の 上まで 見せても らう こと 

がで きました。 

壮大なる 松 本 城 天守閣 上の パノラマ。 あいにく、 こ 

の 日 は 曇天で、 後ろの いわゆる 日本 アルプスの 連峰 は 

見えず、 ただ 有 明 山の みが 背の び をして いるよう に 見 

えます 

すいがんもう ろう 

道 庵 は 酔眼 朦朧と して 眺める。 米 友 は 眼 をみ はって 

まリ 

高い 石垣の 下の 濠 を 見下ろす。 城 を 下って 城 を 見上げ 

て、 説明 を 聞く と、 加 藤 清 正 も 熊 本 城 を 築く 前に 来つ 


て、 この 城 を 見学して 帰った という。 天守閣の 棟が 西 

に 傾いて いるの は、 義民 多田嘉 助が 睨んだ からだ と い 

、つ。 

しち ごんせ つ く 

道 庵 は、 そこで、 どうした 風の 吹 廻し か 七 言 絶句 を 

三つば かり 作って、 同行の 有志 家た ちに 見せました。 

それ は、 いよいよ 来 友 を 驚嘆 させて、 おいらの 先生 

は、 あんな 四角な 文字まで 並べられ ると、 非常に 肩身 

の 広い 思い を させ、 また 同行の 有志 家た ち も、 即席に 

漢詩 を 作る 道 庵の 技倆に 感心 をしたら しいが、 詩 その 

もの は 道 庵の 名誉の ために ここに 掲げない 方が よろし 

いと 思う。 道 庵 自身 も、 その 辺 は 御 承知の ことと 見え 


て 申し わけたら たら， 

「曲 亭馬琴 様 は、 あれほどの 作者 だが、 悪い 病に は漢 

文 を 作りた が つ てな。 漢文 さえ 作らな きゃあ 馬 琴 様 も 

い い 男 だが …… 人 は 得て 不得意な もの ほど 自慢 をした 

がる やつで …… 」 

といつ て 紙に 書いて 見せました。 

道 庵の 詩作に 感心した 有志 家た ち は、 

「先生 は 武芸の 方 もお やりになる そうで …… 当地に は 

これこれの 道場 も ございま すが、 御 案内 を 致し ましよ 

うか」 

と 来た 時に、 さすがの 道 庵が オイ ソレと は 言わないで、 


苦笑い をし ました。 

見 も 知らない ところで、 玄関から 物々 しく、 武者 修 

行の 案内 を 求めて こそ、 芝居 もほん ものになる が、 

みもと 

身許 をす つかり 知られて しまつてから では、 気が 抜け 

てし まって 芝居に ならない。 そこで 道 庵 も それ はいい 

かげんに ごまかして、 今日は これから ぜひ、 浅 間の 湯 

へ 行かなければ ならぬ といって、 なお 松原の 家で もぜ 

ひ、 もう ー晚 というと ころ を 辞退して、 浅 間の 湯へ も 

案内しょう というの を 振り切って、 二人 はまた 水 入ら 

ずで 松 本の 町 を 放浪し ました。 

こうして 急に 息を吹き返した ところ を 見る と、 道 庵 


も 有志 家 連との 交際 を、 かなり 窮屈に 感じて はいたら 

しい。 

そこで、 歓迎から 解放され て、 自由な 気持に なり、 

今晩は 浅 間の 湯へ 泊って、 ゆっくり 休息 をして、 明朝 

は 早立ちと いう ことに なれば 何の こと はない の だが I 

I 町 を 通りながら、 例の 「巿川 海 土蔵」 を 見つける と、 

やまい 

道 庵の 病が 出て、 昨晩の 米 友への 約束 を 思い出し、 

「さあ、 どうで もこの 芝居 は 見なく ちゃなら ねえ …… 

お前に 対しての 約束 も あるから な —— 」 

とうとう 道 を枉げ て、 宫村 座と いうのへ 入り込んで、 

巿川海 土蔵 一 座 を 見物す る ことにな つたの は 感心し な 


いこと でした。 

二十 五 

ちょうど、 時刻が 少し 早かった せいか、 さし も 連日 

さじ キ J 

満員の この 大 一座 も、 道 庵主 従 をして、 よい 桟敷 を 取 

らせ、 充分に 見物す るの 余裕 を 与えた ことが、 良い か 

悪い か、 わかりません。 

道 庵主 従が 東の 桟敷に、 むん ずと 座 を 構える と、 ま 

もな く、  土間が 黒くな り 出して、 見る まに 場内が 人 を 

以て 埋まって しまいました。 かく も 短時間の 間に、 か 


くも 満員 を 占める 人気と いう ものの 広大な ことに， 道 

庵 先生 も 面 喰った 様子であります。 

一 通り 場内 を 見廻して、 道 庵 も 人気の 盛んな ことに 

驚嘆しながら、 酒 を 取 寄せ、 弁当 を 誹え、 さて 番付 を 

取り上げて、 今日の 番組のと ころ を 一通り 見て おこう 

と 大きな 眼鏡 を かけました。 

しかし、 番付 いっぱいに 「巿川 海 土蔵」 が 書いて あ 

る ものです から、 どこに 外題が あるの かよく わか リま 

せん。 仔細に 注意して 見ます と、 ようやく、 岩 見 重 太 

郎も、 水 戸 黄 門 も、 「海 土蔵」 の 名前の 下に 小さくな つ 

ている の を 見つけ、 これでよ かった と 安心し ました。 


米 友 は、 自分 は 興行に 使われた ことがある。 両国の 

まが いもの 

大きな 小屋で 擬物 の 黒ん坊に されて いた 経験が ある 

から、 多数の 見物に は 驚かない が、 自分が お 客と なつ 

て 芝居 見物 をす るの は 今日が 初めてで すから、 一 種異 

様な 感情に 漂わされて 場内 を 見廻して おりました。 ど 

こ を 見廻した ところで、 ここに は 米 友の 見知った 面 は 

一 つもありません。 

うわさ 

こうして いるう ちに も、 周囲 は 海老 蔵の 噂で 持 切 

リ であります。 海老 蔵で なければ 役者で ないような こ 

と をい います。 そうして、 もう 今までに 五 度 も 六 度 も 

海老 蔵 を 見て、 海老 蔵と 親類 づき あい をして いるよう 


に 吹聴して いるもの も 少なく はない ようです。 とこ 

ろが 来 友 は、 海老 蔵 も 鯛 蔵 もま だ 見た こと はない。 自 

分 は 海老 蔵 や 鯛 蔵 を 見に 来たので はなく、 芝居と いう 

もの を 見に 来たの だから、 早く 幕が あいて くれれば い 

いなと 思いました。 

それにしても、 先生が いやにお となし いと 来 友が 見 

返りました。 本来こう いう 盛り場へ 来る と、 いよいよ 

はしゃ 

噪ぎ 出して 手が つけられなくなる 心配が あるのに、 

この 時 はめつき りおと なしい もの だから、 来 友が そこ 

に 気がついて 見返る と、 先生 は、 番付 を タラ リ として、 

い い 心 持で 居眠り をして います。 


なるほど、 昨晩からの あの 噪ぎ 方で は 疲れる の も 

尤も だ、 幕が あいたら 起して 上げよう、 今のう ちは静 

かに 寝かして おいた 方が 先生の ためで も あるし、 第一、 

自分 も 世話が 焼けなくて いいと 思いました。 

そこで 米 友 は、 居眠り をさせる にしても、 なるべく 

醜態 を 人様のお 目に かけない ようにして 居眠り を させ 

るが よいと 思い、 番付 も 取って 畳み、 道 庵の 姿勢 も少 

し 直して やり、 そうして 自分 は 一 心に 幕の 表 を 眺めて、 

拍子木の 音 を 待って おりました。 

幕 あき を 今や遅しと 待ち かねて いるもの は、 米 友 一 

人ではありません。 


その 時分、 第一 の 拍子木が 一 つ 鳴る と、 満場が 急に 

緊張して、 人気が また ざわざわと 立って きました。 

ちょうど、 その 時です。 かねて 取らせて おいた と 見 

えて、 土間 を 隔てて、 来 友と は 向う 前の 桟敷に、 四 人 

連れの 武家が 案内され て 来て、 むん ずと 座 を 占めたの 

は  

だが、 それ は 格別、 誰の 眼を惹 くと いう こと も あり 

ません。 士分の 者ら しいの も 二人 や 三人で はない から、 

それが ために 多き を 加えず、 少なき を 憂えず。 来 友と 

て も 同じ ことで、 自分の 前の 向き合った 桟敷へ、 四 人 

連れの 侍が 来たな と 気がついた だけで、 また 幕の 方へ 


眼 を 外ら せて しまいました。 

しかし、 この 四 人 連れの 侍のう ちの 二人 は、 たしか 

に、 仏 頂寺弥 助と 丸 山 勇 仙であります。 あとの 二人 は 

ふうさ い 

確かに 仏 頂 寺、 丸 山の 友人で、 風采 を 見れば これ も ひ 

とかどの 武芸者ら しい。 ただし、 宇津木 兵馬 はおり ま 

せん。 兵馬が いれば、 米 友 も 見知って いたでしょう。 

さて、 いよいよ 幕が あきました。 

これ は 一 番目 狂言の 「岩 見 重 太 郎の仇 討」 の 第 一 幕 _ 

さがら ごお り 

八月 十五 日の 夜。 筑前国 相 良 郡 箱 崎 八幡 祭礼の 場。 

にぎ や 

賑 かな 祭礼の 夜の 場面。 小 早 川 家中の 血気の 侍が 

八 人、 鳥居の 下の 掛 茶屋に 腰 を かけて 話して いる。 一 


人が 急に、 あれへ 岩 見 重 太郎が 見えた という。 

なるほど 重 太郎が 来たと、 一同が 色めき立つ。 その 

話に よると、 家中 岩 見 重左衛 門の 次男 重太郎 が、 山の 

中へ 入って 三年 間、 木の実 を 食って、 このほど 馬鹿に 

なって 出て 来たと いう。 なるほど ボン ャリ して 歩いて 

来た。 ひとつ 調戯 つて やろう、 あんなの を調戯 わなけ 

れば、 調戯 うのはな いという。 

しめ 

そこで、 八 人の 侍が 課し 合わせて いると も 知らず、 

花道から 岩 見 重 太郎が 出て 来る。 重 太郎が 出る と 見物 

が 騒ぎ 出して 静まらない。 海老 蔵、 海老 蔵の 声が 雷の 

よう だ。 


いかにも 重 太郎、 武士の 風 こそして いるが、 ボン ャ 

リ して 馬鹿み たような 顔 をしながら 歩いて 来る。 舞台 

の 程よ いところ へ 来る と、 以前の 若侍が 出て 調戯 う。 

そうして 結局 酒 を 飲ませる とい つ て 附近の 料理屋の 一 一 

階へ 連れ込む。 

同じ 幕の 二 場。 

桝屋 久兵衛 という 立派な 料理屋の 二階。 八 人の 若侍 

が 薄馬鹿の 重 太郎を 囲んで しきりに 嘲弄 しながら、 

大杯で 酒 をす すめる。 それ を 重 太郎が ひきうけて 八 杯 

まで 呑む。 そのうち、 二人ば かり 重 太郎に 組みつ いて 

来る と、 重太郎 がそれ を 取って 投げる —— つづいて 組 


みついたり —— 打って かかった りする の を、 残らず 二 

階から 下へ 投げ 落して しまう —— それから 舞台が 半 廻 

しにな つて、 重 太郎は 海岸の 淋しい 松原 を ブラ ブラ 帰 

みき ざん  こも 

りながら、 自分 は 三 鬼 山の 奥に 三年 籠り、 一 人の 老翁 

きょ う ぼく 

のために 剣法 を 授かった が、 その 老翁が 喬木 は 風に 

嫉 まれる から、 決して その 術 を 現わさぬ よう、 平常 は 

馬鹿 を 装って いるが いいと いわれた から、 その 通りに 

している、 親兄弟に も 馬鹿にな つて 来たと 思われて い 

るが、 身に 降リ かかる 火の 子 は 払わなければ ならぬ、 

無益な 腕立て をして 残念 千万、 というよ うな 独白が あ 

る。 


寸+6 ハ 

そうして 松原へ かかる と、 人の 気配が する ので キッ 

と 踏み止まって 八方に 眼 を 配る。 この 時 遅し、 前後 か 

ら 白刃 を 抜き つれて 斬って かかる 者が ある。 

重 太郎、 心得て ヒラリ と 体 を かわし、 たちまち 一 人 

の 白刃 を 奪って、 他の 一 人 を 斬って 捨てる。 それ を 

きっかけに、 松原の 中から 抜き つれたの が 無数に 飛び 

出して、 重 太郎に 斬って かかる。 

そこで 大乱 闘が 始まる。 

重 太郎、 前後左右に かわして、 体 を 飛び違えて は 四 

角 八面に 斬り 散らす。 いずれも ただの 一刀で 息の根 を 

止めて しまう が、 敵 は 多勢 —— 


見物の 喝采 は 沸く が 如く、 なかには 鉢巻 をして 舞台 

へ 躍り 出そうと する 者 も ある。 

また やられた。 あれで 十八 人目 だと 丹念に 数えて い 

る 者 も ある。 

幕が あいたので、 いったん 居眠りから 呼び 醒 まされ 

た 道 庵 も、 この 物凄い 景気に、 すっかり 眼を醒 まして 

しまう と、 舞台 は 箱 崎 松原の 大乱 闘。 

重 太郎が 十八 人目 を 斬った 時に、 道 庵が 二度目の 居 

眠りから 眼を醒 まして、 一 時 は 寝 耳に 火事の ように 驚 

きました が、 やがて 度胸 を 据えて 見物して いると、 最 

初から 数えて いた 見物の いうと ころに よれば、 都合 二 


十八 人 を 斬って 捨てた 時に 幕が 下りました。 

見物 はホ ッ として 息をつく。 

道 庵 はしき りに 嬉しが つてい る。 

宇治山 田の 米 友 は、 なんだか 要領 を 得た ような、 得 

ひね 

ないような 顔 をして、 しきりに 首 を 捻って いる。 

幕が おりる と共に 見物 は ホッと 息をついて、 その 息 

の 下から 海老 蔵 は 偉い、 海老 蔵 ほどの 役者 はない と、 

感嘆の 声が 盛んに わきおこります。 

次の 幕 は、 野 州 宇都 宮の 一 刀 流 剣客 高 野 弥兵衛 の 町 

道場。 

花道から 岩 見 重太郎 が、 武者修行の 体で 腕組み をし 


ごと 

ながら 歩いて 来る。 そうして 述懐の ひとり 言。 

自分 は 家中の 者 を 二十 八 人 も 斬り 捨てた ために、 浪 

人の 身と なって 武者修行 をして 歩いて いる。 自分と し 

て はこうして 武を 磨く ことが 本望 だが、 国に 残る 父上 

や、 兄 上、 また 妹の 身の上 はどうだろう。 近 ごろ 夢見 

が 悪い、 というよ うな こと を 言う。 

いや、 そう 女々 しい 考え を 起して はならぬ。 あれに 

立派な 道場の ような ものが 見える。 推参して みょうと、 

道場へ 近寄 つて 武者 窓を視 くと、 門弟 共が 出て 来て 無 

礼 咎め をす る。 結局、 貴殿 武者修行と あらば、 これへ 

参って 一本つ かえと いう。 重 太郎、 多勢に 引きずられ 


るよう にして 道場に 入り込み、 それから 入 代り 立 代る 

門弟 を、 片っ端から 打ち据える。 堪リ かねて 道場 主 高 

野 弥兵衛 が 出た の を、 これ も 苦 もな く 打 込んで しまう 

—— 弥兵衛 は 無念 に 堪えない ながら、 どうしても 歯が 

立たない と 見て、 止むな く 笑顔 を 作って 重 太 郎を取 持 

ち、 一献 差 上げたい からといって 案内す る。 

舞台 廻る と、 宇都 宫の 遊女 屋三 浦屋清 兵衛の 二階。 

そこへ、 弥兵衛 が 重 太郎を 連れ込んで 盛んに 待遇す 

—— そこで 重太郎 がパッ タリと 妹お 辻に でつく わす。 

お 辻 はこの 家に 身 を 沈めて、 若 村と いう 遊女に なって 

いたので ある。 


かいこう  き 

あまりの 意外な 邂逅に 二人 は 暫く 口が 利け ない。 や 

がて 弥兵衛 一味が 酔い 伏してし まった 時分に、 重太郎 

はお 辻 を 呼んで、 身の上 を 聞く。 

聞いて みれば、 父の 重 左 衛門は 同じ 家中の 師範 役、 

成 瀬 権 蔵、 大川八 右衛門、 広 瀬 軍 蔵と いう ものの 嫉み 

を 受けて 殺されて しまった。 自分 は 兄の 重 蔵と 共に 仇 

討に 発足した が、 兄 は 中 仙 道の 板 橋で 返り討ち になつ 

てし まい、 自分 はこ こへ 身 を 沈める ようにな つたの だ 

が、 今、 あなたと 一 緒に 来た 高 野 弥兵衛 というのに 

つきまと 

附 纏われ 困って いるが、 あれ はよ くない 男 だとい うよ 

うな 物語が ある。 


重 太郎、 それ を 聞いて 悲憤の あまり、 今夜のう ちに、 

お前 を 連れて ここ を 逃げ、 父兄の 仇 討に 上ろうと 約束 

をす る 

舞台 廻って 三 浦屋の 裏手。 松の木から 塀 越しに 二人 

が 忍び 出す。 それ を 待 構えて いた 高 野 弥兵衛 一 派の 者 

が 斬って かかる。 

重 太郎は 刀、 お 辻 は 懐 剣を抜いて 悉 くそれ を斬リ 

まぎ 

払って しまう。 そうして 二人 は 手に 手 を 取って 暗に 紛 

れて —— 幕。 

この 幕 もまた、 見物の 残らず をして 息 を もっかせ な 

い 緊張 を 与えた ものです から、 幕が 下りる と 一 同 は 


ホッと 息をついて、 それから また 反動的に、 海老 蔵 は 

偉い、 お 辻 はか わい そうだ わね、 という ことになる。 

一 幕 毎に、 こうして 海 土蔵の 人気が 沸騰して ゆく も 

の だから、 道 庵まで がつ いその 気になり、 

「なるほど、 海 土蔵 様 も エラい、 海 土蔵 様 も エラい に 

は 違いない が、 この 芝居が 海 土蔵 様 を エラ がらせる よ 

うに 出来て いる」 

と 言いました。 つまり、 どの 幕 もどの 幕 も、 海 土蔵が 

一人 儲け を やる ように 出来て いるので、 有象無象 をい 

いか げん 増長 させて おいて、 こ こぞと いうと ころで 

なでぎ  むしょう 

撫斬りに してし まう の だから、 見物 は 無性に 喜ぶ。 な 


にも 海 土 ちゃんに 限った こと はない、 こういう 仕組み 

にして おけば、 どんな 役者で も エラくな ると 思った の 

でしよう。 

米 友に 至って は、 相 変らず 要領 を 得た ような、 得な 

すつ  から 

いような、 酸 ぱいよう な、 辛い ような、 妙な 顔 をして 

考え込んで いる 体。 

対岸の 四 人 連れの 一 席 を 見る と、 今し も 仏 頂 寺弥助 

が、 あわただしく 番付 を 取り上げて、 そうして 眉の 間 

に穏 かならぬ 色 を 漂わせながら、 幾度 も その 番付 を 見 

直して いると ころです。 


仏 頂 寺 弥助は 番付 を 取り上げて、 

「どうも、 おれ は 感心し ない」 

と 丸 山 勇 仙の 顔 を 見ました。 

「う— む」 

と 勇 仙 も 含み声。 

同行の 二人の 剣客 は、 至極 満足の 体で 納まって いる 

らしい。 

仏 頂 寺 は 何 か 納まらな いものが あるよう に、 

「丸 山」 


と 再び その 名 を 呼びかけて、 

「今の 海老 蔵 は、 あり や 何代目 だ」 

「左様」 

丸 山 勇 仙 も それに 確答 は 与えられない らしい。 

「海老 蔵が 団十郎 を 襲ぐ のか、 それとも 団十郎 が 海老 

蔵になる のか」 

「そうさな」 

丸 山 勇 仙 は、 それに も 明答 は 与えられない らしい。 

「第一、 あの 岩 見の 剣法なる ものが、 テンで 物に なつ 

ちゃい ないじ やない か」 

「そこ は 芝居 だよ」 


「芝居と はいいながら、 海老 蔵 ほどの 役者に なれば、 

もう 少し 気がつき そうな もの じ や。 箱 崎の 松原で バタ 

バタと 二十 何人も 斬って、 いい 心 持で 見得 を 切った あ 

き ざ 

の 気障 さ 加減 は ど うだ。 それに 今の あの 宇都 宫 の 道場 

とやら、 一 刀 流と 看板が 掛けて あつたが、 岩 見の 時代 

に まだ 一 刀 流 はない。 あの 道具、 竹仆、 あんな もの も 

まだ あの 時代に は 出来 はしない。 その上、 出る 奴 も、 

出る 奴 も、 最初から、 みんな 岩 見に 擲られ に 出る ので、 

かりにも 岩 見と 張 合って みょうと いう 意気 組みの もの 

は 一人 も 見えない、 岩 見 は あいつら を擲 るよう に、 あ 

い つら は 岩 見に 擲られ るよう に 仕組んで あるの が 見え 


透いて、 ばかばかしく つてた まらない」 

「そこが 芝居 だよ」 

「芝居と はいいながら、 岩 見 重 太郎を やる 以上 は、 岩 

見 重太郎 らしい もの を 出さな けり やなるまい、 あれで 

は、 海老 蔵 はこの くらい エラい ぞ という こと を 丸出し 

で、 岩 見と いう 豪傑 は、 テン デ出 ていない」 

「そう 理窟 をい うな、 そこが 芝居 だよ」 

「芝居と はいいながら、 名優と いう もの は、 すべての 

役の 中に 自分と いう もの を 打 込んで、 それに 同化して 

しまわなければ、 至芸と いう ものが 出来る もので はな 

い、 たとえば 団十郎 の 由 良 之 助に、 由 良 之 助が 見えず、 


団十郎 が 少しで も 出て 来た 以上 は、 団十郎 の 恥 だ。 し 

かるに この 芝居 は 海老 蔵 だけが 浮き 上って、 重 太郎は 

出て 来ない、 この 海老 蔵 は 人気取りの 場 当り 役者で、 

決して 名優の 部類で はない ぞ」 

仏 頂寺弥 助が こういうと、 四辺の 桟敷の 人が 聞き 咎 

めました。 この 連中 はすべ て 海 土蔵に 随喜 渴 仰して い 

る 連中で、 息 を もっかないで 海老 蔵 を 讃美して いる。 

その 傍で こういって、 つけつ けと 自己 崇拝の 名優 を 貶 

しっける 者が あるの だから、 自分の 本尊 様の 悪口で も 

いわれた ように、 非常に 腹 を 立てて、 不興な 眼 をして、 

仏 頂 寺の 方 を 睨まえ ました けれど、 なにしろ 腕っ節の 


き  ぶけいで たち 

利きそう な 武家 扮 装の 一 座です から、 暄嘩を 吹き かけ 

ようとす る 者 もありません。 そこで、 止むな く 一方で 

はまた 人気取りの 廻し 者が、 盛んに 海老 蔵 推 讚の 吹聴 

を 始めました から、 仏 頂 寺が いよいよ 納まらず、 

「いったい、 今時の 見物 は 何 を 見て いるの だ。 第一 こ 

の 番付から して 笑わせる、 海老 蔵 ほどの 役者なら、 下 

の 方へ 尋常に 名前 を 並べて 書いて おいても、 誰も 見損 

おく ゆか 

じ をす る はず はない、 また その 方が 奥床しい のに、 こ 

の 通り、 番付 いっぱいに 自分の 名前 を 書き 潰し、 岩 見 

重太郎 でも、 水 戸 黄 門で も、 下の 方へ 小さく 記して 得 

ゆ いしょ 

意げ にして いると ころ は、 由緒 ある 劇道の 名家の なす 


べきと ころで はなく、 成 上りの、 緞帳 役者の 振舞で あ 

る —— 拙者の むかし 見た 海老 蔵 は、 こんな 薄っぺらな 

ものじゃなかった よ —— だから、 これ は 何代目の 海老 

蔵 だと 聞いて いるの だ」 

丸 山 勇 仙 も 最初から、 様子が 少し 変 だと は 思い まし 

たが、 

「まあ、 そこが 芝居 だよ」 

どこまでも 仏 頂 寺 をな だめて かかる と、 その 傍ら か 

ら、 

「タイ セッ、 ショサ クジと は 何だろう」 

と 尋ねた の は、 同行の 壮士の 一 人であります。 


「タイ セッ、 ショサ クジ」 

連れの 壮士 は、 丸 山 勇 仙の 眼の 前へ 番付 を 突き出し 

て、 一 行の 文字 を 指す。 

それ を 勇 仙が 見て 笑い出し、 

「それ は タイ セッ、 ショサ クジと 読む ので はない、 ォ 

ォ ギリ、 シ ョ サゴ トと 読む の だ 」 

と 教えました。 

漢字に して みれば 「大切 所作事」 II それが 連れ 

の 壮士に はわから なかった らしい。 そこで 勇 仙が 訓で 

読む こと を 教えた が、 壮士に は 呑 込めた ような、 呑 込 


めない ような 面 持。 一方、 宇治山 田の 米 友 は、 これ も 

うけ 取れた ような、 うけ 取れない ような 顔 をして、 

ほおづえ 

頰杖 をつ きながら 舞台の 幕 を 見詰めて いる。 

道 庵 先生 は 相 変らず 御機嫌よ く、 チビ リチ ピリと 

やって いる。 

さて 第三 幕 目。 

いよいよ 岩 見 重 太 郎の仇 討。 天の 橋 立 千 人斬り。 

しきぶし ようゆう 

敵の 広 瀬、 大川、 成 瀬の 三人 を 助く る 中 村 式部 少輔 

の 家来 一 一千 五 百 人 —— それ を 向う に 廻して 岩 見 重太郎 

一 人、 鬼神の 働き をす る  ところへ 重 太郎を 助けん 

がた めに、 天下の 豪傑、 後藤 又兵衛 と熇団 右衛門と が 


乗 込んで 来る。 

敵 は 一 一千 五 百 人 —— こちら は 重 太郎を 主として 後藤、 

墙の 助太刀、 都合 三人。 

猛虎の 群羊 を 駆る が 如き 勢い。 

かいめい  とどろ  いか 

天地 晦冥して 雷電 轟 き 風雨 怒る。 

ち ぎ  かきわり 

岩 は 千 断れ 書 割 は 裂ける。 

飾りつ けの 松の木 は ヘシ 折れる。 

岩 見 重 太郎は 当る を 幸いに 撫斬り をす る。 

最初の 幕から、 重 太郎の 太刀 風に 倒れた 人の 数 を 丹 

念に 数えて いた 見物の 一人が、 あると ころに 至って 

そろばん 

算盤 を 投げて しまう。 


それ は 最初の 幕。 箱 崎 八幡の 松原の 場で は 確かに 二 

十八 人 を 斬った に 相違ない。 一 一幕 目の 宇都 宫三 浦屋裏 

手の 斬 合い は、 暗くて よく わからなかった が、 二十 人 

は 確かに 斬って いる。 そのうち、 お 辻が 懐剣で 三人ば 

かり を 仕留めて いるら しい。 

だから、 今までの 幕で、 重 太郎の 手に 掛 つた 者が、 

都合 五十人ば かりにな つてい る 勘定 だが、 この 場に 至 

ると もう 算 勘の 及ぶ ところではない。 

なにしろ、 一方 は 二 千 五 百 人。 それ を こちら は 三人 

で 相手になる の だから、 一 人前 平均 八 百 人ず つ はこな 

せる わけになる。 しかし、 たとえ 二 千 五 百 人に しろ、 


三千 人に しろ、 芝居 そのものの 筋 書に は 限定した 数字 

が 書いて あるの だから、 まだ 始末が いいが、 舞台 その 

ものの 上に 於け る 人の 数 は 無限で あるから、 算 勘に 乗 

ら ない。 なぜならば、 いったん、 斬られて 倒れた 人間 

が、 暗に 紛れて 這い 出して また 鬟を 冠り 直し、 太刀 取 

りの ベて、 や あや あと 向って 来る からで ある。 

死んだ 人が、 幾度で も 生き返って 立 向って 来る の だ 

から、 その 数 は 無限で ある。 

これで は、 さしもの 重太郎 でも 斬り 尽 せる はずが な 

はか  さじ 

い。 いかなる 算盤で も 量り 切れる はずがない、 と 匙 を 

投げました。 


ひど 

なん ぼなんでも、 これ は 酷い —— と 見返った が、 見 

物 は それ どころではない、 ただもう 熱狂し きって、 そ 

れ 敵が 後ろへ 廻った、 重太郎 しっかり やれ、 横の 方に 

気をつけろ …… と 夢中に なって 声援して いる。 墒団右 

衛 門が、 松の 大木 を 振り 廻して 大勢の 中へ 割って入る 

と、 また 素敵 もない 大 喝采。 

ふんべ つくさ 

やや 分別 臭いの までが、 何しろ 天下の 豪傑 だから、 

やせがまん 

このく らいの こと は 無理 もあります まい  と 痩我慢 

をす る 

そうして 遂に 重太郎 首尾よく 敵の 首 を 取って、 太閤 

ほ 

殿下のお 賞め にあず か ると いうと ころで 幕。 


幕 は 下りた が、 人気の 沸騰 は なかなか 下りない。 

「エラい もんです な、 昔の 豪傑 を 眼の 前へ 持って来た 

ような もんです、 役者 も あれまで にやる に は、 剣道の 

極意に 渉らなければ やれません な あ」 

といつ て もて 囉す。 

かんむ リ 

仏 頂 寺弥助 は、 いよいよお 冠 を 曲げて、 

「ばかばかし くって、 見ち や あいられ ない」 

連れがなければ 立って 帰る の だが、 そう も ゆかない 

らしい。 丸 山 勇 仙が また それ をな だめて、 

「まあ、 芝居 だから 我慢す る さ、 その代り、 今度 はい 

よいよ 巿川 宗家の 勧進帳 だ …… これから 渋い ところ を 


しんぼう 

見せる の だから、 ぜひ、 まあ、 もう 一幕 辛抱し 給え」 

といって 引 留める。 自分た ちが 主人 側で 誘って 見に 来 

た 芝居 だから、 仏 頂 寺 も 無下に 立 帰る わけに も ゆかな 

いでいる。 それに 同行の 二人の 壮士 は、 ただもう 御 多 

分に 漏れず 嬉しがって 見物して いるの だから、 それに 

対しても —— 

ともかく、 右の 三 幕で 岩 見 重太郎 劇が 終えて、 これ 

から 宗家 十八番の 勧進帳が 現われよう とすると ころ。 

仏 頂 寺 弥助は 不承不承に、 また 番付 を 取り上げて、 

役割のと ころな ど を 眺めて いたが 突然、 

「丸 山」 


と 呼びました。 

「何 だ」 

「この 番付 を 見ろ、 ここに 巿川 海老 蔵と 書いて ある こ 

の 文字の、 海老の 老 という 文字が 違って いる」 

ああ、 ようやく そこに 気がつき 出した。 

「どれどれ」 

丸 山 勇 仙が、 その 番付 を 取って、 

「なるほど  」 

「どう だ、 これ は老 という 字に はなるまい」 

「そうさな あ  」 

「土と いう 字だろう、 土と いう 字へ 点 をつ けたり、 ひつ 


かけ をつ けたり して、 ごまかして いるので はない か」 

「なるほど、 そう 言えば、 そう も 取れる。 一 見 すれば 

老と 読みたい ところ だが、 そう 言われて 見る と、 土と 

いう 字 だ」 

「芝居の 法則で は、 老 という 字 を 土と 書く のか？」 

「そんな はず は あるまい、 一 点 一 画 は 時の 宜しき に 従 

うとしても、 本来、 老 という 字は老 であり、 土と いう 

字 は 土で なければ ならん」 

「して みれば、 これ はェビ 蔵で はない、 エド 蔵 だ」 

「はてな …… 」 

丸 山 勇 仙が、 そこで 気 を 入れて、 首をかしげました _ 


「丸 山、 こり や 偽物 だぞ」 

「左様 …… 」 

「偽物に 違いない」 

「そう 言われて みると な あ」 

「言われなくても、 最初から、 わかって いそうな もの 

じ やない か、 巿川 宗家の 海老 蔵と も あるべき 身が、 あ 

んな 無茶な 芝居 を 打 つ と 思う か」 

「でも、 地方に 出て は、 見物 を 見い 見い、 調子 を 下げ 

るの かも 知れない」 

「以ての外 …… そうだと すれば、 いよいよ 以ての外 だ 

たとえ 見物に 目が あろうが、 なかろう が、 芸を 二三に 


する ような 奴 は 俳優の 風上に は 置け ない、 況ん ゃ巿川 

の 宗家と も あるべき 者に …… 丸 山、 こいつ は 偽物 だ、 

われわれ は 一 杯 食わされ たの だ」 

まつねん 

仏 頂 寺 弥助は 勃然として 怒り 出した が、 丸 山 勇 仙 は 

まだ 半信半疑 なのか、 それとも、 ここで 仏 頂 寺 を ほん 

とうに 怒らせて は 事になる と 考えた のか、 

「待て 待て、 もう 一幕 見極めよう ではない か、 今度の 

宗家 十八番の 勧進帳、 これ を 見て いれば、 それが 格に 

しろうとめ 

合う か、 合わない か、 大概の 素人目に も わかり そうな 

しんぼう 

もの じ やない か、 もう 一幕 辛抱し 給え …… 」 

ゆうぜん 

ところで、 一方の 道 庵 先生 は 悠然として、 


「さて、 今度 はいよ いよ 巿川 宗家 十八番の 勧進帳と お 

いでな すった ね。 そもそも この 勧進帳と いう は …… 御 

承知の 通り、 これ はお 能から 来た ものです よ。 芝居の 

方で は、 天 保 十一 年に 河原 崎 座で やった のが 初演 でげ 

す。 その 時 は 海老 蔵の 弁慶 —— この 海老 蔵 様 は、 ここ 

に 来て いる 海 土 ちゃんと は 違います よ、 七 代 目の 団十 

郎 様が 海老 蔵 様に 改まったんで げす。 その 海老 蔵 様が 

弁慶 様で、 八 代 目 団十郎 様の 義経 様、 三代 目 九 蔵 様の 

とがし さま 

富 樫 様と いうと ころでした。 見ました、 拙者 も それ を 

一幕 見ました よ …… ええ、 この 海老 蔵 様 は、 何代目の 

海老 蔵 様 だと おっしゃ るんで すか …… それ は、 わつ し 


どもに も わかりません な」 

番付 を 取って 隣席の 者に 講釈 をす ると、 隣席の 客が 

なるほどと 感心す るので、 

うた い 

「これ を 謡 から 取って 芝居の 方へ 移そうと したの は、 

無論 その 海老 蔵 様です よ、 その 本物の …… つまり 七 代 

目の 団十郎 様の 海老 蔵 様から、 この 勧進帳と いう 狂言 

が 始まりました。 ですから、 海老 蔵 様の 勧進帳と きた 

日に は、 芝居 好きと 不好きと にか かわらず、 見逃して 

はならない もので げす …… 尤も、 ここに 来て いる 海 

老蔵様 は 何代目 だか、 そこん ところ は 拙に もよ くわ か 

りません よ」 


道 庵と して はまこと に 角の ない、 当リ 障りの ない、 

きず 

海老 蔵に も、 海 土 ちゃんに も、 疵 のっかな いような 挨 

拶を しました。 

そのうちに 幕が あきました。 

富 樫の 出 も 尋常で あるし ：•：. 旅の 衣から、 月の 都 を 

立ち 出で て …… の 長唄 も 存在して、 義経 主従の 衣裳 も、 

山伏の 姿に なって いる。 いわゆる 海老 蔵の 弁慶なる も 

の も 押し出し ている。 海津の 浦に 着きに けリ、 でい つ 

ぱいに 並ぶ。 「いかに 弁慶」 から 台詞の 受渡し、 「いざ 

通らん と 旅 衣、 関の こなたへ 立ち かかる」 —— 弁慶 を 

前にして 本舞台へ かかる。 道 庵 も、 こいつ、 なかなか 


やるな と 思いました。 

仏 頂 寺 も、 これ は 多少 見直した という 形に なって 舞 

台 を 見る 様子。 丸 山 勇 仙 は、 それ 見た かとい つたよう 

な 気分 も ある。 

そこで 富 樫との 問答に な つ て、 

ごんごどうだん  そうろう 

「言語道断、 かかる 不運なる ところへ 来りて 候 もの 

かな、 この 上 は 力及ばず、 いでいで 最後の 勤め をな さ 

ん」 

あたりから 調子が 少し 変にな りました。 唄が 少々 疲れ 

てきた のと、 四天王の 祈りが ばかに 景気よ くな つて、 

じゅず  おし も 

無暗に 珠数を 押 揉む 形が、 珠数を 揉む よりも、 芋 を 揉 


むような 形に 見え 出した の だから、 道 庵が 訝しい と 見 

ました。 

けれども、 今日は どうした もの か、 道 庵が ヒ ドクお 

となし く、 万事 胸の 中に 心得て、 表へ は 少しも 現わさ 

はんじょう 

ず、 半畳 を 入れたり、 弥次った りする ような こと は 一 

切 慎んで、 それから 弁慶の 馬力が いよいよ 強くなる の 

に、 長唄が へ トへト になって、 それ を 追つ かけ 廻して 

いるの もお かしい といって 笑わず、 かえって 同情 を 寄 

せて おりました。 それでも ようやく、 

「ナ 二、 勧進帳 を 読めと 仰せ 候 か」 

まで 漕ぎつ けたから、 役者よりも、 長唄よりも、 道菴 


がまず やれやれ 安心と 息をつき、 この 分なら 尻尾 を 出 

さずに 済む かも 知れない、 ともかく、 無事に 勤めさせ 

て やりたい もの だとな お 心配 をつ づけた が、 案ずる よ 

やす 

リ産 むが 易く、 

「それ つらつら、 おもん みれば、 大恩 教主の 秋の 月 は 

涅槃の 雲に 隠れ …… 」 

勧進帳の 読 上げ も凜々 たる 調子 を 張って、 満場 を 

シ ー ン とさせました。 

「一紙半銭の 奉 財のと もがら は、 この 世に て は 無比の 

らく  す せんれんげ 

楽に ほこり、 当 来に て は 数千 蓮華の 上に 坐 せん、 

きみょう けいしゅ うやま  まお 

帰 命 稽首、 敬 つ て 白す」 


淀みな く 読み上げ ると、 唄 もす つかり 元気 を 回復し 

て、 

「天 も 響け と 読み上げたり …… 」 

満場 は 深い 感動の 色 を 現わした ようです。 

しかし、 仏 頂 寺弥助 はよう やくう けがい ません。 す 

ベて が 感心の 色 を 現わした 時、 仏 頂 寺 は 首 を 左右に 

振って、 

「いかん」 

と 言いました。 

観客が 険しい 眼 をして 見る の を、 丸 山 勇 仙が 気兼ね 

をして、 押えよう とする が、 仏 頂 寺 はう けがわず、 


「いかん。 何となら ば、 この 時の 弁慶 は、 あくまで 本 

物の 山伏の つもりで 勧進帳 を 読まな けり やならん、 そ 

れ だのに、 この 弁慶 は、 弁慶 ムキ 出しで 勧進帳 を 読ん 

でい る、 これ じ や 富 樫と いう ものが、 全然 ボン クラに 

な つ てし まう …… 義経 もこれ じ や 助からない」 

「まあ、 芝居 だから …… 」 

「芝居と はいえ 海老 蔵と も あるべき 者が、 弁慶 を やる 

に 全く その 心がけ を 忘れて いる、 自分 一人 だけ を 見せ 

る 芝居 を やる というの は、 あるべからざる こと だ、 弁 

慶 だけが 浮いて、 ほかの 人物 はちつ とも 浮いて 来ない 

じ やない か …… その 弁慶 も、 本当の 弁慶 じ やない、 作 


り 物の 弁慶 だ」 

リき 

仏 頂 寺が こういつ て 力み 出した 地声が、 少し 高 過ぎ 

たせいでしょう、 

「叱 ッ」 

と いう 声が 聞え ると、 

「なに ッ」 

と 仏 頂 寺が ムキ になり ました。 それ を 丸 山が 袖 を ひか 

えて、 

「まあ、 芝居 狂言 だから …… 」 

仏 頂 寺弥助 も、 やむなく 沈黙し ました。 

その 時分、 舞台で は 海 土蔵の 弁慶が ますます 発揮し、 


富 樫の 施物 を 受取って、 一 同 この 関 を 通り抜けようと 

する 

ごうりき 

「いかに それなる 強力、 とまれと こそ」 

義 経に 似た という 強力が 呼び とめられ たの を、 弁慶 

さんざん 

が 怒って、 金剛杖 を 取って 散々 に 打ちのめす —— それ 

まで は、 どうやら 無事。 かくて 関所 を 出る と、 山伏 を 

ゆうゆう 

先へ やって 弁慶 一 人が 悠々 と 歩み 出す。 ここから が 変 

だと 思いました。 

そこで、 富 樫が 引 込む と、 「ついに 泣かぬ 弁慶 も 一期 

しゅしょう  ほうがん おんて 

の涙ぞ 殊勝なる」 から 「判官 御手 を 取り 給い」 の 順序 

になるべき はずのと ころ を、 判官 を 初め、 四天王 残ら 


ずの 山伏と、 強力が、 ずんずん 舞台 を 引 込んで しまい、 

あと は 弁慶 一人舞台。 長唄 も それでお しまいに な るら 

しいから、 はてな、 「ついに 泣かぬ 弁慶 ：•：• 」 を 食って、 

延年の 舞へ 飛ぶ のか 知らん …… と 道 庵が 戸惑い をし ま 

した。 

えもの 

ところが、 たったいま 引 込んだ 関守の 組 子が、 得物 

を 携えて 関屋の 前後から バ ラバ ラと 現われた かと 見る 

と、 弁慶の 前後 をと りかこんで しまったから、 道 庵が、 

たまげ 

またも あ つ と 魂消ました。 

道 庵の 魂消た のに 頓着な しに、 そこで 関守の 組 子が 

さえぎ 

弁慶の 行 手 を 遮る と、 いったん 引 込んだ 富 樫が また 


出て 来て、 

「弁慶、 待て！」 

道 庵が、 いよいよ 驚いて いるう ちに、 

「何が なんと」 

またしても 大乱 闘が 始ま つ てし まいました。 

つくぼう  さすまた  なぎなた 

組 子 は 突 棒、 剌叉、 槍、 長刀 を 取って、 弁慶に 打つ 

て かかる から、 弁慶 も 金剛杖で は 間に合わず、 ついに 

太刀の 鞘 を 外して、 縦横無尽に それ を 斬り 散らす 騒ぎ 

になった から、 見物 は 喜びます けれど、 道 庵 は 身の 毛 

をよ だてました。 

岩 見 重太郎 で、 あのく らい 斬って いるの だから、 弁 


慶 となって、 こんなにまで 斬らな くと もよ かろうに… 

…関守の 歩卒を 斬って 斬リ まく リ、 あわや 富 樫に 迫ろ 

うとして、 踏 段へ 足 を かけて 大見得 をき つたので すか 

ら、 道 庵が 驚き 怖れた の も 無理はありません。 

あまりの ことに 道 庵が、 初めて 救い を 求める ような 

声で、 

「弁慶 様、 大きい ぞ、 刀 だけ じ や 物たり ねえ、 七つ 道 

かつ  あば 

具 を 担ぎ出し て ゥンと 暴れろ！」 

と 叫びました。 

その 声の 終る か 終らない のに、 ズ カズ 力と 舞台 をめ 

がけて 飛び出した 者が あります。 


これ ぞ 別人 ならぬ 仏 頂寺弥 助。 

二十 七 

仏 頂 寺弥助 は、 ズ カズ 力と 桟敷から 舞台の 上へ 出か 

けて 行って、 呀 という 間もなく 弁慶の 太刀 を 打ち落し 

弁慶 を 引 捕えて 膝の 下へ 敷いて しまったから、 驚いた 

の は 舞台の 上 ばかりでなく、 満場の 客が 呀 といって 総 

立ちの 形です。 

舞台の 上で は 敵 味方に わかれて いた 富 樫の 部下 を 初 

め、 拍子木 叩き や、 楽屋 番の 連中まで、 一 時 は 呆気に 


ほこ  ろうぜきもの 

取られた が、 矛 を 取り直して、 この 意外な 狼藉者 を 取 

押えて、 弁慶 を 救い出そう という 途端、 仏 頂寺弥 助が 

眼 を 怒らして、 

「言って 聞かせる から、 静まれ！」 

と 大喝し ました。 

その 勢いの 猛烈な ところへ、 同行の 壮士  二人と、 丸 

山 勇 仙と が、 続いて 舞台の 上へ 飛び 上り、 

「静かに しろ、 仏 頂 寺に 言う だけの こと を 言わせろ」 

と 怒鳴りました。 

その 勢い、 いかにも 殺気 満々 たる ものです から、 誰 

かんきゃく 

もうかと は 手出しが できないで いるう ちに、 看客の 


中の 気の 弱 いのは、 先 を 争うて 逃げよう とする。 しか 

し 大多数 は 留まって、 この 意外な 劇中劇の 終局 を 見 届 

けようと、 犇 めいている。 

弁慶 を 取って 押えた 仏 頂 寺 は、 看客の 方に 向い 

だいおんじょう 

大音声 で、 

「諸君 騒ぐな、 拙者 は 気違いで もない、 頼まれて 芝居 

を 妨害に 来た もので もない、 況んゃ 諸君の 楽しみに 邪 

こしゃく  さわ 

魔 をす るつ もりで 来たので もない が、 小癩に 障って た 

まらぬ ゆえに、 この 次第に 及んだ の だ。 おのおの 方、 

にせもの 

ここに 取つ て 押えた 弁慶 は 贋物で ある ぞ」 

と い いました。 


「贋物 …… それ はき ま つ てら あな」 

と 大勢の 中から 叫び 返した 兄い があります。 芝居の 弁 

たやす 

慶で 贋物で な いのは 無い。 本物の 弁慶なら、 そう 容易 

くは捉 まるまい。 芝居の 弁慶 を 捉まえて、 これ は 贋物 

だと 宣言す る ことほ ど、 それ は 非常識な 侍で ある。 そ 

こで いったん 静まり かけた 客 や 舞台が、 また 沸き出し 

て、 本物の 弁慶 を 見た ければ 五条の 橋へ 行く がいいの 

ひし 

なんのと、 犇めき 合って いるの を 仏 頂 寺が、 

「弁慶 を やって いる この 役者が 贋物な の だ、 巿川 海老 

蔵と あるの は 偽り だ、 海老 蔵 どころではない、 蟹 蔵に 

も 及ばない 木ッ葉 役者が、 こうして 吾々 を ごまかして 


歩く の だ。 おのおの 方、 その 番付の 文字 をよ く 御覧な 

さるが よい、 その 海老の 老 という 字 は 土と いう 字 だ、 

ェビ 蔵で はない。 エド 蔵 だ。 本物の 巿川 海老 蔵と いう 

役者 は、 巿川 総本家の 大将で、 芝居 道の 方で は 王様 だ。 

まが いもの 

こいつ は擬 物の エド 蔵。 諸君、 だまされ てはいけ な 

い」 

かんきゃく 

持って来た 番付 を 押 開いて、 高く 掲げて 看客に 警 

告 したの は 大いに 利き目が あって、 すべての 看客が お 

のおの 携帯の 番付 を 照らし合わせて 見る と、 なるほど、 

老と 土の 違いが ある。 老と 土と は、 つまり ェビ 蔵をェ 

がてん 

ド 蔵に する。 なるほどと 合点した ところへ 畳み かけて 


仏 頂 寺が、 

「おのおの 方 …… 芝居 を 見る にも、 裏と 表 を 透して 見 

のぼ 

なければ いかん、 ただ、 逆せ 上って わいわい 見て いて 

はいけ ない。 この 弁慶が …… この 弁慶なる 者が、 一人 

で 舞台の 上 をの さばり 廻つ ている ところの み を 見て、 

弁慶と いう ものの その 時の 心 持 を 見ない ような 奴 は、 

芝居 を 見ない がよ ろしい。 さいぜん も 見て いれば、 富 

とが 

樫に 咎められて、 金剛杖で 主人 義経を 打ち据える 時の、 

ざま  いやし  あるじ 

あの 打 据え 様 はどう だ。 苟 くも 弁慶 ほどの 者が、 主 

たる ものの 身体に 鞭 を 当てねば ならぬ 心中の 苦痛 はい 

よそめ 

かば かり …… 外 目に は 強く 打つ と 見せて、 腹の 中 は 血 


の 涙で 煮え返る、 その 心の中 は 千万無量 だ。 それ を こ 

の 弁慶 は、 ここにい る 弁慶なる もの は、 ただもう いい 

なぐ 

心 持で ブン擲 つて、 俺 はこれ ほど 強い ぞ、 といわぬ ば 

かりの 下司 根性、 見て はいられぬ —— 巿川 宗家の 名優 

とも あるべき 者が、 こんな、 くだらない 弁慶 を 見せら 

れ るか」 

ど き ふ んぷん  の のし 

怒気 紛々 として 弥 助が 罵りました。 

この 意外なる 劇 外 劇で、 場の 内外 は 総立ちと なり、 

慌てて 逃げ惑うた ものまで が、 怖い もの 見た さに 立ち 

とどまって、 事の なりゆき を 注視して いるの 有様です _ 

そこで、 後ろの 方 は 何が何だか わからない。 


のみしろ 

無頼漢が 飲 代 を 借りに 来たの を 役者が 貸さなかった 

から、 それで 暴れ込ん だの だとい う 説 もあります。 

あまり 人気が あるから、 他 座の 者が そ ねんで、 壮士 

を 向けた の だとい う 者 もあります。 

なかには、 あんないい 役者 をなん だって、 あんなに 

苛める のだろう、 憎らしい、 と 口惜しが る 娘た ち も あ 

リ ま ^9 

ちょうど 土間の 中 ほどに 陣ど つ て 見物 をして いた 信 

こうづき 

州 川 中島の 上 月と いうの が、 連れて来た 十 余人ば かり 

の 百姓の 驚き 騒ぐ の を 鎮めて 言う に は、 

「立たないで 見て いろ、 ぁの诗 の 言う こと は 聞け る、 


無理ば かり は 言って いないの だから」 

川 中島の 上 月と いうの は、 代々 百姓 をして いるが、 

ふくし ま まさのり  はいる 

先祖 は、 福 島 正則が 川 中島へ 配流され た 時の 一 族 だと 

いう ことで、 今日は 塩巿を あての 買物 を 兼ねて 十 余人 

の 百姓 を つれて —— この 百姓た ち、 いずれも 正則 以来 

ゆいしょ 

の 由緒 を 以て 誇って いる —— この 一 座 を 見物して いま 

したので す。 そこで 上 月 はつ づけて、 

「あの 侍の いう ことが 必ずしも 乱暴で はない よ …… わ 

のぞ 

しも、 江戸へ 出て、 時々 芝居 を視 いたが、 こういう 無 

法な 勧進帳 はやらない。 第一 海老 蔵と いう 役者 は、 い 

にせもの 

ま 江戸に は 名 をつ ぐ 者がない はず。 贋物に 違いない」 


「へえ、 贋物に 違いありません か、 太え 奴です ね」 

「あんなに する まで もなかろ うが、 癖になる と 悪い か 

こ 

ら、 ちっと は 懲らしめる もよ かろう。 名前と いう もの 

は 大切な もの だ、 それに 勧進帳の ような 大 芝居 は、 や 

はり 相当の 尊敬 を もって 扱い、 宗家 を 立てる ようにし 

てお かないと、 芝居 道が 乱れる。 贋物 は 時々 トツ チメ 

て やる のが 芝居 道の 薬 だ」 

上 月 は 落着いて、 立とうと もしない から、 連れの 百 

姓た ち も その 気になり、 

「皆さん、 前が 高い よ、 お 坐りなさい」 

この 一団 だけ は 坐った ままで、 前の 群集 を 払って、 


ゆっくり とこの 劇 外獻の 余興 を 大詰まで 見て いようと 

する 

その 時、 舞台の 上なる 仏 頂 寺弥助 は、 組敷かれた 弁 

ときん 

慶の兜 巾に 手 を かけて、 

「団 十郎 とか、 海老 蔵と かいう 名前 は、 芝居の 方で は 

太 政 大臣 だ、 その 人 を 得 ざれば、 その 位 を 明けて おく 

のが、 その 道の 者の 礼儀で はない か。 形式に 囚われて、 

偶像 を 拝む ように 拝めと いう わけで はない、 貴様の よ 

うな 身の程 知らず が、 盲目 千 人の 世間 をば かにした つ 

もりで いるの は、 芝居 道 を 害する のみならず、 世間の 

礼儀と、 秩序と いう もの を紊る 憂いが あるから、 貴様 


たちのよ うな 木 ッ葉を 相手に する の は 大人げな いと 知 

りながら、 こうして 折檻に あがった の だ、 以後 は 慎め」 

と 言いながら 仏 頂 寺 は、 弁慶の 兜 巾 を 撵リ 取り、 鈴懸、 

衣、 袴まで 撵リ 取ろうと する 有様 は、 この 弁慶の 身体 

に は 危害 を 加えない が、 身の 皮を剝 いで 懲らしめ るの 

手段と 見えました。 

他の 二人の 壮士 は、 それ を 擁護して、 もしゃ 仏 頂 寺 

の なすこと に 手出し をす る 者が あらば、 いちいち 取リ 

ものすご 

ひしいで くれようと 肩 を 怒らして いる 権 幕の 物凄 さに、 

これ は 力ず くで はいけ ない と 思って、 一座の 頭取、 狂 

言 方、 番頭の 類 の 非戦闘員が 総出で、 仏 頂 寺の 前に 平 


身 低頭して 来ました。 

あやま 

何とい つて、 謝罪って いるの だか 聞えない が、 彼等 

が 百方 謝罪 をして いるの を 仏 頂 寺 は 耳に も 入れず、 メ 

リ メリと 弁慶の 衣裳 剝ぎを やって いる。 

道 庵 先生が 立ち上つ たの はこの 時であります。 

今まで 鳴り を 鎮めて 事の 体 を 見て いた 道 庵 先生が、 

ここ は 己れ の 出る 幕 だと 思いました。 ここ いらで おれ 

が 出なければ、 納まりが つくまい と 思いました。 

「友 様 …… 事を好む わけで はねえ が、 見たところ みん 

な 口の 利きよう を 知らね え 人様ば つ かりだ、 ここで ひ 

とつ 拙者が、 時の 氏神と 出かけね えければ 納まりが つ 


くめえ。 だが、 こういう 氏神 はま かり 間違えば 頭の 鉢 

を 割られる。 そこでお 前 …… その まか リ 間違った 時 は 

みず さかす き 

骨 を 拾って くんな よ。 どれ、 水杯 を 一 つやら かして 

…：- J 

はかま 

道 庵 は 一 杯 グッと 飲んで からに、 袴 の 塵 を 打 払って、 

「御免よ」 

といつ て 人立ち を 分けて 舞台の 方へ 進み出し ました か 

ら、 来 友 もじつ として はおられず、 それに つづいて 舞 

台へ と 進みました。 

舞台の 上 は 前の 如く、 仏 頂 寺が しきりに 弁慶の 身の 

皮を剝 いでいる。 仏 頂 寺の 心で は、 この 奴等 を 痛めて 


片輪に してやる までの こと もなかろう、 ただ 後 来の 見 

リ ようけん 

せしめに、 裸に してやろう という 料簡 だけら しい。 

あやま 

だから 芝居の 方で は、 幕内の 非戦闘員が 総出で 謝罪つ 

ている の を 仏 頂 寺 は 聞き流して、 しきりに 身の 皮を剝 

いでいる が、 本来、 懲らしめの つもり だから、 なる ベ 

ときん 

く 長い 時間 を かけて、 兜 巾から 下着まで、 いちいち 剝 

ぎ 取って しまおう とする までで、 彼等の 謝罪 を 空念仏 

に 聞いて いる。 

しかし、 芝居の 方面で はそう は 考えず、 この 上 どん 

うきめ  ゆる 

な 憂目 を 見せられる のか、 一 刻 も 早く 手 を 緩めて もら 

わなければ ならぬ。 そこで 言葉 を尽 して、 いよいよ 平 


身 低頭 を つづけて いると、 

「くどい！」 

仏 頂 寺が 眼 を 怒らして 怒鳴りつ けたので、 二人の 壮 

士も、 

「くどい！」 

あま リ 近く 仏 頂 寺の 傍へ 寄った 一 一三 人 を 取って ひつ 

くり 返しました。 その 時です、 

「御免よ …… 」 

御苦労 さまに も 道 庵 先生が、 ノコ ノコと 出て 参リま 

したの は —— 

そこへ 出て 参りました 道菴 は、 何 をす るかと 見れば、 


いきなり 仏 頂 寺が くみしいた 弁慶の 傍へ 寄って、 持つ 

ていた 扇子で ピシ ャリ、 ピシ ャリと 弁慶の 頭 を 叩き は 

じめ ましたから、 敵 も 味方 も 驚きました。 第一、 仏 頂 

寺弥 助が 驚いて しまいました。 見れば、 相当の 人品が 

ないでも ない 老人、 形 はどう やら 武芸者ら しい 形 をし 

ている。 

にせもの さま 

「さあ、 この 贋物 様 …… ピシ ャリ、 ピシ ャリ」 

仏 頂 寺へ 会釈 もな く、 わが 物 気取りで 弁慶 を 叩き は 

じめ たから、 仏 頂 寺 も 全く 面 食った 形で、 

「御 老人  何 をな さる？」 

弁慶に なり 代って この 無茶な 老人の 挙動 を、 仏 頂 寺 


が 咎めなければ ならない 羽目に なりました。 

「何 をな さると は 知れた こと …… 実際、 こういう 贋者 

しろもの 

は 俳優の 風上に はおけ ぬ 代物、 若い者に ばか リ 任せて 

はおけ ぬ、 年 はとつ たれ ども、 一流の 達人と 呼ばれる 

道 庵が 成敗して くれる。 海老 蔵な どと は 以ての外、 本 

来、 その 器量に あらざる 者 は、 その 名 を 遠慮す べきが 

人間の 礼儀で ある こと、 このお 侍の おっしゃる ことに 

じょうおう さま 

少しも 違い はない。 されば 茶道の 紹鷗様 は、 もと 本 

姓が 武 田であった の を、 その 頃、 武 田信玄 様と いう 一 

世の 英雄が あつたので、 あんな 偉い人と 同姓で は 恐れ 

多い といって、 わざと 武野 様と 改めた の だ。 曲 亭馬琴 


様が 正木 大膳様 を 政 木 大全 様と 改めた の は、 やはり そ 

の 時に、 お 旗本に 同名の 人が あつたから それ を 遠慮し 

たの だ。 名人、 大家で なくと も、 人間と して、 そうい 

う 礼儀が なかる ベ からざる もの だ。 それ を 貴様ら の 分 

際で、 だい それた 名前 を 冒し、 盲目 千 人の 世 を 欺こう 

としても そうは 問屋が 卸さぬ。 この 道 庵の 如き は武州 

熊 谷 以来、 ちゃ あんと それ を 見抜いて いる。 あの ここ 

ふらち もの さま 

な 不埒 者 様！」 

と 言って 道 庵 は、 痛く もない 扇子で、 無性に ピシ ャリ、 

ピシ ャリと 弁慶 を 叩きました。 

仏 頂 寺が 押えて いると ころ を 叩く の だから、 叩く 方 


も 骨が折れない 代り、 叩かれる 方 も あんまり 痛くない。 

しかし、 この 続け ざまが 幾つ 続く の だか わからない。 

無性に 叩き出し、 しまいに は 一貫 三百の 調子で 叩き出 

したから、 仏 頂 寺 も 見て いられないで、 

「御 老人、 いいかげん になさい」 

と 窘めました。 そこで 道 庵が 扇子 を 引き、 

ゆる 

「恕し 難き 奴 なれ ども …… 」 

と 勿体 をつ けて、 そこで 改めて 道 庵が、 仏 頂 寺 を 煽る 

な だ 

ような、 宥める ような こと をい つて 煙に 巻き、 とうと 

う 弁慶 を 解放 させて、 一座へ 引渡す ことにまで 運び ま 

した。 仏 頂 寺 とても、 悪く こだわつ ている わけで はな 


い。 今後 を 戒めて 老人に 花 を 持たせ、 さっさと 舞台 を 

引上げて 帰る ことにな つて、 道 庵の とりなしぶ リ はと 

にかく 鮮 かな 結果です。 

そこで、 見物 も 存外 おだやかな 解決 を 喜ぶ 者 も あれ 

ば、 不足に 感ずる もの も あり、 舞台の 方で は、 それ ぞ 

れ持 場に ついて、 こうな つて は 明日からの 興行 はでき 

ない、 今晩のう ちに も、 無事に この 土地 を 立 退く のが 

りこう だとい う 考えに なり …… 今日の 入れ かけ は 別に 

半 札 を 出せと いう 見物 もな く、 ともかく、 これで 幕 を 

引こうと いうと ころへ、 よせば いいのに 楽屋の 奥から、 

あわてもの 

周章 者が 息せ き 切って 飛び出して 来て、 舞台の 真中に 


突立つ や、 顔の 色 を 変えて、 帰り かける 見物の 方に 向 
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「百姓！」 

と 大きな 声で 怒鳴りました から、 見物 はまた 何事が 

起った のかと 足 を 停めました。 

この 周章 者 は、 多分、 よそから 戻って 楽屋へ やって 

来たば かりのと ころでしょう。 そうでなければ、 今 ま 

いきさ つ 

での 経緯 をよ く 知っていて、 こんなと ころへ 事 壊しに 

飛び出す はず はない の だが、 どうした もの か、 せっか 

く 納まった 空気の 中へ、 

「百姓！」 


といって、 大きな 石 を 投げ込みました。 

いったん 戻りに 向った 群集が その 声で 驚かされて、 

き ざ 

立ち 止って、 舞台の 方 を 見る と、 一人の 気障な 男が 顔 

色 を 変えて、 

「百姓！ 貴様た ちに、 勧進帳の 有難 味が わかって た 

まる か！」 

と 叫びました。 その 有様 は、 見物に 向って 暄嘩を 売る 

ような 調子で したから、 一 時 は 見物 もみん な 呆気に 取 

くだん  あわてもの  せ 

られ ている と 件の 周章 者 は、 いよいよ 急き込んで、 

「百姓！ 手前た ちに 芝居が わかる か！」 

これ は あまりに 聞き苦しい 言葉です から、 誰も これ 


を 聞いて 胸 を 悪く しない ものはありません。 芝居の 方 

でも、 これ は 悪い ところへ、 よけいな 口 を 利いて くれ 

たもの だと 心配し、 見物の 方で はよう やく 腹に 据え 兼 

ねて いると、 

「百姓！ 江戸の 芝居が 見た けり や、 出直して 来い！」 

そこで 立った のが、 例の 川 中島の 上 月 一家の 百姓た 

ちで ありました。 

「ナ 二、 百姓が どうした？」 

今まで 坐って いた この 一座が、 初めて 総立ちに なり 

ますと、 統領の 上 月が、 必ずしも それ を 留めませんで 

した。 


「百姓！」 

あわてもの  まっさお  ののし 

楽屋の 周章 者 は、 真青に なって また 罵リ かけた 時、 

そろ 

十 余人の 川 中島の 百姓た ちが、 気 を 揃えて 舞台の 上へ 

飛び 上った から、 またまた 問題が プリ 返りました。 

「百姓が どうした というの だ」 

福 島 正則 以来の 気概と いったよ うな もの を 持つ 川 中 

き ざ 

島の 百姓た ち は、 早く も その 気障な 周章 者 を 取 囲んで 

しまいました。 これ は 上 月 も、 あながち さしとめな 

か つ たものと 見えます。 

さて また、 劇 外 劇の 引返しが ある。 

あわてもの  たんか 

周章 者の 考えで は、 こうして 自分が 啖呵 を 切れば、 


味方が 総出で 自分 を 助けて くれる —— とで も 頼みに し 

ていたの でしよう。 それが 一人 も 出ない から、 テレ 

切 つ てし まいました。 

結局、 その 十 余人の 川 中島の 百姓た ちが、 件の 

あわてもの  きゅうもん 

周章 者 を引ッ 捕えて、 百姓 呼ばわり を 充分に 釓 問し 

ました。 

昔 は 天子 自ら 鍬 を 取って、 農業の 儀式 をな された も 

の だと 叫ぶ 者 もあります。 

農 は 国の本 だ、 宝 は 「田から」 である、 土から 出づ 

いのち 

る 物の ほかに、 人間の 生命 をつな ぐべき もの はない、 

と 呼号す る 者 もあります。 


われわれ は 百姓に 違いない、 お前の ような 遊民と は 

りさ 

違う ぞ！ と 力む もの もあります。 

舞台の 方に 味方がない のに、 見物の 方に 共鳴が 多い 

のです から、 周章 者が、 いよいよ 狼狽し ました。 

この 周章 者 も、 最初からの 様子 をよ く 知ってい たな 

ら こういう こと も あるまい に、 外出して いたと ころへ、 

芝居に 騒動が 持 上って、 見物が 役者 をと つちめ たと 聞 

いた 早耳で、 血相 を かえて 舞台へ 飛んで 来て、 いきな 

リ 百姓 呼ばわり をした のが 悪かった のです。 

仏 頂 寺、 丸 山、 壮士ら は 取合わず、 元の 座へ 戻って、 

次の 百姓 問題 を 笑いながら 見て いました。 


道 庵 先生 も、 一 時 は、 その 不意に 驚かされ ましたが、 

やがて 事の なりゆき を 見て、 これ は あの 連中の 処分に 

まか 

任して おいた 方が 面白 かろうと、 引返して 見物 席に 納 

まる。 

そこで 十 余人の 川 中島の 百姓た ち は、 周章 者 を 小突 

き 廻して、 こもごも 百姓の いわれ を 詰り はじめる。 

あわてもの 

周章 者 は、 決して 農民 を 侮辱す る 意味で 百姓と いつ 

たので はない —— と 弁解す る。 侮辱す る 意味で なけれ 

ば 何の 意味で、 百姓 呼ばわり をした の だと 押 返す —— 

口癖 だとい う。 悪い 口癖 だと 口 を 抓る。 

普通の 百姓で はこう は ゆきます まいが、 B 州 川 中島 


の 百姓 は、 ことに 福 島 正則 以来 を 誇りと する この 部分 

の 川 中島の 百姓に は、 強いの がお りました。 この 上 月 

は 帯刀の 身分であった 上に、 連れて来た 十 余人の 百姓 

たち も 利かない 気であった 上に、 力 も あれば、 相当に 

剣術 も 心得て いる。 以前の 時 は 傍観者の 地位に いた 上 

月 も、 百姓 呼ばわりの 悪態が 聞 捨てなら ず —— 指図 は 

しないが、 差 留め もしなかった のです。 

この 十 余人の 百姓た ち は、 周章 者 を 懲らしめの ため、 

一 つ はまた 百姓と いう 名前の ために、 この 男 を 捕えて、 

見物 一 同の 前に 失言の 取消しと、 謝罪 を やらせようと 

する 時、 気の 立った 見物が、 それだけ では 承知し ない 


で、 今後の 見せしめに 肥 桶 を かつがせて、 舞台 を 七 廻 

リ 廻らせろ と 発議す る 者 も ありました。 

それ は あまりに 酷い。 しかし、 百姓 を 侮辱す るの は、 

つまり 食物 を 侮辱す るので ある。 食物 を 食う ことのみ 

を 知って、 その 貴き を 知らない 奴に は、 その 有難 味 を 

思い知らせ るが よい。 そこで 米俵 を 背負わせて、 舞台 

から 花道 を 七 廻りさせる のが 順だろう、 という 説 も 出 

ました。 

そこで、 この 周章 者 は 四 斗 俵 を 背負わせられて、 猿 

廻し をす るよう に、 前後 をた たき 立てられながら、 舞 

台から 花道 を 廻らせられる ことになる。 


一 俵、 少なくも 十五 貫 は あるだろう。 普通の 百姓な 

らば、 苦にならない 荷物 だが、 この 男に とって は 堪え 

難い 負担で、 一足 行って は よろめき、 二足 行って は 倒 

れ るの を、 起して やって、 またたた き 立てて 歩かせる _ 

舞台から 花道 を 一 廻りす る 間に、 へ トへト になって 

しまいました。 

それで、 七廻リ 目に、 息 も 絶え絶え になって 倒れた 

の を 楽屋へ 担ぎ込んで、 水 を 吹つ かけたり して 力 をつ 

けました。 そんな ことで、 芝居 は さんざんな 体に なつ 

まと 

てし まった が、 その 夜のう ちに 荷物 を 纏め、 翌日 はこ 

の 一 座が 搔き 消す 如く 松 本の 市中から 消え失せて しま 


いました。 

道 庵主 従 は、 その 足で 浅 間の 温泉へ 行き、 鷹の 湯へ 

泊り ましたが、 そこ は 宇津木 兵馬 も 宿 を 取って いると 

ころ、 まもなく 仏 頂 寺、 丸 山、 その他 二人の 壮士 も 押 

しかけて 来ました。 

その 翌日、 松 本の 市中から 浅 間の 温泉まで が、 にせ 

ものの 海老 蔵の 噂、 

「いったい、 狂言 を やる にも、 役者の 名 をつ ける にも 

いちいちお 役所へ 届ける ことにな つ ている だろう が、 

あんな にせもの はお 役所で、 ズ ンズン ひっぱた いてし 

まえばよ かりそう な もんだ …… 」 


と言う 者が ある。 

「蠅 のよう なや つら だから、 お 上で も 始末に 困る だろ 

う」 

と言う 者 も ある。 

とにかく、 仏 頂寺弥 助の した こと を 悪く いう 者 はな 

ヽ 0 

レ 

今後、 ああい うにせ ものが 来たら、 お 侍の 手 を 待た 

ず、 われわれで ブッ ちめ てし まう 方が いい、 と 町内の 

りさ 

青年団が 力む。 

き  ほ 

川 中島の 百姓た ちの 利かない 気性 を 褒めて、 俵 責め 

の 手段 を 痛快な りと し、 今後、 生意気な 芸人 共 は あの 


手段で 行く がいいと 唱え 出す 者 も ある。 

いったい、 芝居 だと か、 写し絵 だと かいう もの を 見 

じゅんぼく 

せる の は、 淳朴なる 気風 を 害する もの だから、 今後 一 

切 あんな もの は 松 本の 市中へ 足 を 入れさせない ことに 

したら どう だ、 と 提案す る 者 も ある。 

それ は 極端 だ —— よい 演劇 や、 よい 写し絵 は、 われ 

ゆと リ 

われの 労 を 慰めた 上に、 意気 を 鼓舞し、 人間に 余裕 を 

つけ、 世間 を 賑わす もの だから、 よい 演劇 や、 写し絵 

は、 進んで 歓迎しても よろしい。 おれ は 忠臣蔵の 芝居 

を 見て 泣いた という 者が ある、 楠 公の 写し絵 を 見て、 

急に 親孝行に なった 者 も あると 言い出す。 


本当の 芝居 好き は 芝居 好きで、 また 仏 頂 寺ら のした 

ことに 感謝す る。 ああい うにせ ものの 面の 皮 を 引ん 剝 

いて くれたので、 今後 は 松 本の 市中へ にせものが 入り 

込まず、 おかげで、 これから は 本格の 勧進帳で もなん 

でも 見られる だろうと 喜ぶ。 

すべてが、 仏 頂 寺 や、 川 中島の 百姓た ちの 取った 手 

段 を、 悪い という 者の ない 中に、 巿 中の 一 角に 巣 を 食つ 

ていた ガラ クタ 文士の 一連 だけが、 文句 をい いは じめ 

ました。 

横暴で ある、 暴力団の 行為で ある、 暴力 を 以て 芸術 

を 蹂躪す るの はよ ろしくない、 と 騒ぎ 出した のが ある _ 


それらが また 不 相当の 理窟 を 付けて、 なにも 弁慶と 

いう もの は巿川 家の 弁慶で はない —— 海老 蔵と その ま 

ぼうとく 

ま 出せば 冒瀆 にもな ろうが、 ちゃんと 遠慮して 海 土蔵 

として あるで はない か、 人間に は 呼び名の 自由が ある 

—— なん ぞと ガラ クタ 文士が 理窟 を 捏ね 出しました。 

この 連中 は 常に、 クッ ついたり、 ヒッ ついたり する 

物語 を 書いて、 おた がいに 刷 物 を 配って は 得意がって 

いる。 親た ちが それ を 意見で もしょう ものなら 躍起と 

なって、 芸術 は 修身 書ではありません よと 叫び 出す。 

そう クッ ついたり、 ヒッ ついたり する ことば かり 書 

まか 

くこと は 罷りな らん  と、 お 役人から お目玉 を 食う 


たち ま 

と、 彼らの 憤慨す る こと。 そこで 忽ち 官憲の 横暴 呼 

ば わりが 始まる。 

翌朝、 道 庵 先生が お湯に 入って いると、 それと は 知 

らず、 こんな 不平 を 道 庵の 前へ 持ち出して、 仏 頂 寺の 

乱暴 を 鳴らす 若い のが ありまし たから、 道 庵 は、 お湯 

の 中で それ を 聞き流して いると、 いよいよ いい 気に 

なって、 クッ ついたり、 ヒッ ついたり、 吸いつ いたり 

すると ころ を やって 何が 悪いで しょう、 外国で は …… 

と、 際限がない ものです から、 道 庵 先生が 居眠り をす 

るふり をして、 その 頭をコ クリコ クリと 若い のの 頭へ 

ブ ッ つけました。 


年 こそと つたれ、 道 庵の 頭 は なかなか かたいの です 

から、 それ をコッ リコ ッリ、 ブッ つけられて はた まら 

ない。 クッ ついたり、 ヒッ ついたり の 青年 は、 慌てて 

湯から 飛び出して しまいました。 

幕末 維新の 時代 は、 政治的に こそ 未曾有の 活躍 時代 

であつ たれ —— 文学的に は、 このく らいく だらない 時 

代はありませんでした。 

これ を 前にして は、 西 鶴の 精緻が 無く、 近 松の 濃艷 

が 無く、 馬 琴の 豪壮が 無く、 三 馬の 写実が 無く、 一  九 

の 滑稽が 無い —— これ を 後に して は 紅葉、 漱 石の 才人 

いわ  こぼく  かんけい 

も 出て 来ない。 況んゃ 上代の 古朴、 簡勁、 悲壮、 優麗 


なる 響き は 微塵 もな く、 外国の 物質文明 を 吸収す る こ 

と はかなり 進んで いたが、 その 文学 を 紹介し、 これ を 

味わう ものなん ぞ はあり はしな い。 

有る もの はガラ クタ 文士の 小さな 親分。 有っても 無 

くても いいよ まいごと を 書いて、 これ を 文芸 呼ばわり 

をし、 前人の 糟粕を 嘗めて は 小 遣 どり をし、 小さく 固 

まって はお 山の 大将 を 守り立てて、 その 下で 小細工 を 

やる。 その 小細工 だけ は 一 人前に やる が、 彼等から、 

めぼしい 作物と いう ものが 一 つで も 出た という こと を 

聞かない。 

時に、 政治的に は 勤王 党 だの、 佐幕 党 だのと いう 呼 


ま ね 

び 声が 高かった もの だから、 この 文士連 も それ を 真似 

て、 政党 気分に なった かも 知れない。 

「お前 方、 それ は 料簡が 違います よ、 天下の 政治 を 取 

るに は 多数で いかなければ ならない が、 文学 や、 美術 

という もの は、 多数ず くで はどうに もなら ない の だよ 

薩 摩と 長 州が 力 を 合わせれば、 徳川を 倒せる かも 知れ 

こほう げん 

ない が、 その 力で 古法 眼の 絵 を 一枚 作る わけに はいか 

ない —— 」 

道 庵 先生な ども、 それ を 戒めて はおり ましたが、 ど 

うに もなら ないで、 いよいよ 堕落す るば かりで ありま 

した。 


だから この 連中 は、 ガラ クタ 文士 を 集めて は 相当 範 

囲の 勢力圏 を 作り、 自党に 不利なる ものの 出現に 当つ 

て は、 伏兵 を 設けて、 白い もの を 黒く、 黒い もの を 白 

くす る 宣伝 術策ぶ り だけ は、 腐敗した 時代の 政党に 異 

る ことなく、 文学と いう もの を、 極めて 低劣な 

手練手管 にして、 体裁 だけ は 高尚が つてお リ ました。 

口 シャの トルストイが 「戦争と 平和」 を 脱稿した の 

は、 この 前年であります。 フランスの ュ ー ゴ— が 

レ . ミゼラブル  おおや 

二 S 史」 を 公け にした の は、 その 五 年 ほど 以前で あ 

ります。 英の ラスキンが 美術 論から、 社会 改良の 理想 

に 進んで 行った の も、 この 時代の ことであります。 


しかるに、 日本の 文学界 は 前 申す 通りの、 お 山の 大 

はだか もの 

将 とそれ を 取 巻く 寄生 文士、 その 争う ところ は、 裸 物 

を 表に 出して はいいと か 悪い とか、 クッ ついたり、 ヒッ 

ついたり の 題目 を さし 止める と は 横暴 無礼、 奇怪 千万 

ちまなこ  げさくしゃ 

と 血眼に なること、 馬 琴と いう 奴 は、 戯作者の 境涯 を 

脱して、 道学者 気取りで 癩 だから、 猫の 草紙 を 作って、 

ぼ-つと < 

その 八 犬 伝 を冒瀆 してやれ！ 彼等の なすと ころ は、 

せいぜい そんな もので ありました。 

がません にん 

仏 頂 寺弥助 は、 その 翌日、 蝦蟇 仙人 を 描いた 床の間 

に 柱 を 背負って 坐り込み、 こんな こと をい いました、 

「な あに、 吾々 が 手 を 下す まで もな く、 見る 人の 眼が 


肥えて いさえ すれば、 にせものが 百 人出よう とも、 あ 

えて 問題に する まで もな く 自滅 あるの みだが、 如何せ 

ん、 あんなの を 人気に する ほど 盲目 千 人の 世 だから、 

少し は 眼を醒 まさせて やる 必要が ある —— いけな い の 

お だ  ちょうちん 

は、 あの 者 共の 周囲に ついて、 煽てたり、 提灯 を 持つ 

たりす る 奴等で、 菓子 折の 一 つも 貰えば いい 気になつ 

て、 お 太鼓 を 叩く の だから、 役者 共 もっけ 上る。 正直 

な 見物 も、 ちっとの 間 は 迷わされる —— よい 批評家と 

いう ものが あって、 公平に、 親切に、 厳格に、 事 を 分 

しろうと 

けて、 役者 を 叱り、 素人 を 導いて やれば いいの だが、 

今 は その 批評家と いうの が 無く、 ただ 無いだ けなら い 


いが、 その 批評家と いう やつが グルになって、 碌 でも 

ない もの を かつぐ の だから、 そこで 吾々 の 腕力が 必要 

になる。 罪 は 人形使いと、 批評家に あるの だ …… 芝居 

に 限った こと は あるまい」 

二十 八 

宇津木 兵馬に 愛想 づ かし を 言 つて 分れた お 銀 様 は、 

その 晚、 ふらふらと 甲 府の宿 を 立ち 出で ました。 どこ 

へ、 どう 行こうと いう 当てが あって 出かけた とも 思わ 

れ ません。 ただ、 どうも、 じっとして はいられな いの 


で、 そぞろ歩き をして みる 気になった のでしょう。 

甲府の 町の 天地 は、 今や その 昔の ように 殺気の ある 

ずき A  力  一? 

ものではありません。 頭巾 を 冠った お 嬢 様が 一 人 歩き 

をしょう とも、 宵のう ち は 怪しむ もの もありませんで 

したが、 人通りの 稀れ な 所へ 行く と、 

「あのお 嬢 様 は どこへ 行く つもりだろう —— いくらな 

おいはぎ 

んで もこの 淋しい 竜王 道 を …… 追剝 でも 出たら どうな 

さる、 去年の ように 辻 斬が 流行らないで 仕 合せ、 それ 

やす 

でも 雲助の 悪い の や、 無宿者の 通リ 易い この 道 を、 怖 

いと も 思わず 女 一 人で …… 」 

後ろ 影 を 見送って 心配す る 者 もぁリ ましたが、 それ 


も 目に は 入らないで、 お 銀 様 は、 ただもう ふらふらと 

歩いて いる だけの ようです。 それでも ややあって、 

「おや？」 

とわれに 返った 時 は、 月が あるの か 無い のか 知らない 

が、 天地が ぼかした ように 薄明る く、 行く手の 山 を 見 

まう おう 

ると、 それ は 見覚えの ある 地蔵、 鳳凰、 白 根の 山 つづ 

さ。 

ああ、 いっか 知ら、 甲 府の町 は 離れて しまった。 そ 

れ でも、 われ を 忘れて 歩いて いた 道 は、 忘れ もしない 

竜王 道。 

知らず 識ら ず、 自分 は 故郷の 方へ 近く 歩いて いたの 


だと 知りました。 

この あたり は、 もう、 人家と て は 一 つもな く、 往来 

もまた 人通りが ありません。 

故郷の 有 野 村。 

そんなつ もりではなかった のに、 どうして こちらへ 

ばかり 足が 向いた のか。 

越 鳥 は 南 枝に 巣くう という こと だが、 いい 知らぬ 

人情が、 本能 的に 人 を 故郷の 方へ 向けて しまう と 見え 

る。 

ああ、 あれ は 有 野 村の わが 屋敷の 中の 森で はない か、 

あの 黒 いのは。 


有 野 村 一帯 は 父の 家の ような もの だが、 わけて あの 

黒い 森の 下に 自分のと 定められた 家が ある。 

故郷、 自分 は 故郷へ 帰る つもりではなかった の だ、 

故郷 を 避けて 通る つもりであった のに、 故郷が 自分 を 

引きつけ る。 あの 暗い 森の 下に、 やはり 温かい 何物 か 

す さ 

があって、 この 荒み 果てた 自分 を 迎えて くれよう とす 

る その 懐し 味 こそ、 なかなかに 仇。 故郷の 山川 は、 や 

はリ 温かい もの を 持って いるのに、 それにしても、 わ 

が この 身の 何とい う 荒み 方！ 

とめど 

お 銀 様 は留度 もな く 涙が 流れました。 その 涙 を 拭お 

うと すれば する ほど 泣けて たまりません。 


のろ 

呪われた 自分、 ひねくれた われ。 泥土の ように われ 

じゅうりん  あきた  じゅ そ 

とわが 身 を 蹂躪して 慊ら ない この 身に、 呪詛 と、 反 

ましょう 

杭と、 嫉妬と、 憎悪と、 邪智 と、 魔性の ほかに、 何が 

残って いる。 

人 は 故郷へ 帰る が、 魂 は どこへ 帰る。 

故郷 はこの 醜 骸を迎 うるに、 温かき 心 を 以てする と 

も、 この 傷ついた 魂 をいた わるもの は、 いずれに ある- 

お 銀 様 は、 そこに 立って、 ひた 泣きに 泣きました。 

涙の 限リ 泣きました。 

慈愛あって、 その 慈愛 を 信ずる ことので きない 父の 

名 を 呼んで 泣きました。 


自分の 形骸 を 壊して、 こんな 生れ もっかぬ 醜い もの 

として 陥れた と 信じて いる 継母の 名 を 呼んで、 お 銀 様 

は 泣きました。 

ほとんど 白痴に 近い 弟の 三郎 —— やがて 有 野の 家の 

当主と なって、 無意味なる 財産の ために さいなま るべ 

き 弟の 名 を 呼んで 泣きました。 

最初の 愛人 幸 内の 名 を 呼んで 泣きました。 が、 今 は 

その 愛人 も 無く、 それ を 虐殺した 人 もありません。 

われ は惨虐 と、 貪汚と、 漂浪と、 爛れた る 恋と、 飽 

くこと なき 血 を 好む —— と、 お 銀 様 は 強いて これ をい 

おうとし たが、 お ぞく も 涙に くれて、 それ は 立 消えと 


なりました。 

欲しい もの はなん にもない。 ただ 純な 心 一 つが 欲し 

い。 その 心 一 つ を 抱いて 故郷の 土が 踏めるなら —— と、 

お 銀 様の 魂が しきりに 叫びました。 

傷ついた 魂から 血が 流れます。 お 銀 様 は その 血 を 押 

えながら 街道 を 歩み はじめました。 道が 竜王の 松原へ 

かかって、 有 野へ はこれ から 曲ろうと すると ころ。 

ふと、 赤 児の 泣き声が する。 遠い ところで 乳呑児が、 

糸の ように 泣いて は 泣き やむ。 

その 声 を 聞く と、 お 銀 様 は 地上 を視 いて 見ました。 

血 は 流れて いないが、 物が ある。 


お 銀 様 は ギヨ ッ として たちどまりました。 

けさく みよ うじん 

だが、 それ は その 昔、 蹴 裂 明 神の 前で 見た 捨児 では 

ばくろう 

ない。 長 塚 新田の 馬 喰が 落した ハマで もない。 この 街 

道に は 相応 わしから ぬ もの —— 

柱が 二つに 折れ、 半月から 腹まで 無惨に 踏み 裂かれ 

た 一 面の 琵琶が、 街道の 地上に 露 を 帯びて 打 捨てられ 

て ある。 

お 銀 様 は 一見して、 これ は 追剝に 逢った の だと 思い 

ました。 人間が 追剝に 逢った ので はない。 琵琶が —— 

琵琶 そのものが 悪漢に 捉 まって、 首を切られ、 腹 を 裂 

かれた の だ。 琵琶 そのものが ここで 無惨に も あえなき 


最期 を 遂げた の だと 思いました。 

こういう 場合、 人間の 死骸よりも、 有るべからざる 

ところに ある 物の 死骸が 物凄い。 見 給え、 琵琶の 腹 か 

ら 夥 しい 血潮が 流れて いる —— 

人間の 手に 作られて、 人間の 用 をな す もので、 人格 

の 備わらぬ という は 一 つもない。 

琵琶が 殺されて いる。 

しかし、 琵琶の 殺された こと は、 わが 身に 何の かか 

わり ある ことで はない …… とお 銀 様 は 冷然と して そこ 

にら さき 

を 歩み 去って、 左に折れました。 韮 崎から 信 濃 境へ 行 

く 道と わかれて、 有 野から 白 根 山脈の 前面 を 圧する と 


ころ。 

釜 無 川に つづく 竜王 松原の 中、 一歩、 足 を 踏み入れ 

うめ 

たと 思う と、 人の 呻く 声 を 聞きました。 

そこで、 お 銀 様 は 再び ギヨ ッ として 振 返った の はさ 

いぜんの 琵琶で、 呻きの 声 は ただいまの その 琵琶から 

起った ので はない か？ 

それならば 脈が ある …… あれほど 無惨に 殺された 琵 

いちる 

琶に、 まだ 一縷の 生命が 残って いたか …… 地上に 残さ 

れた 琵琶の 形が 助け を 呼んで いる。 

お 銀 様 は 怖ろ しいと 思いました。 

しかし、 琵琶が よし 助け を 求めた とて それが 何 だ。 


自分に かかわった ことで はない —— とお 銀 様 は 再び 冷 

然として、 また 竜王 松原の 中へ 足 を 踏み入れる こと 一 

歩。 

そこに、 また 人間の 呻く 声 を 聞く。 

お 銀 様 は、 やはり それ を、 殺された 琵琶の 息 を 吹き 

返して、 本能 的に この 世に 向って 助け を 求める 声 だと 

聞きました。 

だが、 琵琶の 死んだ のと、 生きた のが、 何の 自分に 

かかわりが ある —— 

今度 は 思い切って、 後 を も 見ずに 松原へ 走り 入る と 

またしても 人の 呻く 声が 頭上に 聞え ました。 


お 銀 様 は 何ともい えない いやな 気持に なりました。 

それ は 助け を 求めて 聞き入れられない 琵琶が、 必死の 

恨み を罩 めて 自分 を 追い かけて 来て、 自分の 頭の 上で 

泣いた と 思った からです。 

お 銀 様 はま さしく 琵琶の 幽霊に 追われた と 思い まし 

た。 

そこでお 銀 様 は 三た び 冷然と して 立って、 静かに 顧 

みたが、 松の木の 間 を 通して 見る 街道の 琵琶の 死骸 は、 

以前の 通り 身動き もした と は 思われない。 

うめき 

お 銀 様 は、 その 呻吟の 声の 起る ところ を 知る に 惑い 

ました。 幸いに してお 銀 様 は、 悪魔の 戯れに は 慣れて 


いる。 況んゃ 琵琶の 脅迫に 怖れて、 吾 を 忘れる ような 

ことはありません。 自分の 頭の 上の、 松の 枝から、 自 

分の 頭と すれすれに、 これ は 本物の 人間の 死骸が 一 つ 

吊 下げられて ある こと を 知りました。 今の 呻吟の 声 は 

裂かれた 琵琶の 胴から 出た ので もな く、 殺された 琵琶 

の 霊魂が、 恨み を 帯びて 自分の 後 を 追い かけた ので も 

なく、 まさしく この 頭上に 吊された 人間の 死骸 —— と 

はいえまい、 まだ 呻吟の 声の 出る 限リ はこの 世の もの 

である。 

そこでお 銀 様 は、 静かに 二三 歩 立ちの いて、 その 頭 

上 を 仰いで 見ました。 


前い う 通り、 明るい 晚 のこと ですから、 瞳 を 定めて 

よく 見れば その 輪郭 は ほぼ わかる。 成人に して は 小さ 

く、 子供に して はや や 大きい のが、 素 裸に されて、 四 

ッ 手に 結 えられて、 松の 枝から 吊 下げられ ている。 そ 

の 頭が 坊主で ある こと —— しかし、 自ら 求めて 死に 就 

いた、 いわゆる 縊 れつ 児で はなく、 人の ために 強いら 

うきめ 

れて、 やむなく この 憂目に 逢った もの だとい うこと は 

一 目 瞭然で ありました。 

「かわいそうに …… 」 

そこでお 銀 様 も、 それ を 助ける 気になりました。 お 

銀 様 なれば こそ、 これ を 助ける 気に もな つたので、 世 


の 常の 女性に して、 この 時、 この 際、 人 を 助けん とす 

る 余裕 や、 冷静な どが ある もの か …… だが、 その 助け 

る 手段 方法に ついては、 多少の 考慮 を 費さねば なり ま 

せん。 

幸いに、 繩の 一端が 釣瓶 仕掛に して、 松の 樹の 幹に 

からげ て ある こと を 知りました から、 お 銀 様 は それ を 

おもむ 

解いて、 やがて 徐ろに 被害者 を 地面まで 吊 下ろし ま 

した。 

いまし 

そうして おいて、 縛め を 解いて お 銀 様 は、 その 被害 

者の 介抱に 取掛 りました。 

かつぼう 

お 銀 様 は 活法を 知りません。 急 救 療治の 方法 もよ く 


は 心得て おりません。 介抱して まず 耳に 口をつけて、 

「お— い」 

と 呼んで みました。 

うめ 

その 手答え は 極めて 遅く、 程あって、 軽い 呻きの 声 

が 起る ばかりです。 

「お— い」 

お 銀 様 はなん とか この 被害者の 名 を 呼んで みな けれ 

ば、 呼び 醒 ます 声に 力の 入らない の を 感じ、 兄さん I 

I と 呼ぼうかと 思った が 頭が まるい。 坊さんと 呼ぶ に 

は 年が 若い。 そこで 暫く 言 句に 詰まって いたが、 急に 

あわただしく、 


「あ、 これ は —— これ は 弁 信さん じ やない かしら？」 

発 止と 思い当つ たの は、 裂かれた る 琵琶です。 疑う 

ベく も、 疑うべからざる 証拠の ある もの を、 何として 

今まで 気がつかなかった のだろう。 

「弁 信 さあん、 しっかりな さいよ」 

お 銀 様 は、 砕ける ほどかた く 弁 信 を 抱きしめて、 あ 

らん 限りの 声で 叫び ましたが、 その 声 は 今までと 違つ 

て、 天来の 力が 籠って でもいた ように —— そこで、 声 

と、 力と が、 神に 通じた か、 以前よりも、 もっと 頼 も 

しい 息づ かいで 唸り を 立てました。 

「弁 信さん、 しっかりなさい」 


お 銀 様 は 弁 信 をし つかりと 抱きしめて、 四方 を 見廻 

しました。 それ は 水 を 欲しかった のです。 水が あらば 

一 口 飲ませて やりたい ものと、 それで 忙しく、 四方 を 

見廻した けれども、 そこに は 水の あろう はずが ありま 

せん。 

しかし、 少しも 失望す る こと はない。 この 松原の 中 

を 一 散に 走れば 釜 無 川の 岸で ある。 そこに は 落ちて 富 

せんかん 

士川 となる 水が 潺湲と 流れて いる。 

お 銀 様 は、 弁 信 を 抱いた なりで、 松原の 中 を ひた 走 

りに 走りました。 

やがて 釜 無 川の 岸。 


お 銀 様 は、 その 水 を 含んで 飽くまで 弁 信の 面に 注ぎ、 

飽くまで その 口に 飲ませよ うとし、 そうして 三た び あ 

らん 限りの 声で 呼び 醒ま しました。 

この 声に、 眠りの 醒めない という ことはありません。 

息を吹き返した 弁 信に、 お 銀 様 は 自分の 羽織 を 脱い 

で 着せ、 

「弁 信さん、 どうした のです」 

「ああ  」 

弁 信 は 長く 息 を 引いて、 深く 空気 を 吸い込み、 

「ああ、 わたし は 助かりました か？」 

「助かり ましたよ。 どうして こんな 目に 逢いました 


の？」 

「あなた はお 銀 様です ね」 

「そうです よ」 

「お話し 申せば 長う ご ざ い ま すが …… 」 

はんとき 

鹿の子 は 生れて 半時 も 経たぬ 間に、 もう ひよこ ひよ 

こと 歩き 出す そうです が、 弁 信 は 息を吹き返 すと 間 も 

なく、 平常の 調子で、 すらすらと 話し 出しました、 

「ちょうど、 この 松原で …… 多分 ここ は 松原の 中 だと 

思います が、 私の 前へ 一 人の 人が 現われて 申しました、 

お前 は どこ へ 行く …… 私 は 旅 をして 歩きます と 申し ま 

すと、 一 人で 旅 をして 歩く に は 路用と いう もの を 持 合 


わせて いるだろう、 それ を ここへ 出せ、 とのこと で ご 

ざいます …… いいえ、 左様な もの は 持 合わせて はおり 

ませぬ、 と 答え ましたが、 その 人が 聞き入れません。 

噓を つけ …… 持って いる だけ 出さない と 為め にならぬ 

ぞ、 と、 斯様に 申します ものです から、 私が 事 を 分け 

か どづ け  ちょ う もく 

て、 いいえ、 ございませぬ、 門 付で いただいた 鳥目が 

僅か ございま したの を、 それで、 甲府の 町の 外れで 

うどん 

餛飩を 一杯いた だいて、 今 は 全く 持 合せが ございませ 

ぬ …… こう 申します と、 その 人が どこまでも、 それ は 

噓だ、 眼 も 見えない くせに、 一 人で 旅 をして 歩く から 

に は、 必ず ど こぞに 路用の 金 を 隠し持って いるに 相違 


ない と、 斯様に 私 を 責めます る 故に、 私 は それならば、 

私が、 今 ここで 裸になって ごらんに 入れましょう、 古 

ぞうむ いちぜん 

人 は 曾 無 一善の 裸の 身と 申しました、 裸になった 私の 

身体 を ごらんに なった 上、 たとえ そこに 一 銭の 金で も 

いのち 

蓄えて ありましたならば、 私 は 生命 を 取られても 苦し 

いと は 申し ませぬ …… こう 言いまして、 私 は 琵琶 を 下 

へ 置いて、 上なる 衣 から 悉皆 脱ぎ 去って、 裸にな つ て、 

その 方に 見せました …… そうし ますと、 うむなる ほど、 

き 

無い もの は 無い に違いない、 貴様 は なかなか 気の 利い 

た 坊主 だ、 本来 はこ ちらから 身ぐ るみ 裸に してやる ベ 

きもの を、 その 手数 を かけずに 自分から 進んで 裸に 


なった の は 可愛 ゆい 奴 だ、 銭がなければ、 二束三文に 

もなる まいが、 この 着物 だけ は 持って行く …… と 申し 

まして、 私の 上から 下までの 着物 —— と 申しましても 

襦拌 ともに 僅かに 三枚な ので ございま すが、 その 三枚 

を 持って行こう とします から、 私が、 もしもし とその 

方 を 呼び留め 申しました、 呼びと めて 申します のに は 

あなたが それ をお 持 去りになる の は 仕方が ございませ 

んが、 仕方が あっても なくても、 この 私 は あなたの な 

さる こと は、 お留め 申す だけの 力 は 一 切 ございません 

が、 どうかお 情けに は そのうちの 上着の 一 枚 だけ をお 

返し 下さいますまい か、 せめて それだけ でも ございま 


せんと、 これから 一 足 も 進む ことができな いので ござ 

ねんご 

います …… と、 懇ろに 頼みました ところが、 その 方 は 

それ を 一 向お 聞き入れ 下さらず、 馬鹿め …… 着物が な 

くっても 足が あるだろう、 足が あって 一 足 も 歩け ない 

と いう ことがあ るかと 申されました、 よろしう ござ い 

ます、 それで はお 持ち 下さい ませ …… 私が 悪う) J ざ い 

ました、 世間に は 一枚の 着物 さえ 持たない 人 も あるの 

に、 これまで 三枚の 着物 を 重ねていた 私 は 奢って おり 

ました、 その 罪で、 あなたの ために 衣 を はがれる の は、 

むく 

罪の 当然の 酬いで > J ざ います、 私から 着物 を お取りに 

なろうと する あなた こそ、 私 以上に 困って おいでにな 


れば こそで ございます、 求められず とも、 私から 脱い 

で 差 上げなければ ならなかった の を、 たとえ 一枚で も 

欲しい と 申した 私の 心が 恥 かしう ございます …… とこ 

あ )*T 

う 申します と、 その 人が、 いきなり 私 を 足蹴に 致し ま 

した。 

その 方が、 いきな リ私を 足蹴に 致しまして、 よく、 

ぺ ラぺ ラ 喋 る こまし やくれ だ、 黙つ て 往生し ろ —— 

とその まま 行って おしまい になれば よかった のです が、 

その 方が、 ふと 私が あちらへ おいた 琵琶に 目 をつ けた 

げつきん 

ものと 見えまして、 こり や あ 何 だ、 月 琴の 出来 損いの 

ような へ ん てこな もの を 持つ て いる  これ もつ いで 


に 貰って 行く、 と 琵琶 をお 取上げに なった ようでした 

が、 夜目に も、 私の 琵琶が 古びて、 粗末な の を 見て取つ 

たのでしょう、 持って 帰った つて、 こんな 物、 売った 

ところで いくらに もなる めえ、 買い手が ある もの か… 

…と 眩き ましたの を、 私が 聞いて、 左様で ございます、 

その 品 は、 それ を 操る ものに は 無くて はならぬ 品で ご 

おもちゃ 

ざいます が、 余の 人が 持ちました とて、 玩具に もなる 

もので は ございませぬ、 もしで きますならば、 それ は 

そのまま お残し 下さい ませ、 おっしゃる 通りに 着物 は 

なくても、 足が あれば 歩け な い という 限り は ござ いま 

せぬ が、 それが ありませ ぬと、 明日から 世渡りに 差 支 


えます る、 とにもかくにも、 その 一 面の 琵琶 を 私が 抱 

い て 参リ ますう ち は、 皆さんが …… よし 私の 芸が 不出 

来でありましょう とも、 それに 向って、 いくらかの 御 

報捨 をして 下さい ますが、 それがない と、 私 は 全く 杖 

柱 を 失って しまいます、 衣類 は どなたでも 御着 用な さ 

いませ、 琵琶 はお そらく 私に 限って、 破れた 一 面の 琵 

琶 でも、 私に お授け 下されば こそ、 その 用 をな すと い 

う もので ございます …… その 琵琶 だけ は …… とこう 申 

しました のが 返す返す も、 私の 未熟 ゆえ で ) J ざい ま す。 

ぞうむ いちぜん 

すでに 曾 無 一 善の 裸の 身と 申しながら、 またも 一 枚の 

着物 を 惜しみ …… 一 面の 琵琶 を 惜しむ、 浅ましい 心、 


それが 無惨に 蹂躪ら れ たの は、 もとより そのと ころで 

ございます。 まだ ッべ コ ベと 文句 を 並べる か …… 察す 

ると ころ、 貴様 はこの 月 琴の 胴の 膨らんだ ところへ、 

路用 を 隠して おくの だな、 木に して は 重味が ありすぎ 

る …… 大方、 この 胴の 中へ、 小判で も 蓄えて おくの だ 

ろう —— と 言って その 琵琶 を メリ メリと 踏み 壊して お 

しゃく 

しまいに なりました。 とかく、 私の 言う ことが 癩に 

さ わ 

障った ものでしょう。 それと、 せっかく 踏み 壊して 見 

た 琵琶の 胴の 中に も、 一 文の 蓄え もあろう はず はあり 

かんしゃく 

ません から、 その 癇癩 まぎれに、 私の 身 を 裸で 一 晚涼 

ませて やる といって、 この 通りの 始末で ございます。 


いいえ、 それだけ のこと を 覚えて はおり ますが、 別段 

怪我と いって は ございませぬ、 縛られる 前に、 蹴られ 

たと き 気が 遠くな りました、 それまでで ございます。 

いいえ、 何とも 思って はおりません、 さの み 悲しい と 

も 思って はおりません、 あなた 様に 助けられても、 さ 

のみ 嬉しい と は 存じません …… ああ、 私 も 今までず い 

ぶん 苦労 も 致し ましたし、 命 を 取られる ような 目に 

逢った こと も 幾度 も ございました けれど、 本当に 裸の 

身に された の は 今宵が 初めてで ございます、 - J の 肉 身 

一 つの ほかに、 持てる 物 を ことごとく 奪われた の は 今 

回が 初めてで ございます。 いいえ、 奪われた ので は ご 


ざいません、 持つべからざる もの を 持つ が 故に、 召し 

上げられ たので ございます …… 仏が あの人の 手 を借リ 

ごうしよ  ざいごう 

て、 私の 劫 初 以来の 罪業 を 幾分な リ とも 軽く してやろ 

おぼしめ 

うと 思 召して、 かりに 私の 身から 一切の 持物 を 取って 

おしまいに なりました。 しかし、 着物 は剝ぎ 取られ ま 

うみ 

しても、 この 心に は まだまだ 我慢 邪慢の 膿の ついた 衣 

いくえ  まと 

が 幾重に も 纏いつ いてお ります る。 それ を 一枚 一枚 脱 

しょ - つじよ-つむく 

ぎ 去って、 清浄無垢の 魂 を 見出した 時に、 初めて、 そ 

の 魂に 着せる 着物が 恵まれねば なり ませぬ、 そのと き 

恵まれた 着物の みが、 本当に 私の 着物で ございます。 

曾 無 一 善の 身に は、 世間の 衣 一 枚 は 私の 悩みで ござい 


ました …… 」 

弁 信が 例によって 一気に ここまで 喋った の を、 お 

銀 様 はどう 聞いた か、 

「弁 信さん、 私のう ちへ おいでなさい、 あなたに 着物 

を 着せて 上げます から …… 」 

お 銀 様 は 弁 信 法師 を 伴って、 故郷の 有 野 村へ 帰り ま 

した。 

お 銀 様 自身 は 故郷に そむいて いたつ もり だが、 故郷 

きた 

はお 銀 様の 来る を 温かく 迎えます。 父の 伊太 夫 は 泣い 

わ 力ま ま 

て 喜び、 既往 一切の 我儘 を 忘れて くれました。 


今まで、 ことごと くわれに つらし と 思 つ ていた 家中 

の すべてが、 みな 温かい 心 を 雨の ように 降らして、 そ 

むいて 来た もの を、 なついて 来た ものの ように 迎える 

の は、 多少お 銀 様の かたくなな 心 を 解いた かも 知れ ま 

せん。 

しかし、 その 日 は 暗い うちにわが 一 間に 入り、 翌日 

は 一 切、 日の目に 自分の 顔 を 見せず、 無論、 家中の 誰 

にも 面会と いう こと をし ないで、 お 銀 様 は、 おのが 部 

こも 

屋に 籠り つ きりであります。 

それと 反対な の は 弁 信 法師で、 もう、 たどりついた 

その 晩から、 有らん限りの お喋り を 発揮して、 当る を 


幸いに 相手と して 喋り 続け、 今朝 も 起きて、 倉に 所蔵 

の 白無垢の 小袖と、 黒の 法衣 を 着せられた 時から、 人 

に 向って 喋りました。 

それ を 聞きつ けたお 銀 様が、 窓の 向う から 窘める 

ように、 

「弁 信さん —— これから、 あなたの 仕事と して、 東の 

土蔵に 昔から 蓄えて いる 楽器の 音 を 調べ て 下さい、 そ 

うして、 使える のは雙 える ように、 使えな いのは 雙ぇ 

ないように …… 」 


底本： 「大 菩薩 峠 9」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1996  (平成 8) 年 4 月な 日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 " 「大 菩薩 峠 五」 筑摩 書房 

1976  (昭和 S) 年 6 月^日 初版 発行 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 ： 原 田頌子 

2  00  4年ー月9日作成 

2  o  o  6 年 5 月 2 日.^ 王 

青空 文庫 作成 ファイル " 


この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 


